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あとがき







　夜に紛まぎれ、彼らは静かに扉を叩たたく。

　耳を傾けてはいけない。その声は、心を惑まどわせるから。

　決して、開けてはいけない。その手が差し出すのは、悲ひ劇げきだけだから。




　誰だれかが、そっと扉を開く。悲劇が一つ、落とされる。




　少女には、夢があった。

　憧あこがれていた。焦こがれていた。それが、世界の全すべてだった。そのために、努力を欠かしたことはなかった。

　けれど、彼女には、世界の全てと引き換えにしても、守りたい者がいた。

　少女の前に、闇やみが舞まい降りる。




　誰かが、そっと扉を開く。悲劇が一つ、落とされる。




　少年には、愛する人がいた。

　それは、生まれてからずっと一いつ緒しよにいた姉だった。

　不幸な事故が、二人ふたりを襲おそう。少年が長い眠りから覚めたとき、世界に愛する人はいなかった。

　いくつもの夜を泣いて過ごし、それでも涙は止まらなかった。

　少年の前に、闇が舞い降りる。




　誰かが、そっと扉を開く。悲劇がもう一つ、落とされる。




　その子供には、なにもなかった。

　異端の力を身につけた子供は、周囲から忌いみ嫌われていた。

　たった一人ひとり、閉ざされた町の中で震ふるえながら、救いを待っていた。偽りの世界のしくみを信じて、光を求めていた。

　待ち焦がれ、やっと差し伸べられた手は、血に塗まみれていた。




　三つの悲しい出来事が、教えてくれる。

　彼らに近づいてはいけない。

『グリムザール』に近づいてはいけない。

　彼らは深しん淵えんを覗のぞく者。知ろうとすれば、引きずり込まれる。




　そして、今夜もまた、異界の門が開く。
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　到着を告げる電子音。

　エレベータの扉が開き、若い女が乗り込んでくる。

　六階には、フランス料理の専門店が入っている。麻ま由ゆ美みはそこの従業員だった。無地のシャツにショートパンツ、薄うす手でのコートを羽は織おっている。ファッション雑誌のモデルのように大人おとなびた顔立ち、彼女目当ての客がいるほどの美しい女だった。けれど今は、色いろ濃こく滲にじんでいる疲労のせいで、その魅み力りよくは大きく損なわれている。

　時刻は深夜一時、店を閉めて後片付けを終えて、家に帰るのはいつもこの時間だ。充実感よりも疲労の方が勝っている。麻由美はエレベータに乗り込むなり、ボタンも押さず右側の壁かべにもたれ掛かった。

　狭い箱には、先客がいた。向かいの壁に左肩を預けて、女が立っている。七階のスナックで働いているホステスだった。これから客と待ち合わせでもしているのか、手て鏡かがみで化粧をチェックしている。彼女の濃い香水が狭い密室の中に広がって不快だったので、挨あい拶さつはしなかった。

　この七階建てのビルには、飲食店ばかりが入っている。そのせいで、深夜でも誰だれかと乗り合わせることが多い。麻由美は、とても仲良くなれそうにないホステスだとしても、一人ひとりではないことに安あん堵どを覚えた。

　麻由美はこのビルのエレベータが嫌いだった。築二十年を数える雑居ビルは、オフィス街の外れにある。各階に入っている店てん舗ぽは色いろ鮮あざやかに偽装されているが、エレベータだけは本当の姿を映すように老朽化が進んでいた。

　染みの目立つ床ゆかに天てん井じよう。動き出すときに、ワイヤーが軋きしんでいるような音がする。配はい線せんが切れかけているのか、蛍けい光こう灯とうの明るさがたまに変わる。ごくまれに感じる微かすかな揺ゆれも気味が悪かった。

　軋むような音を立てて、エレベータが動き出す。

　音に驚おどろいたわけではないだろうが、ホステスが持っていた手鏡を落とした。麻由美の足元に転がってくる。

　気づかない振りをしたいのを我慢して、屈かがんで拾い上げる。ホステスは礼も言わず、品定めでもするように麻由美の顔を見てから、当然のように受け取った。

　苦情をいう気力もなかった。やっぱり、仲良くなれないタイプだ。改めて思いながら、また壁にもたれ掛かる。

　五階。扉の上に並んだ数字のライトが、一つ下の階に移る。

　麻由美は、足元に視線を向けた。

　なんだろ、あれ。

　屈んだ時に気づいたのだが、床の隅すみに奇妙な落書きがあった。二匹の蛇へびが体を絡ませているような、不ふ思し議ぎな模も様ようだった。悪戯いたずらにしては地味だし、どことなく意味深に思える。

　しばらく眺めて、飽きる。結局、どうでもいいことだった。

　蛍けい光こう灯とうが一いつ瞬しゆんだけ暗くなり、すぐに明るさを取り戻す。

　四階。表示が、また一つ下がる。古いエレベータは、ゆっくりと、ゆっくりと落ちていく。

　麻ま由ゆ美みは、奇妙な感覚に気づいた。仕事の行き帰りに毎日乗っているエレベータだが、今日きようはなにかが違う気がする。違う画家が描いた同じ景色けしきを見ているように、微かすかな違和感があった。いつもより色彩が暗く、空気がどことなく湿っぽい。

　腕うで時ど計けいを確かく認にんする振りをしてホステスを見る。なにも感じていないようだった。携帯を取り出し、わずかな時間しかいない密室の中で、電波があるのかを気にしている。それを見ていると、一人ひとりだけ焦っているのが馬ば鹿かみたいに思えてきた。

　疲れてるのかな。

　心の中で呟つぶやく。普ふ段だんと違って見えるのは、疲労が原因なのだろう。

　麻由美はエレベータの壁かべに背中をあずけたまま、そっと目を閉じた。

　三階。エレベータが軋きしむような音を立てる。

　それに混じって、声が聞こえた。

「ココカラ、ダシテ」

　跳ねるように顔を上げ、辺りを見回す。

　麻由美の様よう子すに、ホステスが怪け訝げんそうな視し線せんを向けてくる。彼女には、なにも聞こえていないようだった。すぐに興きよう味みを逸そらして携帯を触り始める。

　聞こえてきた声を思い出す。硝子ガラスが擦こすれたような女の声だった。それは、聞き間違いでなければ、後ろから聞こえてきた。背中をあずけている、壁の中から聞こえてきた。

　壁に、人が埋まっている。その想像は、テレビドラマでよく見る悲ひ惨さんな死体、湖に沈められるよりも、森に捨てられるよりも、もっと歪ゆがんだ死を連想させた。急に怖くなって、壁から背中を離はなす。それと同時に

　足になにかが触れた。

　濡ぬれた手が、太ふと腿ももの辺りを摑つかんでいる。そんな感触だった。

　息が、止まる。太腿の感触が全身に伝わり、体が震ふるえる。見ないわけにはいかなかった。麻由美は、虫が逃げ込んだ隙すき間まを覗のぞき込むように、そっと視線を足元に向ける。

　子供がいた。

　子供が、麻由美の足を摑んでいた。

　思わず上げそうになった悲鳴を、なんとか抑え込む。よく見れば、小学校に通い始めたくらいの可愛かわいらしい男の子だった。それに気づくと、怯おびえていた気持ちは途と端たんに薄うすれていく。

　子供は、麻由美を見上げながら、思わず抱きしめたくなるような笑えみを浮かべる。

「あのね、聞きたいことがあるんだけど」

　猫の毛のように細い髪に、すぼめたように小さな口、丸い目は特に愛らしかった。ジーンズに緑色の長なが袖そでのシャツ。服装は少し大人おとなびていて、逆に幼さを引き立たせているように見える。

「ちょっと、なに、その子」

　声が聞こえたのだろう。ホステスが気づき、気味悪そうに声をあげる。携帯を手に持ったまま、子供を睨にらみつけていた。

　麻ま由ゆ美みは、いきなり現れた子供のことを、もう怖いとは思っていなかった。いつの間に入ってきたのだろう、などと考える。自分と一いつ緒しよに乗り込んでいたのだろうか、初めからいて気づかなかったのだろうか。なんでこんな時間に一人ひとりでいるのだろう。

　子供が、ゆっくりとホステスを振り返る。大人おとなたちの顔を交互に見る。それから、遊びをせがむようにいった。

「あなたたちは、自分よりも大切な人がいる？」

　その声は、黒く淀よどんだ空気になって密室に溶けていった。あどけない表情で、楽しそうな声で、子供は続ける。

「みんな、この世界に意味を持って生まれてくるんだ。それはね、自分よりも大切な人を見つけることだよ。生まれたときから決まってるんだ。それが世界のしくみなんだ」

「なに、この気味の悪い子、頭おかしいんじゃない」

　ホステスは、掃はき溜だめを漁あさるカラスでも見るような、不気味さと恐れを混ぜた視し線せんを向ける。その言葉を聞いて、子供は、少しだけ残念そうに呟つぶやいた。

「聞かなくたってわかるや。あなたの命には、もう意味がないんだね」

　子供の足元から、タールのような黒い液体が溢あふれてくる。粘っこい液体が、無む脊せき椎ついの生き物が這はうように床ゆかに広がっていく。

　それは、彼女たちがこれまで目にしたどんなものよりも濃こい黒色をしていた。体の底から湧わき上がるように寒気が全身を覆おおう。触れてはいけないものだと、本能が告げる。

「なんなのよ、これっ」

　ホステスが、甲かん高だかい悲鳴を上げた。よろめきながら、壁かべに背中をぶつける。その瞬しゆん間かん、彼女の表情が凍りつく。壁からも、黒い液体が染み出していた。

「ココカラ、ダシテ」

　さっきの声が、聞こえた。

　壁に染み出してきた液体の中に、人の顔が浮かんでいた。若い女の顔が、壁の中に透けて見えていた。血の気がなく、目が落ち窪くぼみ、生きている人間のものではなかった。それは、暗い水槽の中に死体が飾られているような不気味な光景だった。

　ホステスが肩越しに振り返り、咽のどが裂けるような悲鳴を上げる。逃れようとするが、彼女の背中は黒い液体に張りついているように離はなれなかった。それどころか、もがけばもがくほど壁の中に沈んでいく。

「その人たちはね、みんな、自分のことしか考えてなかったんだ。だからね、僕が、世界のしくみを教えてあげたの」

　壁かべの中にいるのは、一人ひとりだけではなかった。黒い液体が広がるにつれて、次々と並んでいる顔たちが見える。死体は、壁を覆おおうようにびっしりと並んでいた。

　……二階。エレベータの表示が動く。落ちるのが、やたらと遅く感じる。

　子供が向き直り、麻ま由ゆ美みに問いかける。

「人はね、みんな、みんな、誰だれかのために生まれてくるんだよ。だからね、そうじゃない人は、生きている意味がないんだ。あなたはどう？　誰か大切な人がいる？」

　子供が、迷いのない声で問いかけてくる。

　麻由美の足元にも、黒い液体が這はい寄ってきていた。気がつくと、床ゆかも、壁も、天てん井じようも、エレベータのほとんどが黒い液体に埋め尽くされていた。壁には、屋台のお面のように、真っ白い死者たちの顔が並んでいる。喉のどが震ふるえて悲鳴すら出なかった。

　ホステスの甲かん高だかい声が消える。見ると、上半身が完全に沈んでいた。壁から、足だけが生えている。その足も、みるみるうちに飲み込まれていく。

　なにか答えなくては、麻由美は叫び出したいのをこらえ必死で頭を巡らせる。

「こ、恋人が、いるわ。愛し合ってるの、いつか結婚したいって思ってる」

　子供は、その答えがとても気に入ったようだった。嬉うれしそうに笑う。

「その人のために、生まれてきたの？」

「ええ、そうよ！」

「それはいいね。じゃぁ、証拠を見せて」

「証拠なんて……そう、これっ」

　麻由美は左手の薬指に嵌はめている指ゆび輪わを見せる。子供は、銀色のリングをしばらく見つめてから、ゆっくりと首を横に振る。

「それじゃ、駄だ目めだよ。今日きようはね、とても変わった子を連れてきたからさ。僕のお気に入りなんだ。だから、もっと、ちゃんと見せてよ」

　子供は右手を持ち上げると、自分の右目に添える。

　右目は閉じていない。中指の腹が、眼球に触れる。子供は笑ったまま、さらに力を加える。ラムネのビー玉が外れるように、眼球が沈む。

　眼球が、カラクリ時ど計けいのように顔の内側へ落ちていく。眼球がなくなった右目には、ぽっかりと穴が開いていた。

　そこから、蛸たこ壺つぼから這い出るように無数の足が出てくる。昆虫を思わせるような、硬い殻に覆われた足だった。

　右目の穴から、それが姿を見せる。拳こぶしほどの大きさの、蟲むしだった。肉色をした幼虫の体に、甲こう殻かく類るいの足が生えたような歪いびつな生き物だった。目から出てきた蟲は、少年の頰ほおを這はい、首筋へと下りていく。

「なに……それ」

　麻ま由ゆ美みが呟つぶやく。一いつ瞬しゆん遅れて、張り裂けるような悲鳴を上げる。

　子供が笑う。覚えているのは、そこまでだった。







　気がつくと、いつものベッドの上だった。

　しばらく呆ぼう然ぜんと、見み慣なれた部へ屋やの天てん井じようを見つめる。そして、悪い夢を見ていたのだと気づく。

　ひどく寝汗をかいていた。シャワーを浴びようと思うが、体がだるかったので後回しにする。

　ジャージにＴシャツ、いつもの部屋着。メイクもちゃんと落としている。うまく思い出せないけど、ちゃんと帰ってきて眠っていたらしい。

　留守電が一件だけ入っている。実家の両親だった。いつもの小言。最後まで聞かずに切る。携帯を開く。メールはない。テレビをつける。バラエティ番組でチャンネルを止める。お笑いが好きなわけじゃないけど、恋愛ドラマを見るよりはマシだった。恋愛は、しばらくしていない。一年前に別れたきり、誰だれとも付き合っていない。仕事が忙しいから、そんな理由でいつも自分を守っている。指ゆび輪わをつけたままだったのに気づく。自分へのご褒ほう美び、誰かの言いい訳わけを真似まねて買ったけど、気に入っているわけじゃない。夢があるわけじゃない、恋人もいない。時々、空むなしくなる。けれど、がむしゃらに働くのは嫌いじゃなかった。そうしていれば、いつか、いいことがあるだろうと思う。一時間ほどバラエティ番組を見たけど、特に笑わなかった。もう寝ようと、ベッドの方を振り返る。

　窓ガラスに、子供が映っていた。







「噓うそついちゃ、駄だ目めだよ」

　子供が、拗すねるような声でいう。

　エレベータの中だった。霧きりのように部屋が消え、エレベータの中に立っていた。表示は二階を示したまま、悪夢の中に戻ってきていた。

　子供の右目は、何事もなかったように麻由美を映している。眼球が戻っており、這い出してきた蟲はどこにもいなかった。

「あなたも、自分のためにしか生きてないんだね。この世界にいらないんだ」

　子供が笑う。エレベータの壁かべには、びっしりと顔が浮かんでいた。水死体のように白くふやけた無数の顔。その中に、さっきまでエレベータの中にいたホステスを見つける。落おち窪くぼんだ目で、虚うつろな表情を向けている。

　ホステスがいう。硝子ガラスの擦こすれるような声だった。

「ココカラ、ダシテ」

　壁に埋まった死者たちが、口々に呟つぶやく。

「誰だれカ、助ケテ」

「ダシテ、寒イ、ココカラ、ダシテ」

　その声は、蜘蛛くもが吐き出す粘着性の糸のように、麻ま由ゆ美みの体に絡みついた。必死で、叫ぶ。

「いや……お願ねがい、助けてっ」

「駄だ目めだよ。だって、これは、世界のしくみなんだから」

　子供が笑った。口の端が切れていくような笑い方だった。

「僕は、彼に出会って、やっと世界に受け入れられたんだ。彼のためなら、僕はなんだってできる、命だって捨てられるよ」

　足になにかが触れる。足元の壁かべから、手が伸びていた。足元だけではない、壁にびっしりと並んだ死者が手を伸ばしていた。狭い密室の中では、どこにも逃げる場所はない。服を摑つかまれ、壁際に引き寄せられる。無数の手が、麻由美の体を覆おおい尽くす。

「さぁ、あなたの、なんの価値もない魂たましいを、僕にちょうだい。そうすれば、また一つ、彼に近づくことができるから」

　子供の口が裂けていく。

　笑っている。壁に引きずり込まれていく自分を見て笑っている。無数の顔。視界を埋め尽くす腕。硝子の擦れるような声。無邪気な子供。落ちていく密室。裂けるよう笑って。笑って

「いやゃああああああああああああああぁ」

　絶叫が、響ひびき渡った。







　到着を告げる電子音。

　大通りから少し外れた、雑居ビルの片かた隅すみ。

　一階に到着したエレベータが開く。中に人はいない。蛍けい光こう灯とうが一度だけ明滅する。誰も降ろすことなく、自動ドアが、ゆっくりと閉まった。
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　朝のホームルームまでの時間が、放ほう課か後ごの次に好きだった。どこか慌あわただしい休み時間と違い、一日が始まる前の倦けん怠たい感かんと新しん鮮せんさがある。教室のドアを開くと、いつものように話し声が溢あふれてきた。

　窓際の席に着くまで、通りがかりに大勢に話しかけられる。話しかけてくるのは、漏れなく男ばかりだった。適当にあしらって、自分の席までやってくる。

　鞄かばんを机の上に置くと、窓から外を見る。昨日きのう見たニュースの雨予報は大きく外れて、水彩絵の具を薄うすく広げたような青空が広がっていた。いつも朝練をしている陸上部の姿はない。誰だれもいないグラウンドに重なって、うっすらと顔が映る。

　その顔を見た第一印象、ほとんどの人が同じ感想を言うことが想像できる。目つきが悪い。吊つり上がった目と眉まゆは、普通の表情でも相手を睨にらみつけているように見える。そのせいで、初対面からは怖がられることが多かった。霧きり崎さき唯ゆい人とは、少し前まで、両親から譲ゆずり受けた自分の目つきが気に入っていた。

　しかしその思いは、たった一つの出会いで、半はん熟じゆくの目玉焼きを箸はしでつつくように、あっさりと壊こわれた。せめて、もうちょっと優やさしそうな顔だったらよかったのに。鏡かがみを見るたび、そんなことを思ってしまう。

「なに怖い顔してんだよ、悩み事でもあんのか。まぁ、怖い顔なのはいつものことだけどよ」

　背後から、悩みの核心をさらっと織おり交ぜて、声が掛けられる。振り向くと、同じ剣道部の滝たき川がわ修しゆう司じが立っていた。

　整ととのえ過ぎたような細い眉に、どこか気き障ざっぽい目。薄い唇はいつも軽けい薄はくそうな笑えみを湛たたえている。部活だけでなく寮りようもクラスも同じで、唯人にとっては腐くされ縁えんといってもいい仲だった。

「唯人。今日きようの放課後、どうするよ？」

「なにか、あったっけ？」

　修司は、唯人の隣となりにしゃがみ込み、机に顎あごを乗せてくる。

「なにかって、なにもないから聞いてんじゃねぇか。今日から部活休みだろ」

　言われるまでもなかった。今日から、テスト週間なのだ。学校の方針で、テストの一週間前から全すべての部活動は休みになる。

「俺おれたちは部活ばっかで、まともに高校生活を楽しめてないと思うんだ。今日は、滅めつ多たにないチャンスだぜ」

　修司は、ちらりと背後を振り返る。その目には、暗い嫉しつ妬との炎が燃もえていた。新学期が始まってもうすぐ三ヶ月が経たつ。それぞれグループも固まり、中には、男女でいつも集まっている者たちもいる。すでに何組かのカップルも誕たん生じようしていた。

「そこでだな、美み倉くらちゃんたち誘って、どっか遊びにいかないか」

「……テスト勉強しろよ」

「んなもん、どうだっていいんだよ。今日やったことなんて、一週間後には忘れてるって。もうすぐ週末だし、そっから始めたって同じだろ」

「んー、まぁ、そうだけどさ」

　修しゆう司じの言葉は、わからなくもなかった。普ふ段だんは休日も含めて、ほとんどの時間が部活に忙殺されているのだ。けれど、唯ゆい人とが思い浮かべたのは、バイトしている月つき士し那な探偵事務所のことだった。

　月士那探偵事務所では、現在、難なん航こうしている依頼を抱えていた。ここ最近は、練習が終わってからも夜遅くまで調ちよう査さを手て伝つだっている。好きでやっていることなので、そのことに不満はない。

　問題は、調査の場所だった。事件が起きているのは、事務所のある舞まい坂さか町ちようから離はなれた場所にあるオフィス街だった。空いた時間ができても、トレーニングの名目であちこち危険な場所を連れまわされている。そのせいで、事務所にはしばらく顔を出していない。事務所で雑務を行っている少女とも、この一週間会っていなかった。バイトと部活の両方が休みになった今日きようこそ、久しぶりに彼女の淹いれた紅茶を飲みたいと思っていたのだ。

「というわけで、唯人、セッティング頼んだぜ」

　返事をする前に、修司が肩に手を置く。

「おいっ、なんで俺おれが」

「なんでって……お前、美み倉くらちゃんとやたらと仲良いだろ。もしかしたらよ、あの子、お前のこと好きなんじゃねぇか？」

「こら、適当なこというなよ」

「お、これは意外。適当なことでもねーと思うぜ。最近、よく帰り待ってくれてんじゃねぇかよ。あれって、やっぱお前に気があるとか、そーゆーんだって思わねぇ？」

　見ているだけで元気になるような美倉の笑え顔がおを思い出す。これまで練習ばかりの汗臭く男臭い学校生活を送ってきた唯人だが、この二ヶ月で一つだけ変わったことがあった。それが、美倉かなでだった。二ヶ月前の事件をきっかけに仲良くなった彼女との良好な関係は、今も続いている。

「ただ、帰る時間が重なってるからだろ。吹すい奏そう楽がく部ぶも、遅くまでやってるからさ」

「毎日、あんな都合よく同じ時間に終わるかよ。ああ、お前は俺と同じで、女とは縁えんがない側にいると思ってたんだけどな。なんか、無性に裏切られた気分だ」

「美倉は、俺をからかって楽しんでるだけだよ。お前の勘違いだ。俺は、ずっとお前と同じ側にいる」

「本当か？　信じて、いいのか」

「あぁ、何年付き合ってんだよ」

「ゆ、唯人ぉ」

　がし、教室の隅すみで、周りなど気にせず抱き合う二人ふたり。傷を舐なめ合うのも友情、とは誰だれの言葉だっただろう。

「うわっ、朝からイケナイものみちゃった」

　すぐ横から声がする。二人ふたりが抱き合ったまま振り向くと、噂うわさをしていたばかりの、美み倉くらかなでが立っていた。

　丸く愛あい嬌きようのある目に、意志の強そうな太い眉まゆ。肩まで伸ばした髪は、目立たない程度に茶色く染められている。とびぬけて美人というわけではないが、子犬のように懐なつっこい笑え顔がおと人見知りしない性格で、クラスの男子生徒から人気があった。

「おっはよー、唯ゆい人とくん。あ、滝たき川がわ君もっ」

「おはよ、美倉ちゃん。見事な付け足しっぷりあざーっす」

「付け足しなんかじゃないヨぉ。そんなことよりさ、二人は、今日きようの放ほう課か後ごヒマかな。テスト週間だし、練習ないでしょ？」

　唯人と修しゆう司じは、思わず顔を見合わせる。

「剣道部もウチも、毎日、練習ばっかりでしょ。せっかくだし、テスト週間の最初の日くらい、バサバサっと羽を伸ばさない？　えっと、よかったら、皆みんなでカラオケとかどうかなって。私も友達誘うからサ」

　バサバサは羽を伸ばしてる音じゃないだろう、と思いながら修司の方を見る。予想通り、肉を放り込まれたピラニアのような食いつきっぷりを見せてくれた。

「おっ、いいねぇ。唯人、お前もいくよな？」

　修司に振られ、唯人は思わず言い淀よどむ。

「あーっと、俺おれは」

「い、く、よ、なっ！」

　女の子とカラオケだぞ、断るなんて信じられねぇ。とばかりに睨にらんでくる。

　その時だった。飾かざり気のまるでない、初期設定のままのメール着信音が鳴る。唯人はポケットから携帯を取り出して開く。

　数秒間、唯人の時間が止まる。パタン。携帯を閉じる。

「悪わりぃ。俺、パス」

「なっ、にぃぃっ。なんだ、今の間は。まさか女かっ。女からなのか」

「うっわ、唯人くんヒドいっ。私というものがありながらっ」

　二人が、勢いよく詰め寄ってくる。美倉は冗じよう談だんめいていたが、修司は目が本気だった。

「いや、ほんと、大事な用があったんだ。えっと、あれだ、バイトいれてたんだ」

　そう答えた唯人の顔には、こらえきれずに笑みが浮えかんでいる。

　メールの相手は、ついさっき思い浮かべていたばかりの少女、月つき士し那な灯とう香かからだった。滅めつ多たに来ないメールを貰もらっただけでも嬉うれしいのに、そこには、こう書かれていた。

　今日、学校終わってから時間ありませんか？　お願ねがいしたいことがあるのです。

　メールの最後には、犬の絵文字。会いたいと思っている矢先にメールが届く、たったそれだけで、心が通じ合っているような妄想が浮かぶ。放ほう課か後ごの予定は、一いつ瞬しゆんで虹にじ色いろに塗り替えられた。

　放課後を満まん喫きつするためには、一つ、目の前に大きな難なん関かんがあった。女の気け配はいを感じ取ると、修しゆう司じは途と端たんに面めん倒どう臭くさくなる。

「そんな理由で、俺おれの誘いを断れると思ってんのか。バイトとカラオケ、いやっ、バイトと俺と、どっちが大事だっ」

　言い直さない方がよかったな、と思いながら即答する。バイト。

「こいつ、躊躇ためらいもなく……しょうがない、美み倉くらちゃん。俺と二人ふたりでいく？」

「あはは。そっかー、残念だな。またの機き会かいってことでネ」

　美倉はいつもの元気な笑え顔がおを残し、席から離はなれていく。その姿を見ながら、修司は机の上に両手をついた。

「ひでぇ、すっげースルーされたな……唯ゆい人と、お前、ホントにバイトなのか。さっきのメール、本当に女じゃねぇんだろうな」

　修司の勘の鋭するどさに感心しながら、んなわけないだろ、と答える。

「前から気になってたんだけどよ、バイトってなにやってんだよ」

「どこにでもある、普通のバイトだよ」

　バイトをしていることは、修司に話していた。同じ寮りように住んでいるのだ、毎日帰りが遅ければ、言いい訳わけも必要になる。

「お前、なんか危ないことしてねぇよな」

　いきなり、心しん臓ぞうが大きく跳ねる。修司は、さっきまでのふて腐れた様よう子すから一変して、真面目まじめな表情になっていた。

「なにいってんだよ、急に」

「お前さ、最近、よく怪け我がしてるみたいだし。帰ってくんのだって遅おせぇし。剣道の方もなんか強くなってるしよ。それに……ときどき暗い顔して考え込んでるだろ。それが気になっちまってよ」

　修司は、昔の記き憶おくを思い出すように、少し顔を伏せる。

「俺の親しん戚せきでな、そういう病気になった子がいたんだ。気持ちが不安定になって、ちょっとしたことで落ち込んで、部へ屋やから出れなくなったりしてさ。お前見てると、なんか、そん時のことを思い出してよ」

「大げさなんだよ、お前は。本当にただのバイトだって。ハードだから、ちょっと疲れてるのかもな。それだけだよ」

「なら、いいんだけどよ……もし悩んでることがあるんだったら、なんでも話せよ。誰だれにも喋しやべらずに抱え込んでいると、悩みってのは、どんどんでかくなってくもんだからな」

　唯ゆい人とは、思いがけない言葉に、修しゆう司じの顔を見上げた。なんだかんだいって、やはりこいつは親友なのだ。遊びに誘ってくれたのも、こいつなりの気遣いだったのだろう。

「考え過ぎだって。でも、ありがとな」

　もう一度言うと、修司はやっと安心したようだった。チャイムが鳴り、席に戻っていく。

　唯人は、その後ろ姿を見ながら、そっと安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　心の中で、親友に謝あやまる。噓うそをついたこと、なにも話せないこと。

　ふと向けた窓の外には、天気予報の通りに、いつの間にか暗い雲が広がっていた。天てん秤びんのように、不安定でもなんとかバランスを保っていた気持ちが、わずかな重りで傾いていた。

　灯とう香かからのメールに返信する気持ちにもなれなかった。携帯を閉じて、鞄かばんの中に落とす。

　唯人を悩ませているもの。それは、学校生活とはかけ離はなれた、悪夢のような記き憶おくだった。
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　黴かび臭くさい倉庫を、唯人は歩いていた。横には、同じ事務所の女がいる。廃棄された倉庫内に電気は通っておらず、穴の開いた屋根から月明かりが射さすだけだった。

「ビビんじゃねぇぞ。戦士の魂たましいってのは、ダイヤモンドだ。余分なものをカットし、必要なものだけを純化させた魂だけが、なによりも強くなれる。そうすりゃ、戦うためだけのマシーンになれる」

　若い、女だった。二十代前半といったところだろうか。

　日本人にしては、はっきりとした目鼻立ち。つんと尖とがった鼻筋に、細く引ひき締しまった顎あご。中でも印象的なのは、猫のような吊つり目だった。ベリーショートの髪型がよく似合っている。美人ではあったが、全すべての部品から、どこか挑発的な雰囲気が溢あふれていた。

　服装は、彼女にしては珍しく厚着だった。フードのついたジャケットを羽は織おっている。大きめの迷めい彩さいズボンとジャングルブーツ。左手にだけ、指先の切れた黒いグローブをしている。グローブで隠れて見えないが、その下にはデフォルメされた薔薇ばらのタトゥが刻まれていた。〝薔薇の射い手て〟、それが彼女、都と狩がりノインの二つ名だった。

「唯人、そういやてめぇ、異界の穴を閉じるのは何回かやったが、異界使いを相手にすんのは初めてだな」

「大丈夫だよ。俺おれは、あんたのストレス発散のために、毎日、蹴けられてたわけじゃない。少しはできるようになったとこを見せてやるよ」

　唯人は、自信に満ちた声で答える。試合前のような高こう揚よう感かんがあった。気持ちを抑えるように、右手に持った刀を握り締める。その手には、デフォルメされた龍りゆうが刻まれた篭こ手てが嵌はめられていた。

　ノインは腰にぶら下げていたホルスターから、拳けん銃じゆうを抜く。

　倉庫の奥、そこには、巨大な鉄の扉があった。精肉を保管するような大型の冷れい蔵ぞう庫こだった。その中だけは、どこからか電源を調ちよう達たつしているらしく冷気が漏れている。

「さぁ、ショーの時間だ。イカれた糞くそ野や郎ろうに、世界の終わりを見せてやんぜ」

　扉を、勢いよく開く。

　中に飛び込む。冷気が体を包み込む。吐く息が白く染まる。

　冷蔵庫の中は、青白いライトが灯ともっていた。明るさは十分だったが、天てん井じようから何重にもぶら下げられた分厚いビニールが視界を遮っていた。

　だが、それはすぐに感じることができた。暗い、闇やみの気け配はい。ねっとりと湿った異界の空気。広い冷蔵庫内のどこかに、第二界が侵食してきているのがわかる。

　ビニールを一枚隔へだてた場所から物音がする。

　ノインは、条件反射のように飛び出すと、音に銃口を向けた。

　遅れて、唯ゆい人とが続く。ビニールを捲まくり上げて、ノインの背中に追いつく。

　ノインが銃口を向けた先には、防寒服を纏まとった男が立っていた。足元には第二界の穴がわずかに開いており、そこから異い形ぎようの生物が生えていた。

　人間の体を、いちじくのように開いた肉の塊、そこから腕や足が無造作に生えている。唯人は、その醜しゆう悪あくさに吐き気を覚えた。

　漂流者、生命への冒ぼう瀆とくのようなモノは、そう呼ばれていた。

　この世界の下層には、異界と呼ばれる世界が幾つも連なって存在している。異界とは、生物が死んだとき魂たましいの還かえる場所だった。魂は異界を下の階層へと落ちていきながら、現世での記き憶おくを奪われ、魂の仕切りを奪われ、その存在を初期化されていく。

　だが、強い未練を残して死んだ魂はすぐに初期化されず、長い間、上の階層に留とどまり続ける。その魂が持つ強いノスタルジーによって、異界は現世に侵食を引き起こす。ごく稀まれに、死者たちの魂は混ざり合い異形の姿になって現世に戻ってくる。それが、漂流者と呼ばれる存在だった。

　男は二人ふたりに向き直り、愛あい想そう笑わらいのような微笑を浮かべた。目が細く面長で、能面を被かぶっているような顔をした男だった。

「あぁ、エクスシアの連中か。見つかってしまったみたいだね」

　なんの抵抗もせずに、両手を上げる。ノインが、拍子抜けしたように言う。

「なんだぁ、やんねぇのかよ。ずいぶん諦あきらめのいい野郎だな。てめぇ、その漂流者を操あやつれんだろ」

「僕は、君たちと違って、異界を戦いの道具になんて使わないんだ。ただ、漂流者を呼び出しては眺めていただけさ」

　男は観葉植物を愛めでるように、足元の漂流者を見る。

「漂流者という存在は、すぐれたインスピレーションを与えてくれる。僕は、ただの芸術の徒だよ。創作を楽しみたかっただけさ。ついさっき、完成したばかりなんだ。ほら、見てくれよ」

　男の声に合わせて、古い機き械かいが動くような錆さびついた音が響ひびく。

　ノインは罠わなを警けい戒かいしたが、すぐにそうではないと気づく。それは、冷れい蔵ぞう庫こに元々備えつけられていた、ビニールを巻き上げて回収する装置だった。

　幾重にもぶら下がっていたビニールが、天てん井じようへと巻き取られていく。冷蔵庫の中が見渡せるようになる。周囲には、無数の漂流者が吊つり下げられていた。

「漂流者から刺し激げきを受けて生み出した芸術の数々さ。僕の作品、人間パズルだよ」

　それは、漂流者ではなかった。全すべて、生身の人間の肉体だった。切断された腕や脚、顔、胴体、指や爪つめにいたるまで、分解され、縫ぬい合わされ、漂流者を模したように組み上げられた死体が、大量にぶら下がっていた。体のパーツがばらばら過ぎて、どれだけ犠ぎ牲せい者しやがいるのかもわからない。

　唯ゆい人との意い識しきは、その光景を見た瞬しゆん間かん、真っ白に塗りつぶされた。

　目の前の男が笑う。目が、赤く濁にごっている。

　異界に憑つかれた瞳ひとみは、なにかに支配されているような、まるで、人ではないような狂気を感じさせた。

　その顔に、死んだ兄が重なる。

　そして、兄の顔に、自分の顔が重なる。

　ぶつり。パソコンの電源を落としたような音が、頭の中に響いた。







　現実が、悪夢となって心を蝕むしばむ。悪夢が、現実を侵食する。

　覚かく醒せいしていく意識の中で、心が軋きしむのがわかった。

　雨音が聞こえてくる。朝から降り出した雨のドラム音は、ラジオのノイズのように絶え間なく耳に届いていた。

　ゆっくりと体を起こす。汗をびっしょりとかいている。深く息を吸い、吐き出す。夢であったことを理解しても、震ふるえる体を止められなかった。

　それは、一ヶ月前から唯人が見続けている悪夢だった。一ヶ月前に経けい験けんした、悪夢のような記き憶おくだった。

　心の中で、呪文のように繰くり返す。

　俺は、間違わない。正しく力を使うんだ。正しく力を使うんだ。

　呪文のおかげで、なんとか体の震えは治まった。

　落ち着きを取り戻すと、部へ屋やに染みついた汗の臭いが鼻につく。唯人が昼寝をしていたのは、剣道場の奥にある部室だった。周りには、汗の染みついた胴着や袴はかまが無造作に並んでいる。剣道場は校舎と離はなれた場所にあり、休み時間にほとんど人が寄りつかない。昼寝をするには絶好のスポットだった。

　慌てて、腕うで時ど計けいを見る。それから、胸を撫なで下ろす。昼休みは、まだ十分ほど残っていた。そこで、気づく。

　道場の方から、声が聞こえてきた。

　昼休みに唯ゆい人と以外の訪問者がいるのは、珍しいことだった。なにをいっているのかは聞き取れないが、どうやら一人ひとりのようだった。独り言にしては大きいし、電話をしている風でもない。

　突然、声が途と切ぎれる。気になって、開けっ放しにしていた部室のドアから顔を出し、道場を覗のぞいた。

　一人の女生徒が立っていた。

　まず目についたのは、丁てい寧ねいに編あみ込まれた長い黒髪だった。彼女は、こちらに背を向けていた。けれど、少し角度を変えるだけで顔を見ることができる。剣道場の奥には、型や素振りを確かく認にんするための大きな姿見があった。彼女は自分と向き合うように、その前に立っていた。

　整ととのった顔立ちだったが、伏し目がちな瞳ひとみのせいか、真まっ直すぐ結ばれた唇のせいか、どこか暗い感じがした。鏡かがみの周囲に流れる空気は、静寂が彼女を守っているかのように張り詰めていた。

　唯人が声を掛けようか迷っていると、再び、鏡に向かって話し始める。

　声が小さくて、なにを言っているのかは聞こえなかった。けれど、その瞬しゆん間かん、彼女の雰囲気が一変した。暗い感じが途と端たんに消え去り、明るく、周りが輝かがやいて見えるほど楽しそうな表情になる。

　唯人は声を掛けるのも忘れて、その姿に見入ってしまう。彼女がなにをしているのか、すぐに気づいた。おそらく、劇げきの練習なのだろう。静けさが辺りを包み、雨音さえも遠ざかる。

　雰囲気が変わる。次は、哀あい愁しゆうを帯びた哀かなしい顔になる。胸に手を当て、なにかを切実に訴えている。言葉も聞こえないのに同情したくなる。まるで、魔ま法ほうだった。

　唯人は、完全に部室から出るタイミングを逸していた。他人の秘密を覗のぞいたような罪悪感さえ芽生えていた。

　雰囲気が変わる。今度は、感情が消える。心を失ったように渇いた表情になる。そして、彼女はいきなり、胸元のブラウスに手を掛けた。一番上のボタンを外す。

　これも、劇のワンシーンなのだろうか。どういう状況なのかはわからないが、今までの演技とは少し様よう子すが違った。胸を打つような物悲しさがある。台詞せりふは一切なく、今まで以上に静寂が彼女を包む。

　二つ目のボタンを外す。細い肩、浮かび上がった鎖さ骨こつと、白いブラジャーのラインが見える。

　唯人は息を殺して見守ることしかできなかった。自分はれっきとした剣道部員で、彼女の方が部外者のはずだ。そんな理屈も浮かぶが、とても出て行く勇気はなかった。

　三つ目を外す。彼女の胸元が露あらわになる。鏡越しに覗く白い肌が、目に焼きつく。ついに耐えられなくなって、唯人は視し線せんを逸そらした。

　高鳴る心しん臓ぞうの音に重なって、予鈴のチャイムが鳴なり響ひびく。

　驚おどろいて、唯ゆい人とは姿勢を崩した。ロッカーの上に、危ういバランスで載っていた篭こ手てが落ちてくる。慌てて手を伸ばし、篭手を見事にキャッチした。心の中で、自分を賞賛する。だが、よかったのはそこまでだった。

　バランスを崩し、思い切り床ゆかの上に倒れ込む。

　彼女が驚いたように、演技を止めて振り向く。唯人は間抜けに、両手で篭手をキャッチしたまま、部室から転がり出ていた。

　視し線せんを逸そらしたまま、気まずい数秒が過ぎる。耐え切れなくなり、唯人は顔を赤くしながら言葉を吐いた。

「あ、いや、別に覗のぞき見するつもりはなかったんだ。えと、とりあえず、そのシャツのボタン留めてくれないかな」

　彼女は思い出したように、慌ててブラウスのボタンを留める。その表情からは、さっきまでの惹ひきつけるような魅み力りよくは消えていた。最初に見た時に感じた、大人おとなしそうな少女に戻っていた。

「ごめん、なんか、声かけにくくて」

　彼女はしばらく迷ってから、確たしかめるように聞いてくる。

「それ……私にいってるの？」

「え、あ、もちろんそうだけど」

「そう、だよね。あなたは剣道部の人？　ごめんなさい、勝手に使って。大きな鏡かがみがある場所って、なかなかなくて」

　彼女の声が、調ちよう律りつの行き届いたピアノのように聞こえてくる。それは、空気に染み入るようで、普ふ段だん耳にしている音とは別の音域にあるようだった。

「あぁ、別にいいよ。どうせ昼休みは誰だれも使わないし。君は、演えん劇げき部ぶ？」

　唯人が聞くと、彼女は微かすかに頷うなずく。それから、静かに近づいてくる。

「最近、部室に一年生が集まるようになって。お昼休みに練習する場所がなくなって、どこかいい場所ないかなって探してたの」

「先せん輩ぱいなんだから、おっぱらっちゃえばいいのに」

「そういうわけにもいかないよ。あの子たちも、必死で練習してるから」

「優やさしいんだな。うちの先輩たちとはえらい違いだ。道場の鏡でよかったら、自由に使っていいよ。俺おれ、昼休みはだいたいここで昼寝してるから」

「えっ、いいの……嬉うれしい」

　ずっと俯うつむき加減で話していた彼女が、ぱっと顔をあげ、笑えみを浮かべる。

「あ、私、二年の朝あさ田だ理り緒お。よろしく」

「俺は、霧きり崎さき唯人」

「唯ゆい人とくん、だね。あ、いけない、午後の授業はじまっちゃう。それじゃ、お先に」

　理り緒おが先に道場を出て行く。雨音が戻ってくる。

　唯人は、彼女の後ろ姿が消えてからも、目の奥に残った映像を呆ぼう然ぜんと思い浮かべていた。それは、彼女が去り際にみせた表情だった。それまで大人おとなしく物静かな印象だったけれど、その笑え顔がおはとても自然で、とても可愛かわいいかった。タイプは全く違うはずなのに、灯とう香かのことを思い出した。

　新しい出会いは、不安定に傾いていた唯人の心を、正常な位置に戻してくれる。気がつくと、胸の中に重く広がっていた雲が、消えていた。

　携帯を取り出す。朝から、開いたままにしていたメールに返信する。

　胸の中に、放ほう課か後ごへの期待が蘇よみがえっていた。
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　午後の授業は、じっと砂すな時ど計けいを眺めているように長く感じた。授業中、携帯を取り出して、何度も灯香からのメールを読み返す。チャイムが鳴なり響ひびき、待まち焦こがれていた放課後がやってくる。

　ホームルームが終わると、修しゆう司じたちに絡まれる前に、足早に学校を出た。電車の中でも、確たしかめるようにメールを読み返す。これから待っている時間を思うと、どうしようもなく気が逸はやった。

　舞まい坂さか駅の改札を出ると、期待していた通りの姿があった。

　月つき士し那な灯香は、雑踏の中で、その容姿を際立たせていた。雨の中、空そら色いろの傘に守られるように佇たたずんでいる。

　天然石のように澄すんだ黒い瞳ひとみ、芸術的なアーチを描いた眉まゆ。その上には、上縁のない水みず色いろの眼鏡めがねが掛けられている。鼻は少し低いが形がよく、唇は美しい形を保ったまま優やさしく微笑ほほえんでいる。全すべての部品が絶妙なバランスを持って、小さな輪りん郭かくに収まっていた。ゆるやかなウェーブを持った長い黒髪は背後で一つに括くくられ、コリー犬の尻尾しつぽがついているように揺れている。

　灯香は、唯人を見つけると、ぱたぱたと手を振った。

　制服は、最後に会った時と変わって夏服になっていた。胸元にワッペンがついた半はん袖そでブラウスに、チェックのスカート。

　ビニール傘を開き、傘の端が触れ合う距きよ離りまで駆け寄る。

「ごめん、待った？」

「いえ、今来たトコなのです。急にお願ねがいして、ごめんなさい」

　灯香は控えめに笑えみを浮かべる。それだけで、唯人の体温はスポットライトを当てられたように上昇する。

「それでさ、頼みたいことってなに？」

「ええと、実は、もう少し暗くならないとお願ねがいできないのです。その前に、ちょっとお店に入りませんか。そこでお話ししましょう」

　灯とう香かは、駅前のカフェを示す。唯ゆい人とは笑えみを浮かべ、勢いよく頷うなずく。

　二人ふたりで喫きつ茶さ店てん、まさに、思い描いていた通りの放ほう課か後ごの過ごし方だった。

　この二ヶ月、灯香とはそれなりに親しくなったけれど、二人きりになる機き会かいはほとんどなかった。いつも、事務所の騒そう々ぞうしいメンバーが一いつ緒しよだったからだ。唯人の鼓動は、久しぶりの時間に加速していく。

　二人が歩き出そうとした時だった。傘を打つ雨音に混じり、声が聞こえる。

「あれー、唯人じゃねぇか。なにやってんだー、こんなとこでよー」

　わざとらしい驚おどろきの声に、唯人は固まった。声の主を思い浮かべると同時、思い描いていた放課後に罅ひびが入る。

　振り向くと、漫画のようにわかり易やすく頰ほおをヒクつかせている修しゆう司じと、その横で気まずそうにしている美み倉くらの姿があった。

「お前らっ、なんで、こんな駅に来てるんだよ。ぜんぜん帰り道じゃないだろっ」

「はっはっは、決まってるじゃないか、カラオケだよ。急に、舞まい坂さか駅のカラオケにいきたくなったんだ。別にな、お前の行動が怪しいからって、美倉ちゃんと一緒につけてたわけじゃないぞ」
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　修しゆう司じが、試合相手を威い嚇かくするように睨にらみつけてくる。

「そういや、お前もカラオケに誘ったよなぁ。バイトがあるからって、断ったよなぁ。ところで唯ゆい人とくんよぉ。そっちの女の子は誰だれかな？」

　唯人は、どう言い争っても、自分の方が分が悪いことを悟った。

　修司が好奇心と怒りを半分ずつ、陰おん陽みよう図ずのように混ぜた目で近づいてくる。

「友達だよ。バイト先が同じなんだ」

　修司は灯とう香かに向かって愛あい想そうよく笑い、自己紹介をする。それから、唯人の頭を摑つかむ。チョークスリーパーを決めるようにして顔を近づけ、小声で囁ささやく。

「どうりで美み倉くらちゃんにそっけないと思った。めちゃめちゃ可愛かわいいじゃねぇか。こんな子がいるなんて聞いてねぇぞ」

「言ってないからな」

「付き合ってんのか？」

「なっ、そんなんじゃないって」

　ばっ、と唯人の頭を離はなし、灯香に向き直る。

「あの、もしよければ、これから一いつ緒しよにカラオケなどどうですか？」

　唯人と修司を交互に見ながら、灯香は困った様よう子すで答える。

「カラオケ、ですか？　私、行ったことがないので、よくわからないのですけど」

「カ、カラオケにいったことがない！　どーいう人生を送ったら、カラオケを避けて通れるワケっ！」

　それに反応したのは、今まで気まずそうに見守っていた美倉だった。驚おどろきを隠そうとせず、近づいてくる。

「キ、キミは、確たしか……」

「美倉かなで、だよ。前に一回だけ会ったよね。行こうよ、カラオケいったことないなんて、高校生してる意味ないヨ。それに、あなたとは、もうちょっと話してみたかったんだ。色んな意味でサ」

　灯香が助けを求めるように視し線せんを向けてくる。もうどんなに抵抗しても、二人ふたりきりの時間は取り戻せそうになかった。いっそのこと皆みんなで遊んだ方がいいだろう。唯人は苦笑いを浮かべて頷うなずく。

　それに、少しだけ、灯香の歌も聴いてみたかった。
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　カラオケを出ると、雨が上がっていた。雲の切れ間から覗のぞく青空が、空に白と青のパターンを描いている。雨上がりの空気は澄すんでいて、街全体がクリーニングされたみたいだった。

「ひっさしぶりに歌ったー。やっぱストレス解消にはカラオケっ、でしょでしょ？」

　美み倉くらが傾き始めた太陽を見ながら、うんっ、と伸びをする。

　唯ゆい人とは、店を出た瞬しゆん間かんから、全身にぐったりと疲労がのしかかってくるのを感じた。カラオケに行ったことは何度もあるけれど、女の子と一いつ緒しよだったのは初めてだった。隣となりに美倉、そして正面には灯とう香かが微笑ほほえんでいる。それだけのことが、唯人のキャパシティをオーバーさせていた。

「唯人くんが、あんなベタなバラード歌うなんてマジウケだヨっ。しかも上手うまいし。意外に声高いし」

「うるさいな、ほっとけよ」

　思い出し笑いをする美倉に、唯人は顰しかめ面つらをしてみせる。

　美倉は、最新チャートに入っている曲や古いアイドルの曲を、見ていて恥ずかしくなるようなハイテンションで歌った。修しゆう司じはマニアックなラップを得意げに披ひ露ろうした。灯香はかなり躊躇ためらっていたが、美倉と修司の強引な勧めによって二曲だけ歌った。どちらもジブリ映画のテーマソング、『カントリーロード』と『風になる』。その性格を表すように優やさしく透き通った声だったが、歌う前によろしくお願ねがいしますっ、と頭を下げ、歌詞を間違えると、ごめんなさいっ、と謝あやまり、歌い終わると、ありがとうございましたっ、とまた頭を下げ、歌声に感動するより全員笑ってしまった。照れながら歌う姿は、また唯人の呼吸を難むずかしくさせた。

「ねぇ、どうだった、カラオケ初はつ体たい験けん。楽しいでしょ？　人生損してたって感じ？」

「あ、そこまでは……でも、楽しかったのです」

「なに、中途半端な反応っ。私が大げさにいい過ぎてただけみたいじゃん」

　美倉は茶ちや化かすような仕し草ぐさで大げさに落胆して見せる。灯香はそれを間に受けて、慌ててフォローする。いえ、大げさだなんてそんなっ、ほんとに感動したのです、後ろの映像が楽しかったのです。その真剣な様よう子すに、唯人たちは思わず噴ふき出した。

　美倉と灯香は、昔から友達だったかのように並んで歩いていた。初めて二人ふたりが会った時は険悪なムードになってしまったが、そんな過去はなにもなかったように、すぐに打ち解けていた。今も、後ろを歩く男二人を除のけ者ものにして、女の子特有の秘め事を楽しむような笑い声を上げている。

　突然、美倉が立ち止まって振り向く。唯人の心配を蹴け飛とばすように、元気よく宣言する。

「へっへぇ。私たちはこれから二人でお茶することになりましたっ。そういうわけで、解散！」

　強引に誘われ、断りきれなかったのだろう。すぐ横で、灯香がすまなそうに謝る仕草をしていた。

　美倉に引っ張られるようにして、灯香は商店街の方に消えていく。その後ろ姿は、戸と惑まどいながらも、どこか嬉うれしそうだった。

　それは微笑ほほえましい光景の、はずだった。

　遠ざかる彼女たちの背中を見て、急に違和感を覚える。

「さーて、じゃあ俺おれたちも男同士で密みつ談だんしようか。さっさと白状しとけよ。お前、灯とう香かちゃんのことどう……唯ゆい人と？」

　修しゆう司じが覗のぞき込んでくる。その目は、朝と同じように細められていた。親友の不安そうな顔に、笑い返す余裕はなかった。

　違和感の正体は、すぐに気づいた。唯人にとって、学校は日常だった。異界は非日常だった。美み倉くらと灯香が並んでいる姿が、どこか、日常と非日常が交差しているように見えたのだ。

　呼吸が苦しくなる。落ち着いていたはずの心が、傾き始める。魂たましいの奥底まで根ざした恐怖は、そう簡かん単たんに唯人を離はなしてくれなかった。

「悪い、修司……先に帰っててくれ」

　呟つぶやくのが精一杯だった。震ふるえだした腕を摑つかみながら、足早に歩き出す。背後から親友の声が追いかけてくるが、もう届かなかった。

　空が翳かげるように、心の中に暗い闇やみが広がっていくをの感じた。

　何ど処こにいようと、逃げることなどできない。一ヶ月前の悪夢が、心を侵食してくる。
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　冷れい蔵ぞう庫この中に、悲鳴が響ひびいていた。

　目の前を、男が這はうようにして逃げる。大人おとなしく降伏すれば、殺されないと高をくくっていたのだろう。逃にげ惑まどう姿が、怯おびえた目が、余計に唯人を苛いら立だたせた。

「こんなに人を殺しておいて、殺されるのが怖いのか」

　吐く息が、白く流れる。唯人の手には、日本刀が抜かれていた。

「こんなものじゃ、済まさない」

　逃げ惑う男は、もはや獲え物ものにしか映っていなかった。苦痛を与え、罪を償つぐなわせてから、殺してやる。そうだ、もっと逃げろ。もっと怯えろ。自分のものとは思えない、どす黒い感情の渦うずが生まれていた。

　男が転ぶ。唯人の目の前で、尻しり餅もちをつく。

「もう、終わりか」

　刀を振り上げる。振り下ろすことに、なんの躊躇ためらいもなかった。

　その手が、後ろから握られる。ノインが、物もの凄すごい力で手首を摑つかんでいた。彼女の強さは十分過ぎるほど知っていた。ずっと戦いを教わっているのだ、勝てないこともわかっている。だが、止められなかった。

「放せよ。こいつは狂ってる。俺おれは異界使いになった、力を手にいれたんだ。こいつを裁くのも、俺たち異界使いの仕事だろ」

「頭、冷やせよ」

　次の瞬しゆん間かん、顔面に、拳こぶしが叩たたき込まれた。

「てめぇ、なんか勘違いしてるんじゃねぇか。異界使いってのはな、ただの呼び名だ。それに意味も糞くそもねぇ」

　冷たい音を立てて、刀が転がる。

　唯ゆい人とは、凍いてついた床ゆかの上に倒れていた。

「なにすんだよっ。こんな奴やつに、生きてる価値なんかない、そうだろっ」

「てめぇ、今、楽しんでただろ」

　ノインの言葉が、唯人の心しん臓ぞうを抉えぐる。

「てめぇがどんな理屈をこねようと知ったことじゃねぇがよ。自分に言いい訳わけしなきゃ刀も振れねぇ奴が、人を殺そうとすんじゃねぇよ」

　二人ふたりが言い争っている間に、男は立ち上がり、入口の方に逃げていく。ノインは面めん倒どうそうに舌打ちすると、銃を持ち上げる。背を向けながら、言葉を投げてくる。

「あのまま刀を振り下ろしてたらな、てめぇは異界使いでもなんでもねぇ。あの野郎と同じ、イカれた人殺しだ。あたしには、てめぇの方が、よっぽど歪ゆがんでるように見えんぜ」

　ノインの足音が遠ざかっていく。

　ぎし、ぎし。代わりに、縄なわが軋きしむような音が降ってくる。

　そして、気づく。

　濁にごった目が、見下ろしていた。

　唯人が倒れた場所、その真上に、死体がぶら下がっていた。

　人間パズルと呼ばれ、弄もてあそばれ、凍りついた死体。漂流者のような異い形ぎようが揺れている。濁った目が唯人を見下ろしてくる。その目が、問いかける。

　これが異界だ。これが異界に憑つかれた者の狂気だ。お前になにができる。

　胃いの底から、熱あついものがこみ上げてくる。

　異界使いになれば、全すべてが変わると思った。力を手に入れたと思った。けれど、

　唯人は、異界を初めて知った日と同じように、嘔おう吐とした。

　悪夢は、それで終わりではなかった。

　ノインが男を追って駆け出す。その背後に、闇やみが舞まい降りる。







　一定のリズムで伝わる振動が、酷ひどく不快だった。

　いつの間にか、眠っていた。心が軋きしむのを感じながら、目を開ける。

　胸元を押さえる。震ふるえる体を落ち着けようと、呪文を繰くり返す。俺おれは、間違わない。正しく力を使うんだ。正しく力を使うんだ。正しく力を使うんだ。

　どれくらい繰り返しただろう。やっと、腕の震ふるえが止まる。顔を上げると、見知らぬ男女のグループが心配そうな視し線せんを向けていた。よほど辛つらそうに見えたのかもしれない。

　唯ゆい人とが座っていたのは、市街へと向かう電車の中だった。窓から見える景色けしきには、唯人の住んでいる街とはまるで違う、背の高い建物が並んでいる。

　アナウンスが目的の駅を告げ、ドアが開く。乗り合わせた乗客たちの視線を振り切るように、足早に電車を降りる。

　葉は山やま町まち。事務所や学校のある住宅地から、市街に向けて三十分ほど上った場所にあるその街は、高層ビルが立ち並ぶオフィス街だった。

　今までは全く縁えんのない街だったが、この二週間、ほとんど毎日のようにやってきている。

　このオフィス街で、三ヶ月前から、異界に関かかわる事件が起きていた。

　神隠しエレベータ、月つき士し那な探偵事務所が現在調ちよう査さ中ちゆうの事件は、そう呼ばれていた。三ヶ月前から、あちこちのビルで、エレベータに乗り込んだ人が消えるという事件が多発している。犯人が異界使いであるのは間違いなく、判明しているだけで六件、被害者の数は二十人にも上っていた。エレベータという特異な場所のせいで、事件発覚までに時間がかかった。エクスシアが事実を摑つかみ、事務所が依頼を受けて調査をはじめたのが二週間前だった。

　ワーカーホリック。唯人は学生の身分では縁遠いはずの言葉を思い出す。今日きようは休んでいい、そう言われた日でさえ、自然と足がこの街に向いていた。

　駅から出ると、見上げるようなビルが通りに面して整せい列れつしていた。この街では、建物さえもスーツを着ているように毅き然ぜんとしている。その奥に、一際、大きな建物が見えた。建設中のそのビルは、高層ビルが立ち並ぶ葉山町の中でも頭一つ飛び抜けていた。

　オープンを間近に控えた『クレセントモール』は、丸ビルから中身をくり貫ぬいたような独創的なデザインをしていた。円筒形のビルは一部が欠けており、上空から見ると馬ば蹄ていのような形状をしている。建築家によれば三日月をイメージしたらしく、それが名前の由来になっていた。

　忙せわしなく行き来するスーツ姿の人たちに混じって、唯人は当てもなく街を歩き回った。一人ひとりではエレベータの捜査ができなくても、動いていれば事件解決の糸口が見つかるかもしれない。そんなことを言いい訳わけのように思い浮かべる。本当の理由は、動いていなければ、また悪夢を思い出してしまうからだった。異界に関かかわる捜査をしている時だけは、正しいことをしているという自信が持てた。

　ふと、足を止める。オフィスビルに挟まれるようにして、小さな公園があった。公園といっても、子供が遊ぶような場所ではない。オフィス街で働く人たちが、ランチタイムに集まるための広場だった。

　足を踏み入れた瞬しゆん間かん、別世界に迷い込んだような錯さつ覚かくがあった。他ほかに人の姿はない。オフィス街の喧けん騒そうが遠ざかり、隣となりの部へ屋やの話し声のように聞こえる。公園にあるのは、申もうし訳わけ程度の木々と、ベンチと掲示板だけだった。掲示板には、新しくできるビルのポスターが張られている。

　街を歩いていると、あちこちで同じポスターを目にした。クレセントモールは、数々の有名ショップからホテルまで様々なものが盛り込まれた葉は山やま町まちの新しいランドマークだった。オープンを四日後に控え、街はどこか浮き足立っているように見える。

　唯ゆい人とは、灯とう香かもこのビルを話題にしていたのを思い出す。ビルに入る予定の輸ゆ入にゆう雑貨屋に行きたいと、しきりに話していた。新しい紅茶セットが欲しいと嬉うれしそうにいいながら、カレンダーに日にちまで書き込んでいた。

　結局、今日きようの灯香との約束は、なにを頼もうとしていたのかも聞けないまま、うやむやになってしまった。けれど、灯香が楽しそうだったので、皆みんなで遊んだのも悪くなかったと思う。

　灯香と美み倉くらは、今いま頃ごろ、なにを話してるんだろう。それを考えると同時に、二人ふたりが並んでいた時の違和感が、再び蘇よみがえってくる。

　心の中で呟つぶやく。また、かよ。

　倒れ込むように、近くのベンチに腰を下ろす。

　肌を刺すような冷気、冷れい蔵ぞう庫この中の死体たち、狂った目をした男。魂たましいの底から、暗い泡が立ち上ってくる。

　胸を押さえ、深呼吸をしながら目を閉じた。呪文を繰くり返し、発作が治まってくれるのをひたすら待つ。俺は、間違わない。正しく力を使うんだ。正しく力を使うんだ。正しく力を使うんだ。正しく力を使うんだ。正しく力を使うんだ。正しく力を使うんだ。正しく

「大丈夫？　ずいぶん顔色が悪いみたいだけど」

　すぐ横で、ピアノの鍵けん盤ばんを弾くように、声がした。

　喧けん騒そうが遠ざかり、静けさが辺りを包む。顔をあげると、昼休みに知り合ったばかりの朝あさ田だ理り緒おが立っていた。なんで、唯人がそう問いかけるより先に、答えてくれる。

「偶然ね、ここに入ってく唯人くんを見かけたから。葉山町ってオフィス街だけど、他にも色々あるの。この近くに、劇げき場じようがあるんだ。私はそこの常連だから。ほら」

　理緒が指差す。さっきまで見ていた掲示板の端に、劇場のポスターが貼はられていた。

「そうなんだ、知らなかったな」

「ねぇ、ここ、空いてるかな」

　理緒は、新しん幹かん線せんの自由席でそうするように、唯人の横のベンチを指差す。

　唯人が戸と惑まどいながら頷うなずくと、よかった、と呟いて、隣となりに座る。

　近くに誰だれかがいると、ずいぶん気が紛まぎれた。唯人は、彼女が通りかかった偶然に感かん謝しやした。

「あの、唯人くん、さっきとても辛つらそうだったけど、どこか悪い？　それともなにか悩んでいることがある？」

　教育テレビのナレーターのように、聞きやすく、落ち着いた声だった。そのせいか、彼女の言葉はすんなりと心の奥まで届く。

「うん……いや、なんでもない。大丈夫だよ」

「そうだよね。簡かん単たんに話せるような悩みだったら、そんな風に悩まないよね。じゃぁ、ちょっとお願ねがいしていいかな。私、今日きよう会ったばかりでこんなこというの変だけど……君の力になりたい。だから」

　彼女は、瓦が礫れきの下に取り残された人を励ますように、親身になって言葉を紡つむいでくれる。唯人はなんとなく照れくさくなって、苦笑いを浮かべた。すっかり油断していた。だから、その後に続いた彼女の言葉は、とても残酷に響ひびいた。

「君の魂たましいを、ちょっとだけ覗のぞかせてもらっていいかな」

「……なにを、いって」

　はっとして、理緒の顔を覗き込む。

　夕日のせいだけではなかった。彼女の瞳ひとみが、うっすらと赤く染まっていた。

[image: ]




　　　　＊




　氷が崩れ、透明なグラスの中で、冷たい音を立てる。

　美み倉くらは、先っぽをくるくると回してからストローをくわえる。生クリームのたっぷりのったカフェラテは彼女の大好物だった。

「へへっ。実はねー、前から思ってたんだぁ。あなたともっかい会いたいなって。それから、二人ふたりっきりで話がしたいなって」

　洒落しやれた椅い子すとテーブル、絵画のような壁かべ紙がみ、辺りにはゆったりとした音楽が流れている。流行のカフェチェーン店で、美倉と灯とう香かは向かい合っていた。抹まつ茶ちやラテを口に運びながら、灯香は小さく笑う。

「私、人見知りするというか、人とお話するの、苦手なのです。でも、美倉さんはとても話しやすいのです。なんだか、とても自然でいられます」

「かなでだよ。私たち、もう友達でしょ。一いつ緒しよにカラオケいったら友達なの。これ、私ルールだヨ。かなでって呼んで」

　美倉は、テーブルの上に身を乗り出すようにして笑いかける。人と接するのが苦手な灯香は、あまりにストレートな態度に面食らっていた。年上女性に言い寄られた初心うぶな男の子のように、恥ずかしそうに顔を逸そらす。

「かなで、さん」

「さん、かぁ。ま、いっか。最初はそれくらいで」

「ご、ごめんなさい」

「なんで、謝あやまるのぉ。それから、ごめんなさい、も禁止！　友達同士で謝るときはね、こう言うの。ごっめぇーん」

　美倉は、右手を顔の前に立て、ぺろっと舌を出す。それから、やってみて、と灯香に促す。

「え、あっと、ご、ごめーぇん」

　灯香が、どぎまぎしながら、不器用に美倉の真似まねをする。唯人が見ていれば卒倒するような可愛かわいい仕し草ぐさではあったが、友達同士で交わす軽口にしてはあまりにぎこちない。

　美倉は爆ばく笑しようする。それを見て、灯香はからかわれたことに気づく。けれど、美倉の明あけ透すけな笑い声は、相手を全く嫌いやな気にさせなかった。

「ねぇ、聞いていい。唯人くんとは、どこで知り合ったの」

　笑いが収まってから、美倉は尋たずねる。灯香はどこまで正直に話していいのか考えながら、曖あい昧まいに答える。

「バイト先が、同じなのです」

「へぇ、いっがい。灯香ちゃんバイトしてるんだネ。なんのバイト？」

「えと、事務なのです。書類整せい理りとか、お茶くみとか」

「ぶっ。それ、唯ゆい人とくんもやってるの。あの顔で、お茶くみっ。まじウケるっ」

　美み倉くらはまたしばらく笑ってから、ふと、思い出したように聞いてくる。

「付き合ってるの？」

　美倉にとっては当然の質問だったが、灯とう香かには不意打ちもいいところだった。ぱたぱたと勢いよく、胸の前で手を振る。

「全く、そういうのではないのです」

「そーなんだ、よかった」

　美倉は今までの明あけ透すけな笑えみとは違い、下心を含んだ、そして下心をあえて見せつけるような笑みを浮かべる。

「じゃぁ、唯人くんのこと、好き？」

「……そんなこと、考えたこともないのです。私、そういうの、よくわからないのです」

「考えたこともない？　一度も？　ホントにぃ？」

　またテーブルの上に身を乗り出す。真まっ直すぐに灯香を見つめる。その目は、こう囁ささやいていた。噓うそつき。女同士のこの手の会話に加わってこなかった灯香は、どうすればいいのかわからず、なにも答えることができなかった。

「はっきりしないんだネ。私、そういうの、ちょっとイラっとするかな。ＯＬマンガみたいに、恋は戦いだーなんていわないけどさ。なんか、当あたり障さわりなくいこうってのズルいじゃん」

　すっと身を引いて、笑みを消す。そして、美倉は宣言する。

「先に言っとくネ。こういうのはさ、先に言った者勝ちだと思うんだ。私、唯人くんが好き」

　しばらくの沈ちん黙もく。美倉は勝ち誇った笑みを浮かべる。灯香は、いつも浮かべている微笑を少しだけ薄うすめた。

「はっきり言うんですね。かなでさんはすごいのです。自分に自信があって、素直に言いたいことが言えて。羨うらやましいのです。でも、私、キミのそういうところ、ちょっと嫌いなのです」

　美倉は一いつ瞬しゆん、ぼけっと灯香を見る。その表情には、もうおどおどした様よう子すはなく、真っ直ぐに見返していた。美倉は、悪戯いたずらをたしなめられたように笑う。

「今のは、ちょっと気に入った」

「あの、ごめんなさい。その、かなでさんのことが嫌いというのじゃなくて、かなでさんのことは好きなのです。でも、その、なんというか、今の話の」

「わかってるヨ。それから、ごめんなさいは、禁止だヨ」

「あっ、えと、ご、ごっめーん、なの、です。あの、えっと、なんで……私に、そんな話をするのですか？」

「あれ、そこ、わかってなかった？」

　美倉は、友達に下の名前を覚えられていなかったかのように、少し寂しそうな顔をする。

「唯ゆい人とくんの気持ちが、今は灯とう香かちゃんの方を向いてる。そんな風に見えたから」

　今度は、灯香がぼけっと美み倉くらを見つめる番だった。汗をかいたグラスを手で包みながら、美倉は困ったように、それでいて、どこか嬉うれしそうにいった。

「灯香ちゃんが、もっと嫌なヤツだったらよかったのに。そしたらサ、私はなんだって、どんなことだってできたのに。でも、こんな風に笑っちゃったら、フェアにやるしかないじゃない」

　グラスの中の氷が、また音を立てて崩れた。
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　会話の中に挟むには余りに長い沈ちん黙もくの後、唯人は聞き返した。

「……朝あさ田だも、異界を知ってるのか」

　その言葉を耳にしても、理り緒おの表情は全く変わらなかった。ありきたりな経けい験けんでも尋たずねられたように、気軽に頷うなずく。

「一年くらい前にね、家族で買い物にいった時に交通事故にあったんだ。何日か昏こん睡すい状態だったらしいけど、大した怪け我がはなかった。それでね、目が覚めたら、不ふ思し議ぎな力を手に入れてたの」

　理緒は、初めて会った時から変わらない落ち着いた口く調ちようで、その事実を口にした。静けさが、彼女の言葉の余よ韻いんを包む。

「不思議な力って、なんだよ。どうやって、異界のことを知ったんだ」

　そこまで口にして、唯人は、そのことに思い当たる。なぜ、この街に来ているのか。

「まさか……エレベータの事件と関係があるのか？」

「エレベータ？」

　理緒は、いきなり聞こえてきた場違いな単語を繰くり返す。その様よう子すは、疑う要素など微み塵じんもないほどに自然だった。なんでもない、唯人は思わず付け足す。

「あんまりいっぺんに聞かないで。知りたいのは、私も同じなんだから。だって、私も同じ力を持ってる人とこんな風に話するの、初めてなんだ」

　理緒は、そっと自分の胸に手を当てる。その仕し草ぐさはどこか演技めいていて、大げさな振りつけが癖くせになっているように見えた。

「それじゃぁ、最初の質問から答えるよ。私の力はね、魂たましいに保存されている情報を読み取って、映すことができるの」

「それでさっき、魂を覗のぞく、っていったのか。記き憶おくが見えるんだな」

「うん、その表現の方がわかりやすいな。でも驚おどろいたな。君はあっさりと信じてくれるんだね」

「信じたわけじゃないけど、あってもおかしくないとは思うよ」

　事務所の先せん輩ぱいに、異界が開いた場所に残された魂の残ざん滓しから、情報を読み取る力を持った者がいる。魂たましいの情報を直接読むことができる異能者がいても、不ふ思し議ぎではなかった。

　全すべての生命は、肉体と魂の二つで構成されている。魂とは、一般的に語られるような霊れい的てきなものではない。個人のアイデンティティを決定づける情報媒体だった。記き憶おくや性格などの情報を保管する不可視のメモリーが体の中に流れており、脳によって上書き、更新が繰くり返されることで人格が形成されている。

「なんで、俺おれが、異界に関かかわってるってわかったんだ」

「昼休みにね、君が話しかけてくれたから。後は、勘かな」

　夕日が彼女の横顔を染める。ビルの隙すき間まから射さし込む光が、彼女の瞳ひとみの色を強きよう調ちようする。

　同じ高校の制服を着た、赤い目の少女。日常と非日常が交差していく。灯とう香かと美み倉くらが一いつ緒しよにいるのを見た時と同じ違和感だった。そして、理解する。

　今まで学校は日常で、いつでも戻ってこられる場所だと思っていた。けれど、そう考えていたのは、唯ゆい人との願がん望ぼうだった。見る角度を変えると違う景色けしきが映るプリズムのように、日常も非日常も同じものを映した虚像だった。どちらも現実の一側面でしかなかったのだ。

　そして、あの悪夢も、現実なのだ。

　凍いてつくような冷気を思い出し、腕の震ふるえが戻ってくる。気づかれないように拳こぶしを握にぎり締しめ、なんでもないように装よそおって、尋たずねる。

「じゃぁ……どうやって異界のことを知ったんだ」

「君ばっかり聞くのはずるいと思う。次は、私に質問させて欲しいな。さっきもいったでしょ、私だって知りたいんだよ」

　あぁ、唯人は頷うなずく。それから、質問されそうなことを思い浮かべる。なぜ異界使いになったのか。どんな力があるのか。何ど処この事務所にいるのか。進んで話すことでもないけれど、隠さなければいけない理由もなかった。

　理り緒おの声が、オレンジに染まった公園に溶けるように、聞こえる。

「なんで、そんなに震えているの？」

　投げかけられた質問は、思い浮かべていたどれとも違った。

　理緒の視し線せんは、震える腕に向けられていた。唯人は、腕をベンチに押しつけ、吐き出すように答える。

「これは、俺の問題なんだ。放っといてくれ」

「そういうと、思った。でも、駄だ目め。私はちゃんと答えたんだから、君も質問に答えなきゃ。口にするのが辛つらいのなら、君の魂を覗のぞかせてよ」

　初めて強気な声で告げてくる。その声は、強くはあっても、喫きつ茶さ店てんで流れるピアノソナタのように静かだった。理緒は、そっと目を閉じる。

「それにね、私の能力にはもう一つ効果があるの。心の傷を、癒いやす力。だから、君の抱えている悩みを私にも少し分けてくれないかな」

「やめてくれ、きっと後悔する。放っといてくれよ」

　唯ゆい人とは、話しながら、なんとか腕の震ふるえを止めようとする。けれど、震えは全く止まらなかった。

　見せられるような記き憶おくではなかった。彼女を、悪夢に巻き込むわけにはいかなかった。だから、腕の震えが止まったら、すぐにこの場所を離はなれようと思った。

　けれど、手遅れだった。

「それなら余計に、一人ひとりで抱え込むべきじゃないと思う。それに、もう遅いんだ」

　理り緒おが目を開ける。その瞳ひとみは、さっきよりも赤く輝かがやいていた。

　唯人は、思わず叫んだ。

「やめろっ」

　ベンチから立ち上がろうとした。けれど、間に合わなかった。

「大丈夫。すぐに、楽になるよ」

　理緒の静かな囁ささやきと同時に、〝記き憶おく投とう射しや〟の能力が発動する。唯人の記憶がプロジェクターのように投とう影えいされ、視界が青白く染まった。







　悪夢の続きが、目の前に映し出される。

　唯人は凍いてついた床ゆかに倒れていた。胃いの中のものを全すべて吐き出す。呼吸を落ち着かせて、なんとか顔を向ける。

　ノインが、男を追い詰めていた。男は壁かべを背にして蹲うずくまっている。蹴けられたか殴られたかしたのだろう、顔を押さえていた。

　銃を構える。そこに余計な感情はなかった。一いつ瞬しゆん後には、躊躇ためらいなく引き金を引くだろう。

　突然、男の目が見開かれる。今まで以上に怯おびえた表情を見せる。その目は、突きつけられた銃口を見てはいなかった。ノインを通り越し、背後へと向けられていた。

　そこに、闇やみが舞まい降りていた。

　いつの間にか、黒ずくめの男が立っていた。黒い革靴、黒い喪も服ふく、黒い手袋、黒い外がい套とう、髪の毛だけは色を失ったように真っ白だった。その姿は、どこか葬そう儀ぎ屋やのようだった。男の周りを、黒い霧きりが覆おおっている。いや、実際は霧などない。それは、男が纏まとっている気け配はいだった。どす黒い気配が男から放たれていた。

　闇を纏い、死を纏い、男はそこに現れた。冷れい蔵ぞう庫こを見渡して、呟つぶやく。

「望んでいたものは、完成したようだな」

「なんだぁ、てめぇは」

　ノインは、銃を百八十度スライドさせて、黒ずくめの男に向ける。

　ばさり。男が勢いよく手を広げる。身に纏っている外套がマントのようにはためく。ノインの視界を、漆しつ黒こくの布が覆おおう。

　次の瞬しゆん間かん、銃口の先に男はいなかった。

　ノインを素通りし、壁かべ際ぎわで怯おびえる男の前に立っていた。

「あ、あんたっ、なにしにきたんだっ」

　男が、黒ずくめを見上げて喚わめく。黒ずくめは、右手を、真まっ直すぐ伸びた中指を、怯える男に向ける。

「対価を貰もらいにきた。契約を交わした時、君はこういったはずだ。本当に作り上げたい芸術があるが、心が邪じや魔まをするとね」

　朗々とした、詠うたうような声こわ音ねだった。

「待てよ、そいつはあたしの獲え物ものだぜ」

　ノインが凄すごみながら、銃口をもう一度、黒ずくめの男に向ける。だが、男は全く動じなかった。それどころか、反応すらしない。自分の言葉を続ける。

「私は、君の魂たましいを解放してやった。次は、君がその代だい償しようを払う番だ」

「やめろっ、くるなぁっ」

　男が喚わめき散らす。ノインは無視されたことに苛いら立だち、声を荒げようとする。

　だが、目の前の異様な光景が、それら全すべてを止めた。

　男の喚きが、慟どう哭こくに化ばける。胸を搔かき毟むしるようにして苦しみ出す。男は自らの手で、身につけていた防寒服を引き裂いた。露あらわになる胸。そこには、木の根のように太い血管が浮いていた。胸が別の生き物のように脈打つ。血管の中心が、膨らみ始める。

　絶叫が響ひびき渡る。断末魔というのに相応ふさわしい声だった。

　胸の中心で盛り上がった肉の塊は、大きな瘤こぶになっていく。苦痛を伴うらしく、搔き毟る男の爪つめが胸板を真まっ赤かに染める。

　子供の拳こぶしくらいまで膨らんだ肉の塊は、あっけなく転がり落ちた。同時に、男の悲鳴も消える。絶命していた。胸の中央には、ぽっかりと穴が開いている。穴からは一滴も血が出ていない。アイスクリームのディッシャーでくり貫ぬかれたような空洞があるだけだった。

「てめぇ、なにをしやがった」

　ノインが問い詰める。銃が脅しにならないことはわかっていたが、いつでも引き金を引けるように、感覚と指先を張り詰めさせる。

　黒ずくめの男は、やっと気づいたようにノインの声に答えた。

「見ての通りだ。〝魂こん蟲ちゆう〟を採集させてもらった。この男の魂の情報を喰くらった肉の塊だよ。仕事の邪魔をしてすまなかった。だが、エクスシアからの依頼は、この男を殺すことだったのだろう。手間が省けたではないか」

　外がい套とうの下から、ガラスの瓶を取り出す。そして、足元に転がっていた、丸い肉の塊を拾い上げる。

　肉の塊が動き出す。それは、掘り起こされたばかりの幼虫のように丸くなった、蟲むしだった。拳こぶしほどの大きさがある幼虫、体も手足も、人間の皮ひ膚ふと同じ肉色をしており、とにかく不気味だった。男は、それをガラス瓶の中にいれると、きつくコルク栓を閉じる。

「君のことは知っている。〝薔薇ばらの射い手て〟だな。そう焦らなくてもいい。君が魔ま女じよの傍そばにいるならば、いずれ巡り合うだろう」

「誰だれが、このまま帰してやるっつった。あたしは、獲え物ものを横取りされて、礼をいうほどできちゃいねぇぜ」

「あそこに倒れている少年は、君の仲間だろう。早くここを出ないと、凍死してしまうよ。今こ宵よいは、すれ違いを楽しもうではないか」

　ノインは舌打ちする。唯ゆい人との顔は、血の気を失ったように青ざめていた。

　男は立ち上がると、ゆっくりと歩き出す。ノインの横を通り過ぎ、出入口へと歩んでいく。ノインは、引き金を引かなかった。

「その面、覚えたぜ。てめぇはあたしのリストに載った。明日あしたからは、あたしの視界に映らねぇことだけを考えて生きるんだな」

「そう急せくことはない。いずれまた……死が、私たちを引き合わせる」

　冷れい蔵ぞう庫この扉を開けて出て行く。闇やみの気け配はいが、消える。

　唯人は、目の前で繰くり広げられた異様な光景に、震ふるえる声で呻うめいた。

「なんだよ……これ。なんなんだよっ」

　標的だった男の狂気が、冷蔵庫にぶら下がった死体が、正気を失いかけた自分自身が、そして、最後に現れた黒ずくめが、全すべてが、唯人に恐怖を植えつけていった。何度も上塗りされるように見せつけられた狂気は、異界への恐怖を、魂たましいの奥底まで刻みつけた。

　胃いの中はとっくに空っぽだったが、また吐き気が込み上げてくる。

「あ、あ……あぁ」







「あああああああぁぁぁぁぁ！」

　記き憶おくと重なるように、悲鳴を上げる。

　気がつくと、公園のベンチの上だった。

　日は沈み、いつの間にか、辺りは暗くなっていた。

「なんで、なんでこんなもの、見せるんだ」

　唯人は荒い息を整ととのえると、横で座っている理り緒おに向けて声を荒げた。

「自分の能力が、どれほど悪あく趣しゆ味みな力かは理解してるよ。だから、普ふ段だんは使わないことにしてる。能力のことも、ずっと隠してる。でも、唯人くん、君の心を覆おおっている壁かべを壊こわすには必要だと思った」

　振り向く。彼女は、さっきまでと変わらない姿勢で座っていた。同じ記き憶おくを見たはずなのに、悲鳴一つ上げず、じっと堪たえているようだった。

「なにが必要なんだよ、もう思い出したくもないのに」

「そうやって、声を荒げることが必要だと思った。そうやって叫べる相手が必要だと思った。誰だれにも悩みを吐き出さないで溜ため込むばかりだと、君はいつか、壊こわれてしまうと思った」

「偉そうに、いわないでくれ。実際にあそこにいなかったのに、記憶を見たくらいで、なにがわかるっていうんだよ」

　理り緒おの顔を見つめる。辛つらさを押し込めたような彼女の瞳ひとみは、記憶だけでなく、唯ゆい人との心の痛みまで知っているようだった。

「わかる、わかるよ……怖かったんだね」

　その、当たり前の一言が、唯人の心を決けつ壊かいさせた。

　一ヶ月前から、何度も震ふるえを押し殺してきた。けれど、叫んだことも、誰だれかに打ち明けたこともなかった。それに気づくと同時に、溜ため込んでいた思いが零こぼれ出してくる。

「俺おれ……異界使いになったとき、これで、たくさんの人が救えると思った。大切な人たちを守れるって思ったんだ」

　理緒は、まるで共犯者のように、親身になって頷うなずいてくれる。

「でも、そうじゃないってすぐに気づいた。俺は、なにもできなかった。最近、思うんだ。異界に関かかわっておかしくなった人たちを見て、異界は、人の悪意や狂気を増殖させる場所なんじゃないかって。俺なんかが異界使いになってよかったのかって。自分もいつかそうなるんじゃないかって」

　次々と記憶が過よぎる。冷れい蔵ぞう庫この中で見た悪夢のこと、悪夢愛好会の集会のこと、変わってしまった兄のこと、漂流者になった紗さ雪ゆきのこと。

「だから、俺、もっと正しく力を使うんだって何度も言い聞かせてた。そうじゃないと、俺も異界に狂わされてしまう気がして……怖かったんだ」

　理緒は、すぐにはなにも言ってこなかった。

　その代わり、手を握ってくれた。その温ぬくもりは、どんな言葉よりも唯人の心を落ち着かせた。

　とても静かだった。公園には誰もおらず、街の喧けん騒そうも聞こえてこない。理緒が持っている静けさを、共有しているようだった。

　長い静寂が過ぎ、そっと、声が聞こえてくる。

「私ね、一度、舞ぶ台たいの上で大失敗をしたことがあるの。中学校の文化祭の時だった。必死に練習して、色んなことを考え過ぎて、本番で声が出なかったんだ。きっと、同じだよ。誰も、はじめから上手うまくなんかできない。少し、力を抜いた方がいいことだってあると思う」

　落ち着いた声は、木こ漏もれ日びのような包容力で唯人を包んでくれる。囁ささやかれる言葉は深く心に響ひびき、静かに広がっていった。

「普通の人はね、怖がると足が竦すくむの。でも、君の心は、人よりちょっとだけ強いから、それでも前に進もうとする。だから、余計に傷ついてしまう。君には、立ち止まって考える時間が必要なんだと思う」

　なにも言えなかった。これ以上、心を吐と露ろすれば、泣いてしまいそうだった。

　ビルの間を吹き抜ける風が、二人ふたりの間を過ぎていく。ありがとう、風に背中を押されるように、小さな声でいう。

「お昼休み、道場に居い候そうろうさせてもらうお礼。これくらいじゃ、私にとっては安いくらいだよ」

　少し芝居がかったように肩を竦すくめて、理り緒おは笑う。

　彼女が一つだけ噓うそをついたことには、とっくに気づいていた。

　それは、とても、とても、優やさしい噓だった。
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　昼休みの剣道場は、静寂に満ちていた。建物や流れる空気さえも彼女の観客で、耳を澄すまして演技に見入っているようだった。

　購こう買ばいで昼飯のパンを買って道場にいくと、理り緒おはもう練習を始めていた。手作り感のある台本を持って、鏡かがみに映る自分と向かい合っている。唯ゆい人とは、鏡越しに彼女の顔を見ながら話しかけた。

「早いね、もう来てたんだ」

　昨日きのうのように躊躇ためらうことはなかった。彼女が練習しているすぐ傍そばまで歩み寄り、壁かべにもたれかかって座る。

「お昼休みに、練習できる場所ができたのが、嬉うれしいから。昨日は、よく眠れた？」

「おかげさまで、ばっちりだよ」

　頷うなずきながら、やきそばパンのラップを剝はがす。一口齧かじってから、思い切って聞いてみる。

「あのさ……昨日いってた、君の能力に心を癒いやす力があるっていうの噓うそなんだろ」

　理緒は鏡の中の自分に向かって、悪戯いたずらっ子のように笑う。練習の続きなのか、悪びれた仕し草ぐさなのか、わからなかった。

「やっぱりわかったんだね。でも、あながち噓でもないと思う。同じものを見た人には、なかなか言えないことも素直に見せられるようになると思う。言葉にすれば、傷も少しは癒いえると思う」

　確たしかに、その通りだった。今まで、誰だれにも言えなかった。同じ異界使いである事務所の面々にも、灯とう香かにさえも、あんなに素直に弱さを見せることはできなかった。

「とんだ荒あら療りよう治じだな」

　苦笑いを浮かべて、呟つぶやく。理緒は、医者が釘くぎを刺すように、静かに言葉を続けてくれる。

「でも、昨日のだけでは、応急処置にしかなってないと思う。これからも異界と関かかわっていくなら、君の中で、なにかが変わらなきゃいけないと思う」

「なにかって、なんだよ」

「そこまでは、私もわからないよ。心の支えみたいなもの、きっと、そういうものがいると思う。怖いものを克こく服ふくするコツは、それに対抗する理由を持つことだと思うよ」

「理由、か」

　理緒は、そこでやっと、鏡から唯人の方へ視し線せんを向ける。足音を立てずに歩み寄って、すぐ横に、同じようにしゃがみ込む。

「唯人くん、聞いてもいいかな。君は、能力があるわけじゃないんだよね。私は、交通事故にあった時に、望まずに力を手に入れた。こんな力、欲しくなかった。なのに、どうして君は、自分から力を手にしようと思ったの」

　唯人は、異界使いになった切っ掛けを思い出す。それは、自分でも呆あきれてしまうほどシンプルな理由だった。笑われるのを覚悟で、口にする。

「好きな子が、できたんだ。その子を守りたくて」

　灯とう香かを守る役目を与えてやる。

　事務所の社長に、そう言われたからだった。彼女の傍そばにいて、守りたいと思った。そのためには、異界使いでなければいけなかった。

「なんか……いいな、それ」

　理り緒おは、笑うどころか、感動したようにいってくる。唯ゆい人とは、急に照れ臭くなり、誤ご魔ま化かすように笑った。

「でも、なんだかそれも、自信なくなってきてさ。俺おれなんかが、異界に立ち向かえるのかって、あの子を守れるのかって思うようになって。異界使いでいるためには、こんな自分勝手なことじゃなくて、もっと正しい理由がいるんじゃないかって考えたりさ」

　理緒は、突然、床ゆかに両りよう膝ひざをついた。それから、苦しそうに胸を押さえ辺りを見回す。それから、下を向いて控えめな声で叫んだ。

「王様の耳はロバの耳、王様の耳はロバの耳」

　呆ぼう然ぜんとしている唯人に向けて、笑いかける。

「私が……幼稚園の時に、初めてやった劇げき。その理由が見つけられるまで、私が、唯人くんの悩みを受け止めてあげる。だから、いつでも吐き出して」

「ありがと。昔っから劇、好きだったんだな。なぁ、それ見せてもらっていいか」

　唯人は、理緒が持っている台本を指差す。理緒が、どうぞ、と手渡してくる。コピー用紙を黒くろ紐ひもで綴とじただけの台本。表紙には、あまりにも有名なタイトルが書かれていた。

「読んだことある？　今年ことしの文化祭でやる劇なの」

　唯人は首を横に振る。読んだことはなくても、内容は知っていた。おそらく、知らない人はいないだろう。台本には、こう書かれていた。ウィリアム・シェイクスピア作『ロミオとジュリエット』。

「昔から、とても好きなお話だった。小説ももちろんだけど、映画も好きだったの。ディカプリオが出ていたやつ、知らないかな。もうずいぶん昔の映画だけど」

　理緒の瞳ひとみが、急に輝かがやきだす。まさに、夢見る少女のそれだった。彼女自身が物語のヒロインのようだった。

「クレア・デインズがとても綺き麗れいで、水すい槽そうごしに二人ふたりが見詰め合うシーン、金魚の水槽を使って何度も真似まねした。台本が決まったときは、絶対にジュリエットがやりたいって思った」

「でも、あれって哀かなしい話だろ」

「そうだね。でもね、あの悲劇が、彼らを世界一有名な恋人にしたんだ。こんなこといったら悪いけれど、物語の中の死は、どうしてこんなにロマンチックなのかな」

　その言葉を口にした時の理緒の顔は、消えてしまいそうなほど綺麗だった。

「それで、君の役は？」

　理り緒おは、答えの代わりに笑えみを浮かべる。それは、彼女の願ねがいが叶かなったことを教えてくれた。

　それから、唯ゆい人とは理緒が練習するのを見学した。必死で演技をしている理緒の姿を見ていると、自分も頑がん張ばらなければ、という気にさせてくれた。昼寝の時間がなくなったのも、全く気にならなかった。

　予鈴が鳴り、あっという間に昼休みが終わる。

「ありがとう。この場所ができて、本当によかった」

　理緒は、そう言ってから、先に教室に戻っていった。彼女と一いつ緒しよに静寂が遠ざかっていく。唯人も急いで戻ろうとしたところで、携帯が鳴った。

　ディスプレイには、事務所の先せん輩ぱい、秋あき雨さめ芥かい太た郎ろうの名前が表示されていた。

「悪わりぃが、今日きようの夜な、事務所に顔出せるか？」

　秋雨は、電話に出るとすぐに聞いてきた。

「いいですけど……緊急ですか？」

　秋雨の声には、急いでいるような様よう子すはなかった。ただ、少しだけ、面おも白しろくなさそうではあった。

「別に急ぎってわけじゃない。今日いっぱいは、ノインとレムが調ちよう査さに出てるからな。レムの〝結界〟がなけりゃ、お前一人ひとりじゃなにもできないだろ。夜にでも来てくれりゃあいい」

「また、神隠しエレベータの事件が、起きたんですね」

　尋たずねた瞬しゆん間かん、秋雨の声のトーンが低くなる。

「ああ、おそらく間違いない。今度は、病院だとよ」

　唯人は目を瞑つむる。自分の無力さを、嚙かみ締しめる。
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　白く塗り固められた病院の廊下は、これまでの彼女の人生には無む縁えんのものだった。すれ違う患者や看かん護ご師したちもそうだ。彼らを無関心に眺めながら、ノインは大股で廊下を進んだ。突き当たりには、エレベータがある。

　エレベータの手前で、立ち止まる。ポケットから携帯を取り出し、耳に当てる。相手は、待ち構えていたようにワンコールで出た。

「五階についた。今から乗り込む、準備はできてんな」

　電話の向こうにいる少女は、彼女の能力が及ぶぎりぎりの距きよ離りで待たい機きしているはずだった。抑揚のない声が、すぐに返ってくる。

「わかった、ママ」

　それだけ確かく認にんすると、電話を切り、ポケットに落とす。

　神隠しエレベータの捜査を始めてから、二週間が過ぎていた。地道な調査活動は、ほとんど成果を挙げていない。犯人の人物像や動どう機き、事件を引き起こしている能力、なぜ事件が葉は山やま町まちばかりで起きているのか、全すべてが謎なぞのままだった。わかっていることは一つだけ、事件が起きたエレベータには、必ず同じ〝クラフトグラフ〟が刻まれていることだった。

　エレベータのドアが開く。中に乗り込む。

　狭い室内は、潔けつ癖ぺき症しようのように壁かべも天てん井じようも白色で統一されていた。辺りを見回すと、それはすぐに見つかった。右側の壁に、二匹の蛇へびが絡みつくような模様が刻まれている。当たりだ、ノインは指を弾はじく。

　他ほかに乗客はいなかった。奥の壁にもたれ、両手をジャケットの下に隠した銃に触れさせる。布の上からでも伝わる、鉄の感触。心が逸はやる。

　右腕に軽く絞められているような圧力を感じる。ノインの手首には、髪の毛が一本括くくりつけられていた。それが急に絞まり手首を圧迫していた。〝結界〟の能力が発動したサインだった。

　エレベータが下りていく。

　ドア上のランプが、カウントダウンを始める。

　……五階。……四階。

　なにかが起こりそうな、予感があった。

　ノインは、この二週間、唯ゆい人とと交代で葉山町のエレベータを調しらべていた。けれど、事件と遭遇することはおろか、手がかり一つ摑つかめていなかった。空振り続きの捜査に苛いら立だちを募らせていた時、病院で入院患者と看かん護ご師しが行方ゆくえ不明になっているという情報が届いたのだ。

　いつ襲おそわれてもいいように周囲に気を張り巡らせる。だが、実際に彼女のとった行動は、一般的なそれとは逆だった。

　そっと、目を閉じる。

　一つ失うことで、他の感覚が研とぎ澄すまされる。そのために視覚を犠ぎ牲せいにした、などという理由ではない。ただ、スリルを楽しむためだけに目を閉じる。

　目を閉じると、自分が箱と一いつ緒しよに落ちているのが強く感じられた。落ちる、という行為は、人を不安に、そしてごく稀まれにハイにさせる。

　……三階。……二階。

　耳を澄ます。感覚が冴さえてくる。自分の鼓動すら聞き分けられそうな錯さつ覚かくがある。時間が間延びする。心が高ぶる。ヒリヒリするような危険を味わうのは、久しぶりだった。渇き、戦いへの渇きが駆り立てる。

　電子レンジのように、安っぽい音が響ひびく。

「あん？」

　ドアが開き、外の光が射さし込んでくる。

　エレベータは、何事もなく一階に到着していた。一階で待っていた医師が、壁にもたれたまま降りようともしないノインを迷惑そうに見ている。

「くそっ。また、外れかよ」

　溜たまりに溜まったフラストレーションを吐き出すように、憎しみを込めて呟つぶやく。凶悪な視し線せんで睨にらみつけられた無関係な医師は、ばらばらとカルテを落とした。
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　折りたたみ式の黒い携帯電話は、小さな少女の手に握られると酷ひどく無骨に映った。少女は、黒いポーチから取り出した携帯を、耳に当てる。すぐに、不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえてくる。

「外れだ、例の〝クラフトグラフ〟はあったが、なにも出てきやしねぇ。やっぱ、秋あき雨さめがいった通り、同じ場所じゃ一度しか起きねぇのかもな」

「どうする、帰る？」

「いや。もう少し調しらべてみる。なにも起きねぇとしても、クラフトグラフは潰つぶしとかねぇとマズいしな。もう一回、能力が使えるようにしとけ。少し休めばいけんだろ」

「わかった、ママ」

　電話を切ってから、ポーチの中に仕し舞まう。

　病院の待合室の片かた隅すみ。白く潔けつ癖ぺきな空間の中、そこだけは異様な空気に包まれていた。それは、ベンチの隅に座っている、一人ひとりの少女のせいだった。

　歳としは小学校に通い始めたくらいだろうか。将来、美女になることを約束されたような容姿。だが、顔に被かぶっている千切れた黒猫のお面のせいで、その魅み力りよくは不気味さへと化ばけていた。フリルのついた黒いワンピースに肩から提げた黒いポーチ。格好だけでなく、自身の持つ雰囲気も相まって、少女の周りを薄うす気き味み悪さが取り巻いていた。

　都と狩がりレムは、ベンチに座ってルービックキューブを組み立てていた。近くを通りかかった患者たちは、遠巻きに奇妙なものを見つけたような視線を向ける。誰だれもがすぐに視線を逸らし、近づこうとしない。

　レムは、周りの様よう子すなど気にもせず、ルービックキューブを組み立て続けた。いつものことだった。いつものことのはずだった。

　いきなり、露ろ骨こつな視線を感じる。

　横を振り向く。そこに、一人の少年が立っていた。

　レムより少し年上だろうか。小学校の二、三年生くらいには見える。入院患者らしく、上下とも白い寝巻き姿だった。柔らかそうな髪の毛が、寝ね癖ぐせで自由に跳ね上がっている。笑っているように見える細い目と、小さな口が、どこか人ひと懐なつっこい印象を与えた。

　レムは〝結界〟の能力を使った時に、お面を持ち上げたままだったことに気づく。少年は、レムの左目、不自然に赤い瞳ひとみと、その周囲に刻まれた格こう子し状じようの傷跡を見つめていた。

　黒猫の面を下げて左目を隠すと、無視してルービックキューブを再開する。

　だが、次に少年のとった行動は予想外だった。さらに近づいて、ちょんと隣となりに座る。

「綺き麗れいだね、君の目」

　パズルを解いていたレムの手が、止まる。

　それは、一いつ瞬しゆんだった。すぐに、なにも聞かなかったように再開する。

「ねぇ、誰だれかのお見み舞まいなの？」

　レムは答えない。無表情のまま、相手を見ようともしない。

「僕はね、ここに入院してるんだ。もうずいぶん長いよ、三ヶ月くらい」

　レムの発している拒絶など気にも留めず、楽しそうに喋しやべりかけてくる。

「それ、楽しい？　ねぇ、せっかくだから僕とお話しようよ。そうだ、なぞなぞ、僕ね、最近、なぞなぞいっぱい教えてもらってるんだ」

　少しだけ、少年はレムの反応を待つ。返ってきたのは沈ちん黙もくと、その中に響ひびくルービックキューブの音だけだった。それでも、めげずに話し続ける。

「えっとね、出発するときは人がたーくさん、でも、戻ってくるときはだーれもいなくなっちゃうものってなーんだ？」

　少しの間だけ、レムの手の動きが遅くなる。

　会話は無視できても、ゲーム好きなレムにその問いを無視することはできなかった。答えはすぐに出る、スプーン。口には出さない。満足して、パズルに再び集中する。
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「答えはね、スプーンだよ。簡かん単たんだったかな。うーん、じゃぁ次はね、体は真っ白で目は真まっ赤か。目が光ると、皆みんなが避けていくものってなーんだ？」

　すぐにわかる。答えず、無言のままルービックキューブを続ける。

「答えはね、救急車だよ。次のは難むずかしいよ。いちばん新しく聞いたやつなんだ。僕ね、教えてもらったとき答えられなかったんだ。えっと、たくさん人がいるのに、よんでも、よんでも、誰だれも答えてくれない場所ってなーんだ？」

　レムの手が、再び遅くなる。答えがでない。考える、わからない。

「答えはね」

「待て」

　思わず、口走っていた。

　手を止めて、少年の方を向く。少年は、とびっきりの笑え顔がおを浮かべていた。

「やっと話してくれたね。僕は、卓たく也やっていうんだ」

「……レムだ」

「レムちゃん。いい名前だね」

「さっさと、病室に戻れ」

「そんなこといわないでよ。今日きようの僕の時間は、あと数分だけなんだからさ。そういう病気なんだ」

　レムは卓也から視し線せんを外し、手元のパズルに戻す。だが、もうルービックキューブを回す気分にはなれなかった。

「僕ね、一日の中で、ほんのちょっとの時間しか起きていられないんだ。あとは、ずっと眠ってるの。先生たちはね、みんな、僕がなんの病気なのかわからないんだって」

　卓也は辛つらいであろうことを、楽しそうに打ち明ける。

「ねぇ、僕と友達になってよ。レムちゃん、誰かのお見み舞まいにきたんでしょ。そのついででいいんだ、偶然会ったときに、こうして話をしてくれるだけでいいよ」

「もう、来ない」

「え、そっか。残念だな。ごめんね、勝手なこといって」

　卓也は、寂さびしそうに俯うつむく。

「答えは、なんだ」

　レムは、抑揚のない声で尋たずねた。それは、ギブアップのサインだった。

「さっきのなぞなぞのこと？　やっぱり、難しかったでしょ。僕も、わからなかったんだ。答えはね」

　そこで卓也は言葉を止める。新しい遊びを思いついたように笑う。

「答えは、次に会った時に教えてあげる」

「卑ひ怯きようだぞ、ガキ」

「ひきょうって、難むずかしい言葉知ってるね。だって、僕はね、レムちゃんとどうしても友達になりたいんだ」

　正面から、聞きき慣なれた足音が近づいてくる。二人ふたりの子供が顔を向ける、調ちよう査さを終えたノインが戻ってきていた。

「レム、待たせたな。あん、なんだ、そのガキ？」

　レムと並んで座っている卓たく也やを、意外そうに見る。

「あの人、レムちゃんのお母かあさん？　なんか、かっこいいね」

　卓也の感性は、いろいろと独特らしい。卓也はベンチから降りると、近づいてきたノインに向かって挨あい拶さつする。それから、レムに向き直って囁ささやく。

「僕、病室に戻るよ。もう眠たくなってきちゃったから。それじゃ、また今度ね」

「来るなんて、いってない」

「うん。それでもいい。僕はこの病院にずっといるから」

　卓也は名残なごり惜おしそうに手を振りながら去っていく。入れ替わりに、ノインが歩み寄ってくる。

「お前に友達ねぇ。よかったじゃねぇか。学校にもいかせてねぇから、ちょっとは心配してたんだ」

「そんなんじゃ、ない」

　ノインはそれ以上立ち入らず、帰るぜ、といって歩き出す。

　遠えん慮りよなく大おお股またで遠ざかっていく背中。レムは、いつも見ている背中に呼びかける。

「ママ、どうだった」

「収しゆう穫かくはなにもなしさ。クラフトグラフだけ潰つぶしてきた。キャンプにいた頃ころ、板とドラム缶でできた小隊と撃うち合あいさせられてた時よりもつまんねぇよ」

　振り向きもせずに答える。それからしばらく歩いて、ノインは立ち止まった。今度は、体ごと娘を振り返る。レムはベンチに座ったまま、一歩も歩いていなかった。

「どうした？　まだなんかあんのか」

「この左目、綺き麗れいなのか」

　ノインは、苛いら立だたしげに眉まゆを寄せる。再び背を向けながら答える。

「んなもんよ、鏡かがみ、見りゃわかんだろ」

　レムは頷うなずく。ルービックキューブをポーチに仕し舞まうと、ベンチから飛び降りる。大股で歩くノインの背を追いかける。ノインは歩みを止めず、振り返りもせず、ガムでも吐き捨てるように言った。

「お前みたいにイカした目ぇしたガキ、どこにもいねぇよ」

　レムは無表情のまま駆け寄ると、迷めい彩さい柄がらのズボンの裾すそをぎゅっと摑つかんだ。
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　駅に着いた頃ころには、空は茜あかね色いろから闇やみ色いろへと衣を変えていた。学校が終わると、唯ゆい人とは、すぐに舞まい坂さか駅に向かった。寂さびれかけた商店街を抜け、緩ゆるい坂道を登ると、その上に月つき士し那な探偵事務所の入っている舞坂ビルディングがある。

　坂道を登っている途中で、見知った後ろ姿を見つけて立ち止まった。

　一定間隔で明滅する街灯の下に、灯とう香かが立っていた。なにか迷っているように、同じ場所をうろうろしている。近寄って、後ろから声を掛ける。

「こんなとこで、なにしてんだよ」

　灯香はびくりと肩を震ふるわせ、恐る恐る振り向く。唯人を見つけ、安心したように胸を当てた。

「おどろかさないでください、心しん臓ぞうが止まっちゃうとこだったのです」

　心を映すように、澄すんだ笑えみを浮かべる。

「昨日きのうは、ごめんなさい。私からお願ねがいしてたのに」

「いいよ、そんなこと。それより、頼みたいことってなんだったの？」

「あのですね、運んで欲しいものがあったのです。唯人、本当に、ちょうどいいところに来てくれました。あれを、運んで欲しかったのです」

　細い指先が示したのは、反対側の電柱だった。その下に、ちょっとメタボリックな犬の人形が、青い制服を着て敬礼していた。大きさは唯ゆい人との腰辺りまである、おそらく小学生の視し線せんと合うように作られたのだろう。その周囲には、熱ねつ気きと独特の臭いを含んだ真新しいアスファルトがしかれていた。

「ここで道路工事をしてたのです。この子、小学生にすごい人気で、安全を守る役にも立ってたのです。だから、ずっと狙ねらってたんですけど、手を出せなかったのです」

　灯香は、バッグを後ろに回して、お尻しりの上でパタパタさせながら人形に歩み寄る。唯人はその背中をぼんやりと眺めた。シャンプーのいい匂においがする。街灯が点滅する。

「でも、道路工事も、もう終わりなのです。それで、そろそろいいかなって思ってたんですけど、この子、じつは、とても重たかったのです」

　くるり、靴の踵かかとで回転するようにして、唯人を振り返る。下から見上げるように、嬉うれしそうな笑えみを向ける。むせ返るようなアスファルトの臭い、乱雑に置きっぱなしにされた工事用機き材ざい。景色けしきと笑え顔がおと会話のギャップが、唯人のバランスを崩す。

「えっと、それって、あの人形を持って帰るのを手て伝つだってってこと？　それはちょっとマズくないか」

「やっぱり、そう思いますよね。じゃぁ、いいのです。私一人ひとりでなんとかします」

「ちょっと待って。考える、考えるからっ」

　唯ゆい人とは頭の中で無理やりなロジックを作り上げ、自分自身を言いい包くるめる。このワン公も、夜道に一人ひとり立っているより、灯とう香かに愛めでられた方が幸せに違いない。鞄かばんと竹刀しない袋ぶくろを灯香に渡し、腕を回しながら歩み寄る。

「工事現場にいるんだから、犬のお巡りさんっていうより、犬の警けい備び員いんさんだよな」

「唯人、たまに子供っぽいこといいますよね」

「そうかな」

　犬の警備員の足には固定用のブロックが埋め込まれており、意外と重量があった。女の子一人で持って帰るのは確たしかに大変だろう。

　辺りを気にしながら、犬の警備員を持ち上げる。

　持ち上げた途と端たん、息苦しいほどの不安がこみ上げてきた。後ろから、工事現場で鍛きたえられた屈強な男たちが、なにしてんだ、と怒ど鳴なりつけてこないか心配になる。

「唯人、はやく離はなれましょう」

　唯人の不安を感じ取ったのか、灯香が言う。頷うなずくと、足早に現場を離れた。

　二人ふたりは、しばらく無言で歩き続けた。人通りの多い通りを避けながら、競走しているかのように早足で舞まい坂さかビルディングへと向かう。

　車とすれ違う。二人は体を寄せて、必死で犬を隠す。

　今まで経けい験けんしたことのない種類のスリルと興こう奮ふんだった。ほんの僅わずかな距きよ離りだというのに、舞坂ビルディングの入口に着いた頃ころには、二人はへとへとになっていた。

　犬の警備員を置き、顔を見合わせる。どちらからともなく、笑えみを浮かべた。始めは躊躇ためらいがちな、秘め事を分かち合うような偲しのび笑いだった。次第に気持ちが落ち着いて、声が大きくなっていく。最後には、傍はた迷めい惑わくなほどの爆ばく笑しようになっていた。

　大声が気になったのか、舞坂ビルディングの一階にあるカフェ『オリーブレイン』から、店員の山やま田だみどりが出てくる。シャンプーのＣＭに出られそうな長い髪、色白で顔立ちも整ととのった美人なのだが、なぜか印象が薄うすく、特に笑っていない時は幸薄そうにさえ見える。

「あんたたち……なに馬ば鹿か笑わらいしてるのよ。笑うなら、海までいって、太たい平へい洋ように向かって笑いなさい。波音が祝福してくれるってフランスの小説家がいってたわ。ロマンチストってたまに馬鹿よね。で、その豚みたいな犬はなんなの？」

「相変わらず、わけのわからないこといいますね。思いっきり犬ですよ」

　唯人は、灯香を振り向く。緊張から解放され、急に空腹を感じていた。

　秋あき雨さめに呼び出されていたが、電話では、特に急ぎではないといっていた。それになにより、昨日きのうの放ほう課か後ごを取り戻すために、神様がチャンスをくれたのだと思った。

「ねぇ、晩御飯食べていかない？」

　思い切って誘ってみる。いいですよ、灯香が笑え顔がおで頷く。

「あら。それって、つまり客ってこと？　えーと、いらっしゃいませぇっ。こちらのテーブルにどうぞ。あ、そのピクサーの映画に出てそうな可愛かわいらしいワンちゃんもご一いつ緒しよかしら」

　山やま田だが勢いよく手を合わせ、さっきまでと打って変わった、接客用の笑えみを浮かべた。







　辺りが暗くなり、カフェのオープンテラスにも明かりが灯ともる。白はく熱ねつ灯とうのオレンジに照らされた灯とう香かは、美び術じゆつ館かんに飾られる絵画の中に、そのまま納まりそうに見えた。

　二人ふたりきりで話すのは、久しぶりだった。緊張してやたらと咽のどが渇いたが、話題に詰まることはなかった。事務所の皆みんなのことや、葉は山やま町まちに新しくできるビルの話で食事はすすむ。秋あき雨さめやノインの気になる癖くせを言い合ったり、レムがやっていた一人ひとり遊びを思い出したり。拾ってきた犬の警けい備び員いんの名前はルココに決まった。

「昔、ルココっていう名前の犬を飼ってたのです。ルココは近くの公園に捨てられていたのです。家に連れて帰って、お父とうさんに必死でお願ねがいして、飼うのを許してもらったのです」

　灯香が、子供の頃ころの話をするのは珍しいことだった。

「なぜか、私よりお姉ねえちゃんにばっかり懐なついてました……でも、一ヶ月くらいしてから、ルココは急にいなくなっちゃったのです。何日も何日も探したのですけど、見つからなかったのです。たくさん泣いたのです。動物を飼ったのは、その一度きりなのです」

　灯香が手で示した子犬のルココは、人形の顔よりも小さかった。メタボリックな犬の警備員を見て、ずいぶん立派になって戻ってきたものだと思う。

　注文したのは唯ゆい人とがミートソース、灯香は明めん太たい子こパスタ。セットでついてきたコーラを飲みながら、唯人は、ずっと疑問に思っていたことを尋たずねる。

「聞いていいかな。蘭らん不ぷが体を使っている時って、灯香はどんな感じなんだ。退屈とかしないのか。それとも、ずっと眠ってるのか」

　灯香はフォークを置き、紅茶を持ち上げる。口には運ばず、失われていく温かさを感じるように両手で包む。

「あの、時間ってなんだと思いますか」

　灯香が答えたのは、全く繫つながりの見えない質問だった。

「私が表に出ていない時は、時間を感じないのです。私は思うのです。時間は、心ではなくて体で感じるものなんだって」

　やっと紅茶を口に運ぶ。壊こわれものを扱うように、ティーカップを口に触れさせる。

「お姉ちゃんが体を使っている時、私は、眠っても起きてもいないのです。なんといえばいいのか……温かいものに包まれてぼうっとしているような、春の土手で日向ひなたぼっこをしているような、そんな感じなのです。不ふ思し議ぎな安心感があって、とても気持ちよくて、それだけです。時間の流れは感じません。お姉ちゃんと入れ替わると、何日も経たっていたりしてびっくりするのです」

「そう……なんだ。なんだか、よくわからないな」

「お姉ねえちゃんもいってたのです。異界に潜もぐっている時は、眠ることもないし、時間の流れも感じないって。だから、何ヶ月も潜り続けていられるんだって。眠るのは、魂たましいではなくて体が疲れるから。時間を感じるのは、体が老いるから。心と体が一つで、初めて私たちは時間を認にん識しきできると思うのです」

　ずっと疑問に思っていたことだったが、答えを聞いても、食べたことのない料理の味を説明されたように全く想像できなかった。

「じゃぁ、心の中で蘭らん不ぷと話するのって、どんな感じ？」

「それは、ヒミツなのです」

　悪戯いたずらっぽく笑う。これまで見たことのない種類の笑え顔がおに、唯ゆい人とはまた心しん臓ぞうを射い貫ぬかれる。

　灯とう香かは、ふとなにかを思い出したように、急に真面目まじめな顔になる。

「そうだ。私も、聞いていいです？」

「うん。もちろん」

「唯人には、今、好きな人がいるのですか？」

　いきなり後頭部をピコピコハンマーで叩たたかれたような衝しよう撃げき。驚おどろきと、軽い頭痛。甲かん高だかい音を立てて、フォークがプレートの上に落ちる。

「ないない、いないっ。ぜんぜんいない」

　頭で考えるより早く、咄とつ嗟さに手を振っていた。条件反射のように、全力で否定する。

「そう、なのですか。それは……よかったのです」

　プラスなのかマイナスなのかわからない灯香の呟つぶやきに、唯人は思わず前のめりになる。

「灯香は、どうなの。好きな人っていないの？」

　自分の質問に、さらに鼓動が加速していく。だが、返ってきた答えは、あっさりと胸の隙すき間まをすり抜けていった。

「そういうの、私は、わからないのです」

「わからないって……なんか、ずるいな」

　灯香は、少しだけ、がっかりするように唯人を見た。

「唯人も、かなでさんと同じことをいうのですね。昨日きのう、あれから二人ふたりでお話したのです。かなでさんは、好きな人はいないのって楽しそうに聞きました。かなでさんだけじゃないのです。みんな、勝手に色んなことを言います。私には、そういうのが、なんというか……しんどいのです」

　いつも優やさしげに笑っている彼女は、もうそこにはいなかった。それは、唯人が初めて見た、彼女の弱い部分だった。

「私には、そういう資格はないのです。誰だれかを好きになったり、好かれたり、そういうのは、駄だ目めなのです」

「なんだよ、それ。好きになるのって、自然なことじゃないか。資格とか、そういうのじゃないだろ」

　唯ゆい人とは、昼休みの理り緒おとの会話を思い出す。灯とう香かを守ることが、異界使いになった理由だった。灯香にそれを拒絶されたら、なんのために異界使になったのかわからなくなる気がした。

「灯香が、異界に憑つかれやすいっていうのは聞いたけどさ。だからって、そんなふうに諦あきらめなくたっていいじゃないか。だから、俺おれは」

「……唯人には、わからないのです。普通の人には、わからないのです」

　灯香の沈んだ声に、唯人は自分の失言に気づいた。

「唯人は、私の体質のことをわかっていないのです。私に近づく人は魂たましいを削られてしまうのです。私がなにかを強く想おもうと、そこに異界が憑くのです。だから……誰だれにも好かれないように、嫌われないように、できるだけ目立たないように、そればかりを考えて生きてきました」

　灯香は、両手で挟むようにして眼鏡めがねをとり、テーブルの上に置く。彼女の眼鏡が伊達だてであることは気づいていた。唯人は、初めて、その理由を悟った。飾り気のない眼鏡は、地味であることを演出するためのアイテムなのだ。

「もう、お姉ねえちゃんみたいに、私のせいで、大切な誰かを失うのは、嫌いやなのです。正直にいうと、とても怖いのです。好きになったり、好かれたり、そういうことが、本当に怖いのです」

　眼鏡を取った灯香の顔は、彼女の姉にそっくりで、全く似ていなかった。光と影かげ、表と裏のように真逆の雰囲気を放っていた。トンネルの中で窓ガラスに映った顔のように、ぱっと消えてしまいそうなほど儚はかなく見えた。

「だから、唯人とは、ずっと今のままの関係でいたいのです」

　唯人は、なにかを言おうと口を開く。自分が抱いている感情も、異界使いになった理由も、灯香にとっては重荷なのだろうか。考えれば考えるほど、言葉は奥に引っ込んでいった。

　結局、なにも見つからず、呟つぶやくように口にした。

「……その、なんか、ごめん」

「そこで、謝あやまっちゃダメなのです」

　灯香は、今までの告白を笑い話にするような、曖あい昧まいな笑えみを浮かべた。

　唯人は、無言でパスタを頰ほお張ばった。味などわからなかった。二人ふたりの間に、沈ちん黙もくの時間を計るようにプレートの鳴る音だけが響ひびいた。

　突然、目の前に華きや奢しやな手が伸びてきて、綺き麗れいなグラスに盛られたアイスクリームを置く。

「これ、サービスです。よかったら食べていってくださいね」

　テーブルの横に、山やま田だが立っていた。灯香が小さく歓声を上げる。

「すごい美味おいしそうです、いいのですか」

「仕方ないでしょ、グラスの中のストロベリーが、あなたの可愛かわいいお口に食べてもらいたいっていうんだから。うちの自家製アイスなの、召し上がれ」

　気まずい空気が和み、唯ゆい人とは救われたような気持ちで山やま田だを見た。と、山田はそれを察していたのだろう、感かん謝しやしなさいよ、とばかりにウィンクしてくる。

　アイスを嬉うれしそうに食べる灯とう香かを見つめながら、自分が異界使いでいる理由が、ぼんやりと滲にじんでいくのを感じた。







　舞まい坂さかビルディングにはエレベータがない。犬の警けい備び員いんを、事務所がある五階まで運ぶのは、なかなかの重労働だった。

　なんとか入口まで辿たどり着く。扉には、事務所のロゴマークが描かれていた。童話の中の魔ま女じよが被かぶっているような尖とんがり帽子、その右側に天使、左側に悪魔の羽が描かれている。

　一つの階を丸ごとフロアにしているだけあって、事務所の中はかなりの広さがあった。部へ屋やの入り口付近に接客用のテーブルとソファ。散らかった従業員のデスクが並び、豪華な机と黒革の椅い子すが存在感を持って居座っている。奥にはキッチンと灯香の個室があるが、本棚が仕切りになっていて見えない。

　灯香は、ルココを手ごろな場所に飾ると自室に戻っていった。唯人は名残なごり惜おしそうにその背中を見つめる。夕食を食べたときの気まずさは解消できないまま、ずっと二人ふたりの間に残っていた。

「よぉ。今回はずいぶんとでかい獲え物ものじゃねぇか。ところで、共犯者は恋人にはなれないって、推理小説のジンクス知ってるか？」

　ソファから声がする。そこには、事務所の先せん輩ぱいである秋あき雨さめ芥かい太た郎ろうが座っていた。

　色いろ褪あせたジーパンに、よれよれの柄付きカッターシャツ。趣しゆ味みの悪い金きん鍍金めつきの装そう飾しよく品ひんに、趣味の悪いサングラス。中でも飛び抜けて悪趣味なものは額ひたいに刻まれている魚の骨のタトゥだった。デフォルメされた魚の骨が、でかでかと額に刻まれている。左目の下にも波のような模様が三本並んでおり、額の上を魚が泳いでいるようだった。

　この罰ゲームのようにふざけた模様は、もちろんファッションなどではない。〝クラフトグラフ〟と呼ばれる、異界を制御することができる言語を抽象化したものだった。

「そんな大げさな話じゃないですよ。可哀かわい想そうな子犬を一匹拾っただけです。お陰で、いい筋トレになりました」

「思いっきり窃せつ盗とう罪ざいだと思うけどな。まぁ、いいか。さっそくだが、仕事の話するぞ。電話で言った通りだ、また事件が起きた。間違いなく、これまでと同じ異界使いの仕業だ。今、ノインたちが調しらべにいってる」

　唯人は無理やり気持ちを切り替えて、秋雨の話に集中する。

　ソファの横のボードには葉は山やま駅周辺の地図が貼はられ、事件が起きたビルが丸で示されていた。オフィスビルから飲食店まで様々だった。場所も適当に散らばっているだけで、なんの法則性も見つけられない。その中に、昨日きのうまでなかった印が一つ増えていた。オフィス街のほど近くにある病院だった。

「それでな、新しく、次に事件が起こりそうなビルを推測したんだ。これが、そのエレベータのリストだ。お前、明日あしたから連休だろ、やれるよな」

　秋あき雨さめが、一枚の紙を手渡してくる。葉は山やま駅周辺の詳細地図だった。地図の中に無数にあるビル、その中のいくつかにチェックが入れられている。

「これを、全部回るんですか。なんだか、見てるだけで足がだるくなってきますね」

「こいつがスタンプラリーなら、豪華景品でもつけてやるんだがな。もうお前しかいねぇんだ。ノインの忍耐は限界だ。いつ爆ばく発はつしてもおかしくねぇ。導どう火か線せんが短くなったどころじゃない、直接火薬に火をつけるようなもんさ」

　唯ゆい人とはすぐに覚悟を決める。異界使いでいるためには、正しく力を使うためには、ここで引くわけにはいかない。

「わかりました、やりますよ」

「素直でいいな。ご褒ほう美びに、一つ情報がある。病院の少し前に、飲食店の入った雑居ビルで事件が起きただろ。あそこの監視カメラを調しらべたんだ」

「なにか、わかったんですか」

「監視カメラは、各階のエレベータの出入り口に取りつけられていた。深夜一時に七階と六階で人が乗り込むのが映っている。ホステスと、フランス料理店の店員だ。けどな、二人ふたりが降りたところはどこにも映っていない。いいか、誰だれも、降りてこなかったんだ」

　唯人は、すぐに秋雨の言いたいことがわからなかった。思いつくより先に、秋雨は得意げに続ける。

「つまり……犯人は、エレベータにのってないってことだ。どうやってるのかはわからないけどよ、おそらく、遠えん隔かく操そう作さで異界を侵食させている。かなり特殊な力を持った異界使いだ」

「やっぱり、あの蛇へびのクラフトグラフが関係してるってことですね」

「おそらくな。あの模様が事件前に準備されているのか、事件後にできるのかはわからないが、能力をサポートする効果があるんだろう。異界の穴を開けるってのは、シンプルだけど究極の能力だ。なんらかの制約を受ける場合が多い。このクラフトグラフも制約の一つだろうな。もっとも、能力のスケールを考えると、これだけじゃねぇ気がする……そいつがなにかわかれば、もう少し捜査の仕方もあるんだけどよ」

　唯人は、ノインの持っている銃の能力を思い出す。異界の穴を開ける強力な呪具だが、僅わずかな時間しか穴を開けられないことや弾数が限られているといった制約がある。この事務所の社長は、簡かん単たんに異界を呼び寄せるが、あれは特殊な例なのだろう。

　背後で物音がして、奥の部へ屋やのドアが開く。部屋着に着替えた灯とう香かが近づいてくる。さっきの気まずい空気を思い出し、唯人の体がわずかに強こわ張ばる。

「お二人ふたりとも、紅茶飲まれます？」

「えと、あ、もちろん」

「今日きようの気分は、ダージリンのキャッスルトンのファーストフラッシュなのです」

「何語だよ、それ」

「ファーストフラッシュは一番茶のことです。春先の短い季節なので数が少ないのですよ。その後の五月から七月までをセカンドフラッシュ、秋口に取れるのはオータムナルと呼ばれるのです。どれも、お洒落しやれな呼び名でしょう。紅茶は、呼び名やカップや仕し来きたりまで、どれをとっても、世界で一番お洒落な飲み物だと思うのです」

　紅茶の話をしている時の灯とう香かは、本当に嬉うれしそうだった。踊るようにスカートを揺らしながら、キッチンの方へと離はなれていく。仕切りの奥に見えなくなると、すぐに鼻歌とやかんに火をかける音が聞こえてくる。キャッスルトンがなにかは、結局わからなかった。

　灯香は、さっきのことを気にしている素振りはなかった。無ぶ難なんに会話ができたことに安心して、長めに息を吐く。ふと視し線せんを感じて正面を向くと、秋あき雨さめが下世話な好奇心を剝むき出しにして笑っていた。

「お前、灯香ちゃんとなんかあったのか？」

「なにも、ないですよ」

「なんだ、喧けん嘩かしたのかよ」

「喧嘩じゃないですっ」

　はっとして、乗せられたことに気づく。秋雨がしてやったとばかりに笑っていた。仕方なく、さっきの灯香とのやり取りを打ち明ける。

　話を聞き終えると同時に、秋雨は大げさに頭を抱えて、天てん井じようを仰ぎ見た。

「お前、ばっかだなぁ。なんというか、救いようがない。せっかく灯香ちゃんが心を開こうとしてくれたのによ。女心は浅あさ蜊りと同じだ、一度開きかけた口が閉じちまうと、警けい戒かいしてもう二度と開かなくなるぞ」

「でも……なんていえばいいのかわかんなくて。普ふ段だん、悩んでるような素振りなんか見せないから、俺おれ、灯香のことを普通の女の子みたいに考えてて」

「そ、れ、が、馬ば鹿かだっつってんだよ。灯香ちゃんは、どんな過去があろうと、どんな能力があろうと、普通の女の子なんだよ。せめてお前の前では、普通の女の子でいたいんだ。それがわかんないかなぁ」

「そう、なんですか。俺はてっきり拒絶されたのかと」

「なわけないだろ。いいか、お前のしたことはこうだ。助けてください、といって手を差し伸べた子の前を、愛あい想そう笑わらいを浮かべて通り過ぎたんだ。周りを見てみろよ。これが、あの子の心の中にある哀かなしみだ」

　秋雨が背後に手を翳かざす。そこには、灯香があちこちから盗んできた工事現場のグッズが並んでいた。心のバランスを保つために必要なものだ、彼女はそういっていた。その光景は、華きや奢しやな体が背負い込んでいる痛みを象しよう徴ちようしているようだった。

「考えたことはないのか。灯とう香かちゃんは普通の子とは友達になれない。でもな、お前だけは、特別なんだ。この部へ屋やに出入りしている限り、結界が守ってくれる。お前は、同い年の友達の中でただ一人ひとり、彼女と深く関かかわれるポジションにいるんだ。そのために、異界使いになったんだろう？」

　秋あき雨さめの言う通りだった。灯香の傍そばにいて、彼女を守る。それが理由だった。けれど、その思いは、唯ゆい人との中で大きく揺らいでいた。

　刀を手にした時、これで、ノインのように戦えると思った。灯香を守れると思った。だが、そうではなかった。絶えず突きつけられる無力さが、異界への恐怖が、唯人から自信を奪っていた。

「でも、俺おれ、灯香がそうしたいんなら、今のままでいいんじゃないかって思うんです。こうして灯香の紅茶を待ってるだけで、俺は最高に幸せですし」

「そりゃな、お前は彼女のことを思い出しながら、家に帰ってオナニーでもしてりゃ幸せだろうさ。でもな、あの子が、それで救われると思ってるのか」

「そんなこといわれたって、あれだけはっきり言われたんですよ。俺に、どうしろっていうんですか」

「そこまでは知らねぇよ。ただな、一つだけ、教えといてやる。灯香ちゃんは、お前がこの事務所に来るようになってから変わった。前よりも、ずっと楽しそうに笑うようになった。少なくとも、鼻歌を歌いながら紅茶を淹いれるようなことは、なかった」

　唯人は、俯うつむきかけていた顔を上げる。

「そう、なんですか」

　その事実は優やさしい音ね色いろで、唯人の心の中に響ひびいた。けれど、ほんの少し揺らしただけで、失った自信を取り戻すほどではなかった。

　いきなり、入口のドアが勢いよく蹴けり開けられる。センチメンタル色に染まりかけていた部屋の空気を破は壊かいして、ノインとレムの親子が帰ってくる。

「なんだぁ、どいつもこいつもシケた面してやがんなぁ」

　ノインは倒れ込むようにソファに座ると、煙草タバコをくわえる。レムがポーチからジッポを取り出して火を点つける。相変わらず、素す晴ばらしい教育方針だ。

「普通にドアを開けられないのか、お前は。それで、病院はどうだった。なんか収しゆう穫かくあったのか？」

「ねぇよ。クラフトグラフは見つかったけどよ、そんだけだ。一度事件が起きた場所じゃ、もう起きねぇらしい。ったくよ、これで二週間だぜ。あちこちのビル回って、同じように上ったり下ったり。やってらんねぇよ、こんな糞くそみてぇな仕事」

「そういうなよ、俺おれだってうんざりなんだ。でもな、一度引き受けちまったんだ。キャンセルなんかしてみろ、事務所の名に傷をつけたっつって、社長が戻ってきた時に吊つるし首だぞ」

「んなこたぁわぁってるよ。くそっ、このままじゃ不感症になっちまうぜ」

　ノインは、勢いよくテーブルを蹴けりつける。機き嫌げんの悪い時のノインには関かかわらない方がいい、それは十分すぎるほど理解していた。唯ゆい人とは露ろ骨こつに視し線せんを逸そらす。逸らした先に、レムの姿を見つける。レムは、最近お気に入りの遊び、どこからか拾ってきたバランスボールに乗ってふよふよと揺れていた。

「まぁ、明日あしたからの調ちよう査さは、唯人がやるからよ。少しリフレッシュしろ」

「わかってねぇな。あたしが欲しいのはな、休暇じゃねぇんだよ。あんまり間が空くとな、血の滾たぎらせ方を忘れちまう。どういう意味か、わかんだろ」

「そんなら、動物園でもいってライオンと戦えよ。それとも、俺の薬でも売ってやろうか。たった一ひと摑つかみの札さつ束たばで、銀河の果てまで飛べるぜ」

　秋あき雨さめが、デスクの上に転がっていた弾丸形の注射器を一つ摘つまみ上げる。中には、毒々しい赤色の液体が入っていた。プルートーと呼ばれる麻ま薬やくだった。ただの麻薬ではない、高価で強い依存性があり、使用するたびに魂たましいが異界に侵食されていく、呪われた薬だ。

「だいたいよ、戦いにしかエクスタシーを感じないなんて、心が貧しいとしかぶぇ」

　ノインは素す早ばやくホルスターから銃を抜くと、秋雨の口に押しつけた。

「てめぇがいうんじゃねぇよ。どうだ、太くて硬いモノを口の中に突っ込まれる気分ってのはよ。てめぇのよりずっと立派だろう。いいか、こいつを味わいながら、よく聞きやがれ」

　ノインは、獣けもののような瞳ひとみで睨にらみつける。

「あたしの頭ん中はな、振り切れる寸前のトコまできてんだよ。次につまんねぇこといいやがったら、そいつを遺ゆい言ごんにしてやるからな。死にたくなけりゃ、もっと愉ゆ快かいな仕事を見つけてこい」

　さらに脅しをかけようとした時だった。玄関のドアがノックされる。ノインは舌打ちして、銃を仕し舞まう。

　誰だれかが訪ねてくるには、もう遅い時間だった。返事をするよりも先にドアが開く。同時に、白はく梅ばいのように落ち着いた香りが部へ屋や中じゆうに広がる。

　若い美男美女の二人ふたり組ぐみだった。堂々とした長身の女と、綺き麗れいで背の低い男。どちらも唯人と同年代くらいで、見たことのない高校の制服を着ている。少なくとも、この近辺の学生ではないだろう。

　先に、女の方が部屋に入ってくる。

　腰まで届く、流れるような黒髪。定じよう規ぎで引いたように真まっ直すぐの鼻筋、小さく引ひき締しまった唇、深い思し慮りよを湛たたえた黒い瞳。色香よりも毅き然ぜんとした形の美しさが際立っている。一分の隙すきもない美び貌ぼうの持ち主だった。

「夜分に恐れ入ります。お久しぶりですね、皆様。ご健勝のようでなによりですわ」

　凜りんとした、とはこういう時に使うのだろう。鈴の音のように、透き通った声だった。

「げ……あんたは、確たしか」

　知った顔だったらしい、秋あき雨さめが声をあげる。それから、手に持った注射器をそっと背後に隠す。

「今さら隠しても、無む駄だですわ。エクスシアに所属している方がそんな薬に手を出すなんて、嘆なげかわしい」

「ちょっと待ってくれっ、これは、あれだ、調ちよう査さのために持ち帰ったサンプルで」

「そんなに慌てなくてもいいですわ。今夜は忙しいので見逃して差し上げます。またいずれ、この借りは返してくださいませ」

　秋雨は悲壮な顔で頷うなずきながら、注射器を仕し舞まう。プルートーは、エクスシアが全力で捜査している事件の一つだった。おそらく、今作った借りはずいぶんと大きいのだろう。

　彼女は唯ゆい人とに気づき、端たん整せいな顔を向けてくる。

「あら、こちらの方は初めてお会いしますわね。エクスシア日本支部保安局員、朱しゆ法ほう院いん京きよう子こと申します。以後、お見知りおきを」

　京子はそういうと、深々と頭を下げる。美しい黒髪が、体の動きに沿って揺れる。
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「えっと、霧きり崎さき、唯人です」

　初めて会うエクスシアの関係者に緊きん張ちようしながら、なんとか名前を告げる。

　エクスシアという組そ織しきについて、唯ゆい人とが知っていることはごく僅わずかだった。異界使いを統括している組織で、月つき士し那な探偵事務所を始め、多くの異界使いが所属している。本部はロンドンにあり、実質的な業務は各国に設けられた支部ごとで行っている。サッカーでいうならＦＩＦＡ、文化財の管理といえばユネスコ、そんなものだろうという程度の認にん識しきだった。

　秋あき雨さめが、解説を付け足してくれる。

「彼女はな、エクスシアからのメッセンジャーだよ。朱しゆ法ほう院いん家けのことは、前に一度、話したことあるだろ」

　唯人は、なんとかその記き憶おくを引っ張り出す。事務所に入ったばかりのころに、聞かされた話だった。

　エクスシアが日本にやってくる以前から、この国にも異界使いは存在していた。陰おん陽みよう師じや僧そう侶りよたちの中にも、異界を扱う術を心得た者がいたという伝承は数多く残っている。その異界使いたちを保ほ護ごし続け、また、戦後になってエクスシアが日本に進出してきたときに尽力したのが朱法院家だった。朱法院家は、エクスシア日本支部において未いまだ多くの権力を有している。

「それで、てめぇがわざわざ出向いてくるなんてなんの用だ。よっぽどヤバい依頼でも持ってきたのかよ」

　ノインが煙を吐き出しながら言う。秋雨とは違い、権力に怖おじ気けづく様よう子すなど微み塵じんもなかった。彼女が敬意を払うのは、純粋な力に対してだけだ。

「残念ながら、仕事ではありません。私たちは警けい告こくを促しに来ましたの。鞍くら馬ま、資料をお渡しして」

　京きよう子この後ろに隠れていた女性と見間違うような優やさ男おとこが歩み出てくる。鞍馬、と呼ばれたのは、まだ幼さを残した少年だった。ただ、その目だけは、青く照らされた氷のように冷たい光を宿している。

　鞍馬は、肩に提げていたスポーツバッグから書類を取り出し、無言で秋雨に手渡す。

「ここ数ヶ月の間に、エクスシアに所属する異界使いが次々と殺されております。私たちも調ちよう査さを急いでいるのですが、犯人の特定はおろか、目的や能力、なに一つわかっていませんわ」

「そりゃまた、物ぶつ騒そうな事件だな」

「狙ねらわれたのは、異なる能力を持った異界使いばかり。私たちが把握しているだけで、十四名の被害者がでていますわ」

「なんで、それが同一犯だってわかるんだ。この資料を見た限りじゃ、事件は日本中で起きてるみたいだけどな」

「死体に、奇妙な共通点がありますの。胸に、丸い穴が開いているのですわ」

　唯人は、その言葉に、肌を刺すような冷気を思い出した。胸に穴が開いた死体には、一ヶ月前に遭そう遇ぐうしたばかりだ。ノインを見るが、気づいていないように平然としている。

「なるほどね。それで、俺おれたちに警けい告こくってわけか」

「ご明察ですわ。皆様を、犯人が狙ねらってくる可能性もあります。魔ま女じよ様はご心配に及ばないと思いますが、念のため、危険な夜道など一人ひとりで出歩かないよう、ご留意くださいませ」

　秋あき雨さめは、子供かよ、とつぶやく。それから、手渡された資料のなにかに目を留め、いきなり口笛を吹いた。

「なぁ、嬢じようちゃんよ。この賞金、マジか」

「ええ。それほど、上層部は今回の事件を重く見ております。もし皆様が犯人を捕らえることができましたら、その額をお支払いいたしますわ」

　犯人の首には、エクスシアから賞金が懸かけられていた。その額は、神隠しエレベータの報ほう酬しゆうよりもゼロが二つほど多かった。

「ところで、〝反はん翼よくの魔女〟様は、本日もいらっしゃらないのですか？　私、ここをもう何度か訪れておりますが、あの方にお会いしたことがありませんわ」

「あぁ、社長はな、ちょっと旅に出てる。いつ戻ってくるのかわからねぇよ」

「そうですか、残念ですわ。それでは魔女様が戻ってこられましたら、よろしくお伝えくださいませ」

　京きよう子こは、また深々と頭を下げると、事務所を去っていった。彼女の後に、鞍くら馬まも続く。鞍馬は事務所を出る前に、一度だけ唯人の方を振り向いた。その瞳ひとみには、刺すような鋭さが宿っていた。

　二人ふたりの足音が遠ざかるのを聞いてから、ノインが予想通りのことをいう。

「エレベータの調ちよう査さなんかより面おも白しろそうじゃねぇか。戦いの臭いがする。やらせろよ、息抜きがわりにゃ丁ちよう度どいい」

「確たしかにな、あの賞金は指をくわえて見てるにゃもったいねぇ。けどよ、エクスシアが捜査して見つかってないんだ、そう簡かん単たんにはいかないだろ。それに、事件は日本中で起きてるんだ」

「それがな、あたしには、その賞金首に心当たりがあるんだよ」

　ノインは得意げに笑う。やはり、気づかない振りをしていたようだった。そして、一ヶ月前から唯ゆい人とを悩ませ続けていた悪夢を、滑こつ稽けいな思い出話のように語ってみせる。唯人は、耐えるようにその話を聞いた。

「なるほどな。胸に穴を開けて、蟲むしを取り出すか。そんな能力を持ってる異界使いは、そうはいないな。調しらべてみる価値はある、か」

「ほんとに、あの黒ずくめの男を追うつもりですか」

　唯人の腕が、かすかに震ふるえ始める。呪文を呟つぶやく。俺は、間違わない。正しく力を使うんだ。秋雨の赤い目が、そんな唯人を見て笑う。

「偉人たちの名言にもあるだろ。人生を豊かにするには、愛と良き友といくらかの金があればいい。俺おれは金を愛してるし、金は俺の友達だからな」

「それじゃ、エレベータの調ちよう査さはどうするんですか？」

「ん、やるさ。これが解決した後でな。あっちは正式に依頼を受けてんだから、少しくらい解決が遅れたって問題ねぇだろ。賞金は早い者勝ちだからな」

「なにいってるんですか。解決が遅れれば、それだけ犠ぎ牲せい者しやが増えるんですよ。こうしている間にも、誰だれかが異界に飲まれてるかもしれないんですよ」

　唯ゆい人とにとっては、当然の叫びのはずだった。だが、二人ふたりは的外れな解答でも聞いた教師のように、冷めた視し線せんを向けてくる。

「なんですか、それ。なんとも思わないんですか。俺たちは異界使いで、この事件は、他ほかの誰にも解決できないんですよ。目の前に助けられる命があるかもしれないのに、それを放っておくなんて」

「唯人、はっきり言おう。お前の言葉は正しい。だがな、虫むし唾ずが走る。俺たちがやってんのは慈善事業でも正義の味方でもない、ビジネスなんだよ。そんなにやりたきゃ、お前一人ひとりで調しらべろよ」

　そんなっ、と非ひ難なんを上げかけた唯人に向けて、ノインがかぶせるように言ってくる。

「おい、唯人。てめぇよ、今の言葉、本気で言ってんのか」

「そんなの、当たり前じゃないか」

　ノインは指に煙草タバコを挟んだ手で、自分の胸をノックしながら続ける。

「てめぇの言葉はな、全く響ひびかねぇ。それは、中身がねぇからだよ。てめぇは誰かを助けたいなんて思っちゃいねぇ。自分のために言ってるだけだ。そういうからっぽの決意はな、いつかお前を殺すぜ。たまにゃ、そうやって正義や理想を貫いて生き残る野郎もいるが、それには弾丸の雨の中を悠ゆう然ぜんと歩けるような強運と、持って生まれた心の形が必要だ。言っとくぜ、てめぇにゃ、そういうのは向いてねぇ」

「あんたたちみたいな、薬とか金とか、戦いを楽しむためとかで働いてる人たちに言われたくない。俺は、あんたらとは違うんだ。異界使いになったからには、この力を、正しく使いたいんだ」

「それが、安いっつってんだ。そうやって強い台詞せりふを吐く奴やつはな、だいたいが恐怖を誤ご魔ま化かしたいのさ。てめぇはこないだから、いったいなににビビってやがんだ」

「俺は、なにも怖がってなんかないっ」

　思わず、立ち上がっていた。二人の視し線せんと煙草の煙が、不ふ愉ゆ快かいそうに向かってくる。唯人は歯を食いしばり、宣言した。

「わかったよ、やってやるよっ。俺が、神隠しエレベータを解決してみせるっ。俺だって、一人ひとりでやれるってことを、証明してやる」

　途と端たん、さっきまでの険悪さを吹き飛ばし、二人ふたりは爆ばく笑しようした。ノインは腹を抱えて足をどたばたと動かし、秋あき雨さめは額ひたいを押さえるようにして天てん井じようを見上げる。

「てめぇ、忘れたんじゃねぇだろうな。一ヶ月前の冷れい蔵ぞう庫こでよ、ゲロ吐きながら倒れて、三日間も寝込んだじゃねぇか。あれでなにができるっつーんだよ」

「これが解決できたら、神隠しエレベータの報ほう酬しゆうは全部、お前にやるよ。あ、でもレムはこっちで使うから連れてくなよ。〝結界〟ねぇんだから、一人でエレベータに乗ったりすんなよ」

　唯ゆい人とは、怒ど鳴なりたくなるのをぐっと抑えた。絶対に見返してやる、と心に誓ちかう。

「唯人、あの、無理しちゃ駄だ目めなのです」

　振り向くと、紅茶をトレーに載せて運んできた灯とう香かが、心配そうな顔をして立っていた。

「無理なんか、してないよ。俺おれが守って見せる、君も、他ほかの人たちも」

　安心させようとしていった言葉だったが、灯香は余計に不安そうな視し線せんを向けてくるだけだった。

「唯人……なにを焦ってるのですか。そんなに焦らなくたって、キミはきっと」

「やめてくれよっ。灯香まで、そんなこというのかよ」

「私は、ただキミのことが」

　聞きたくなかった。それを聞けば、色んなものが壊こわれてしまう気がした。

「俺は、君を守るために異界使いになったんだっ。君に、心配されるためじゃないっ」

　灯香が、驚おどろいたように唯人を見上げる。

　その目を見た瞬しゆん間かん、唯人をぎりぎりの場所で支えていたなにかが、音を立てて崩れた。

　気がつくと、逃げ出していた。鞄かばんを拾い上げ、事務所の外に駆け出る。頭の中に、灯香の驚いた、そして哀かなしそうな顔が浮かんでいた。階段を駆け下りながら、心の中で呟つぶやく。俺は、最低だ。




　　　　＊




　舞まい坂さかビルディングの駐ちゆう車しや場じように、黒塗りの高級車が停とまっていた。ビルから出てきた二人ふたりに気づき、運転手は素す早ばやくドアを開ける。高級ホテルのボーイのように、洗練された動きだった。

　後部座席に、京きよう子こと鞍くら馬まが乗り込む。車内に入った途端、京子は作りものの表情を壊し、うっとりとした笑えみを浮かべた。すぐ横から、子供のように高い声がする。

「どうやら連中、予想通り喰くいついてきたみたいだね。でも、いいの？」

　鞍馬だった。甘えるような表情で、京子を振り向く。

「なにか、気になることでもあるの？」

「事件の情報を、わざと漏らすようなことをしてさ。他の幹部たちにばれたら怖いよ。あいつら、京子さんのことを陥おとしいれようとしてる」

「自分たちの保身に必死なだけよ。私の才能に怯おびえているの。あなたは、私が、あんな老人たちを恐れるとでも思ってるのかしら」

　声に含まれた不ふ機き嫌げんさを感じ、鞍くら馬まはすぐに自分の言葉を裏返した。

「まさか。僕は、いつだって京きよう子こさんのことを信じているよ」

　京子は、弟を可愛かわいがるような笑えみを鞍馬に向ける。耳にかかった長い黒髪を払いながら、問い掛ける。

「どう、彼らを見た感想は？」

「チンピラに、粗そ暴ぼうな女に、気味の悪い子供。僕たちとは住む世界が違うよ。京子さんが、あいつらと同じ空気を吸ってるのを見るのも嫌いやだったな」

「でも、彼らは優ゆう秀しゆうよ。人を判断する時に、大切なのは身み形なりではないわ。顔でも、もちろん、性格なんかでもない。全すべては……才能よ」

「わかってるよ。問題は、〝反はん翼よくの魔ま女じよ〟をどうやって引きずり出すかだね」

「心配いらないわ。事件がすすめば、魔女は必ず出てくる。そうでないと、困るわ」

「ねぇ、京子さん。どうしてそんなに、あの女にこだわるの」

「〝反翼の魔女〟月つき士し那な蘭らん不ぷ。あの男の娘にして、エクスシアの幹部の次席とまでいわれる異界使いが、どんな逸材なのか。その才能を想像するだけで、胸が熱あつく、体が濡ぬれていくのを感じるわ」

　鞍馬は、面おも白しろくなさそうに京子の横顔を覗のぞき見た。それは、純粋な嫉しつ妬とだった。彼女が焦こがれるように口にした名前が、自分ではないからだった。

「京子さん、僕は、いつだってあなたの傍そばにいるよ。僕は、あなたのためだったらなんだってする。だから、もっと僕を見てよ」

　京子は、可愛い子、笑いながらそう呟つぶやく。そして、真っ白い手を伸ばす。ひんやりとした冷たい手が、芒すすきの穂ほに触れるように、そっと鞍馬の輪りん郭かくを撫なぜる。

「鞍馬、確たしかにあなたは、優すぐれた才能を持つ、将来有望な異界使いよ。でもね、私を興こう奮ふんさせるほどではないの」

「わかってる。でも、見ててよ、いつか京子さんの胸を熱くするような男になるから」

　頭上から、騒そう々ぞうしい足音が聞こえてくる。唯ゆい人とが、舞まい坂さかビルディングの階段を駆け下りてきていた。

「あいつ……あの事務所の。僕、あいつのこと、嫌いだな」

「あら、あなたが、私以外の人間に興きよう味みを持つなんて珍しいわね」

　唯人は、駐ちゆう車しや場じように停とまっている高級車に気づかず、駅の方に走り去っていった。

「僕も、戸と惑まどってるんだ。どうしてだろうね。なんだか、あいつの目を見てると、とても苛いら立だつんだ」

　遠ざかっていく背中を見ながら、鞍馬はどこか嬉うれしそうに呟いた。
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　土ど曜よう日びの本屋は、馴な染じみのない人には意外に思えるほど、大勢の客で賑にぎわっていた。

　オフィス街のほど近くにあるビルには、三階から最上階の六階まで、フロアを跨またがって様々なジャンルの書しよ籍せきが売られている。唯ゆい人とは、そのビルの最上階にいた。普ふ段だんならまず足を運ぶことなどない学術書や資格本が揃そろっているフロアだった。そのフロアの片かた隅すみで、神経を磨すり減らしていた。

　目の前には銀色の扉がある。横には手を繫つないだ親子連れ、背後には年配の男性が一人ひとり、彼らと一いつ緒しよに列に並んで、エレベータを待っていた。

　神隠しエレベータの捜査を一人でやる。そう宣言したものの、結局、秋あき雨さめに渡された地図を巡るくらいしか思いつかなかった。唯人は一人で、葉は山やま町まちのエレベータを回っていた。

　それがどれほど危険な行為であるか、わかっていた。けれど、怯おびえてなにもしなければ、異界使いとして正しくいられない気がした。

　到着を告げる音が鳴る。普段は気にも留めない電子音が、ひどく不気味に響ひびく。

　ドアが割れる。目の前に、赤い絨じゆう毯たんで覆おおわれた密室が広がる。

　唯人は、大きく深呼吸をする。心に広がっていく粘ついた恐怖を、なんとか払い落とす。

　気がつくと、先に乗った乗客たちが、ドアの前で立ち止まっている唯人を迷惑そうに見ていた。視し線せんに急せかされるように、乗り込む。

　ゆっくりと、エレベータが下降していく。普段なら意い識しきもしない慣かん性せい力りよくが、内ない臓ぞうを持ち上げられているような不快感に変わる。

　辺りに気を配りながら、乗り合わせた人たちを観察する。彼らが異界使いである可能性は、秋雨から聞いた監視カメラの話でずいぶん低くなっていた。それでも、警けい戒かいを怠るわけにはいかない。

　エレベータの中を見回す。ポスターが貼はられた壁かべ、空の模様が描かれた天てん井じよう、赤いカーペットに覆われた床。乗り合わせた人たちがいるためよく観察できないが、目の届く範囲にクラフトグラフはなかった。

　扉の上には、階を示すデジタルの表示がついている。数字が変わっていくのが、ひどく遅く感じる。唯人を支えているのは、肩に提げた竹刀しない袋ぶくろの重みだけだった。

　長い、長い、数十秒が過ぎる。電子音が鳴り響く。

　エレベータが地上に到着する。自動ドアがゆっくりと開き、それに合わせて一階ロビーの景色けしきが広がっていく。

　乗り合わせた人たちが降りていく。一人残された唯人は、なにもなかったというのに、そのまま座り込んでしまいそうな疲労を感じた。

　ポケットから折りたたんだ地図を取り出す。広げて、確かく認にん済みのチェックをつける。これで、今日きよう回ったエレベータは七つ目だった。新しいエレベータに乗るたびに、心を削られるような恐怖に襲われていた。

　次の乗客が乗り込んでくる。若い男が二人ふたり。早く降りないと、そう思って顔を上げるが、もう扉は閉じていた。エレベータが上昇を始める。

　なにも起きないのを経けい験けんしたことで、気持ちはずいぶん楽になっていた。エレベータは最上階まで辿たどり着くと、乗っていた人たちを吐き出す。外で待っている人はいなかった。唯ゆい人とは一階のボタンと、閉じるのボタンを押す。

　唯人だけを乗せ、密室が降下する。

　一人ひとりになると、糸が切れたように体から力が抜けた。壁かべに背を預けて、目を瞑つむる。

　暗い視界の中では、落ちていくのが、より確たしかに感じられた。

　突然、右肩が重くなる。

　肩から提げていた竹刀しない袋ぶくろが、中に石でも入れられたように引っ張られていた。目を開ける、五階を過ぎたところだった。慌てて見下ろす。

　小さな手が、竹刀袋の端を握っていた。

　子供だった。幼い子供が、背伸びをするようにして竹刀袋を摑つかんでいた。

　猫の毛のように細い髪に、すぼめたように小さな口、服装はジーンズに緑の長なが袖そでシャツ、可愛かわいらしい男の子だった。

　唯人は驚おどろくよりも、呆あつ気けに取られるように子供を見下ろした。

「あなたには、自分よりも大切な人がいる？」

　子供は竹刀袋から手を放すと、屈くつ託たくのない笑えみを浮かべる。こちらを見上げながら、無邪気な声で尋たずねてくる。

「誰だれもが、この世界に意味を持って生まれてくるんだ。それはね、自分より大切な人がいることだよ。あなたはどう、大切な人がいる？」

　おそらく、最上階で乗ってきたのに気づかなかったのだろう。唯人はそう決めつける。同じ事務所で働いている少女と違い、楽しそうな笑え顔がおを浮かべる子供は、ささくれ立っていた唯人の心を癒いやしてくれた。地図を仕し舞まいながら、からかうように答える。

「なんだ、それ。アニメの台詞せりふかなんかか？　最近は、えらくマセたのがはやってんだな」

「子供扱いしないで欲しいな。ちゃんと聞いてるんだから、ちゃんと答えてよ。あなたには大切な人はいるの？」

　子供の屈託のない笑顔が胸の隙すき間まに忍び込んでくる。友人たちには話せないような本音も、子供相手の遊びだと思えば軽くなった。気まぐれにまかせ、言葉遊びに付き合う。

「いるよ。その子を守れるようにならなきゃって、ずっと思ってたんだけど……でも、今は、ちょっと迷ってる」

　頭に浮かべたのは、灯とう香かのことだった。昨日きのうの夜、逃げるように事務所を出たことを思い出し、胸が電流でも流されたように痛む。

「それって、どういうこと？」

「ん、あぁ。いろいろあってな、思ったんだ。あの子を守りたいとかいって、結局、俺おれは自分のことしか考えてなかったんじゃないかって。酷いこといって傷つけたかもしれない。謝あやまらなきゃとは思うけど、どんな顔してその子に会えばいいのか、わからないんだよ」

　途中から、相手が子供だというのも忘れて、自分に言い聞かせるように喋しやべっていた。足元から、大人ぶっているような声がする。

「ふぅん。じゃぁ、その人よりも、自分が大切だったってこと？」

　無邪気に吐き出された言葉は、唯ゆい人との心に刺さった。子供相手に真面目まじめに答えたのを後悔しながら、誤ご魔ま化かすように笑って話を終わらせる。

「どっちが大切とか、そういうことじゃない気がする……お前も、もうちょっと大きくなったら、いろいろ悩むときがくるよ」

　子供は、少しだけ小首をかしげる。それから、はしゃぐようにいった。

「それじゃ、今のあなたには、生きている価値がないんだね」

「さっきから、さらっとエグいこというなよ」

　苦笑いを浮かべ、子供から視し線せんを逸そらす。

　そこに、蛇へびを見つけた。おそらく、乗り合わせた人たちに隠れて見えてなかったのだろう。子供の立っているすぐ後ろの壁かべに、二匹の蛇が絡み合ったクラフトグラフがあった。

　子供の声が、急に舐なめるような不気味さを持って聞こえてくる。

「だって、仕方ないじゃない。それが世界のしくみなんだ。ほら、みてよ」

　子供が、真まっ直すぐ指差す。

　小さな指が示したのは、唯人ではなかった。その向こう側だった。背後から、エアコンの排気ファンの傍そばを通ったように、生ぬるい空気が吹き出てくる。

　唯人は、ゆっくりと振り向く。

　そこに、第二界が侵食していた。壁から黒い液体が染み出してくる。重力を無視して広がっていく液体、その中に、真っ白い顔が映る。

　目元が落おち窪くぼみ、唇が紫むらさきに染まり、髪がべったりと濡ぬれている。黒い液体の中に、顔が並んでいた。壁に埋め込まれ、黒い水の底に水葬された死者たちだった。

「なんだよ……これ」

　腕が震ふるえる。魂たましいに刻まれた異界への恐怖が、泡のように浮かんでくる。

「お前が、神隠しエレベータの犯人なのか」

　子供に向き直る。無邪気な瞳ひとみは、楽しそうに見上げてくるだけだった。

　唯人は、竹刀しない袋ぶくろに引っ掛けていた布製の篭こ手てを外し、腕に嵌はめる。そして、竹刀袋から武器を取り出した。そこに納められていたのは、竹刀ではなかった。黒光りする鞘さやを纏まとった日本刀だった。

「なんだ、あんまり驚おどろかないと思ったら、あなたも異界使いなんだね。じゃぁ、ちょっとだけ遊んであげるよ」

　刀を見て、子供は笑った。口の端が裂けていくような、不気味な笑い方だった。

　狭いエレベータの中では、刀を振り回すようなスペースはなかった。垂直に立てて、引き抜くように抜刀する。闇やみに映えるような刀身が露あらわになる。斬ったものを第五界へと送る呪われた刀、唯ゆい人とが兄から受け継いだ呪具〝青せい龍りゆう紋もん蒼あおノの雪ゆき房ふさ〟だった。
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　必死で呼吸を整ととのえる。意い識しきを手の中へ集中させる。

「子供だからって、容赦はしない。降参するんなら、今のうちだ」

　両手で摑つかんだ柄を、顔の真横まで持ち上げる。エレベータの中は狭いため、縦たてに振りかぶることも、横に薙なぐこともできない。唯人が選択したのは、普ふ段だんとは違う、スペースを一番取らない構えだった。切っ先を横に寝かせ、刀を床ゆかから垂直に立てるようにして構える。下方向への突きに特化した型だった。

「降参なんか、しないよ。だって、僕には、大切な人がいるんだから」

　唯人は、エレベータの奥に向かって跳ぶ。狭い密室では、攻こう撃げきを避けることも経けい験けんしたことのない困こん難なんを伴った。奥の壁かべに左背をぶつける。幸い、奥の壁にはまだ侵食は起きていなかった。

　さっきまで唯人が立っていた場所には、手があった。

　背後から、抱きつくように手が伸びていた。壁の中にいた死者が、上体だけ抜け出してくる。死者が口を開く、硝子ガラスが擦こすれるような声が聞こえる。

「ココカラ……ダシテ」

　壁かべから生えたそれは、人間の姿を残していたが、紛まぎれもなく第二界の漂流者だった。真っ白い顔、ふやけた皮ひ膚ふ、まるで水死体のようだった。瞬まばたきすることなく見開かれた目、その中で、収まりが悪くなった眼球が水に浮かべたボールのように踊っている。口の中には歯が一本もなく、代わりに、黒い唾だ液えきに塗まみれた長い舌が、別の生き物のように動いていた。

「……ダレカ……オ願ねがイ、ダシテ」

　唯ゆい人とは、一いつ瞬しゆんで覚悟を固め、刀を突き出した。

　壁から生えていた漂流者の体を、横から貫く。斬られた漂流者は目を閉じると、ペンキを撒まき散らしたように、黒い液体となって溶け出した。

「お前は、なんのために、こんな事件を起こしてるんだっ」

　唯人は再び、切っ先を子供に向ける。

　そして、本当に刃やいばを突きつけられているのがどちらかに気づいた。子供の足元から、黒い液体が染み出していた。それは、すでに床ゆかの半分を覆おおっている。踏み込むことができず、唯人の刀はもう子供に届かなくなっていた。

「駄だ目めだよ、そんな危ないものを向けちゃ。僕はまだ、異界に落ちるわけにはいかないんだ」

「お前は……漂流者じゃないのか。なんで、そんな人間の姿をしているんだ」

「僕は、人間でも漂流者でもないよ。その間で、繫つなぎ止められてるんだ。この世界にいる価値のない魂たましいが、僕を生かしてくれてるんだ。あなたの魂も、僕にちょうだい。大事に、大事に食べてあげるからさ」

　子供の足元から染み出した第二界は、虫の群れが這はうようにじわじわと広がり、床を覆っていく。

　唯人は刀を引いて、切っ先を真横に向ける。

　そこには、壁に刻まれたクラフトグラフがあった。このクラフトグラフが侵食を引き起こしているのなら、壊こわしてやれば侵食は止まるはずだった。切っ先で、蛇へびの模様に傷をつける。

　クラフトグラフを破は壊かいする。だが、エレベータの中の景色けしきは全く変わらなかった。

「それも駄だ目めだよ。それはね、僕がやってくるための、ただの道みち標しるべなんだ。侵食が起きてしまえば、もう用はないんだ」

　唯人は足を引ひき摺ずるように後ろに下がる。すぐに背中に壁が迫る。壁にはびっしりと死者が並んでいる。タールのような黒い液体は、床のほとんどを埋め尽くしていた。まだ飲み込まれていないのは、唯人が立っている隅すみだけだった。

　もう、打つべき手はなかった。ノインが言っていた言葉が、頭を過よぎる。

　からっぽの決意は、いつかお前を殺すぜ。

　自分の迂う闊かつさを思い知らされる。そして、その代だい償しようを知る。

　代償は、死だった。侵食が迫ってくる。目の前に、死が突きつけられる。

　全身が震ふるえる。もはや、戦士でも異界使いでもなく、ただの怯おびえる無力な人間だった。心しん臓ぞうを押しつぶされそうな恐怖の中で、灯とう香かの笑え顔がおが浮かんでくる。死を目の前にして浮かんだのは走そう馬ま灯とうなどではなく、たった一つの笑顔だった。場違いなことが浮かぶ。彼女に、まだ昨日きのうの夜のことを謝あやまってないのに。

　密室に、電子音が響ひびく。

　ドアの上のデジタル表示が、一階を示していた。子供が、休み時間が終わったみたいに呟つぶやく。

「あれ、もう時間切れだ。ちょっと遊び過ぎちゃったかな」

　自動ドアが開く。密室が、崩ほう壊かいする。

　途と端たん、エレベータを覆おおっていた異界は見る間に薄うすくなっていった。朝あさ靄もやが晴れていくように、子供の姿も消えていく。

「ねぇ、また遊びにきてよ。今度は逃げられないように、蟲むしを連れてくるからさ」

　自動ドアが、完全に開く。異界が消え去る。

　幸運にも、エレベータの外で待っている人はいなかった。唯人は、刀を落とし、その場に膝ひざをついた。肺の中の空気を何度も入れ替え、何度も呪文を繰くり返す。けれど、体の震えはなかなか収まらなかった。







　ビルの間から、葉は山やま町まちの新しいランドマークが見えた。オープンを二日後に控えたクレセントモール。周りと比べて巨大過ぎる影かげは、群れから除のけ者ものにされて、どこか寂さびしげに佇たたずんでいるように見えた。

　漂流者のような子供に遭そう遇ぐうしてからは、もうエレベータに乗ることはできなかった。しばらく当てもなく街を歩き、いつかと同じように、ビルの狭はざ間まにある公園にやってきていた。心のどこかで、また理り緒おに会えるのを期待していたのかもしれない。けれど、公園に人の姿はなかった。

　ベンチに座り、葉山町の地図を開いてみる。

　事件について、わかったことを整せい理りする。神隠しエレベータを引き起こしているのは遠えん隔かく操そう作さができるなんらかの能力であること。蛇へびのクラフトグラフは事件が起きる前からあって、侵食を引き起こすための座標になっていること。犯人の子供はいつの間にか現れて、地上に着くと消えた。まともな肉体を持った人間ではないこと。

　秋あき雨さめは、異界を開く能力には、なんらかの制約が必要になるといっていた。おそらく、あの子供もそうなのだろう。異界を開いただけでなく漂流者も操あやつっていた。無条件にしては強力過ぎたが、制約らしいものはなにもなかった。

　考えているうちに、また体が震えだしそうになる。なにかがわかったとしても、これ以上、捜査を続けることはできそうになかった。

　横から伸びてきた影かげが、ベンチを覆おおう。

　顔を向けると、傾きかけた日ひ射ざしを背にして、理り緒おが立っていた。静かに笑いながら、足音を立てずに歩み寄ってくる。

「唯ゆい人とくん、また、ここに来てたんだ」

「なんか朝あさ田だとはよくここで会うな。今日きようも、劇げきを見にきてたのか？」

　理緒は隣となりに座り、少しだけ寂さびしそうに頷うなずいてから、聞いてくる。

「唯人くんこそ、どうして、ここにいるの。なにか、また悩んでいるの」

　剣道場で理緒がいってくれた言葉を思い出す。恐怖を克こく服ふくできる理由が見つかるまで、悩みを受け止めてあげる。その言葉に甘えるように、遭遇したばかりの事件について話した。

　理緒は何度も頷きながら、真剣に話を聞いてくれた。それだけで、唯人の心を覆っていた恐怖は、古いペンキが剝はげるように取れていった。

「この街で、そんな怖い事件が起きてたんだ。知らなかったな」

　全すべてを聞き終えると、何気ない感想でも呟つぶやくようにいった。それから、囁ささやくような声で付け足す。

「ずっと探していて、せっかく犯人を見つけたのに、君は、なにもできなかったんだね」

　その言葉は、唯人が期待していたものとは真逆だった。甘えを断ち切るように、すっかり無防備になっていた心に突き刺さる。

「いわれなくても……わかってるよ、そんなこと」

「うん。でも、君が怖い思いをして、蛇へびの模様を壊こわしたから、そのビルで死ぬかもしれなかった人たちの命を救えたんだ」

　唯人は、しばらく、並んで伸びる二つの影を見つめていた。

　長い沈ちん黙もくの後、ぽつりと呟いた。

「そんなこと……考えもしなかったな」

　それは、余りに思いがけない言葉だった。なにもできなかったと思っていた。無力さや迂う闊かつさばかりを責めていた。けれど、無む駄だではなかったのだ。

「怖いことは弱さかもしれない。でも、怖いのを知ることは強さだよ。君は、それを認めたくなくて、自分を無理に追い込んでしまってるように見える。それからね、一人ひとりじゃできないって認めることができるのも、強さだと思うよ」

「怖さを知る、か。なんだか、朝田には、励まされてばっかりだな。そうだよな、きっと馬ば鹿かにされるだろうけど、事務所の仲間にやっぱり協力してくれって頼んでみるよ」

　唯人は、理緒の横顔を覗のぞき見た。弱っている時に現れて、ちょっとした言葉で魔ま法ほうのように落ち込んだ心を救ってくれる。まるで、ピンチに現れるヒーローのようだった。

「でも……エレベータって怖いよね。一人の時もそうだけど。男の子にはわからないかな。知らない男の人と二人ふたりきりになった時とか、とても怖いんだ」

　理り緒おは、静かに話しだした。なにか、嫌いやな思い出でもあるのかもしれない。いや、女の子なら誰だれでも、こんな思いをしているのかもしれない。

「扉が閉まったら外からは見えないし、なにかあっても逃げ場所がないしね。どれだけ賑にぎやかな場所でも、あの中だけは、建物から切きり離はなされた全く別の空間のような気がする」

　理緒の言葉は、淀よどんでいた唯ゆい人との思考に小さな雫しずくを落とした。それが波紋のように広がって、一つの閃ひらめきを起こす。

「そうか……全く別の空間か。それ、かもしれない」

　あの子供の能力が持っている制約。なぜエレベータで事件が起きているのか。ただの思いつきだが、それが真実に繫つながっているような予感があった。

「一階に着いてドアが開いた瞬しゆん間かん、異界は消えたんだ。閉ざされた空間に、侵食を引き起こす。それが、神隠しエレベータの能力なのかもしれない」

「よくわからないけど……なにか、参考になった？」

「あぁ。ありがとう、君のお陰だ。こんなところで、ヘコんでる場合じゃないよな。動けば、それだけ多くの人が助けられるかもしれないんだ」

　理緒が、後押しするように頷うなずいてくれる。心が前向きに転がり始める。

　クレセントモールの頭上に、傾き始めた太陽が掛かる。それを見ながら、一年の抱負でも決めるように思い浮かべた。明日あしたも捜査を続けること。今日きようのことを事務所に戻って相そう談だんすること。そして、昨日きのうのことを灯とう香かに謝あやまること。ほんの少し、魂たましいに刻まれている恐怖が、薄うすくなった気がした。
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　高級マンションの一室。一人ひとり暮ぐらしの男が住んでいたにしては、豪華過ぎる部へ屋やだった。

　秋あき雨さめが、どこからか調ちよう達たつしてきたカードキーでドアを開け、中に入る。

　土足のまま上がり込み、リビングのドアを開け放ったところで口笛を吹いた。事務所と同じくらいの広さのリビングには四方にガラスケースが並べられ、びっしりとフィギュアが並んでいた。様々なジャンルやサイズのものが揃そろっている。ハリウッド映画の有名なクリーチャーから、アニメのヒロインまで、個人の部屋というよりも専門店の中に入ったようだった。

「なんだぁ、こいつは。気味の悪い奴やつだな」

　後から続いたノインが、露ろ骨こつに顔を顰しかめる。

「お前には、こういう楽しさはわからねぇさ。コレクションってのはロマンだ。コンプリートした時の充実感は、我わが儘ままな女を口説き落とすのに似てる。時間と金が掛かるところも同じだ」

　秋雨が、近くにあった三分の一スケールのエイリアンの頭を撫なでながらいう。

　二人ふたりが訪れたのは、一ヶ月前、冷れい蔵ぞう庫こで殺された男の部屋だった。男の素性は、依頼を受けたときに調しらべ上げていた。山やま部べという名前で、マニアの間では有名なクリーチャーフィギュアのクリエイターだった。この豪華な部へ屋やを見れば、どれだけ人気があったのかは想像がつく。

　一人ひとり暮ぐらしで、親しい交友関係もない。彼の失しつ踪そうは、ネット上のファンの間では話題になっていたが、現実社会においてはそれほど騒さわがれていなかった。そのおかげで、一ヶ月前の事件からこの部屋は放置され続けている。

「やっぱり、楽観的過ぎたんじゃないか。賞金首の顔を見たっつっても、どこのどいつだかわからないんだろ。殺された奴を調べて、そう都合よく手がかりなんて見つかるのかよ」

「あの変態野郎な、黒ずくめの蟲むし使つかいを見て、契約がどうとかいってやがった。死ぬ前に、どっかで会ってるはずなんだよ」

　リビングを抜け、奥の部屋に入る。そこは、工房のようだった。彩さい色しよく用ようのスプレーや工具が並んでいる。壁かべを覆おおうように細長い棚があり、不気味なフィギュアが行ぎよう儀ぎよく整せい列れつしていた。リビングにあったものとは雰囲気が違う。人間の体を歪いびつに組み上げたような、醜しゆう悪あくな人形だった。

「こっちが、あの変態野郎が作ってた人形か。いい趣しゆ味みしてやがんな」

「あぁ。まるで……漂流者だ」

　秋雨が、近くにあった手のひらサイズのフィギュアに触れる。腹が裂け、無数の腕が飛び出している女だった。映画やゲームのクリーチャーと異なり、造形美の欠片かけらも感じられないほどリアルで醜悪な、人間の成り損ないだった。

「誰だれだか知らないけど、静かにしてくれないかな。あと少しで完成なんだ」

　部屋の隅すみから、声がする。

　秋あき雨さめが驚おどろいて、手に持っていたフィギュアを落としそうになる。

　いつの間にか、奥の作業机に男が座っていた。二人の方を振り向こうともせず、作業を続けている。

　話しかけられるまで、男が座っていることに気づかなかった。その場所にいきなり現れたようだった。いや、そんなことよりも。

「てめぇ、なんで生きてやがる」

　ノインが、男に近づく。そこに座って作業をしていたのは、この部屋の主あるじだった。一ヶ月前に死んだはずの、山部だった。

　ノインは滑るように銃を抜くと、頭に突きつける。男は作業を止める。だが、驚いたり怯おびえたりする様よう子すはなかった。無言のまま、道でも聞かれたように視し線せんを向けてくる。

「どういうトリックだ。てめぇはあん時、黒ずくめの男に殺されたはずだ」

「ノイン、やめろ。そいつは死人だ」

　秋雨が右目を押さえていた。左目が、赤く輝かがやいている。異界を見通す〝透視〟の能力が発動していた。

「漂流者だってのかっ。こんなはっきりとした死人がいるかよっ。なんで異界に落ちてねぇ、こいつが死んだのは、もう一ヶ月も前だぜ」

「どうやら俺おれたちは、気づかない間に、第一界に迷い込んでいたらしいな。間違いない、その男は死んでる。魂たましいの情報が崩れてないのは、なにかの力で、強く現世に繫つなぎとめられているからだ」

　ノインは、もう一度、じっくりと山やま部べを睨にらみつけた。どこにも異常な部位はない、欠けている部分も、混ざり合っている場所もない。どう見ても普通の人間だった。

　山部は勝手に家に上がり込んできた他人にも、目の前で交わされた会話にも全く興きよう味みがないようで、ただ虚うつろな視し線せんを向けてくる。

　ノインは、その手に握られているものを見て、眉まゆを顰ひそめた。もうすぐ完成する、さっきそういっていた。だが、手に大事そうに握られていたのは、ただの粘土の塊だった。おおざっぱに人の形をしただけの、小学生でも作れそうな粘土細工だった。

「てめぇ、なにを造ってやがる」

「あぁ、これかい。可愛かわいいだろう。どうだい、素す晴ばらしいだろう。この機き能のう美びとアンバランスさ、歪いびつでありながら計算された形。人間の体は、神が与えてくれた最高の素材なんだ」

　山部は、粘土の塊を恋人であるかのように見つめる。それから、ハンバーグを捏こねるように、両側から押おし潰つぶした。

「でもね、駄だ目めなんだ。もう、こんな偽物じゃだめなんだ。だって、街中に、上質な素材が溢あふれているんだよ。僕はね、あの素材たちを使いたくて仕方がない。こんな偽物で満足しなきゃいけないなんて拷ごう問もんだよ」

「イカれてやがるな。てめぇみたいな奴やつは、これまで何人も殺してきた。なにかの間違いで生まれちまった変態野郎だ」

「本当に狂うことができればどれほどよかったかと思うよ。僕の弱い心が、芸術の邪じや魔まをするんだ。僕の中の狂気は、いつだって臆おく病びようや良心とかいう下らないものに邪魔されてるんだ」

　秋あき雨さめの手が横から伸び、ノインの銃に触れる。山部に向けた銃を下ろさせる。

「ノイン、おそらくこいつは、欠損した情報の中から再現されたバグだ。お前が見たっていう黒ずくめと会うよりも、もっと前の魂の記き憶おくだ」

「たしかにな。一ヶ月前に会ったこいつは、もっとイっちまった目をしてた。せっかくまともな漂流者がいたってのになにも聞き出せそうにねぇな」

　ノインが舌打ちし、銃を仕し舞まう。と、それまでノインたちの会話に全く反応しなかった山部が、急に言葉を挟んでくる。

「黒ずくめの男になら会ったよ。なんだか、生きてるのに死んでいるような男だった」

　秋雨の表情が変わる。優すぐれた嗅きゆう覚かくが、複雑に絡み合った糸の解ほつれ目を、敏感に嗅かぎ分けていた。

「どうやって、知り合った」

「招待状が届いたんだ。光の街への招待状。どこで僕の悩みを知ったのかは知らないけど、そこに来れば、成りたい自分へ変わることができるって書いてあった。そこで、彼と出会ったんだ」

「それは、どこだ？」

　山やま部べはいきなり視し線せんを外すと、粘土を捏こねる作業を再開する。自分で潰つぶしたばかりの粘土を捏ねながら、全く別の言葉を口にする。

「君たちは、『グリムザール』という名前を聞いたことがないかな」

　その名前を聞いた途と端たん、秋あき雨さめは山部に摑つかみかかった。胸むな倉ぐらを引くようにして振り向かせる。

「お前っ、そいつをどっから聞いた」

「彼が、そう名乗ってた。彼らは、いつもすぐ傍そばにいる。けれど、誰だれも気づかない。彼らは深しん淵えんを覗のぞく者。知ろうとすれば、引きずり込まれる」

「どこだっ、どこにいけば、そいつらに会える」

「光の街の裏側。そこに、深淵への入口がある」

　山部が、そっと指を持ち上げる。その先を視線で追う。壁かべに掛かったコルクボードに、一枚の黒い封筒が貼はってあった。

「あげるよ。僕にはもう必要ないんだ、持っていってくれ」

　秋雨は歩み寄ると、壁にかかっていた封筒を剝はがした。封筒の中には、地図と小さなカードが入っていた。ノインが、背後から声を掛ける。

「秋雨、てめぇ、なにを知ってる」

「前に、プルートーをばら撒まいてる奴やつらを調しらべてるって話したよな。あの麻ま薬やくのことを調べてると、必ず同じ名前にぶちあたる。『グリムザール』、見えてくるのはその名前だけで、連中が何者なのかさっぱりわからない」

「ヤバい連中ってことか、久しぶりにまともな戦いができそうだな。エレベータから乗り換えてよかったぜ。ここんとこ、童貞野郎のお守もりばっかで飽きてたところだ」

「もう少し、静かにしてくれないかな。今、いいところなんだ。もうすぐ完成なんだよ」

　山部が言う、部へ屋やに現れた時と同じ台詞せりふだった。その手には、さっきと同じように、大おお雑ざつ把ぱな人の形をした粘土細工があった。

　造っては壊こわし、造っては壊す。山部はこの一ヶ月の間、死者になってからずっと、同じ作業を繰くり返しているのだろう。

　ノインは鼻を鳴らすと、自然な仕し草ぐさで銃を持ち上げた。さっきまでの実弾銃とは違う、死者を葬ほうむるための、銀色のリヴォルヴァだった。

　秋雨の手が、銃口を遮る。

「いこうぜ、もうここにはなにもねぇ」

　軽く肩を竦すくめる仕し草ぐさをして、銃を仕し舞まう。哀あわれな漂流者に背を向け、二人ふたりは部へ屋やを後にした。
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　病室の中は、時折掛かる呼び出しのアナウンスを除くと静かなものだった。レムは一人ひとり、ベッド脇わきの椅い子すに座って、ルービックキューブを回していた。個室には、プラスチックのぶつかり合う音だけが響ひびいている。

　開いた窓から、暖かい初夏の風が吹いている。前髪が揺れる。

　レムは椅子から下りると、近寄って窓を閉めた。背伸びをしながらカーテンを括くくっていると、背後から声がする。

「レムちゃん、来てくれてたんだ。もう会えないんじゃないかと思ってた。嬉うれしいな」

　眠り続けていた卓たく也やが、薄うっすらと目を開けてレムを見ていた。レムはベッド脇の椅子まで戻ると、挨あい拶さつもなく尋たずねた。

「答え、教えろ」

「やっぱり、それが聞きたくて来てくれたんだ。なぞなぞの答え、レムちゃんもわからなかったんだね」

「黙だまれ、ガキ」

「こうやって二回遊べば、僕たちもう友達だよね」

「調ちよう子しに、のるな」

　卓也は笑えみを浮かべる。そこには、剝むき出だしの好意があった。レムは、同じくらいの歳としの子供に、こんな笑え顔がおを向けられたことはなかった。

「僕ね、最近、起きていられる時間がどんどん短くなってるんだ。だから、レムちゃんとこうして会えたのは、すごい奇跡だと思う。僕たちは、きっと、見えないなにかで引き合ってるんだ」

「気のせいだ」

「こういうのは、信じるか信じないかだと思うよ。僕は、信じる。レムちゃんも気が向いたら信じて」

　卓也の期待に満ちた笑みを無視して、レムは全く別のことを尋ねる。

「寝てばかりで、辛つらいか」

「うんとね、なんていえばいいのかな。ただ寝てるのとは、少し違うんだ。なんだか、温かいものに包まれてぼうっとしているような、春の土手で日向ひなたぼっこをしているような、ずっと、そんな感じなんだ。不ふ思し議ぎな安心感があって、とても気持ちよくて、気がつくと次の日になっててびっくりする。そんなの、わかんないよね」

　レムは、同じ言葉を、ずっと前に灯とう香かから聞いたのを思い出した。

「あ、そうだ。レムちゃん、甘いもの好き？」

　卓たく也やは、枕まくら元もとにおいてあった小さな箱を取り出す。中には、ミルク味のキャラメルが入っていた。

「病院のおやつなんだ。僕、点滴ばっかりで、あんまり食べられないから」

「貰もらってやる」

　二人ふたりは向かい合ってキャラメルを食べた。甘いね、卓也が言う。レムは無表情のまま、小さな口をもごもごと動かす。

「答え、教えろ」

「あぁ、そっか、忘れてた。それを聞きにきたんだもんね。よんでも、よんでも、誰だれも答えてくれない場所はね、本屋さんだよ。皆みんな、本を読んでるでしょ」

「自分で、考えたのか」

「違うよ。夢の中に出てくる子がね、教えてくれるんだ。暇つぶしだっていってさ」

「誰だ、それは」

「わかんない。ただね、その子はいつも笑ってるんだけど、とても寂さびしそうなんだ。まるで、ずっと昔に失なくなった宝物を、探してるみたいに」

　レムは引っかかるものを感じて黙だまり込む。それから、今までの会話の延長のように、その質問を口にした。

「異界を、知っているか？」

　卓也も、変わらない口く調ちようで答える。

「あれ、レムちゃんも知ってるんだ。そっか、綺き麗れいな目だったもんね。そうだよ、僕も、異界使いなんだ」

　レムは、その時、初めて気がついた。卓也の目は意い識しきして見なければわからないほど、うっすらと赤く染まっていた。

「せっかくだから、見せてあげるよ」

　卓也は、キャラメルの箱を両手で包むように持った。それから、小さな声でなにかを呟つぶやく。次の瞬しゆん間かん、病室の空気を瞬時に重くするような気け配はいが、キャラメルの箱の隙すき間まから漏れ出てきた。異界だった。確かく認にんすることはできないが、小さなキャラメルの箱の中に、異界が侵食してきていた。

「僕の能力はね、閉じられた空間に異界を呼び出して操あやつれるんだ。異界のことを教えてくれた人は、こう呼んでた。〝密室〟の能力、とても珍しい力なんだって」

　卓也の目は、はっきりとわかる程度に赤みを増していた。

「いつ、力を持った」

「ずっと前に事故にあったんだ。長い間眠ってたんだけど、三ヶ月くらい前に目が覚めて、その時かな。でもね、僕が異界を呼べるのは、この小さな箱がせいいっぱいなんだ。強い力を持ってる人なら、もっと広い場所に呼べるらしいけどさ」

　キャラメルの箱を開く。それと同時に、重たい空気が消きえ失うせる。開いた箱の中には異界などなく、残りのミルクキャラメルが転がり出てきただけだった。

「もう一つ、食べる？」

　レムは無言で首を横に振る。おいしいのにね、そういって、卓たく也やはもう一粒を口に放り込む。

　レムはしばらく、キャラメルの箱を見つめていた。卓也が、話を変えて聞いてくる。

「昨日きのう会った、レムちゃんのお母かあさん。すっごいかっこよかったね」

「本当の、ママじゃない」

　珍しく、レムは自分のことを口にした。卓也は無ぶ遠えん慮りよに踏み込んでくる。

「それじゃさ、本当のお母さんはどこにいるの？」

「死んだ」

　卓也は少し驚おどろいた顔をして、すぐに、笑え顔がおに戻る。それは同情するでも悲しむでもなく、共感を得たような笑えみだった。

「そっか。そうなんだ。ごめん」

「気に、するな」

「人が死ぬのって、哀かなしいよね。僕にもわかるよ」

「誰だれか、死んだのか」

「お姉ねえちゃんがいたんだ。大好きだったんだけど、いなくなっちゃった。でもね、死ぬのって哀しいことだけど、ずっと会えなくなるわけじゃないんだ。僕は、一日だって、お姉ちゃんのことを忘れたことはないよ」

　すぐ耳元で、誰かが笑った気がした。レムは病室を見渡す。

　誰もいなかった。開いた窓から、子供たちを撫なぜるように風が吹き込んでくる。

「……いい風だね。僕ね、もう長い間、病室にいるからかな。外の風ってとても好きなんだ」

　レムは窓の方に顔を向けた。括くくったはずのカーテンが、風を孕はらんで大きく膨らんでいた。

「ねぇ、レムちゃん、一つだけお願ねがいきいてくれる？」

「なんだ？」

「その黒猫のお面、とってくれないかな。とても素す敵てきなお面だと思うけど、レムちゃんはそんなのない方が可愛かわいいと思うな」

　レムは、いつもより、僅わずかに小さな声で呟つぶやく。

「黙だまれ」

　卓也はそれを聞いて、嬉うれしそうに笑った。それから、名残なごり惜おしそうに体をゆっくりとベッドに横たえる。

「いけない、だんだん眠くなってきちゃった。嫌いやだな、せっかくレムちゃんが来てくれたのに、もっとお話したいのに。ねぇ、また来てくれる？」

　レムは、抑揚のない声で答える。

「もう、来ない」

「そっか。じゃぁさ……ちょっと待って。新しく聞いたばっかりのなぞなぞがあるんだ。もし答えがわからなかったら、また来るっていうのはどうかな」

「言ってみろ」

「じゃぁ、いくよ。腕にはあるのに足にはなくて、お腹なかにはあるのに背中にはないもの、なーんだ？」

　レムは黙だまり込む。数秒で、答えに辿たどり着いた。

「簡かん単たんすぎる。もう、来ない」

　感情のない声で告げるが、返答はなかった。卓たく也やは目を閉じて、すでに寝息を立てていた。窓から吹き込む風が、前髪を揺らす。

　レムはしばらく、屈くつ託たくのない寝顔を見つめた。




　　　　＊




　唯ゆい人とが事務所に戻ると、アルコールと煙草タバコの臭いが充満していた。事件に進展があったのか、秋あき雨さめとノインはいつになく上じよう機き嫌げんだった。デスクの上には、すでに空になったビールの缶が散らばっている。ソファでは、おそらくノインの土産みやげなのだろう、レムがたこ焼きをパクついていた。

　部へ屋やにいるのか、灯とう香かの姿は見当たらない。残念に思いながらも、昨日きのうのことを謝あやまるのが先延ばしになったことを安心している自分に、微かすかな嫌けん悪おを覚える。

「よぉ。どうだったよ、神隠しエレベータの調ちよう査さは進んでるか」

　秋雨が、機嫌のよさそうな笑えみを浮かべて聞いてくる。

「聞いてやんなって、そのゲロ男おになにができるってんだ。怖くてエレベータにも乗れねぇんだぜ。昨日のザマを見ただろ。灯香にまで当たりやがってよ、ダセぇったらねぇぜ」

　ノインの軽口に、頭に血が上りそうになるのを堪こらえる。理り緒おにいわれたことを何度も反復させてから、秋雨たちに話しかけた。

「今日きよう、エレベータの犯人に会った。相手は、子供の姿をした漂流者だった」

「……マジか？」

　秋雨が、煙草を落としそうになりながら聞いてくる。

　本屋のビルで遭そう遇ぐうした、神隠しエレベータについて話す。それに、唯人が辿たどり着いた予想を付け加える。

「一階に着いてドアが開いたら、子供も、侵食してきていた異界も消えた。たぶん、なにか……閉ざされた場所にしか、発動しない能力なんだと思う。そう考えれば、すっきりする。エレベータは、都市の中で、確かく実じつに密室が作られる場所だろ。いったん動き出せば窓やドアが開くこともないし、どこにも逃げられない。目もく撃げき者しやだっていないし、誰だれでも入ることができるからクラフトグラフを仕込むのだって簡かん単たんだ。だから、その、昨日きのうは俺おれ、一人ひとりでやるなんていったけど、やっぱり」

　昨日のことを謝あやまって、二人ふたりに助力を請おうと思っていた。プライドを折り曲げて必死で言葉を吐き出した。それを遮るように、秋あき雨さめが呟つぶやく。

「……なんだそりゃ」

　次の瞬しゆん間かん、二人の笑い声が響ひびいた。

「んな能力聞いたことないぞ。お前、どっからそんなの聞いたんだ、サスペンスの見過ぎじゃないか。まぁ、こっちは賞金首の方で手が塞ふさがってるからな、好きにやってくれよ」

「てめぇよ、それが本当だとしたら、なおさら馬ば鹿かが増すだけだぜ。〝結界〟も持たずに乗り込むなんざ、自殺願がん望ぼうがあるとしか思えねぇ。そんなに死にてぇんなら、あたしがど頭に直接鉄の味を教えてやんぜ」

　二人に馬鹿にされ、唯ゆい人との頭の中から協力を頼むという思考が吹き飛ぶ。湧わき上がってきた感情と勢いにまかせ、思わず叫んでいた。

「今更、事件の報ほう酬しゆうを分けろなんていっても遅いからな。そういう、あんたたちこそどうなんだよっ」

「ん、あぁ、あいつに会ったぜ。お前が冷れい蔵ぞう庫こで殺しかけた、あの変態野郎だ」

　ノインが笑うのを止やめ、軽口を交わすようにいってくる。

「なんで……どういうことだよ。あいつは死んだはずだ」

「あの黒ずくめの蟲むし使つかいがどんな力を持ってやがるのかは知らねぇが、おそらく、その影えい響きようなんだろうな。死んだ人間の記き憶おくが、まるごと残ってやがった」

「おい、ノイン。それくらいにしとけよ。ここでゲロは吐かれちゃ、俺たちが灯とう香かちゃんに怒られるぜ」

　秋雨が、唯人の様よう子すに気づいて口を挟む。ノインは一瞬だけ蔑さげすむような視し線せんを向けて、すぐに顔を逸そらした。

　唯人はソファの上に、倒れるように腰を落とした。

　追憶がやってくる。肉片の漂流者、ぶら下がったいくつもの死体、黒ずくめの男、凍いてつくような冷気が体を包む。おぞましい記憶だったが、理り緒おに出会ったお陰で、もう体が震ふるえることはなかった。

　異界は人の悪意や狂気を増殖させる。このままだと、弱い自分もやがて飲み込まれる。代わりに襲おそってきたのは、そんな予感だった。兄が異界に沈む前に口にした言葉が蘇よみがえる。唯人、強くなれ。それは、こう言っているように聞こえた。異界に飲まれない強い心を持て。さもないと、俺と、同じになる。

　濃こいソースの匂においが、沈んでいく思考の邪じや魔まをする。

　目の前に、たこ焼きが突きつけられていた。その奥に、爪つま楊よう枝じを握にぎり締しめたレムが見える。

「食え、タコ」

「いらねぇよ、そんな気分じゃねぶっ」

　無理やり押しつけられる。閉じた口の前で、たこ焼きがぶちゅりと潰つぶれる。仕方なく口に含み、鼻についたソースを拭ぬぐいながら、目の前の無表情な少女を睨にらみつけた。怒りたいが、たこ焼きが熱あつくて、声が出ない。先に、レムがいってくる。

「ハゲのくせに、悩むな」

　なんとか飲み込んだ時には、怒りはどこかに消えていた。ついでに、さっきまで心に絡みついていた恐怖もなくなっていた。

「お前な、いつもいってるけどよ、いいかげんそのハゲっていうのやめろよ」

「ゲロ男お」

「うん、やっぱハゲでいいぞ」

「ハゲ。その事件、条件付きなら、手て伝つだってやる」

　ノインが二人ふたりのやり取りを耳に留め、声を挟んでくる。

「レム、どういうつもりだよ。なにかあったのか」

　レムは母親に顔を向け、無言で頷うなずく。ノインはそれだけでなにかを察したらしく、あっさりと手を振って見せる。

「いいぜ、好きにやれよ。そいつがどこで野の垂たれ死じのうと勝手だが、灯とう香かに花を供える場所くらいは教えてやりてぇからな」

　唯ゆい人とにとっても、願ねがってもないことだった。捜査を続ければ、待っているのは、あの子供だ。〝結界〟の能力がなければ、また今日きようのようになるのはわかりきっている。

　背後で、灯香の部へ屋やのドアが開く音がする。

　唯人の体が、一いつ瞬しゆんだけ硬直する。それから、覚悟を決めて体を向ける。ずっと、昨日きのうのことを謝あやまろうと思っていた。

　振り向いたものの、真まっ直すぐに顔が見れなかった。どんな顔をして向き合えばいいのかわからなかった。俯うつむきながら、それでも必死で、考えていた言葉を吐き出す。

「昨日は、その、ごめん。俺おれ……どうかしてた。でも、俺……君のこと、守ろうって思ってたのは、本当なんだ。俺は、そのために」

「誰だれを、守るだって」

　聞こえてきた声に、唯人は言葉を止めて固まった。秋あき雨さめとノインも振り返り、呆ぼう然ぜんとしている。レムだけは、我われ関かんせずと、たこ焼きの余った爪楊枝を並べて、一人ひとりマッチ棒クイズを始めていた。

「なんだい、小僧。言いたいことがあるなら、はっきり言ったらどうだい。この私が、どうだというんだい」

　声と同時に、突風のような存在感が押し寄せてくる。紅あかい風だった。嵐のような圧力が、部へ屋やを覆おおい尽くしていた。

　唯ゆい人とは、見えない風に圧おされるように後じさる。床ゆかに転がっていた缶ビールの空き缶を踏み、バランスを崩して尻しり餅もちをつく。床にへたり込んだまま、見上げる。そこに〝反はん翼よくの魔ま女じよ〟が立っていた。

「久しぶりに戻ってきてみれば、ずいぶん勝手にやってるようじゃぁないか」

　聞くものを平伏させるような、威圧感のある声が響ひびく。

　極上のルビーのような真しん紅くの瞳ひとみ、赤い唇。全すべてを飲み込むような自信に満ちた表情。ウェーブの掛かった緋ひ色いろの髪が背中に広がっている。雰囲気はまるで違うが、その容姿は灯とう香かと瓜うり二ふたつだった。いや、灯香そのものだった。

〝反翼の魔女〟月つき士し那な蘭らん不ぷは、灯香の双子の姉だった。幼い頃ころ、蘭不は、肉体の全てを異界に侵食された。その時、灯香は自らの体の中に姉の魂たましいをインストールしたのだ。魂の形が同じ双子であったことと、反翼のクラフトグラフがそれを可能にしていた。

　蘭不の服装は、灯香の部屋着だった。長めのスカートに水色のパーカー、ずっと部屋に閉じこもっていたのは、おそらく二人ふたりで話をしていたのだろう。

「社長、い、いつ帰ってきたんです。二ヶ月ぶり、ですかね」

「月並みな挨あい拶さつなんていらないよ。それより、面おも白しろそうな言葉が聞こえてきたんだがね。お前たちがやってる仕事を聞かせな」

　秋あき雨さめは、現在調ちよう査さ中ちゆうの二つの事件について説明した。蘭不は神隠しエレベータを唯人が担当していると聞いた時にわずかに眉まゆ根ねを寄せたが、それ以外はほとんど表情を動かさなかった。話を聞き終えると、唇の端を吊つり上げるようにして笑う。

「〝密室〟の能力か、ずいぶんと珍しいものを相手にしているじゃぁないか」

「……知ってるのか。教えてくれ、やっぱり、そういう力があるんだな」

　魔女の言葉に、ソファに座っていた唯人は思わず前のめりになった。秋雨は少し見直したように、ノインはどこか面白くなさそうに唯人を振り返る。

　だが、真紅の瞳は、杭くいを打ち込むようにそれらの視し線せんを砕いた。

「小僧、自分の力で調しらべる、そういったんじゃぁないのかい。戻ってきて早々、無能を晒さらすんじゃぁないよ」

　蘭不はソファの背に腰を乗せるようにして立っていた。少し癖くせのある髪をかき上げながら、退屈そうに続ける。

「そんな見世物のような力になど、興きよう味みはないね。それより秋雨、お前たちの話の方が、いくらか面おも白しろそうじゃぁないか。手に入れた地図の場所とやらに、私も連れていきな」

　蘭不が興きよう味みを示したのは、秋雨たちの追っている賞金首の方だった。秋雨が、とっさに両手を振る。

「あ、いや、別に社長がわざわざ出張るような事件じゃないって。せっかく現世に戻ってきたんだし、しばらくはゆっくり休養でもとってはどうです」

「この私に、指図するつもりかい」

「あ、いや、まさかっ」

「私もね、その蟲むしを使う男に心当たりがあるんだよ。もしお前たちが追っているのがその男なら、少し相手が悪いかもしれないからね」

　秋あき雨さめとノインは視し線せんを合わせ、仕方なく了承する。

　蘭らん不ぷの紅あかい瞳ひとみが、次の獲え物ものを定めるように、唯ゆい人とに向けられる。

「さて、小僧。さっきの続きをしようか。私がいない間に、ずいぶん灯とう香かと馴なれ馴なれしく話をするようになったものだね」

　ソファに座ったままの唯人を、魔ま女じよが見下ろしてくる。

「え、いや、別にそんなことないだろ」

「さっき、愛しい灯香と話をしていたんだがね。あの子の口から出る言葉ときたら、貴様となにをしたとか、貴様のことが心配だとか、そんなことばかりだ。私は灯香と話しながら、ずっと、貴様にどんな苦痛を与えてやろうか考えていたよ。前にいったこと、覚えているだろうね。復唱してみな」

「あぁ。もし、灯香が俺おれのことを好きになったら、俺を殺す。あんたは、そう言った」

「まだ、約束は守られているようだ。だがね、もう一度、頭に深く刻んでおきな。違えれば、貴様は、血と肉と骨が別々の場所で見つかるような、惨みじめな死に方をすることになるよ」

　その言葉に、唯人は自じ虐ぎやくのような笑えみを浮かべた。

　昨日きのう、二人ふたりで食事をした時の会話を思い出す。灯香に言われた言葉が、呪いのように蘇よみがえる。唯人とは、ずっと今のままの関係でいたいのです。砕けた幻想の欠片かけらはやたらと尖とがっていて、唯人の胸を突き刺した。

「余計な心配だよ……灯香が、俺のことを好きになるわけないじゃないか」

　その呟つぶやきに、蘭不は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せた。

　続けて、唯人の頭の中に、眼鏡めがねを外した灯香の告白が蘇る。好きになったり、好かれたり、そういうことが、本当に怖いのです。そう呟いた彼女の横顔は、そのまま光の粒になって消えてしまいそうに見えた。

　気がつくと、思わず口走っていた。

「でも、それでも、あんたに、いや、俺たちに……そんなことまで決められるのか。彼女が異界に憑つかれやすい体質だからって、そんなものを押しつけていいのか。いくら姉だからって、彼女の心を自由にする権利はないだろ」

　次の瞬しゆん間かん、物もの凄すごい勢いで、頭皮が引っ張られた。

　蘭らん不ぷは、唯ゆい人との髪を無造作に摑つかみ、顔を持ち上げさせる。頰ほおを摺すり合わせるように顔を近づける。至近距きよ離りに迫る顔、灯とう香かとは真逆の美び貌ぼうだった。吸い込まれそうな真しん紅くの瞳ひとみを、体中から勇気を搔かき集めて、なんとか睨にらみ返す。

「生意気を言うんじゃぁないよ。貴様が、あの子のなにを知っているっていうんだい。あの子が背負っている痛みの一ひと欠片かけらも、貴様は知りはしないんだよ」

「灯香の体質のことなら、聞いたよ。彼女が、どんな気持ちで生きてきたのかも。誰だれかを想おもうようになれば、灯香が傷つくってのもわかる。でも、それでも……あんたにそんなことを決める権利はない」

「体質、そういったかい。あの子の持っている力はね、そんな生なま易やさしいものじゃぁないよ」

「異界に憑つかれやすい体質だって、灯香は、俺おれにそういった。他ほかに、なにかあるのかよ」

「それを私に聞くことが、貴様の愚かさを証明しているじゃぁないか。灯香が貴様に話していないのなら、それは貴様に資格がないということだよ。自分のいる場所を間違えるんじゃぁない。私が、なんのために貴様をこの事務所に呼んだと思ってるんだい」

　唯人は勢いよく腕を振り、髪の毛を摑んでいた魔ま女じよの手を払う。そして、ソファから立ち上がった。同じ高さで、真紅の瞳と向き合う。

「あんたはこういった。俺に、灯香を、守る役目を与えるって」

「真に受けてたのかい、おめでたい小僧だね。その程度の力で、どうやって灯香を守るんだい。教えてやろう、貴様はね、灯香の寂さびしさを紛まぎらわすための玩具おもちやだ。貴様なら、従順で無害な、いい玩具になると思った」

「ふざけんなよっ」

　唯人は、勢いよく蘭不に摑みかかる。襟えり首くびを摑み上げようと手を伸ばした。

　それを躱かわすようにして、蘭不の手が肩に触れた。理解できたのは、そこまでだった。気がつくと、唯人の視界は天てん井じようを映し、派は手でな音を立ててひっくり返っていた。合あい気き道どうかなにかの技なのだろう、どう投げられたのかまるで理解できない。

　倒れた唯人を、遥はるか高みから、紅あかい瞳が見下ろしてくる。

「小僧、今、貴様が抱えている事件を解決してみせな。そうすれば、少しは貴様を認めてやってもいい。それができなければ、貴様は怯おびえて嚙かみつくだけの哀あわれな犬だ。二度と、ふざけたことを口にするんじゃぁないよ」

　告げると、背を向けて部へ屋やへと戻っていった。

　体を起こした唯人は、無力さを嚙み締しめながら、思い切り拳こぶしを床ゆかに叩たたきつけた。

　もっと強くならないと。もっと正しく力を使えるようにならないと。じゃないと俺は、灯香の傍そばにすら、いられなくなる。

　焦る気持ちだけが、空回りしたまま膨れていく。

「お前のな、その怖いもの知らずなとこだけは、マジ尊敬するわ」

　背後から、秋あき雨さめの軽口が聞こえてきた。
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　テレビ塔は葉は山やま町まちの数少ない観光スポットだった。青くて無骨な送電塔の親玉のようなデザインをしている。中腹に大きなデジタル時ど計けいが取りつけられているため、時計台と呼ぶ人も多い。

　塔の頂上付近に展望台があり、地上から高速エレベータが行き来している。入場料五百円、週末の夜ともなれば、夜景を楽しむカップルで賑にぎわっていた。

「テレビ塔か、確たしかにここにもエレベータはあるよな」

　唯ゆい人とは話しながら、いつか灯とう香かと二人ふたりで来たいな、などと妄想する。心を読んだかのように、足元から声が聞こえてきた。

「顔が、エロいな」

　日にち曜ようの朝から、レムと二人で神隠しエレベータの捜査を再開した。

　捜査を手て伝つだう交換条件として、レムは三つのことを告げてきた。一つ目は、一いつ緒しよにエレベータに乗り込むこと。二つ目は、許可があるまで刀を抜かないこと。三つ目は、最初にテレビ塔を調しらべることだった。

　地上と展望台を結ぶエレベータは一台だけで、ピストン運行を繰くり返している。まだ午前中なので、訪れる人はまばらだった。そのお陰か、運よく二人だけでエレベータの扉の前に並ぶことができた。

「なにも、お前は乗らなくたっていいんじゃねぇか」

「お前が信用できないからだ、ハゲ」

　思わず怒ど鳴なり返そうとしたのを遮るように、自動ドアが割れる。

　それは、二人を待ち構えていたかのように、堂々と描かれていた。エレベータの奥の壁かべに、二匹の蛇へびが絡み合ったクラフトグラフが刻まれている。

「マジかよ……こんなに早く、見つかるなんてな」

　中に乗り込む。ドアが閉まり、ゆっくりと上昇を始める。エレベータは、これまで調べたどこのものよりも広かった。詰め込めば、大人おとな二十人くらいは乗れるかもしれない。昨日きのうと違い、刀を振ることだってできるだろう。

　エレベータの隅すみについたスピーカーから、緊張感のないポップな音楽が流れてくる。

「ようこそ、葉山町テレビ塔へ。今から、皆様を地上百五十メートルの展望パノラマへとご案内いたします」

　折り目ただしい女性の声が、アナウンスしてくれる。

　唯人は、無理やり深呼吸をする。肩から提げた竹刀しない袋ぶくろを担ぎ直す。

　扉の上には、階を示す数字の形をしたライトが並んでいた。二階より上は、展望台までついていない。地上百五十メートルまで、もうこの箱が止まることはない。

　指先が震ふるえ出す。昨日の不気味な子供を、目まの当あたりにした死を思い出す。

　拳こぶしを握にぎり締しめ、心に広がっていく粘っこい恐怖を塞せき止める。

　不意に、小さな手が、拳こぶしの先に触れた。

　驚おどろいて見下ろすと、レムが手を握っていた。どういう心境なのか、表情のない少女からは全く読み取れなかった。けれど、小さな手は、唯ゆい人とを支えてくれた。励まされると同時に、この手を守らなければという使命感を滾たぎらせてくれる。

　拳を解ほどいて、小さな手を握り返す。

　二人ふたりを乗せた密室は、ゆっくりと上昇していく。

「もうすぐ到着です。それでは、地上百五十メートルからの眺めをお楽しみください」

　アナウンスと同時に、ドアが割れる。目の前に展望台が広がる。

　何事もなく、最上階に到着していた。

　展望台からの眺めは、お世辞にも絶景とはいえなかった。ただでさえ景観のよくないオフィス街だというのに、テレビ塔よりも高いビルがちらほらとあるのだ。中でも、オープンを目前に控えたクレセントモールの存在感は圧巻だった。巨大で独創的な外観は、他の建物を従えているようにさえ見える。

「そろそろ、教えてくれよ。なんで、テレビ塔を調しらべたんだ。クラフトグラフがあるのがわかってたみたいじゃないか」

　二人は並んでベンチに座り、景色けしきを眺めていた。

　唯人の手にはコーラ、レムの手には栄養ドリンクがある。アイスクリームでもクレープでも好きなものを奢おごってやる、そういったのだが、レムが選んだのは自じ販はん機きの地味に高い栄養ドリンクだった。

「腕にはあるのに足にはない、腹にはあるのに背中にはないもの、なんだ？」

　細長いガラス瓶を両手で持ち、ちびちびと飲みながらいう。

「なんだ、そりゃ。漂流者みたいだな」

「相変わらず頓とん馬まだな、ハゲ。答えは、時と計けいだ」

「トンマってなんだよ。ってか、そのなぞなぞが事件と関係あんのかよ」

　レムは、短い沈ちん黙もくを挟んでから答えてくる。

「後で、話す」

　しばらく、豆粒のように小さくなった街を見下していた。いつもより少し近い空は、どこか自由に溢あふれているように見えた。窓の上の方を、飛行機が、雲を切りながら横切っていく。

「じゃぁ、代わりになぞなぞだ。高ければ高いほど、小さいものってなんだ？」

　仕返しとばかりに、子供の頃ころに聞いたなぞなぞを口にする。

　む。と呟つぶやいて、レムが唯人の方を振り向く。それから、ぴくりとも動かなくなった。考えているらしい。

　しばらくしてから、ギブアップの代わりに、抑揚のない声がする。

「ハゲのくせに、生意気だな」

「あれだよ」

　唯ゆい人とが空を指差す。さっき横切った飛ひ行こう機きが、ずいぶん小さくなって舞まい上がっていた。

「上空にいる方が、小さく見えるだろ」

「ウザいな、ハゲ」

　よほど悔しかったのだろう。いつもの抑揚のない声から、感情が透けて見えたような気がした。唯人は苦笑いを浮かべる。

　十分ほど景色けしきを楽しんでから、もう一度、エレベータの前に並んだ。

　本屋のビルでも前例があるように、一度だけでなにも起きないと決めつけるのは尚早だった。他ほかの乗客がいないタイミングを狙ねらって、乗り込む。

　密室が下降すると同時に、アナウンスが流れてくる。上るときに聞こえたものと同じ、折り目正しい女性の声だった。

「どうでしたか、展望台からの眺めは楽しんでいただけましたか。これよりミなさマを……ちじょ、れ、シま……だ」

　突然、アナウンスにノイズが走った。電池が切れかけたカセットテープのように、歪いびつに裏返って聞こえる。それが、機械の故障などでないことは明らかだった。

　空気が、体に絡みつくように湿っぽくなる。箱の中がわずかに暗くなる。もう何度も味わった慣なれることのない不快感が体を包む。

　竹刀しない袋ぶくろに括くくりつけていた篭こ手てを外し、両手に嵌はめる。

　次の瞬しゆん間かん、背筋が震ふるえた。背中の上を蛇へびが這はっているような、ぬめりとした感覚が走る。振り向かなくとも、いるのがわかった。どす黒い気け配はいが生まれていた。

「ねぇ、あなたたちは、自分よりも大切な人がいる？」

　声が、聞こえる。まだ変声期も迎えていないような、幼い声だった。

　振り向く、子供が立っていた。昨日きのうと同じ、無邪気な笑えみを浮かべていた。

「あれ……また、あなたか。ほんとうに、遊びにきてくれたんだね」

　子供もすぐに気づいたらしい。質問をやめて、嬉うれしそうに唯人を見上げる。

「ちょうどいいや、昨日の続きをしよう。ちゃんと蟲むしを連れてきたから、逃げられないよ」

　唯人は竹刀袋から刀を取り出し、脇わきに構える。そっと柄つかに手をかける。

「抜くな」

　声がした。思わず少女を振り向く。レムは無表情のまま、子供を見つめていた。ポーチからルービックキューブを取り出していたが、その手はまだ動き出していない。

「なに考えてんだよ、こいつが神隠しエレベータを起こしてたんだ」

「条件は、最初にいったはずだ」

　レムに考えがあるのを察して、反はん論ろんを止やめる。いつでも抜けるように構えたまま静止する。待て、をされている犬の気分だった。

　レムは少年に向かって、感情のない声で尋たずねる。

「おい、ガキ。卓たく也やを知ってるか」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、少年は笑えみを浮かべた。

「へぇ、卓也の知り合いなんだね。暇な時にね、たまに相手してあげてるよ。次に襲おそう場所をなぞなぞにして、出してるんだ。でも、とても鈍にぶい子でさ、ちっとも答えられないんだ」

「お前は、誰だれだ」

「僕の名前は歩あゆ夢む。この世界に見捨てられた、いらない子供だよ」

　子供の口の端が裂けていく。裂けるように、笑っていた。

「僕は、ずっとそう呼ばれていた。ねぇ、あなたたちは、人がとれだけ残酷になれるか知ってる？　この世界がちょっとつつけば、どれだけの悪意に満ちているか知ってる？　僕はね、それがぎゅっと詰まった闇やみの中にいたんだ」

　レムは無言で、歩夢と名乗った子供を見つめていた。歩夢は、楽しかった思い出を数えるように続ける。

「お父とうさんやお母かあさんは、僕を誰よりも大切にしてくれてた。僕も、そうだった。その人たちが死んだ途と端たんにね、僕は、闇の中に落ちたんだ。皆が、僕を怖がって、酷ひどいことをした。たくさん叩たたかれたし、汚い物しか食べちゃいけなかった。熱あついお湯をかけられたことも、犬をけしかけられたこともあった。暗い闇の中で、思ったんだ。これは、仕方のないことなんだって。これが、世界のしくみなんだって。そうでしょ、誰か大切な人がいなきゃ、生きている価値はないんだから」

　無邪気に語られる歩夢の言葉は、ひたすらに不気味だった。唯ゆい人とは、レムの顔を見る。その表情は、相変わらずなにを考えているのかわからない。

「でもね、その闇の中から、彼が僕を救い出してくれた。彼に必要とされることで、僕はもう一度、世界に受け入れられたんだ。だから今度は僕がね、みんなに、世界のしくみを教えてあげるんだよ」

　密室の中に、黒い液体が染み出してくる。昨日きのうと違い、床ゆか、壁かべ、天てん井じよう、至る所から同時に侵食が起きていた。異界の空気が濃こくなっていく。吐き出されたばかりのガムのような感触が、体に纏まとわりついてくる。

「いいぞ、ハゲ」

　レムが告げる。良し、をされた犬の気分だった。唯人は素す早ばやく抜刀する。異界の闇に、鈍にび色いろの刃やいばが映える。

　レムが黒猫のお面を持ち上げて、ルービックキューブを組み立て始める。それと同時に、唯人の手首に括くくりつけていた髪の毛が締しまる。〝結界〟の能力が発動する。

　唯人は、黒い水みず溜たまりの中に思い切り踏み込むと、歩夢に向けて剣を突き出した。歩夢はそれを、身軽な動きで横に避ける。それから、楽しそうな声でいう。

「あれ、おかしいね。魂たましいが飲み込めない。そうか、それが、その子の力なんだね。じゃぁ、僕の蟲むしも見せてあげるよ」

　歩あゆ夢むは歪いびつな笑えみを浮かべたまま、右手を顔の前まで持ち上げる。小さな指が、右目に触れる。指を折り曲げ、目の中に押し込む。

　その行動に、唯ゆい人とは思わず呻うめき声をあげた。だが、そこから起きたことは、さらに異様だった。眼球が、カラクリ時ど計けいのように顔の内側に落ちていく。ぽっかりと空いた右目には、巣穴のように黒い闇やみが広がっていた。

　その中から、蟲が這はい出してくる。肉色をした、拳こぶしほどの大きさのある羽虫だった。羽虫は飛ぼうとせずに歩夢の顔の上を降りていく。そして、丁度いい塒ねぐらを見つけたように、首の辺りに止まった。

「どう、かわいいでしょ。この蟲たちがね、僕に新しい力をくれるんだ。僕の密室はね、この蟲たちの力を、まるごと支配できるんだよ」

　歩夢の足元の液体が泡立ったかと思うと、無数の蔦つたが飛び出してくる。黒い液体が植物の蔦のように変形し、唯人とレムに襲おそい掛かった。

　唯人は思い切り背後へ跳ぶ。跳びながら、向かってきた蔦を斬り落とす。

　ばしゃり。斬り落とした蔦は、ペンキのように黒い液体に戻る。

「ハゲ、こい」

　声がする。唯人は、レムに駆け寄った。唯人の横をすり抜け、レムに襲い掛かろうとしていた蔦を斬り落とす。

　蔦はさらに増え、レムを目掛けて襲い掛かってくる。レムの手が止まれば二人ふたりの魂はすぐさま侵食される。〝結界〟を持っていても守ることしかできない状況に追い込まれ、唯人は苛いら立だつ。

「いったでしょ、誰だれも、世界のしくみからは逃げられないんだ。壁かべのお仲間たちが寂さびしがってるみたいだよ。早く、仲間になってあげてよ」

　歩夢が笑う。両りよう脇わきの壁には、いつの間にか、昨日きのうと同じ死者たちが並んでいた。彼らの体からも同じように蔦が這い出してくる。

　エレベータがゆっくりと下降していく。

　百五十メートルの落下が、永遠に思えるほど長く感じる。唯人は、レムを背にし、ひたすらに剣を振るい続けた。

　レムのルービックキューブが完成に近づいていく。色がそれぞれの面に集まってきている。

　スピーカーから、ラジオのノイズのように歪ゆがんだ音が聞こえてくる。地上が近づいたことを知らせるアナウンスだった。

　もう少しだ、胸の中に浮かんだ小さな希望。それが、僅わずかに集中力を鈍にぶらせる。

　死角から迫っていた一本が、足に絡みついた。途と端たん、物もの凄すごい力で引っ張られる。唯人はバランスを崩す。その隙すきに、蔦つたは次々と手足に絡みつく。勢いよく、壁かべに並んでいる死者たちの方に引き寄せられる。

　唯ゆい人とは、絶望にも似た声で少女の名前を呼んだ。目の前を素通りし、漆しつ黒こくの蔦がレムへと殺到する。

「なにを、寂さびしがっている」

　レムは、ルービックキューブを回す手を止めず、独り言のように尋たずねた。

　レムの体に触れる寸前、蔦が止まる。その質問は、歩あゆ夢むの興きよう味みを引いたようだった。

「どういうこと、それ。僕がなにを寂しがってるっていうのさ」

「お前の目は、ずっと昔に失なくした宝物を、探しているみたいだ」

　驚おどろいたようにレムを見つめる。それはほんの一いつ瞬しゆんだった。すぐに、歩夢は我われに返る。裂けるような笑えみを浮かべ、無邪気な声で告げる。

「あなたに、なにがわかるっていうのさ。僕には彼がいるんだから。宝物なんて、もういらないんだ」

　蔦が動き出す。稼いだ時間は、僅わずか数秒だけだった。だが、それは十分な時間だった。レムは手を止め、顔を上げる。そして、告げる。

「失うせろ、ガキ」

　エレベータが止まる。地上に到着する。

　自動ドアが開き、隙間から光が射さし込んでくる。その瞬間、密室が崩ほう壊かいした。エレベータを覆おおっていた異界が、油絵にアルコールを掛けたように、瞬またたく間に溶けていく。

「あれ、また逃げられちゃった。でも、もういいや。儀ぎ式しきの日は、すぐそこまで迫ってるんだ。もう誰だれにも止められないんだから」

　歩夢が声を上げて、笑い出す。鼓膜に爪つめ跡あとを残すような、不気味な笑い声だった。

　エレベータを覆っていた黒い液体が、完全に蒸発する。歩夢の体も消え失せる。ドアが開ききった時には、なんの変哲もないエレベータになっていた。

「最後でとちったな、ハゲ」

　レムの声が、冷たく聞こえる。

「……なんで、お前、そんなに平然としてられるんだ。怖くないのかよ」

「バイオハザードに比べたら、大したこと、ない」

　唯人は、心の底から思う。この少女の頭の中だけは、一生理解できそうにない。

　レムはポーチを開く。ルービックキューブを仕し舞まうと、代わりにカッターナイフを取り出す。それから、エレベータの壁に刻まれていたクラフトグラフに傷をつけて破壊する。

「ところでよ……さっき子供に話しかけたよな。どういうことだ。お前、なにを知ってるんだ」

　立ち上がると、赤い瞳ひとみだけを見せるように振り向いた。

「案内、してやる」

　レムは、黒猫のお面を下ろしながらいった。




　　　　＊




　東とう京きようドーム十二個分の敷しき地ちに建設された公園は、光に溢あふれていた。

『ドリームパーク』は、舞まい坂さか町ちようから車で一時間ほどの郊外にあるアミューズメント施設だった。遊園地とミュージアムを合体させたようなテーマパークは、まだできて間もないこともあって人気を博はくしていた。

　ペンギンを模かたどった入場ゲートの周りには、キャラクターの被かぶり物ものをしている者たちもちらほらと見える。それでも、その三人の姿はやたらと浮いていた。

　秋あき雨さめとノインは入場ゲートを潜くぐって中に入った。チケットを切る時に、受付の女性がわずかに顔を引きつらせる。ノインと秋雨は、そこにいるだけで営業妨害になりそうな空気を垂れ流していた。

　けれど、その後に続いた美女が放つ違和感は、彼らの比ではなかった。

　蘭らん不ぷは、誰だれもが道を空けるような圧倒的な存在感を放っていた。全身を覆おおう漆しつ黒こくのボディスーツ。右肩と左太ふと腿ももの部分だけ布がなくなっており、白い地肌を見せている。右肩には天使の羽のタトゥ、左太腿には悪あく魔まの羽のタトゥ、相反する翼つばさが刻まれている。自分が〝反はん翼よくの魔女〟であると宣言しているようだった。

　山やま部べの亡ぼう霊れいから受け取った地図には、ドリームパークの場所が示されていた。だが、同封されていた招待状はパークのチケットではなく、コンパスの針を模したような図形が刻まれたカードだった。コンパスのクラフトグラフは複製され、全員のポケットに収まっている。

　ドリームパークの中は、大勢の人で溢あふれていた。いくつかのエリアに分かれているらしく、見渡すだけで、ジェットコースターやら野外ステージやら宮殿やら、統一感のないアトラクションが見える。

　蘭不は、一度だけ、灯とう香かと二人ふたりで似たようなテーマパークを訪れたことを思い出す。その記き憶おくは、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、魔女の瞳ひとみを優やさしく揺らした。

「光の街の裏側とかいってやがったな。このふざけた場所のどっかに隠れてやがるってのかよ」

　ノインが、興きようざめな様よう子すで呟つぶやく。

「ノイン、貴様は、もう少し異界を感知する力を磨いた方がいい。いずれ、不覚をとるよ」

　蘭不に言われ、ノインは辺りを探る。それは、一度気づいてしまえば当然の違和感だった。秋雨が告げる。

「ここはもう、異界だ」

　普ふ段だん感じる第一界の空気よりもずいぶんと薄うすい。けれど、微かすかに肌に絡むような空気は、間違いなく異界のものだった。

　なにより奇妙なのが、周りにいる人たちだった。誰だれも笑っていない。近くのショップで買い物をしている者も、アトラクションに乗っている者たちも、ただ、虚うつろな顔をしていた。互いに話をすることもなく、笑うこともない。ロールプレイングゲームのキャラクターのように歩いたり座ったりしているだけだった。

「これが、招待状に描かれてるクラフトグラフの効果ってわけか。第一界に迷い込むためのパスポートってとこだな」

　感知能力の高い秋あき雨さめは、すぐに気づいていた。周りを行き来する死者の群れを、気味悪そうに見ながらいう。

「ここは、普通の異界とは違うみたいだな。情報が正せい確かく過ぎるし、死者の魂たましいが全く損なわれていない。なんらかの方法で、捏ねつ造ぞうされた記き憶おくから再現された、作り物の異界だ」

「んなことが、できるのかよ」

「その議ぎ論ろんは意味がないね、実際にここにあるんだ。自らの目を信じることができないなら、書庫にでも引きこもって暮らすんだね」

　蘭らん不ぷはいいながら、口の端を吊つり上げるように笑う。目に映る景色けしきは皮肉に溢あふれていた。光と夢に溢れたテーマパークの姿を借りたその場所は、薄うす暗ぐらい魂の監獄だった。

「おい……秋雨、あの女を見てみろよ」

　ノインが、噴ふん水すいの前に座っている女に顎あごを向ける。

　彼女が着ているのは、露ろ出しゆつの多いキャミソールだった。その胸に、真っ黒い宝石がぶら下がっている。遠目には、そう見えた。だが、それはネックレスではなかった。近づくとわかる。胸元に、ぽっかりと、穴が開いていた。

「黒ずくめに殺された異界使いみたいだな。あの男に殺された奴やつらも、ここに囚とらわれてるってことか。冷れい蔵ぞう庫この変態野郎は、この場所から現世に侵食してたんだ。だから、あんな欠けることのない姿で存在していられた」

「秋雨、力を使ってみな。そこから、面おも白しろいものが見えるだろう？」

　蘭不が問う。秋雨が手で右目を覆おおい、辺りを見回す。秋雨の左目が赤みを増す。異界を見通す〝透視〟の能力が発動する。

「……なんてあからさまに仕組んでやがる。あの中に、どす黒い気け配はいが詰まってる。なにかはわからないが、この異界を構成しているものが、あそこにあるみたいだぜ」

　秋雨が指差したのは、テーマパークのシンボルである宮殿だった。古代ギリシア時代の神殿をモチーフにしたような白はく亜あの建物が、敷しき地ちの中央、一段高い場所からパーク全体を見下ろすように聳そびえていた。

「秋雨、貴様の考えは、おそらく正しい。こんなことができるのは、私の知る限り、一人ひとりだけだよ」

　宮殿に向けて歩きながら、蘭不が告げる。虚ろな目をした死者たちとすれ違いながら、様々なアトラクションのあるエリアを通り過ぎる。

「姉あね御ご、そういやぁ、昨日きのうもそんなこといってたな。黒ずくめの男に心当たりあんのか」

「貴様らも名前くらいは聞いたことがあるはずだ。〝混こん濁だくの傀儡くぐつ師し〟椋むく神がみ府ふ人ひと。昔ね、何度か顔を合わせたことがある」

　二人ふたりが呻うめき声を上げる。秋あき雨さめはそのままの呻き声だが、ノインは歓声に近かった。椋神府人、能力や容姿は不明だが、名前だけはよく知られていた。世界屈指の異界使い〝深しん淵えんの魔ま術じゆつ師し〟神楽かぐら坂ざか康こう安あんの弟子であり、片腕とまで呼ばれている男だった。

「冗じよう談だんじゃないぞ、そんなエクスシアの大物が、異界犯罪者なのか」

「ビビってんじゃねぇよ、面おも白しろくなってきたとこじゃねぇか。やっと首筋がヒリヒリするような戦いができそうだ。あたしの背中を地べたにつけれるような奴やつなら、神の膝ひざの上で、尻しりを振って踊ってやるよ」

　ノインの台詞せりふに、秋雨は思わず顔を顰しかめる。二人の軽口に構わず、蘭らん不ぷが話を続ける。

「椋神の能力は〝転写〟だ。魂たましいの情報を編へん集しゆうすることができる。コピーとペースト、そんな言葉でも呼ばれていたね。魂に刻まれている情報を、蟲むしの形を模したディスクに写し取り、別の肉体にインストールさせるんだよ」

「それで、被害者の体から蟲が出てくるわけか。でも、なんで、わざわざこんな手の込んだことをする必要があったんだ。願ねがいを叶かなえたり、招待状を出したり、この遊園地だってそうだ」

「願いを叶えるのは、それが必要だからだよ。魂の情報を編集するには、相手の魂がポートを開いていること、つまり、自らの意思で蟲を受け入れることが必要となる。そのために、あの男は、さまざまな手段で人間たちを惑まどわしてきた」

　目の前が開け、目的の宮殿が見える。宮殿に近づくにつれ、死者たちの姿は見えなくなる。

「なるほどね。あとの二つは、エクスシアから逃のがれるためか。この遊園地なら、どれだけ不自然な死者が彷徨さまよっていても誰だれも気づかない」

　秋雨が付け足す。高台へ続く階段を上り、宮殿の中へと踏み入る。

　宮殿はシンプルな構造だった。階段を上った先に入口があり、一いつ直ちよく線せんに長い回廊が延びている。回廊の両りよう脇わきには一定間隔で柱が並び、奥には謁えつ見けんの間を模した空間と玉座がある。

　回廊の入口付近には、大量のガラス瓶が並べられていた。蟲を閉じ込めるために使っていたのだろう。だが、中は全すべて空だった。蟲はどこにもいない。

　蘭不は、全く警けい戒かいする様よう子すもなく、奥へと進んでいく。

「魂をコピーされた者は、死んでなお蟲が消滅するまで、現世にほど近い異界に囚とらわれ続ける。ペーストされた者は、手に入れた力の代だい償しようとして、その身を侵食されていく。そう便利なものじゃぁない。あの男に似合いの、姑こ息そくで悪あく趣しゆ味みな力だよ」

　先に進んでいた蘭不が、回廊の中央辺りで立ち止まる。ノインと秋雨は、その後ろにつく。

　回廊の先、玉座の前に立ち塞ふさがるようにして、黒ずくめの男が立っていた。

「久しいな、〝反はん翼よくの魔ま女じよ〟」

　男の周りを、黒い霧きりが包んでいた。いや、実際は霧などない。それほどまでに、歪いびつな雰囲気を纏まとっていた。

　喪も服ふくを纏い、黒い手袋を嵌はめ、その上から爪つま先さきまで覆おおうような外がい套とうを羽織っている。その姿は、どこか葬そう儀ぎ屋やを思い浮かばせた。薄うっすらと浮かんでいる微笑は、死を纏っているかのようだった。

「間違いねぇ、あの野郎……冷れい蔵ぞう庫こで見た蟲むし使つかいだ」

　ノインが呻うめく。その姿も身なりも、記き憶おくの中と全く同じだった。蘭らん不ぷが、男に答える。

「よく私の前に顔を出せたものだね。あの実じつ験けんに協力していた貴様を、まさか許しているとでも思っていたのかい」

「そう焦るものではないよ。もう少し、この時を楽しもうではないか。再会とは常に甘美なものだ、互いに愛し合っていようとも、憎み合っていようともね。死で分かつことはいつでもできる」

「それは、なんの真似まねだい」

　蘭不は、椋むく神がみの軽口を無視し、視し線せんを玉座へと向けた。

　玉座には、誰だれも座っていなかった。その代わり、木の根を何重にも編あみ込んだような肉色の蛹さなぎのようなものが貼はりついていた。
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「〝蟲むし籠かご〟だよ。殺した異界使いから取り出した蟲の全すべてを、この籠の中に閉じ込めている。そうだな、大容量のディスクだと思ってくれればいい」

　秋あき雨さめだけが、呻うめき声をあげる。蛹さなぎの隙すき間まからは、中に入っている蟲たちを覗のぞくことができた。巨大な籠の中で、肉色をした無数の異い形ぎようが蠢うごめいていた。その数は朱しゆ法ほう院いんが告げた犠ぎ牲せい者しやの数を大きく超えている。

「そんなに蛆うじ虫むしを従えて、蠅はえの王にでもなるつもりかい。一体、なにを企んでいるんだい」

「その言い方は、余りに無責任だな。全ては、君から始まったのだよ」

　椋むく神がみの目が薄うっすらと赤く輝かがやき、蘭らん不ぷを見下ろす。

「君が神楽かぐら坂ざか先生を裏切ったあの日から、ずっと、私たちは君の影かげばかりを追い求めてきた。君が、全てを狂わせたのだ」

「不ふ愉ゆ快かいだね。私の前で、あの男の名前を口にするんじゃぁないよ」

　蘭不の目が、輝きを増す。鳩の血染めピジヨンブラツドに例えられる真しん紅くの瞳ひとみが、世界の中心が誰だれであるかを教える。

「あまり、殺意を剝むき出しにするものではない。それはナイフと同じだ、胸の奥に忍ばせていることに意味がある」

「今から殺す者に、隠す意味もないだろう。好きな死に様を思い描くといい。それよりさらに凄せい惨さんな死を与えてやろう」

「君が用意する死には非常に興きよう味みがあるが……残念だが、君と戦うのは私ではないよ」

　椋神は、玉座に眼を向けてから、詠うたうような声で朗々と告げた。

「予告しよう。夜に一番近い場所で、多くの魂たましいを従えて、それは君の前に現れる。君と同じ肉体を持ち、さらに多くの能力を持った異界使い……いや、怪物だよ。彼の力は、君をも凌りよう駕がする」

「面おも白しろいことをいうじゃぁないか。私を凌駕する、そういったかい。私は頂点に立つ者だ。生きとし生けるもの全て、万物は、私に傅かしずくためにある」

　蘭不の瞳から、全身から、周囲の空気を奪うような圧力が放たれる。それは、相対する者全てを震ふるえ上がらせる、絶対者の畏い怖ふだった。

　蘭不は、ゆっくりと玉座に歩み寄る。

　椋神は、僅わずかに後じさる。

「なんという圧力か。それが、魔ま女じよたる所以ゆえんか」

　蘭不は玉座に近づくと、蟲籠に目をやり、すぐに興味を失ったように視し線せんを逸そらした。

「怪物を生み出すといったね。そこにある蟲を、一人ひとりの人間に与えるつもりかい。そんなことをすれば、依より代しろとなった魂は瞬またたく間に、異界に侵食されるだろうね。それがわからないわけじゃぁないだろう」

「そのために、私たちは多くの対価を用意した。君のように完かん璧ぺきな依代、多くの生いけ贄にえ……たとえ力と引き換えに死が待っていようと、それが、君を超え、最下層への扉を開く代だい償しようであるならば、なんと易やすいものであることか。依より代しろとなる者も、全すべてを受け入れている。命さえ先生に捧ささげているのだ」

　死を纏まとった男は、両手を広げて宣言する。

「先生はこういっていた。君は、かつてない最高傑けつ作さくにして失敗作だと。そして、君を超えることが、異界の最下層を開くための通過儀式イニシエイシヨンであると。逃れることなどできないよ。君の前に立たち塞ふさがるのは、君の過去にして未来。もう一人ひとりの君なのだからね」

「逃れるなどと、いつ、私がいったんだい。その過去とやらが私の前を塞ぐなら、薙なぎ払うだけだ。私の前を塞ぐものは、全て葬り去ってきた。そうすれば、私の前にはなにも立ち塞がらなくなる。実に、合理的だと思わないかい」

　蘭らん不ぷは、椋むく神がみの前に立つ。真しん紅くの瞳ひとみが、全てを飲み込んでいく。

「なんという自信か、なんという畏い怖ふか。心が震ふるえるぞ、魔ま女じよ。全てが揃そろう夜は、もう目前に迫っている。その時、再びまみえようぞ」

「勘違いするんじゃぁないよ、貴様にはなに一つ選ぶ権利はないんだ。貴様は、今ここで、死ぬんだよ」

　右手を、軽く唇に触れさせる。その瞬しゆん間かん、指先から禍まが々まがしい気け配はいが溢あふれ出す。腕を、異界と繫つなげたのだ。

　それを見ても、椋神は全く表情を変えなかった。

「この空間がただの異界であるならば、逃れられるものではないだろう。だが、ここは、我われ々われが偽物の記き憶おくから造り出した擬ぎ似じ的てきな異界だ。君の自由は利かぬ。出て行くのは君たちの方だ。君たちの持っている招待状は、失効させてもらうよ」

　腕を、大きく払う。漆しつ黒こくの外がい套とうが、マントのようにはためく。

「焦ることはない。私は死そのもの。逃れようとしても、再び巡り合う定めなのだから」

　次の瞬間、椋神の姿は消きえ失うせる。

　いや、移動したのは蘭不たちだった。耳に、喧けん騒そうが届いてくる。

　ノインと秋あき雨さめは、辺りを見回す。周囲は大勢の人で溢れていた。皆、楽しそうに辺りを行き来している。現世のドリームパークに戻ってきていた。

　玉座から、蘭不が降りてくる。現世に戻ってきてみると、宮殿は、途と端たんに安っぽい作り物のように感じられた。

「ノイン、秋雨……どうやら、あの男は私を怒らせたようだ。なにを企んでいるのかは知らないがね、実に、気に入らない」

　蘭不は、二人ふたりの横を通り過ぎ、出口に向かいながらいう。

「明日あしたまで猶ゆう予よをやる。戻って、全てを調しらべ上げな。あの男が行っていた研究を、あの男が作ろうとしている怪物とやらのことを、全てだよ」

　真しん紅くの瞳ひとみは、怒りに満ちていた。鮮せん血けつを固めたような、この世界でもっとも純粋な紅くれないだった。
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　病院は、昔から苦手だった。潔けつ癖ぺき症しようのように白で覆おおわれた空間も、消毒されたような空気も、酷く居い心地ごこちの悪さを感じさせる。廊下を進みながら、唯ゆい人とは苦手を再さい認にん識しきしていた。

　レムが案内したのは、オフィス街のほど近くにある総合病院だった。狭い個室には、簡かん素そな椅い子すとベッドがある。窓が半分ほど開けられ、風を孕はらんでカーテンが揺れている。ベッドで眠っている子供の姿を見て、唯人は思わず声をあげた。

「この子供が……さっきいってた、卓たく也や、なのか」

　一いつ瞬しゆん、エレベータの中で遭そう遇ぐうした子供のように見えた。だが、よく見ると、全く違う顔だった。あの子供よりもあどけない、どこか人ひと懐なつっこい顔をしている。

　ベッド脇わきに座ったレムは、小さく頷うなずく。それから、相変わらず抑揚のない声で、衝しよう撃げき的てきな言葉を口にする。

「異界使いだ。〝密室〟の能力がある」

「……それで、捜査を手て伝つだうなんていったのか。じゃぁ、この子供が犯人なのか」

「違う。こいつは、小さな箱しか、異界を呼べない。利用されているだけだ。こいつは、別の魂たましいに憑つかれている」

「魂が憑くって、本物の幽ゆう霊れいみたいだな……それが、あの歩あゆ夢むとかいうエレベータの子供だっていうのかよ」

　それも、なにかの能力なのかもしれない。魂を取り出して、別の肉体に埋め込む。溜ため込んだ知ち識しきをひっくり返すが、そんなことができそうな力は一つもなかった。

「夢の中で、別の子供と、話をするといっていた。なぞなぞも、そいつに教わっていた」

「時と計けいのなぞなぞは、それか。だからテレビ塔で事件が起きるのがわかったんだな。揃そろった情報をまとめてエクスシアに問い合わせれば、なにかわかるかもしれない。一度、事務所に戻るか。お前はどうする？」

「こいつが起きるのを待って、話を聞く。ママに、遅くなると伝えろ」

「わかった。にしても、よかったな、この子が犯人じゃなくて」

　レムは、無言で唯人を見上げる。黒猫のお面と目が合う。

「この子と、友達なんだろ」

　しばらく間があって、レムは抑揚のない声で答える。

「ただの、調ちよう査さだ」

　いつもより冷たい声こわ音ねだった。唯人は、その言葉の奥に隠れている気持ちを察して、わずかに口元を緩ゆるませた。開けっ放しになっている窓から、暖かい初夏の風が吹き込んでくる。

「今日きようも来てくれてるのね。ありがとう」

　背後から、覚えのある声が聞こえた。調ちよう律りつの行き届いたピアノのような声は、病室の白さによく馴な染じんだ。

　振り向くと、唯ゆい人との通う高校の制服を着た、女生徒が立っていた。几き帳ちよう面めんに編あみ込まれた黒髪を揺らしながら、静かな笑えみを浮かべている。

「……朝あさ田だ？　なんで、ここに」

「え、唯人、くん？」

　そこに立っていたのは、朝田理り緒おだった。理緒も、唯人に気づいたばかりのようで、驚おどろいた表情を浮かべている。

「唯人くん、なんで、卓たく也やのお見み舞まいにきてるの？」

「あぁ。こいつの、付き添いだ」

　唯人は、足元に座っているレムを指差す。理緒が入ってきてもずっと無反応だったレムが、その一言にだけは敏感に反応して顔を向けてくる。

「そう……ありがとう。その子、最近、よくお見舞いに来てくれるんだ。卓也も、その子といる時はとても楽しそう。私じゃ、いくら話しかけても、笑ってくれないから」

　唯人は、少し意外そうにレムを見た。どうやら唯人が思っている以上に、レムは卓也のことを気に入っているらしい。

「朝田はさ、この男の子の」

「あ、お花、萎しおれてるみたい。水を替えてくるね」

　唯人の言葉を遮るように、理緒は飾られていた花瓶を手に取った。それから、なにもいわずに病室から出て行く。

「ちょっと、待ってくれよ」

　追いかけようとしたところで、背後から声が掛けられる。

「おい、ハゲ。あの女に、関かかわるな」

　思わず、足を止めて振り向く。意外な言葉だった。レムは、気に入らない相手とは話さないことがよくある。けれど、相手が理緒ならば、そんなこともない気がした。

「なにいってんだよ。あの子は、俺おれの友達なんだ」

　言い返すが、レムはなにも答えなかった。興きよう味みを失ったように、ポーチからルービックキューブを取り出して、組み立て始める。

　病室を出て廊下を見回すが、どこにも理緒の姿はなかった。それからしばらく待ったが、彼女が戻ってくることはなかった。




　　　　＊




　唯ゆい人とが病院から戻ると、事務所はいつもの喧けん騒そうが噓うそのように静まり返っていた。レムはまだ病室に残っている。秋あき雨さめもノインも、この部へ屋やに住んでいるはずの灯とう香かの姿もない。

　灯香に会いたいと思っているのに、会えなかったことにほっとしている自分が、また嫌いやになる。まだ二日前のことを、謝あやまれていなかった。

　ソファに座り、届けられたばかりの書類に目を通す。

　歩あゆ夢むという子供の素性は、簡かん単たんに知ることができた。

　エクスシアに問い合わせを行い、該がい当とうする異界使いがいないか調しらべてもらった。月つき士し那な探偵事務所の名前を出すと、驚おどろくほどあっさりと情報を送ってくれた。




　本名は、時とき津つ歩あゆ夢む。過疎化の進む、山やま間あいの田舎いなか町まちで生まれ育った。

　幼少期に水すい難なん事故に遭い、両親を失う。歩夢一人ひとりだけが生せい還かんし、この時に異界使いとしての力を発現したと思われる。能力は〝造形〟や〝操そう作さ〟の他ほかに幾つかを有しており、強力な異界使いだった。それゆえ、彼は周囲から異端視されていった。庇ひ護ご者しやを失った少年は、町の人間たちから迫害を受け続けた。閉へい鎖さされた町であったことが、彼の悲ひ劇げきを大きくした。エクスシアが情報を入手し、彼を保護した時には、周囲から心を閉ざし塞ふさぎ込んでいた。その後、〝深しん淵えんの魔ま術じゆつ師し〟神楽かぐら坂ざか康こう安あんに引き取られ、異界の力を制御する指し導どうを受ける。しかし、強過ぎる自らの能力を抑えきれず、異界に飲まれ、今から三ヶ月前に死亡。




　死亡。思わず呟つぶやく。

「なんだよ……これ」

　歩夢は、神隠しエレベータが起きる前に、既に死亡していたのだ。おまけに、彼が教えを請うていたのは〝深淵の魔術師〟神楽坂康安だった。

　事件の真相に迫るどころか、謎なぞは不気味な影かげを伴って広がるばかりだった。

　唯人は、そのままソファに倒れ込んだ。

　体は、酷ひどく疲れていた。それでも、眠気はなかった。

「いったい、なんなんだ……あの、歩夢とかいう子供は」

　自分の頭に聞かせるように呟く。人間ではなかった。けれど、漂流者にしては、人間の姿を残し過ぎていた。死んでなお、魂たましいが損なわれることなく漂流者になることなどできるのだろうか。そのために、卓たく也やの体に取り憑ついているのだろうか。この世界には、唯人の知らない能力がたくさんある。それを理解せずに、真実を見抜くことなど不可能に思えた。

　病室で会った、理り緒おのことを思い出す。彼女は、卓也とどういう関係なんだろう。こちらは悩む必要はなかった。明日あしたからまた学校が始まる。昼休みになれば、また彼女と会える。その時に話を聞けばいい。そういえば、と今更ながら思う。彼女は何組なのだろう。学校では昼休み以外に、見かけたことがない。

　静かだった。こんなに静かなのは初めてかもしれない。灯とう香かはどこにいっているのだろう。秋あき雨さめたちは家に帰ったのだろうか。昨日きのうの様よう子すだと、事件を解決させて祝杯でもあげているのかもしれない。そういえば、あいつらはどこに住んでいるんだろう、二ヶ月も働いてるのに聞いたこと

　気がつくと、眠っていた。

　どれくらい眠ったのか知りたくて時と計けいを見るが、眠った時間を覚えていないのでわからなかった。時計の針は、深夜一時を指していた。寮りように帰ろうにも、もう電車がない。

　水色の毛布が掛けられているのに気づく。灯香が掛けてくれたのだろう。毛布の端を摑つかんで、顔にかぶせる。いい匂においがする。灯香の匂いだった。

　と、唯ゆい人とはそのことに思い至った。今、事務所には、灯香と二人ふたりきりなのだ。

　眠気が吹き飛ぶ。別に、変な気を起こすつもりはなかった。けれど、起こそうと思えば起こせる、という事実だけで、情けないほどにうろたえていた。さっさと寝てしまおうとするが、毛布に染みついた香りが、余計に鼓動を速めさせる。

　漏れるように、誰だれかの声が聞こえた。

　話し声ではない。微かすかに聞こえてきたのは、囁ささやくような吐息だった。聞き間違いかと思った。けれど、そうではなかった。耳を澄すます。喘あえぐような声が、奥の部へ屋やから漏れている。

　もはや、眠っていられる状態ではなかった。頭に浮かんだ妄想が、トンネルの中で叫んだように反はん響きようする。

　だが、それはすぐに、勘違いだと気づく。吐息は徐々に大きくなっていった。それはもう、苦く悶もんに呻うめいているようにしか聞こえなかった。唯人の妄想は、胸の辺りを押さえて苦しんでいる姿に置き換わる。それと同時、ソファから跳ね起きていた。

　灯香の部屋の前まで、歩いていく。自然と足音を殺してしまったのは、さっきの妄想の後ろめたさを引きずっているからだった。

　部屋の中を見たことは、一度もなかった。彼女の部屋に入るのは、この事務所のタブーだった。秋雨やノインさえ入ったことはないといっていた。

　覚悟を決め、ドアをノックする。

　返事はない。扉の奥から、呻き声が聞こえてくる。

「灯香、入るよ」

　鍵かぎはかかっていなかった。ドアを開ける。

　女の子の部屋だった。スタンド付きの白い机、てんとう虫のマット、本棚の上にはスタジオジブリの人形が並んでいる。変わっていることといえば、窓側を除く三面の壁かべに、布のブラインドが下ろされていることくらいだった。

　窓からは月明かりが射さし込み、ベッドの上で眠る灯とう香かを照らしていた。水みず色いろのパジャマ姿。胸が大きく上下している。その表情は、わずかに歪ゆがめられていた。

　見たことのない灯香の服装に、あまりに無防備な姿に、唯ゆい人との鼓動が高鳴る。けれど、それはすぐに搔かき消された。灯香が、さっきまで聞こえていた呻うめき声をあげながら、苦しみ出したのだ。

「あっ……あ、あ……あぁ」

「灯香っ」

　唯人は、ベッドの脇わきに駆け寄る。

　額ひたいに触れる、熱ねつはない。病気というよりも、悪夢に魘うなされているように見えた。

「どうしたんだよ、どこか痛むのか？」

　そっと肩に触れ、軽く揺する。

　灯香の目が、薄うっすらと開いた。

「ゆ……い、と？」

　掠かすれた声が、漏れる。

　灯香は、そっと手を伸ばした。細い、華きや奢しやな手が、唯人の頰ほおに触れる。いや、それは唯人に向けて伸ばされたのではなかった、視界を遮ろうとしたものだった。

　灯香の顔が苦く悶もんに歪む。激はげしい痛みに耐えながら、声を絞り出す。

「ゆ、いと……見な、いで」

　次の瞬しゆん間かん、空気が変質した。体に纏まとわりつくように湿っぽくなる。月に雲がかかったわけでもないのに、部へ屋やの中が薄うす暗ぐらくなる。

　異界だった。第一界が侵食してきていた。なんの前触れもなく、侵食が始まっていた。

　灯香の呻き声が大きくなる、もう意い識しきはなかった。唯人は、手を繫つなごうと伸ばす。

　次の瞬間、獣けもののような悲鳴が響ひびき渡った。

「あ、う、ああああああああああああああっ」

　灯香の体が弓ゆみ反ぞりになる。体が、天てん井じようから引っ張られているように持ち上がる。肩までかかっていた毛布がずり落ちる。そして、唯人は見た。

　灯香の腕に、無数の黒い斑はん点てんが浮き出ていた。墨すみのような、いや、もっと粘っこいタールのような液体が染み出していた。

　思わず、繫ぎかけた手を放す。悲鳴を上げて、ベッドから離はなれた。床ゆかに尻しり餅もちをつく。目の前で、月の光を浴びながら、悪あく魔ま憑つきにでもあったように灯香が悶もだえている。

　灯香の体から、次々と黒い液体が染み出してくる。腕だけでなく、首やむき出しの鎖さ骨こつの辺り、そして顔にも、次々と浮かんでいく。それは、異界だった。異界の底に流れる黒い液体だった。唯人は、侵食の中心になっているのが誰だれかを理解した。

　変化が起きる。灯とう香かの体から滲にじみ出てきた液体は、水と油を混ぜた小瓶をひっくり返したように、天てん井じようへと浮き上がっていく。灯香の体から、黒い染みが抜き取られていく。液体が抜けるのは苦痛を伴うようで、そのたびに灯香は悲鳴を上げた。

　天井に到達した黒い液体は、逃げ水のように、三方向の壁かべへと流れていく。壁に流れ込んだ液体がどうなったのかは、ブラインドのせいでわからない。

　視界の端に、ブラインドの裾すそがあった。手を伸ばし、紐ひもを引く。布のブラインドが巻き上げられていく。その下に現れたモノに、思わず呻うめき声をあげる。

　口だった。そこには、大小さまざまな無数の口があり、天井から流れ込んでくる黒い液体を咀そ嚼しやくしていた。すぐに気づく、壁に口などはない。ただ、無数の口の絵が描かれているだけだ。あまりの不気味さに、歪いびつさに、眩暈めまいを覚える。ただの絵が、嚙かみ砕き、舌なめずりをし、時に笑っているような幻覚が浮かぶ。唯ゆい人とは、この不快な感覚に覚えがあった。兄が腕に刻んでいた、百足むかでの模様だ。〝深しん淵えんの魔ま術じゆつ師し〟神楽かぐら坂ざか康こう安あんが残したクラフトグラフだった。

　灯香と初めて出会ったばかりの時、彼女が口にした言葉を思い出す。

──私の居場所は、ここにしかないのです。

──この事務所には、父が張ってくれた、私の体質を中和してくれる結界があるのです。だから、この部へ屋やにいれば安心なのです。

　そして、唯人は理解した。このクラフトグラフは、彼女の体に溜たまった異界を吸い取り、中和するためのものなのだ。事務所に出入りしている人たちが、灯香からの侵食を受けないのは、このクラフトグラフが防いでくれているからなのだ。

　蘭らん不ぷが異界から戻ってきた時、彼女が口にした言葉を思い出す。

──貴様が、あの子のなにを知っているっていうんだい。あの子が背負っている痛みの一ひと欠片かけらも、貴様は知りはしないんだよ。

──あの子の持っている力はね、そんな生なま易やさしいものじゃぁないよ。

　そして、唯人は理解した。灯香が背負っている痛みを、彼女が夜に一人ひとりで耐え続けていた苦痛を。

　気がつくと、腕の震ふるえは止まっていた。怯おびえはなくなっていた。

　自分でも驚おどろくほど自然に、目の前の光景を、灯香が背負っている痛みを、受け入れることができた。

　ベッドに近寄る。そして、さっき放してしまった手を、今度はしっかりと繫つなぐ。祈るように、その痛みを、ほんの僅わずかでも分けてくれと願ねがうように。

　顔を寄せ、囁ささやく。

「灯香、俺おれは、ここにいる。ここにいるから」

　悪夢のような儀ぎ式しきが終わるまで、唯人はずっと、手を握り、囁き続けた。

　それが続いたのは、五分ほどだった。唯人にとっては、永遠に思えるほど長い時間だった。灯とう香かの体に浮かんでいた染みが、全すべて吸い上げられる。彼女の体から力が抜ける。表情からは苦く悶もんが消え、微かすかな寝息が聞こえてくる。

　唯ゆい人とは、その寝顔を見て、笑えみを浮かべた。安心すると、瞼まぶたが下りてくる。

　手を強く握ったまま、ベッドに上半身を預けるようにして、唯人は眠りに落ちた。







　窓から射さし込む朝日が、頰ほおを撫なでた。

　誰だれかが、名前を呼んでいる。温かい声だった。柔らかな日射しを感じながら、唯人は目を開ける。これまで、感じたことがないような清すが々すがしい目覚めだった。

　陽光に目を細め、顔を持ち上げる。

　朝の光を浴びて、灯香がいた。手は繫つないだままだった。ベッドから体を起こし、こちらを見ていた。

「ゆい、と？」

　驚おどろいたように、枕まくら元もとで眠っていた唯人を見下ろしている。

「やぁ、おはよ。目が覚めた？」

　唯人は、笑いかける。灯香の顔色はよく、すっかりいつも通りだった。

　遅れて、自分がいかに愚かなことをしているのか気づく。一人ひとり暮ぐらしの女の子の部へ屋やに勝手に入り、上半身だけとはいえ、同じベッドで寝ていたのだ。

「あぁっ、と、ごめん。違うんだっ。別になにもしてないって、ほんとっ」

　慌てて手を放し、弁解する。だが、灯香は気に留めていないようだった。少しだけ顔を俯うつむけて、独り言のように呟つぶやく。

「やっぱり、あれは、キミの声が聞こえたのは、夢じゃなかったのですね。キミのおかげで、いつもより、少しだけ痛みが弱くなった気がします」

　灯香は、そっと腕を撫なでる仕し草ぐさをする。唯人は、急に照れくさくなって、誤ご魔ま化かすように笑った。そこに、寂さびしそうな声が聞こえてくる。

「でも、できれば、夢であってほしかったのです」

　その声は、寂しさと、痛みと、それから、拒絶を含んでいた。

　大切なものが壊こわれる予感に、唯人は思わず声をあげた。

「大丈夫だよ。灯香がどんな体質だって、俺おれは気になんか」

「唯人は、わかってないのです。キミが優やさしいのは知っています。でも、そういうことじゃないのです。唯人には……唯人だけには、知られたくなかった」

「俺、なにができるかわからないけど、でも、俺が君のことを守ってみせるから、だから、そんなこといわないでくれよ」

「唯人……私は一度も、キミに、守って欲しいなんていってませんっ」

　灯とう香かは、顔を背けた。俯うつむき、唯ゆい人との方を全く見ようとしなかった。それは、唯人が頭で考え、これから掛けようとしている言葉の全すべてを、全身で拒絶しているようだった。

　灯香の両手が、毛布の端を摑つかむ。

「お願ねがい、出て行ってください」

　唯人には、どうすることもできなかった。

　灯香の部へ屋やを出て、よろめくようにソファに座る。

　昨日きのうの夜の光景が、悪夢のように思い出される。彼女が耐えてきた痛みを、たった一晩傍そばにいただけで、共感したような気になっていた。冷静になれば、結局、辿たどり着くのは同じ場所だった。どうしようもない無力さが首を締しめつけてくる。

　勢いよく、部屋のドアが開いた。

　出てきたのが誰だれかは、振り向くまでもなかった。むしろ、待っていた。自分を裁いてくれるのは、彼女しかいない。殺気を孕はらんだ声が聞こえてくる。

「小僧、死ぬ準備はできてるかい。貴様は愛いとしい灯香の心を傷つけた。灯香はね、深く心を閉ざしてしまったようだ。貴様の行為は、万死に値する」

　塞ふさぎ込んだ灯香の代わりに、蘭らん不ぷが出てきていた。蘭不は、右手を唇に触れさせる。その瞬しゆん間かん、彼女の手から異界の気け配はいが放たれる。触れるだけで魂たましいを侵食する、死の右腕。

　唯人は、魔ま女じよを振り向こうとはしなかった。俯いたまま、尋たずねる。

「あれは、なんだったんだ。あれが、あんたが言っていた、灯香が背負ってるっていう痛みなのか」

「今から死ぬ貴様には、知る必要のないことだ」

「たのむ、教えてくれっ。あれはなんだっ。灯香はどうなってるんだっ。あの部屋はいったいなんなんだよっ」

　体を捻ひねり、魔女を振り向く。一度吐き出した言葉は、もう止まらなかった。

「なんであの子は、あんな痛みに耐えなきゃいけないんだっ。あんたたち姉妹の過去に、なにがあったんだっ！」

「私たちの過去を聞くとは、ずいぶんな度胸じゃないか。その質問に答える代だい償しようはね、貴様の命一つでは、とても足りないよ」

　蘭不は、大股で歩み寄ってくる。紅あかい瞳ひとみは、あらゆる抵抗が無む駄だなことを伝えてきた。恐怖は感じなかった。ただ、漠然と理解した。魔女は、自分を殺すつもりだ。追い詰められた心が、せめて最後にと叫ばせる。

「そうやって、灯香のためだっていって力を振り回すことが、あの子のためだと本気で思ってるのか。あんただって、灯香から逃げてるだけじゃないのかっ。本当は、灯香が自分から離はなれることが怖いんじゃないのかっ」

「黙だまりなっ。私が逃げているだって。ふざけるんじゃぁないよ。私が、あの子をどれほど愛しているか、貴様などに理解できるものかい」

　蘭らん不ぷが、目の前に立ちはだかる。腕が、あまりにも無造作に、突き出される。

「逃げているのは貴様だよ。灯とう香かから、異界への恐怖から、自らの無力さから、兄の面おも影かげから、この世界の悪意や狂気から、貴様は全すべてをそれらのせいにして、それらと向き合うことから逃げているんだよ」

　異界と繫つながった指先。死が、迫ってくる。近づいてくる死を避けようとは思わなかった。怖かった。恐ろしかった。ただ逃げる気になれなかったのは、相手が蘭不だからだった。細く、綺き麗れいな指先を見つめながら呟つぶやく。

「俺おれだって、灯香のことを」

　額ひたいに触れる寸前で、指先が止まった。蘭不が、冷たい瞳ひとみで見下ろしてくる。

「まったく、忌いま々いましい小僧だね。貴様の死が灯香を傷つけるのなら、私は貴様の死さえも許さない。この事務所から消えな、もうここに来るんじゃぁないよ」

　手を引くと、蘭不は背を向けた。緋ひ色いろの髪がなびく。

　唯ゆい人とは、自分が助かったことを知った。けれど、そんなものに感かん謝しやをするつもりはなかった。ここで引き下がるわけにはいかなかった。苦しむ灯香の姿を思い出す。この事務所で働くことが、灯香との間に残された、たった一つの絆きずななのだ。

「待てよっ。あんたは、今回の事件を解決できたら、俺のことを認めるっていった。忘れてないよな。魔ま女じよは、契約に煩うるさいんだろう」

　魔女が振り向く。紅あかい瞳が、唯人を貫く。

「まだ、そんなことを言っているのかい。自分の力を、ちゃんと理解するんだね。異界に怯おびえているだけの貴様には、なにもできやしないよ」

「約束する、もしできなかったら、もう二度と、灯香には会わない。あんたたちの前に姿を現さない」

　唯人は、蘭不の瞳を真まっ直すぐに睨にらみ返した。もう、真しん紅くに飲まれることはなかった。それを聞いた瞬しゆん間かん、蘭不の唇の端が吊つり上がる。見る者の心をざわつかせる、狂乱の笑えみだった。

「いいだろう、小僧。貴様に一つ機き会かいを与えるのに、それは十分な代だい償しようだ。そこまでいうのなら、足あ搔がいてみせな。そして、自分があるべき場所を思い知るがいい」

　大きく手を翳かざして、付け加える。

「忘れるんじゃぁないよ。私との契約は、絶対だ。違えれば、あらゆる苦痛を味わってから、異界に沈むことになる」

　蘭不の背中が、奥の部屋へと消える。

　唯人は、光と影のような双子を思いながら、爪つめが食い込むほど拳こぶしを握にぎり締しめた。それは、決意を手のひらに刻み込む儀ぎ式しきのようだった。
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　朝の教室は、いつもの心地ここちよい喧けん騒そうに満ちていた。唯ゆい人とは、通りがかりのクラスメイトと挨あい拶さつを交わしながら、窓際の自分の席まで向かう。

　昨日きのうの夜の出来事が、ずっと釣り針のように引っかかっていた。心にいくつもの重りをぶら下げているような憂ゆう鬱うつがある。灯とう香かを守るために異界使いになった。それを、灯香の口から否定されてしまったのだ。

　落ち込んでいる暇はない、自分に言い聞かせる。それよりも、まずは神隠しエレベータの捜査を進めなければいけない。蘭らん不ぶとの誓いは絶対の掟おきてだ。ここで諦あきらめれば、灯香に謝あやまるよりも先に、二度と会えなくなってしまう。

　一つだけ救いなのは、灯香への気持ちが、全く変わっていないことだった。あの呪いを受けているような姿を見ても、なにも変わっていない。それだけは、自分の想おもいが本物だという証明のようで前に進む力になってくれた。

「唯人くん、おっはよー。ねぇ、テスト勉強すすんでる？」

　唯人の憂鬱を吹き飛ばすように、横から元気な声がする。

　振り向くと、美み倉くらが立っていた。元気を光合成しているような満面の笑えみだった。

「テスト勉強、か……やべぇ、全然してないな」

「うわ、唯人くんの今の表情、謙けん遜そんとかじゃなかった。本気でなにもしてない人のヤツだっ」

　美倉は、まるで勉強していないのがうつるかのように、大げさに退いてみせる。すぐに美倉のペースに飲み込まれ、笑みを浮かべていた。

　ふと、唯人は思い出す。女子のことは、女子に聞いた方が顔が広いだろう。

「そういやさ。他所よそのクラスで朝あさ田だって女の子、知らないか？　演えん劇げき部ぶらしいんだけど」

　美倉はしばらく、あさだあさだ、と呟つぶやいてから、頭を振った。

「知らないなー。っていうか、怪しいんだけど。唯人くんが女の子の名前を聞くなんてサ。どーしたの？」

「あ、いや、いいんだ。別に大したことじゃないし」

「私には大したことなのっ。そんな引っ込め方はナシだよっ。わかった、ちょっと待ってて、ユッコ呼んでくるから」

　と、その時だった。話を聞いていたようなタイミングで、美倉と仲のよい友達二人ふたりが近づいてくる。その中の一人ひとりが演劇部に所属している紺こん野の優ゆう子こ、通称ユッコだった。もう一人が、美倉に話しかける。

「カナちゃん、ユッコの台本できたって。みるー？」

　美倉が、ホントにっ、と嬉うれしそうな声をあげる。女の子たちが盛り上がるのを見ながら、唯人は頭の中に引っ掛かるものを覚えた。文化祭の台本はとっくにあって、もう配役まで決まっているはずだった。

「なぁ……その台本ってさ、今度の文化祭のやつか？」

　二人ふたりは、唯ゆい人とが話題に入ってきたことに意外そうに振り向く。美み倉くらは笑って、紺こん野のの頭の上に手を置きながらいう。

「そうそう。ユッコは、なんと主演女じよ優ゆうなの。今年ことしは『お気に召すまま』をやるんだって、面おも白しろそうでしょ？」

　疑問がさらに膨らむ。主演女優も、演題も、唯人の知っているものではなかった。

「文化祭でやる劇げきってさ『ロミオとジュリエット』じゃなかったのか？」

「それは、去年やったやつだよ。去年のが好評だったから、今年も同じ路ろ線せんでいこうってなったんだって。あんまり練習時間なかったのに、すごかったよね、田た辺なべ先せん輩ぱい」

　もう一人ひとりが、紺野に向かって笑う。紺野は、その話題を避けるように、当たり障さわりのない笑えみを浮かべただけだった。美倉が、思い出して聞いてくれる。

「そうそう、紺野。唯人くんがさ、演劇部で朝あさ田ださんって知らないかって」

　美倉が聞くと、紺野の笑みが固まった。名探偵に言い当てられる犯人でも演じているように、唯人を見る。

「朝田って、朝田先輩のこと？」

　先輩？　唯人の頭の中は、完全に混乱していた。紺野は驚おどろいた唯人の顔を見て、一いつ瞬しゆんだけ迷ってから話しだした。

「霧きり崎さきくん……ホントに知らないんだ。去年のジュリエットは、本当は朝田先輩がやるはずだったんだ。朝田先輩、とても綺き麗れいで、演技も上じよう手ずで、皆みんな、楽しみにしてた」

　唯人は不安を感じながらも、それを聞いて、自分のことのように嬉うれしくなる。

　だが、続けて聞こえてきた言葉は、あまりにも残酷だった。

「でも、朝田先輩、文化祭の直前に死んじゃったの。急に倒れて、病院に運ばれて、そのまま」

「……噓うそ、だろ」

「噓じゃないわ。だって、私、お葬式にだって出たし、お芝居だって大変だったんだから」

　その言葉に、自分の立っている場所が、崩れていくような錯さつ覚かくを覚えた。

　これまで、少しずつ覚えていた違和感が大きく膨らんで繫つながりはじめる。

　初めて会った時の、理り緒おの様よう子す。冷れい蔵ぞう庫この記き憶おくを見ても平然としていたこと。昼休みが終わると、いつも先に教室に戻っていくこと。彼女と会う時は、いつも静かで、周りには誰だれもいなかった。

　異界だったのだ。彼女と会っている時は、薄うすくて気づくことができなかったが、ずっと異界に迷い込んでいたのだ。異界に憑つかれた者は、異界へ迷い込みやすくなる。唯人が彼女と出会ったのも、それが理由だった。

　朝田理緒は、唯人に出会う半年も前に、死んでいたのだ。

「唯人くん……どうしたの、顔色悪いよ？」

　とても昼休みまで待てなかった。ごめん、呟つぶやいて、教室を抜け出した。
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　誰だれもいない教室。

　誰もいない廊下。

　誰もいないグラウンド。

　階段を下りる、そこにも誰もいない。しん、と静まり返っている。整せい然ぜんと並んでいる机。なにも書かれていない黒板。窓からグラウンドを見る。誰も走っていない。声も聞こえない。

　演えん劇げき部ぶの部室。憧あこがれていたジュリエットになりたくて、必死で練習した。

　胸が痛かった。誰が、私の代わりを演じたのだろう。そう思うと、胸が痛かった。鏡かがみの前に立つのが怖かった。私ではない誰かが映りそうな気がした。私の代わりにジュリエットをやった誰かが。もしかしたら、次の舞ぶ台たいを目指して必死で練習している後こう輩はいたちが。それを見てしまったら、誰もいないこの世界が、もっと辛つらいものになるのがわかっていた。

　私が死んでから、どれくらいの時間が経たったのだろう。朝も昼も夜も曖あい昧まいなこの世界では、時間の流れがわからなかった。あの遊園地と、思い入れのある場所だけは、自由に移動することができた。それが、曖昧な日々の日につ課かだった。

　生まれてからずっと住んでいた家。私の部へ屋や。弟の部屋。お父とうさん、お母かあさん、ごめんなさい。

　葉は山やま町まちの劇場。いつも光で溢あふれていたステージも、大勢の人が笑って泣いていた観客席も、今は誰もいない。

　演劇部の皆みんなで劇を見に行った帰り道、近くの公園で暗くなるまで感想をいい合った。ビルに挟まれた小さな公園は、私たちのもう一つの部室だった。今は、誰もいない。

　卓たく也やの入院している病室。時々、卓也がいるのを感じる。あの子の魂たましいが、長い間、異界に落ちていたからだろう。眠ってばかりで、まだ病気はよくなっていないみたい。でも、生きてる。笑ってる。最近、お友達ができたみたい。窓を開けてあげよう。あの子は、風に当たるのがとても好きだったから。

　そして、学校。一番、学校にいる時間が長い。

　剣道場にやってきたのはちょっとした思いつきだった。ここにも、大きな鏡がある。演劇とは懸かけ離はなれたこの場所なら、鏡の前に立つことができると思った。

　気がつくと、手の中に台本があった。見なくたって、全部覚えていたけど。

　パーティに行く前、まだ見ぬ恋に憧れている様よう子すを演じる。修道士に叶かなわぬ恋をしてしまった苦悩を打ち明ける場面を演じる。

　それから、思い出して、ブラウスのボタンを外した。

　三つ目のボタンを外したところで、私の罪の証あかしが見えた。

　背後で、物音がする。

　誰だれだろう、男の子。学校で人が見えるのは初めてだな。なにか、誰かに話しかけている。

　え。噓うそ。だって。

　どれくらいか覚えていないけれど、とにかく、ずいぶん久しぶりに、声を出した。

「それ……私にいってるの？」

　彼は、可笑おかしな返答でも聞いたように、私の方を見つめていた。

　思わず、泣きそうになった。







「……君は、もう死んでたんだな」

　唯ゆい人とは、できる限り、感情を押し殺した声で聞いた。

　剣道場にいくと、昼休みまで何時間もあるのに理り緒おはもうやってきていた。鏡かがみの前に立って、劇げきの練習をしていた。どんな風に振ふる舞まえばいいのか迷い、結局、真っ先に尋たずねた。

　理緒が、ゆっくりと振り返る。その顔は、少し寂さびしそうだった。それだけだった。

「やっぱり、ばれちゃったか。昨日きのう、病室で会ったとき、こうなっちゃう気がしたんだ」

　些さ細さいな悪戯いたずらを見み咎とがめられたように、楽しそうに笑う。

「どうして、そんな風に笑えるんだよ」

「だって、私が死んだのは、もうずっと前なの。泣くのも、嘆なげくのも、もう十分過ぎるほどしたから」

　いつか、灯とう香かが話していたのを思い出す。時間を感じるのは、魂たましいと肉体の両方があるから。彼女は、時間の流れを漠然としか感じていないのだろう。もう半年が過ぎていて、新しい台本が配られていることも知らないのだろう。とっくに本番の終わった劇の練習を続けている理緒が、哀あわれでならなかった。

「私にとって君と過ごした時間は、陽ひ溜だまりだった。孤独に凍えていた体を、温めてくれる場所だった。できれば、もう少しだけ触れていたかったな」

「教えて、くれないか。なんで、君はこうやって現世にいるんだ」

　理緒は一度頷うなずいてから、静かに答える。

「私ね、取引をしたの。君の記き憶おくの中に現れた、あの黒ずくめの男と」

　理緒は、ブラウスのボタンを一つずつ外していく。衣きぬ擦ずれの音すらしない、こんな時でさえ、静寂は彼女を守っていた。

　唯人は、今度は目を逸そらさなかった。大きな窪くぼみをつくっている鎖さ骨こつが見える。白い胸元が露あらわになる。そこに、ぽっかりと穴が開いていた。それは、冷れい蔵ぞう庫この中で、黒ずくめの男が見せた能力の傷跡だった。

「なんで……そんなことしたんだ。文化祭も、もうすぐだったのに、なんで」

「卓たく也やを、助けるため」

　理り緒おの声は、もう悲しみすら帯びていなかった。どこか、達観してしまったようだった。

「昨日きのうの病室、あそこに入院しているのは、私の弟なの。交通事故に遭ったって話はしたよね。それがきっかけて、力が使えるようになったって」

　理緒は、そっと胸に手を当てる。ぽっかりと開いた穴の淵ふちに触れる。

「事故に遭った車の後部座席には、私と弟が並んで座ってた。私はすぐに回復したけど、卓也はずっと植物状態だった。そこに、招待状が届いたの。遊園地の招待状。そこで、あの黒ずくめの男と会った。彼に、異界について教わった。それから、私の持ってる能力を差し出せば、異界に落ちかけている卓也の魂たましいを連れ戻してくれるっていわれた。私は、それを受け入れたの」

「……そんな。なんで、君は……自分の命を犠ぎ牲せいにしてまで、そんなことができるんだっ」

「だって、たった一人ひとりの弟だから」

　理緒は笑う。未練はあっても、後悔はしていない。そんな笑い方だった。

「それで、君は……平気なのか」

「平気なわけ、ないじゃない。生きたかった、もっとお芝居をしたかった。でも、目の前に弟を助ける方法があって、それを見ないようにすることなんて、できなかった」

　唯ゆい人とは、彼女の告白に胸が裂けるような痛みを覚えた。彼女は、優やさし過ぎたのだ。ただ、優し過ぎたのだ。

「唯人くん、いつかいったよね。君には理由が必要だと思うって。人が最後に縋すがるのは、正しさなんかじゃない。もっと別のなにか、その人にとって一番大切な、理由なんだよ。私は、悪あく魔まと契約するんだとしても、卓也を助けたかった」

　涙が溢あふれてきた。もうなにもいえなかった。涙も流せなくなった彼女の分まで、泣き続けることしかできなかった。

　理緒は静かな笑えみを浮かべながら、言ってくる。

「君は以前、異界が怖いっていってた。でも……そうじゃない。怖いんじゃなくて、ただ、哀かなしい。哀しくて、寂さびしい場所。狂ってしまいそうなくらい。それは、現世への未練が詰まっているから」

　涙を流したまま、唯人は、なんとか声を絞り出す。泣いている場合ではなかった。伝えなければならないことがあった。

「……落ち着いて、聞いて欲しい」

「なに？」

「この前の事件を捜査していて、わかったんだ……卓也も、異界使いに狙ねらわれているんだ。たぶん、君が、卓也を異界から救ったときに、あの子も異界使いになったんだ。君の命を奪ったのと同じ奴やつかはわからないけど、その力に目をつけられたんだと思う」

　途と端たん、今まで達観していた彼女の表情が崩れた。ずっと、出会ってからずっと、彼女の周りを包んでいた静寂が消える。心を剝むき出だしにして、歩み寄ってくる。

「そんなっ、なんで……あの子は、普通に暮らせるはずなのにっ」

「まだ、詳しいことはわかってない。今、調しらべているところなんだ。卓たく也やから、なかなか話が聞けなくて」

　理り緒おが、体を寄せてくる。倒れそうな体を支えるように、唯ゆい人とのシャツを摑つかむ。

「なんでなのっ。あの子は十分苦しんだのに……だって、そんなの、ひどいじゃない」

「君の弟は、必ず助けてみせる。だから……待っててくれ」

　理緒が、顔を上げる。泣きそうに顔を歪ゆがませているが、涙は零こぼれなかった。

「私に、手て伝つだえることは？　私の能力なら、役に立てない？」

　唯人は、閃ひらめくように、今更ながらその提案に頷うなずいた。彼女の能力を借りれば、なにがあったのか覗のぞけるかもしれない。

「卓也の病室にいこう。君の力で、あの子の記き憶おくを見せてくれ」

　理緒は頷くと、先に行ってる、といって体を離はなした。

　彼女の体が大気に溶けるように消えていく。それを見て、改めて、彼女が死者であるという事実を思い知った。

　追いかけるように、剣道場を駆け出す。走りながら、黒猫の面を被かぶった少女のことを考えた。レムは、今日きようもあの少年の傍そばにいるだろうか。
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　病室には、軽い物がぶつかり合う音が響ひびいていた。ルービックキューブを組み立てては壊こわす。プラスチックの擦こすれ合う音が、時間を忘れたように繰くり返されていた。無む機き質しつな音は、やがて魔ま法ほうのように広がっていく。この白い部へ屋やは病院ではなく、どこか全く別の空間にあって、二人ふたりの子供は世界から切り離されているようだった。

「また、来てくれてたんだ。やっぱり、なぞなぞの答えがわからなかった？」

　声がする。眠り続けていた卓也が、薄うっすらと目を開けてレムを見ていた。

　昨日きのうよりも、顔色が悪いようだった。ベッドから体を起こす。それだけの動作が、ひどく辛つらそうに見える。レムは気遣う様よう子すなどなく、卓也の質問にも答えずに、事実を口にした。

「お前の体に、別の魂たましいが憑ついている。それが、お前の病気だ」

　卓也は、驚おどろいたようにレムの顔を見る。それから、いつものように笑った。

「知ってるよ。だって、僕がそれを受け入れたんだから。ほら、これのことでしょ」

　卓也は、着ていたシャツを捲めくる。なんの変哲もない腹の上に、みるみるうちに奇妙な形が浮かび上がってくる。それは、蟲むしだった。蟲の形をした、巨大な肉の塊だった。アンモナイトの化石のようなシルエットが浮かび、それを中心に根が張っているような盛り上がりが全身に広がっていく。

「ずっと前に交通事故に遭ったって話はしたよね。僕はね、それから長い間、眠ってたんだ。僕が目を覚ました時には、お姉ねえちゃんは、もういなかった。この病室で泣いていた時、男の人がやってきたの。真っ黒い服を着た、とても冷たい感じの人だった」

「なにを、話した」

「この蟲むしをお腹なかに入れたらね、お姉ちゃんと会わせてくれるって。だからね、僕、辛つらくないんだ。一日の中でちょっとの時間しか起きれなくたって、こうやって笑っていられるんだよ」

　卓たく也やは、いつもと変わらない笑え顔がおを浮かべる。だが、それは、不安を隠すための鍍金めつきだった。三ヶ月もの間、卓也の心を支え続けていた仮面だった。

　レムの声が、残酷に、白い部へ屋やに響ひびく。

「本気で、信じているのか」

「どういう……こと？」

　一言で、鍍金が剝はがれていく。卓也の顔から、絶えず浮かんでいた笑顔が消える。レムは無言で、それを見つめた。

「噓うそだっていうのっ、あの人が、噓をついてたっていうの。僕が頑がん張ばっても、お姉ちゃんは帰ってこないって、そういうのっ、そんなのひどいよっ。いくらレムちゃんでも、そんなこといっちゃ、駄だ目めだよっ！」

　レムは、少年が声を荒げるのを初めて見た。それを目にしても、表情は全く変わらなかった。

「お姉ちゃんは、帰ってくるんだ。だから……だから、僕」

　息が続かなくなったように、声が止まる。卓也は、胸を押さえた。小さく呻うめき声をあげながら体を折り曲げる。

　レムは、椅い子すから下りて枕まくら元もとに歩み寄る。卓也の目からは、さっきまでの激げき情じようは消えていた。今にも崩れ落ちて、砂になってしまいそうな心を覗のぞかせていた。

「無理、するな」

　レムは呟つぶやくと、卓也をベッドに横たえさせる。

「ごめん……こんなつもりじゃ、なかったんだ。レムちゃんのいうことも、わかるんだ。僕は、騙だまされてるのかもしれない」

　声は、さっき叫んだのが噓のように、掠かすれていた。小さな手が、シーツの端をぎゅっと握っている。

「でもね、騙されるかもしれないと思っても、それを見ない振りするなんて、できなかったんだ。だって、大好きだったんだ、お姉ちゃんのことが」

「悪かった」

　卓也は、目じりに溜たまっていた涙を拭ふいて、レムを見上げる。

「ううん、謝あやまらないでよ。僕はね、レムちゃんにまた会えたら、ありがとうを言おうって思ってたんだ。ありがとう、レムちゃんのおかげで、最後に、とても楽しい思い出ができた。だから、だからね、もう病室には来なくていいよ」

　卓たく也やは、いつものように笑った。唇の端を広げて、目じりに皺しわを寄せて。レムには、泣いているようにしか見えなかった。

「今夜、眠ったらね、僕はもう目覚めない。さっきね、夢の中で、あの子がそういってたんだ。今夜が最後なんだって……だから、さようなら。もうここには来ないで」

　レムは、感情のない声で答える。

「心配するな、また会える」

「レムちゃん、優やさしいね……でも、あの子がそういうんだから、きっと終わりなんだよ。もっと、たくさん話したいことがあるのに、もう眠いや。ねぇ、最後に一つだけ、お願ねがいがあるんだけど、聞いてくれるかな」

　レムは、卓也が言うより先に、黒猫のお面を持ち上げた。赤い左目が、瞳ひとみを囲む傷が、露あらわになる。それを見て、卓也は眩まぶしそうに目を細める。

「あぁ、綺き麗れい、だよ」

　瞳が閉じられる。体から力が抜け、微かすかな寝息が聞こえてくる。

「また、会える」

　レムはもう一度呟つぶやくと、椅い子すから下りて、卓也の布団を肩まで掛ける。

　窓から吹き込んできた柔らかい風が、白い病室をそっと通り抜けた。
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　赤いワーゲンは、整せい備びされていない畦あぜ道みちを揺れながら進んでいた。両りよう脇わきには、古い町並みと田園が交互に流れている。道路工事も行き届いていない田舎いなか町まち、すれ違う軽トラやトラクターに混じり、赤い輸ゆ入にゆう車しやはやたらと浮いていた。

「お前さ、最近、唯ゆい人とに厳きびし過ぎないか。あいつがヘマをやらかしたのは知ってるけどよ、あんなに嫌ってやるなよ。俺おれたちは、一応、チームになったんだから」

「別に、嫌ってるわけじゃねぇよ。ただな、あの野郎が、玉と竿さおをまとめてどっかに落としたみてぇに、シケた面してるからよ。冷れい蔵ぞう庫こで椋むく神がみにあってからずっとだ。姉あね御ごのいった通りさ、あいつの目は、怯おびえて嚙かみつくだけの負け犬だ」

　運転席には秋あき雨さめ、助手席ではノインが退屈そうに煙草タバコを吸っていた。事務所を出てから四時間、そのうち半分ほどは悪路に揺られている。そのせいで、ノインは機き嫌げんが悪そうだった。

「この二ヶ月、あいつに戦い方を教えてきた。あいつにはな、戦いのセンスがあると思った。それだけじゃねぇ、面おもしれぇと思ってたんだ。命を獲とり合うんじゃなくて、あいつなら、いつか肩を並べて戦うのも悪くねぇと思ってた。こんなのは、久しぶりだったんだよ」

　秋あき雨さめは、意外そうに助手席を見た。皮肉っぽい笑えみを浮かべる。

「あいつの馬ば鹿か正直なトコは見ていて笑えるくらい気持ちいいからな。まぁ、もうちょっとだけ我慢して見てやれよ。イラつくのはわかるけどよ、あいつなりに必死に足あ搔がいてるみたいだからさ。異界使いになるための通過儀式イニシエイシヨンみたいなもんだろ」

「無む駄ださ。恐怖ってのは性質たちの悪わりぃ麻ま薬やくだ。一度覚えちまった奴やつは、もう戻ってこれねぇ。肝心なところで鈍にぶるんだよ。あいつはな、やっぱりこの場所にいねぇ方がいい。まだ、引き返せるんだ」

「だから、あんなにきつく当たってたのか。俺おれはてっきり、あいつを馬鹿にするのが楽しいからだと思ってたけどな。お師匠様は大変なわけだ」

「そんなんじゃねぇよ。ガラじゃねぇだろ」

　ノインは窓の外に顔を出して、煙を吐き出した。煙は未練を残すように、後方に流れて消えていった。

「おっ、見えてきたぜ。いかにもって感じだな。そのまま犬いぬ神がみ家けのロケにでも使えそうじゃねぇか」

　秋雨が顎あごで正面を指す。古い町並みから少し離はなれた場所に、荒れ果てた畑に囲まれて、ぽつんと立派な日本家屋が建っていた。

　事件の経緯いきさつを、朱しゆ法ほう院いん京きよう子こに報告した。京子は、椋むく神がみをエクスシアから離り反はんしたと判断して、情報を流してくれた。それは、かつて実じつ験けん場じようとして使用していたという旧家の場所だった。京子は興きよう味み深ぶかい情報を添えて、こう教えてくれた。

「椋神とは、一ヶ月ほど前から連絡が取れなくなっていたのですわ。失しつ踪そうする前まで、〝深しん淵えんの魔ま術じゆつ師し〟殿となにかの研究をしていたと聞いております。その時に、私たちエクスシアが手配した屋や敷しきがありますの。現在、どうなっているかはわかりませんわ」

　それが、二人ふたりの目の前にある、歴史を感じさせる旧家だった。元は地主かなにかの持ち家だったのだろう。没落し、人手に渡り、朱法院家に回収された。時を経て悪あく趣しゆ味みな実験場になるとは、住居にも奇き縁えんというものがあるらしい。

　古びた門を潜くぐり、中に入る。鍵かざはかかっておらず、人の気け配はいもなかった。長い間締しめ切っていたせいで空気がこもっているが、どの部へ屋やも綺き麗れいに整せい理りされていた。玄関、仏間、寝室と順に見て回る。屋敷の中にはほとんど物がなく、事件の手掛かりは、なに一つ残っていなかった。

　秋雨は屋敷を一回りして、旅りよ館かんの宴会場のように広い居間に戻ってくる。

「手がかりはなにもなし、か」

「こんな田舎いなか町まで、ケツがいてぇのを我慢してきたんだ。手ぶらじゃ帰れねぇぞ」

　風ふ呂ろ場ばと台所を調しらべていたノインが戻ってくる。

「社長は今日きようまでに情報をあげろっていってたよな。手ぶらで帰るくらいなら、このまま逃亡する方を選ぶぜ」

　居間からは、長い年月によって荒れ果てた庭を望むことができた。昔はさぞ立派な庭園があったのだろうが、今は草木が奔ほん放ぽうに生い茂った荒地と化している。ふと、ノインはなにかに気づき、笑えみを浮かべた。障しよう子じを乱らん暴ぼうに蹴けり開け、顎あごでその奥を指す。

「よぉ、もう一枚、カードが残ってるぜ。勝負は、最後の一枚を捲めくるまでわからねぇだろ」

　庭の隅すみに、枯れた桜の木に隠れるようにして、小さな蔵くらが建っていた。くすんだ白い漆しつ喰くいの壁かべ、何枚か剝はがれ落ちた瓦の下からは屋根の地肌が見える。窓一つないそれは、この家の暗部を詰め込んだ呪いの箱のように見えた。二人ふたりは、縁えん側がわから降りて、蔵に歩み寄る。

　ノインが重たい木の扉を開ける。黴かびの臭いが、鼻につく。

　秋あき雨さめが手に持ったトーチのスイッチいれる。丸い光が、蔵の中を照らし出す。

　そこには、なにもなかった。物一つない空間が、がらんと空いているだけだった。使われていなかったのか、撤てつ去きよしたのかはわからないが、どちらにしても、期待外れには違いなかった。天てん井じようと部へ屋やの隅には、埃ほこりが蜘蛛くもの巣のように絡みついている。

「くそ、ブタかよ。あたしは引きが強い方だと思ってたんだけ」

　足を踏み入れた瞬しゆん間かん、言葉が途と切ぎれる。全身を見えない触手に搦からめ取られたような悪寒が、ノインの言葉を遮った。辺りを見回すが、侵食は起きていない。

「すげぇ濃こい残ざん滓しが残ってやがる。使われてたのは三ヶ月以上前のはずだろ。嫌いやな感覚だぜ。ここで異界が開いたのは、一度や二度じゃないな」

「秋雨、なんか出てきそうか」

「これだけ濃いと、かなりはっきり見えるな。唯ゆい人とがいたらこういってやるとこだ、ゲロ袋はちゃんと開いた状態で持っとけってな」

　秋雨は、サングラスを外してシャツの胸元に引っ掛けた。前髪をかき上げる。一瞬だけ、露あらわになる魚の骨のタトゥ。

　ノインは秋雨の肩に肘ひじを乗せた。秋雨が右目を手で塞ふさぐと、左目の赤が輝かがやきを増し〝透視〟の能力が発動する。秋雨の能力は、かつて異界の侵食が起きていた場所ならば、残滓からその時の情報を読み取ることが可能だった。

　閉じた瞼まぶたの中に、情報が流れ込んでくる。閉じる前、目の前にあったものと同じ光景。だが、現在の部へ屋やではない。過去、この場所に異界が侵食していた時の映像だった。

　カラーフィルム黎れい明めい期きの映画ように、映像が粗い。細部がぼやけ、ノイズが入る。

　子供がいた。子供が一人ひとり、真ん中に立っていた。

　現在と同じで、物がなかった。ただ一つ、奥に椅い子すが置かれていた。椅子には、男が一人座っている。男の顔はよく見えない。檜ひ皮わだ色いろのコートを羽は織おっている。

　男がなにかをいう。子供が、泣き崩れる。男が手を差し伸べる。子供は、その手に縋すがりつく。

　ザッ。ノイズが走り、映像が切り替わる。

　同じように、部へ屋やの中央に子供が立っている。奥の椅い子すには、男が座っている。そして、子供の目の前に、四肢をばらばらに組み上げたような漂流者がいた。子供は全く怯おびえていなかった。その目が、赤く染まる。子供の足元から、一回り大きい漂流者が這はい出てくる。目の前の異い形ぎようを叩たたき潰つぶす。男が褒ほめる。子供が嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　ザザッ。景色けしきが切り替わる。同じ部屋。同じように子供と男がいる。

　子供の目の前に、後ろ手を縛しばられた人間が三人転がっている。彼らは、怯えてなにかを叫んでいた。子供が異界の穴を開く。縛られた人間たちは、絶叫をあげながら異界に飲まれていく。男が褒める。子供が嬉しそうに微笑む。

　同じような光景が、いくつも続いた。さすがに、ノインが声をあげる。

「なんだぁ、この悪あく趣しゆ味みな実じつ験けんはよ。いいかげん見飽きたぜ。ついでいうと、反吐へどがでそうだ」

「待てよ。これからが盛り上がるとこだぜ、とびきり残ざん滓しの濃こい記き憶おくだからな」

　ザザザッ。ノイズが走り、景色が変わる。

　途と端たん、映像が鮮せん明めいになった。残滓の濃さが増したからだろう。今までは聞こえなかった音も、途と切ぎれ途と切ぎれだが入ってくる。

「ついに……の……が、きた。これ、で……なる」

　椅子に座った男がいう。画像が鮮明になっても、男の顔ははっきりとしなかった。その言葉を聞いて、部屋の真ん中に立つ子供が、笑う。

「あの野郎ぉ」

　ノインがその姿に気づいて毒づく。部屋にいたのは、全部で四人だった。男の横に、椋むく神がみが立っていた。脇わきにはベッドがあり、別の子供が眠っている。どことなく、真ん中に立つ子供と似た雰囲気を持っていた。

「はじめ……ぞ、これで、お前は……よりも、全すべてを……強りょ……手に、する。我われ々われを、最深部へとみちび……くれ」

　椅子に座った男が手を広げる。床ゆかから、黒いタールのような液体が溢あふれてくる。第二界の穴を、簡かん単たんに開けていた。子供が、自ら穴の中に足を踏み入れる。入にゆう水すい自殺でも図るように、異界の中へ歩いていく。全身をおぞましい感覚に囚とらわれているはずだが、その顔は、嬉しそうに笑っていた。子供の体は見る間に異界に飲み込まれていく。

「こわく、ないよ。あなたのた……なら、僕は、どん……だって、こわく、よ」

　腰まで沈んだところで、椋神が歩み寄る。

　子供の胸に軽く触れる。その腕が、小さな胸の中に沈んだ。心しん臓ぞうでも鷲わし摑づかみにするようにして、巨大な肉の塊を引きずり出す。血は溢あふれてこない。子供の胸には、ぽっかりと穴が開いていた。

　子供の体が、完全に異界の闇やみの中に沈む。

　椋神が取り出した、肉の塊が動き出す。それは、ロブスターのように巨大な、蟲むしだった。能力や魂たましいの欠片かけらなどではなく、記き憶おく、性格、その人間がその人間であるためのアイデンティティの全すべて、魂をまるごと転写した巨大な蟲むしだった。

　椋むく神がみは、脇わきのベッドで眠る子供に近づく。そして、手の中で暴あばれる巨大な蟲を、少年の体に落とした。蟲は、腹の上で丸くなると、少年の臍へその辺りの肉と同化していった。

　ザザッ。ザザザザザザザザザザザザッ。

　景色けしきが切り替わる。さっき、異界に飲み込まれたはずの子供が、部へ屋やの真ん中に立っていた。向かいには、椋神と顔のぼやけた男がいる。

「やはり、完全というわけには……ないか。魂の着床、を……する。通つう過か儀ぎ式しきは……に行う。それま……を蓄えて……じょを、超えてみ、せろ」

　男の言葉に、椋神は胸に手を当て、恭うやうやしく頭を下げる。子供は、無邪気に笑う。

「うん、わかった。いっぱい、いっぱ、い、いっぱいいっぱい、殺すよ。あなたのために、いっぱい、いい、いっぱい、いっぱいっぱい殺すよ」

　口の端が裂けていくような、不気味な笑い方だった。
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　ぶつん。映像が途と切ぎれる。

　しばらく、二人ふたりともその場から動けなかった。ノインが先に呻うめく。

「あいつら、なにをしやがった。あの男が、神楽かぐら坂ざかなのか」

「さあな。ただ一ついえるのは、唯ゆい人とがいなくてよかった。あいつがこれを見た日にゃ、また三日は寝込むこと請け合いだ」

　秋あき雨さめはテレビドラマの探偵がそうするように、浮かんでくる疑問を呟つぶやきながら、現場を歩き始める。

「最後の記き憶おくだけどよ、なんで、異界に飲み込まれたはずのガキが、まだ部へ屋やにいたんだ。どうやって現世に戻ってきた。あれが漂流者だってのか」

　足が止まる。奥の壁かべに、なにかが描かれているのに気づく。歩み寄り、巣を作っていた埃ほこりを足で払う。

「おい、ノイン。こいつを見てみろよ。あいつにゃ気の毒だが、どうやら唯ゆい人とも巻き込まなきゃならねぇようだ。そういやぁ、神隠しエレベータの犯人は子供の漂流者だとか抜かしてやがったな。曲がりなりにも、真実に近づいてたってことか」

　そこには、二匹の蛇へびが絡み合ったクラフトグラフが刻まれていた。

　ノインはクラフトグラフを見ると、すぐに、それを思い出した。

「なにか引っ掛かってたんだが、そいつだ。あのベッドに寝てた方のガキな、覚えがあるぜ。エレベータの捜査をしてたとき、病院でレムと喋しやべってやがった」

「そいつはまた、レムもなかなか隅すみにおけないな。お前より男を見る目があるんじゃないか」

「笑ってる場合じゃねぇよ。レムは、しばらくそのガキの病室にいるっていってやがった」

　ノインの顔には、磨き抜かれたナイフでも目にしたような緊きん張ちようが生まれていた。その意味は、秋雨にもすぐに伝わる。

「そうか……椋むく神がみがいってやがった依より代しろってのは、そのガキだってことか。やべぇな、あいつ、計画は目前に迫ってるとかいってた。ガキをそのままにしておくはずがないぞ」

「あぁ、すぐに街に戻るぜ。レムが危ねぇ」

　ノインの声は、レコードの最後に吹き込むように、重々しく響ひびいた。
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　日が沈み、窓の外の景色けしきが闇やみ色いろに染まる。

　暗く沈んだ病室に明かりもつけず、レムは座っていた。空が曇くもっており、月明かりも届かない。部屋の中は、深い海の底に沈んでいるかのようだった。

　ふと、レムは人の気け配はいに気づいて顔を上げる。すぐ目の前に、静寂に守られて、理り緒おが立っていた。病室の中は、微かすかだが第一界の侵食が起きている。

「やっぱり、見えてたんだ。卓たく也やのために、気づかない振りをしていてくれたんだ」

「死んだ人間が、出てくるな」

　レムが冷たい声で告げると、理緒は少しだけ寂さびしそうに笑った。

「そうね。死者は、現世に留とどまるべきではない。だから、異界は哀かなしい場所なの。でも、ありがとう。あなたがいてくれたお陰なのかな、卓たく也やの姿が、今日きようははっきり感じられる」

　廊下から、誰だれかが走ってくる。騒そう々ぞうしい足音の主は、簡かん単たんに予想できた。

　病室のドアが開き、唯ゆい人とが駆け込んでくる。その肩には、事務所から持ってきたのだろう、竹刀しない袋ぶくろが提げられていた。

「病院だ、静かにしろハゲ」

　唯人は、レムの非ひ難なんを無視して告げる。

「卓也の記き憶おくを覗のぞかせてくれ。彼女には、記憶を投とう影えいする能力があるんだ」

「勝手に、しろ」

　理り緒おは頷うなずくと、卓也の手に触れた。弟の魂たましいの中から、目当ての記憶を探り出す。〝記憶投射〟の能力が発動する。プロジェクターのように、部へ屋や全体に記憶が投影される。







　窓から、月明かりが射さし込んでくる。

　さっきまで曇くもっていた空が、すっかり晴れていた。空に浮かぶのは、満月よりも少し欠けた月だった。

　ベッドの上で、卓也が泣いていた。昏こん睡すい状態から回復し、姉の死を知らされた。それから、いくつもの夜を泣いて過ごしていた。

「姉に、もう一度会いたいか？」

　声がした。卓也が顔を上げる。窓の傍そばに、カーテンの陰に溶け込むようにして、男が立っていた。背後では、満月よりも少し欠けた月が輝かがやいている。

　闇やみを纏まとい、死を纏い、葬そう儀ぎ屋やを思わせるような黒ずくめの男が立っていた。誰だれなの、そう問うよりも先に、卓也は答えた。

「うん、会いたい」

「私と共に来るがいい。私の与える魂をその身に宿せば、姉ともう一度会わせてやろう。これは約束ではない、契約だ。対価を払えば、必ず遵じゆん守しゆされる掟おきてだ」

　椋むく神がみは、朗々と詠うたうような声で告げる。それは、取引を持ちかけるメフィストのようだった。

「この世界の底には、異界と呼ばれる世界が広がっている。君の姉は、その一番上の階層に留まっている。ほんの少し手を伸ばせば届く場所だ。思い出せ、姉の顔を、声を。求め続ける限り、失われるものなど、この世界にはないのだ。どうだ、私と契約を結ぶか」

「お姉ねえちゃんに会えるなら、なんでもする」

　ばさり。マントのように漆しつ黒こくの外がい套とうがなびいた。







「さぁ、対価を貰もらいにきた」

　病室に、声が響ひびく。唯ゆい人とたちは、途と端たんに現実に戻される。

　そこに、闇やみが舞まい降りていた。

　月のない夜。窓を背にして、漆しつ黒こくの霧きりを纏まとって、息苦しくなるような死臭を纏って、椋むく神がみが立っていた。

「お前っ、なんでここいる」

　唯人は、竹刀しない袋ぶくろから篭こ手てを外し、手に嵌はめる。そして、刀を抜き放つ。

　背後から、理り緒おの濡ぬれた声が聞こえてくる。

「なんで……なんでなのっ。私は、この子のために、なのに……なんでっ」

　理緒は、卓たく也やを救うために、その魂たましいを犠ぎ牲せいにしたのだ。だというのに、卓也も同じ選択をしていた。なんという絆きずなだろう。なんという、哀かなしい姉と弟だろう。そして、

　唯人は、奥歯を嚙かみ締しめる。許せなかった。二人ふたりの、互いを想おもう気持ちを、目の前の男は利用したのだ。

　椋神は、詠うたうように言葉を吐き出す。

「朝あさ田だ卓也の身柄を貰もらいに来た。その子供は、私と契約を交わしている」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、理緒が、椋神の前に飛び出す。

「ふざけないで、私の命と引き換えに、卓也を助けたんでしょう。それなのに、なんで卓也にまで手を出すのっ」

「退しりぞけ。君との契約は、すでに終わっている」

　椋神は、無造作に腕を振るった。一瞬、理緒の体が宙に浮いたかと思うと、そのまま壁かべまで弾はじき飛ばされる。唯人は、咄とつ嗟さに彼女の体を庇かばった。壁に激げき突とつしそうになるのを受け止める。

「年ねん齢れい、魂の形、そして、稀け有うな能力……この子供は、歩あゆ夢むの依より代しろとなるのに、実に理想的だった。安心しろ、契約は守る。弟とはすぐに会わせてやる。侵食までのわずかな時間を、仲なか睦むつまじく過ごすがいい」

「お前っ、どれだけ、人の心を弄もてあそべば気が済むんだっ」

　唯人の感情を抑えていたものが、破裂する。怒りで、憎しみで、なにも考えられなくなる。視界が急激に狭まり、全身が熱ねつを持つ。

「落ち着け、ハゲ」

　レムの声がする。だが、唯人の耳には届かなかった。

　狭い病室だが、刀を振るうスペースは十分にあった。唯人は、抜刀すると同時に駆け出す。大きく踏み込み、相手の懐ふところへ飛び込む。

　飛び込んだ勢いそのままに、横よこ薙なぎに斬ざん撃げきを放つ。

　ばさり、視界を覆おおうように、椋神の外がい套とうが広がった。

　刃やいばが空を切る。次の瞬しゆん間かん、唯人の視界から、椋神の姿は消えていた。

「薔薇ばらの女に、忠告されていただろう。上っ面の感情で、刃を振るうものではない。魂の底が、透けて見えるぞ」

　すぐ後ろから、声が聞こえてくる。視界を遮られた一いつ瞬しゆんで、背後まで移動されていた。

「お前は、お前だけは、許さないっ」

　唯ゆい人とは素す早ばやく振り向くと、刃を振り上げる。

　ばさり、再び、漆しつ黒こくの闇やみが視界を覆おおう。唯人は、目を逸そらさずに闇を見つめた。広がった外套を断ち切るように、刀を振り下ろす。

　だが、刃は途中で止まった。いや、止められたのだ。椋神の手刀が、刀を受け止めていた。刃の感触は、椋神の手袋が、ただの衣装ではないことを伝えてくる。金属に近い強きよう靱じんな繊せん維いで編あみ込まれた武器だった。

　次の瞬間、唯人の目の前に、毒針が現れる。蠍さそりを模したような、巨大な尻尾しつぽだった。異界の闇で造形された漆黒の尻尾が、椋神の外套の中から飛び出していた。

「なんだよ……それ」

「憎悪の次は、恐怖か。いい目だ。異界に取とり憑つかれた目をしている。貴様を支えているものは、さぞ脆もろいのだろうな」

　椋神の外套の下から、さらにもう一本、蠍の尻尾が生えてくる。蛇へびが鎌かま首くびをもたげるようなゆっくりとした動作で、唯人の体を囲うように、ぐるりととぐろを巻く。

「やめろっ、はなれろっ」

　椋神の目が、赤く輝かがやきはじめる。不気味な、悪あく魔まのような輝きだった。

　体の周りでとぐろを巻く尻尾は、触れると同時にこちらの魂を飲み込むだろう。冷れい蔵ぞう庫こでの光景が蘇よみがえる。異界への恐怖が蘇る。手が震ふるえだす。止められたままの刃の切っ先が、情けないほどに振動する。

　さっきまで滾たぎっていた怒りが、急速に奪われていった。代わりに浮かんできたのは、紅茶の匂においだった。灯とう香かの笑え顔がおだった。死への恐怖よりも、会えなくなることへの恐怖だった。

「さぁ、経けい験けんするがいい。これが、死だ」

　銃声が、響ひびいた。

　周囲から、黒い圧力が消える。

　椋神は、唯人を解放し、数歩後ろに退いていた。

　病室の入口に、ノインが立っていた。唯人は、その場に崩れ落ちそうになるのをなんとか堪こらえる。

「てめぇ、まだわかってねぇのか。ビビって暴ぼう走そうしてんじゃねぇよ」

　ノインは唯人を睨にらみつける。それから、すぐに椋神に視し線せんを移す。椋神は、ノインに向けて、薄うすい笑えみを向けた。

「いきなり銃を撃うつなど、正気とは思えんな。第一界といえども、これだけ浮ふ薄はくな侵食ならば、現世にも音は響くだろう」

「関係ねぇだろ。いいことを教えてやんぜ。死に場所を選ぶ権利はな、いつだって殺す方にしかねぇのさ」

　椋むく神がみの外がい套とうの下から、勢いよく尻尾しつぽが伸びる。ノインは咄とつ嗟さに身構えるが、彼女を狙ねらったものではなかった。蠍さそりの尻尾は、ベッドの上で眠っている卓たく也やの体を巻き取ると、軽々と持ち上げた。

「大切な依より代しろを傷つけるわけにはいかないのでな、これで失礼させてもらうよ。焦らずとも、舞ぶ台たいはもう整ととのっている。今いま頃ごろ、エクスシアにも言こと伝づてが届いているだろう」

「ふざけんじゃねぇっ、このまま逃がすかよっ」

　ノインが引き金を引くが、銃弾は、蠍の尻尾によって阻まれる。

「次に会う時までに、望みの死に思いを馳はせておくがいい。人生を締しめくくるのは、いつだって死なのだから」

　椋神は、卓也を抱いたまま、窓から飛び降りた。

　ノインが窓際に駆け寄り、銃を突き出しながら見下ろす。椋神の姿は、もう見えなくなっていた。

　舌打ちすると、ホルスターに仕し舞まう。それから、壁かべにもたれて座り込んでいる唯ゆい人とに近づき、胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。

「てめぇ、なにやってやがる。さっさと立ちやがれっ」

　唯人は、怯おびえた目で見上げる。その目を見た瞬しゆん間かん、ノインは冷めたように、手を放した。

「こんな奴やつを鍛きたえてたのかと思うと、反吐へどが出るぜっ」

　背を向け、大股で病室から出て行く。その背中に、レムが歩み寄る。なにもいわずに、迷めい彩さい柄がらのズボンの端を引っ張る。

　少女の力に止められたわけではないだろうが、ノインは、ドアの手前で歩みを止めた。短く息を吐くと、背を向けたまま告げる。

「おい、唯人。あたしらは事務所に戻ってる。まだ、戦う気があるんなら来い。もしできねぇなら、ずっとそこに座ってやがれ。異界使いなんかやめて、へらへら笑って、普通のガキに戻って暮らすんだな」

　ノインとレムが、病室から出て行く。

　唯人は、虚うつろな瞳ひとみのまま、考え続けていた。

　胸の中には、何度も繰くり返し突きつけられてきた無力感が渦巻いていた。憎しみに任せて剣を振るい、挙句、恐怖に飲み込まれた。正しくいることなんてできなかった。もう、異界使いでいられる自信はなかった。

「唯人くん……立って、お願ねがい……立って」

　声がする。目の前に、理り緒おが膝ひざを突く。

　彼女の目から、涙が流れていた。唯人は、場違いにも思った。

　漂流者になっても、涙を流せるんだ。

　理り緒おの目から、一滴の涙が零こぼれ落ちる。それは、唯ゆい人との心に広がっていた暗い水面に、波紋を生んだ。

「生きることは、怖いこと。それでも、みんな、自分と戦ってるの。怖くたって戦っているの」

　理緒が顔を寄せてくる。いつも真まっ直すぐな彼女の瞳ひとみは、唯人の心に強く響ひびいた。

「正しいとか、正しくないとかじゃない。君には、ちゃんと異界使いになった理由があるんでしょう。ねぇ、ここで駄だ々だこねて、なにもしないで、大勢の人を見殺しにして、君はそれで、どんな顔をして彼女の前に戻るつもりなの？」

　理由。異界使いになった理由。

　死を意い識しきした時、頭の中に浮かんだ、灯とう香かの笑え顔がおを思い出す。

　正しいとかじゃなくて、守りたいとかじゃなくて、ただ、あの子の傍そばにいたかった。笑っているのを見ていたかった。一いつ緒しよに笑っていたかった。それなのに、いつの間にか、正しくないと、守ることができないと、あの子の傍にいられない気がしていた。信じてもいない言いい訳わけで取とり繕つくろわないと、好きなものを好きでいることにさえ自信を持てなくなっていた。

　病室に通いつめていたレムの姿を思い出す。

　弟を想おもう理緒の哀かなしい瞳を思い出す。

　姉を想う卓たく也やの涙を思い出す。

　ただ、皆みんなに笑っていて欲しかった。正しく力を使う、強くなる、異界に狂わされないように、恐怖に飲み込まれないように、この一ヶ月、ずっとそんなことを考えてきた。でも、それは全部、本当の理由のための手段だった。本当の理由は、こんなにも、身近な場所にあったのだ。

　正しくあるためじゃなく、怒りでも憎しみでもなく、誰だれかの笑顔のために刀を振るおう。それが、自分を失わずにいられる、たった一つの理由だった。

　いつの間にか、魂たましいに刻まれていた恐怖が消えていた。思い浮かべた笑顔が、恐怖を消してくれた。

　全ての事件を終わらせて、もう一度、彼女の前に戻ってこよう。そして、ちゃんと、伝えるんだ。そうすれば、もう迷わないでいられる気がした。怖いものなんて、なにもない気がした。

　唯人は、刀を拾って立ち上がる。

「ありがとう……もう、迷わないよ。あの男を止めて、必ず、卓也を助け出すから」

「うん……君を、信じるよ。それから」

　理緒は、卓也の寝ていたベッドを指差す。ベッド脇わきに飾られていた花瓶の傍そばに、いつの間にか、黒い封筒が置かれていた。

「あれを持っていって。もしかしたら、役に立つかもしれない」

　それは、理緒の許もとに届いた、椋むく神がみからの招待状だった。視し線せんを戻すと、もう理緒の姿はなかった。唯人は黒い封筒を手に取ると、ノインたちの後を追った。
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　唯ゆい人とが事務所に戻ると、他ほかのメンバーは既に揃そろっていた。奥の席に座った蘭らん不ぷの周りに、秋あき雨さめとノインがいる。レムだけは、少し離はなれた場所で、お気に入りのバランスボールに器用に足を閉じて座っていた。

　唯人が躊躇ためらっていると、ノインの怒ど声せいが聞こえてくる。

「なにしてやがる。戻ってきたんなら、さっさとこっちへ来い」

　三人に歩み寄る。蘭不は、紅あかい瞳ひとみを向けただけで、なにも言わなかった。秋雨が、どこか気まずそうに聞いてくる。

「どうやら、俺おれたちが追っていた二つの事件は、繫つながっていたらしい。まあ、あれだ、前は笑って悪かった。お前が神隠しエレベータについて調しらべたことを、教えてくれ」

　唯人は、これまで調べ上げたことを伝えた。意地を張っている場合ではないのはわかっていた。今なら、解決してみせると息巻いていた自分が、ただ焦っていたのだとわかる。唯人の話を聞くと、秋雨は大きく頷うなずいてから、真剣な口く調ちようでまとめる。

「見えてきたな。全すべては、神楽かぐら坂ざかと椋むく神がみの実じつ験けんだった。あいつらは、怪物を作り出そうとしていたんだ。異界使いを殺しまくって集めた蟲むしと、二人ふたりの子供を使ってな」

　秋雨は情報を交換するように、調べたことを教えてくれる。

「俺たちは、あいつらがやっていた実験の残ざん滓しを見てきた。あいつらはな、ガキ二人を使って、社長を作ろうとしていた。歩あゆ夢むの肉体全てを異界に侵食させ、魂たましいだけを取り出す。それを、卓也の肉体に憑つかせる。椋神の〝転写〟の能力を利用してな。肉体全てを失った魂、条件は社長と同じだ。強力な異界使いが生まれるはずだった」

　異界使いは、異界に侵食されている肉体や魂が多いほど力を増す。異界に自らの情報を多く残すことで、異界との接点が密接になる。蘭不が強大な力を有しているのは、肉体の全てを侵食されているからだった。失うほど力は増すが、失い過ぎれば命を落とす。それが、異界使いが古いにしえより抱いてきたジレンマだった。

「あの男は……未いまだに、あんな下らない実験を繰くり返していたのかい」

　それまで黙だまって聞いていた蘭不が、小さな声で呟つぶやいた。その囁ささやきは、一いつ瞬しゆんだけ、事務所の空気を刃やいばに変えた。

「できるわけがない、それはあの男だって解わかっていたはずだ。私がこうして生きていられるのは、愛しい灯とう香かのお陰だよ。私たちが双子で、同じ魂の形をしていたからだ」

「社長のいう通りだ。魂をまるごと移すのは、能力を転写するのとはわけが違う。肉体と魂は、二つで一つのピースだ。歩夢の魂は、肉体に取とり憑ついて力を得ることができても、完全に着床することはなかった。だから……神隠しエレベータが起きた」

　唯ゆい人とは、これまで悩み続けた謎なぞが解けていくのを感じた。なんのために事件を起こしていたのか。なぜ、歩あゆ夢むは漂流者のように密室に現れて消えることができたのか。秋あき雨さめが、その答えを告げる。

「あれは、生いけ贄にえだったんだ。肉体を失った歩夢が、現世に留とどまり続けるために事件を起こしたんだよ。現世の情報、生きている人間の魂たましいを取り込むことで、異界に落ちるのを防いでいた。借り物の〝密室〟の能力は、さぞ都合がよかったろうな」

「蛇へびのクラフトグラフを刻んでいたのは、椋むく神がみだったんですね。葉は山やま町まちでばかり起きていたのは、卓たく也やの体が病院から動かせなかったから。〝密室〟の能力も、遠えん隔かく操そう作さができる範囲が決まっているから、ですね」

　唯人が付け加える。秋雨は、教師が黒板に書いた解答を褒ほめるように頷うなずく。たが、一つだけ、根本的な疑問が残っていた。

「でも、なんのために、こんなことをしてるんですか。実じつ験けんが失敗するのは、わかってたんでしょう」

　蘭らん不ぷの瞳ひとみが、不ふ愉ゆ快かいそうに唯人を睨にらみつける。

「質問する前に、まず自分の頭を使いな。私の前で、間抜け面を晒さらすんじゃぁないよ。一つ、忘れているものがあるだろう」

　短い沈ちん黙もくの後、それを口にしたのは秋雨だった。

「〝蟲むし籠かご〟か。椋神が集めた能力を、歩夢に与えるつもりなのか。〝密室〟の能力と、肉体を失った歩夢の力があれば、あれだけの数の蟲を飼いならすことができるかもしれない。でも、そんなことをすれば……力を手にする以前に、歩夢の魂は異界に魂を飲み込まれるんじゃないか」

　蘭不が頷く。そして、この狂った計画そのものを、嘲あざけるように告げる。

「あれだけの蟲を憑けてなお、異界の侵食を防ぐには、大勢の犠ぎ牲せいが必要になる。〝蟲籠〟を取りつければ、遠隔操作ができる範囲も、定義できる密室もずいぶん広がるだろうね。おそらく、奴やつらは待っているんだよ。大勢の人間が一つの密室に集まり、大量の魂を一度に奪い取れる、そんな時をね。全ての条件が調ととのえば、椋神がいった通り、私の力を凌りよう駕がするかもしれないね」

「冗じよう談だんがキツすぎて笑えねぇぜ、姉あね御ご。あんたを超える異界使いなんて、いねぇよ」

　ノインが、挑発を受け流すかのようにいう。だが、蘭不が冗談や謙けん遜そんを言わないことは、十分にわかっていた。

「あくまで、可能性の話だよ。手で千切れるような弱い糸でも、束ねれば強きよう靱じんな縄なわとなる。もっとも、その力を使いこなせるかは疑問だがね」

　唯人は、一番気になっていたことを尋たずねる。背後で、レムが顔を上げるのがわかる。

「卓也は、どうなるんだ」

「〝蟲籠〟を憑つけられたばかりなら、まだ引ひき離はなせる可能性はある。時間が経たてば、それもできなくなるだろうね。やがて歩あゆ夢むと一いつ緒しよに、肉体ごと異界へと落ちるだろう」

　一拍だけ置いてから、蘭らん不ぷは、試すように告げる。

「助けたいか、小僧」

「当たり前だ」

「ならば、こうしよう。貴様とは契約を交わしていたな。貴様は事件を解決してみせるといったが、あの時とは状況が変わったようだ。もし貴様が、その餓が鬼きを救えたならば認めてやろうじゃぁないか。しくじった時に受ける罰は、わかっているね」

　唯ゆい人とは、拳こぶしを握にぎり締しめる。そして、強く頷うなずいた。

「あぁ、朝あさ田だの笑った顔をまた見たいんだ。それに、胸張って灯とう香かに会いたい。だから、卓たく也やは絶対に助け出す」

　ノインの腕が、勢いよく唯人の頭を叩たたいた。なにすんだよっ、理不尽な暴ぼう力りよくに非ひ難なんの声を上げるが、ノインは視し線せんを逸そらしたままなにも答えなかった。

　と、背後で、入口のドアがノックされる。鍵かぎは開いていた。こちらが返事をするよりも早く、訪問者は勝手に中に入ってくる。

　姿を見せたのは、一度会えば、忘れることのできない二人ふたり組ぐみだった。

「お取り込み中、失礼いたします」

　朱しゆ法ほう院いん京きよう子こと、ボディガードの鞍くら馬まだった。京子が、ゆったりとした足取りで、蘭不の元に近づいてくる。その目は、微かすかに潤うるんでいた。

「ようやくお目に掛かれましたわね、〝反はん翼よくの魔ま女じよ〟様。エクスシア保安局の朱法院京子と申します。あぁ、噂うわさに違たがわぬ、凜り々りしい相そう貌ぼうですわ」

　蘭不は、射い貫ぬくような視線を京子に向ける。

「朱法院家の者かい。そろそろ来るだろうと、思っていたよ」

「流石さすがにお見通しですわね。『グリムザール』を名乗る組そ織しきから、貴女あなた様へ向けたメッセージが届いております。それを、お伝えに参りました」

　蘭不の瞳ひとみが、興きよう味み深ぶかそうに向けられる。その視線を心地ここちよさそうに受けながら、京子は、短い言葉を吐き出した。

「今こ宵よい、通つう過か儀ぎ式しきを行う。来なければ街にある全すべての密室から人が消える。以上ですわ」

　肩透かしのように、簡かん単たんなメッセージだった。秋あき雨さめが声を挟む。

「えと、それだけか。場所とかは？」

「今ので、全てですわ」

「今夜とは、急だな。場所は自分たちで見つけろってのかよ。あの蠍さそり野郎、夜に一番近い場所とかほざいてたよな。そんで、大勢の人間が集まる場所か。そんなの、どこにあるってんだ」

　秋雨の呟つぶやきに、唯人は何度も目にした広告を思い出した。確かく認にんしようと振り向く。事務所のカレンダー、今日きようの日付には、灯香が付けた印がある。

「そうか……今夜だったのか。クレセントモールのオープニングセレモニーが、今夜八時から開かれるはずだ」

　自分で話しながら、恐怖する。もしその予想が当たっていれば、神隠しエレベータとは比較にならないほどの犠ぎ牲せい者しやが出る。時と計けいを確認する、すでに八時を回っていた。

「朱しゆ法ほう院いん家けの女、貴様らの力で、そのビルから人を避ひ難なんさせることはできるかい」

「やってみますわ。ですが、エクスシアといえども万能ではありません、できたとしても時間が掛かりますわ。最悪の事態もご憂ゆう慮りよくださいませ」

　背後で、鞍くら馬まが携帯を取り出してどこかに連絡する。京きよう子こは、部下の様よう子すを確かく認にんしてから、改めて告げる。

「この事件、私たちも全面的にサポートいたします。死者に眠りを、生者に繁はん栄えいを。エクスシアの名において、彼らを罰しなければなりません」

「これは、私たちが引き受けた事件だ。私をその場所まで送り届けるだけでいい。その代わり、一つ教えな。『グリムザール』について、お前たちはなにを知っているんだい」

　京子は、一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらってから、口を開く。電話を終えた鞍馬が慌てて止めようとするが、京子はそれを手で制する。

「表向きは、エクスシアに敵対する異界使いたちで構成された犯罪組そ織しきとされています。ですが、実態は〝深しん淵えんの魔ま術じゆつ師し〟神楽かぐら坂ざか康こう安あんを始めとする有力な異界使いが、エクスシアの掟おきてに縛しばられないように創設した研究機き関かんですわ」

　秋あき雨さめが、思わず口を挟む。

「ちょっと待て、神楽坂はエクスシアの幹部じゃねぇか。そんなこと、許されるのかよ」

「幹部だからこそ、許されるのです。今の日本支部で、あの男に逆らえる者はおりませんわ」

　蘭らん不ぷは一度目を瞑つむり、それから、唯ゆい人とたちに視し線せんを向ける。

「いいだろう。どれだけの数の人間が死のうと、街が一つ消えようと私には関かかわりないがね。あいつらは二つだけ、許されない罪を犯した。望み通り、全てを滅してやろうじゃぁないか」

　蘭不は、緋ひ色いろの髪をかき上げながら告げる。

「お前たちは、こないだの偽物の異界に向かいな。あの場所に、椋むく神がみが居座っているはずだ」

　真しん紅くの瞳ひとみが、事務所にいる全員を見渡す。鳩の血染めピジヨンブラツドと称される紅くれないが、メンバーを一つに纏まとめ上げる。

「いいかい、餓が鬼きを見つけ出したら、お前たちの手で〝蟲むし籠かご〟を破は壊かいするんだ。後は私が始末をつけてやる。この仕事を握っているのは、お前たちだよ」

「姉あね御ご、あたしは、ずっとそれを待ってたんだぜ」

　銃をホルスターに仕し舞まいながら、ノインの目が挑発的に揺れる。唯人と秋雨も頷うなずく。レムがバランスボールから滑り降りる。

「さぁ、愚か者共の幻想を、終わらせてやろうじゃぁないか」

　蘭らん不ぷは立ち上がると、椅い子すに掛けてあった赤いコートを手に取る。真しん紅くの布が大きく開き、魔ま女じよの背中を覆おおった。
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　ドリームパークで開催されている夜のパレードは、最さい高こう潮ちように達していた。

　メインストリートの建物は電飾で縁ふち取どられ、その中を無数のライトを灯ともした汽き車しやが走っている。汽車の上には、ペンギンの姿をしたマスコットが乗って手を振っていた。周りでは大勢の人々が歓声をあげている。

　唯ゆい人とたちはパレードを横目に見ながら、中心部へと向かっていた。

　轟ごう音おんが響ひびき渡る。打ち上げられた花火が、空を一いつ瞬しゆんだけ染め上げる。それに合わせて観客たちの歓声が響き渡る。

　唯人が次の一歩を踏み出した瞬間、

　歓声が、搔かき消えた。

　音楽がなくなる。花火も途と切ぎれる。光を放っていたパレードはどこにもいない。代わりに、四人の周囲を、虚うつろな顔をした死者たちが歩いていた。

「どうやら、ちゃんと第一界に潜もぐり込めたみたいだな。こっちの招待状も使えなかったら、どうしようかと思ったぜ」

　秋あき雨さめは皮肉っぽく笑いながら、ポケットからカードを取り出す。理り緒おから貰もらった新しいクラフトグラフだった。

「やっと、あの野郎に借りが返せそうだな。唯人、てめぇ、病院の時みてぇな真似まねすんじゃねぇぞ。少しでもビビってんならよ、ここでリタイアしろ」

　背後から声がする。ノインとレムは少し後ろを並んで歩いていた。

　唯人は、背負っていた竹刀しない袋ぶくろから刀を取り出す。篭こ手てを嵌はめ、蒼あおノの雪ゆき房ふさを握にぎり締しめて、振り向く。

「もう、あんな失敗はしない。やっと気づいたんだ。俺おれが、異界使いでいなきゃいけない理由を」

　鞘さやの中央を握り、刀を突き出す。

「守るなんてのは、思い上がりだった。正しくいたいなんて本当は思ってなかったし、たくさんの人を救いたいなんてのも、ただの自己満足だった。俺は、誰だれからも褒ほめられるような理由を口にして、安心したかったんだよ」

　腕が震ふるえるたびに繰くり返していた呪文は、恐怖を誤ご魔ま化かすための言いい訳わけだった。そんな空っぽの言葉では、なんの支えにもならない。やっと辿たどり着いた本当の理由、それを確たしかめるように口にする。

「守るためじゃなくて、そんな押しつけるような理由じゃなくて、ただ、大切な人たちと一いつ緒しよに笑っていたいから、そのために戦うよ」

　些さ細さいな違いかもしれないけれど、それは、唯人にとって重要な意味を持つ理由だった。

　ノインは唯人の独白を聞いて、面めん倒どうそうに、がしがしと頭を搔かいた。

「わかんねぇよ。てめぇの理由なんて知るか。あたしは、楽しめるかどうかだけだ。それより上も下もねぇ」

　ホルスターから銃を抜く。手の中で半回転させ、唯ゆい人とが突き出した刀に、銃の背中を重ねる。鉄の打ち合う音が響ひびく。

「変わったっていいてぇんなら、こいつで示しな。あたしたちには、それしかねぇんだ」

「いいんじゃないか、それで。青臭いし、聞いててこっ恥ずかしいがな。ずっと、お前らしい気はするぜ。いい面になったよ。童貞捨てたみたいだ」

　唯人の頭を、秋あき雨さめの手が摑つかむ。撫なでるというよりは擦こするように動かす。と、そこで秋雨が気づく。唯人の肩を叩たたき、右側を見ろ、と合図する。

　振り向くと、メリーゴーラウンドがあった。宝石を散りばめたような屋根、くるくると回る動物たち。その手前に、理り緒おが立っていた。

「……朝あさ田だ」

「よかった、来てくれて」

　唯人は、彼女に駆け寄った。秋雨たちは、構わずに先に歩いていく。

　音楽もなく回るメリーゴーラウンド。流れていく白馬や馬車を背景に、理緒はそっと微笑ほほえんだ。静かだった。静寂の深さを測るように、刀の鍔つば鳴なりが響いた。

「唯人くん……卓たく也やを、お願ねがい」

「わかってる、そのために来たんだ。必ず、君の元に連れてくる」

　理緒は、唯人の手を握り、何度も頷うなずいた。

　死者になっても、これほど人を想おもえるのだと思った。

　異界は怖い場所じゃなくて、哀かなしい場所だというのが、今ならわかる。残された者たちへの想いがこんなに溢あふれているのだ。理緒のノルタルジーが唯人の胸の中に流れ込んでくる。それは、血のように、全身を駆け巡った。

「それじゃ、いってくる」

　そっと、解くように手を放す。それから、勢いよく背を向ける。

　秋雨たちの背中は、もうずいぶん先に行っていた。その先には、白はく亜あの宮殿がある。高台に聳そびえるテーマパークのシンボルは、黒い霧きりに包まれているように見えた。
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　オープンを迎えたクレセントモールは、大勢の人で賑にぎわっていた。

　ダンスホールのように広いロビーは、訪れた者を圧倒するように洗練されたデザインだった。鏡かがみのように磨かれた大理石の床ゆか、一面ガラス張りの壁かべ。ロビーの中央には、吹き抜けになった二階から透明なアクリル材で作られた階段が降りてきている。

　ロビーを行き交う誰だれもが、期待と興こう奮ふんに溢れ、笑え顔がおを浮かべていた。

　それは、ほどなくして、悲鳴に変わる。

　異変が、ロビーを覆おおい尽くした。

　床ゆかから、壁かべから、天てん井じようから、黒い液体が染み出してくる。真新しいロビーは、液体に触れると瞬またたく間に朽ちていった。床に染みが浮き、窓枠が錆さびつき、黴かびがあちこちから湧わき出る。その上を、墨ぼく汁じゆうを零こぼしたように黒い液体が広がっていく。重なり、響ひびき渡る悲鳴。

　ただ一人ひとり、階段の踊り場に立っている子供だけは、平然としていた。

　子供は、どこか眠たそうな目で、ロビーを見下ろしていた。

　階段からだと、逃にげ惑まどう人々がよく見えた。逃げ場所はすぐに失われる。液体に触れた者たちは、肉体が失われていくおぞましい感覚に悶もだえながら、底なし沼に踏み入れたように沈んでいく。

　ロビーだけではなかった。ビル全体が異界の侵食を受けていた。真新しい廊下を、闇やみから這はい出してきた異い形ぎようが闊かつ歩ぽする。生きている人間を見つけては、襲おそい掛かる。上層階にあるホテルも、夜景の見えるレストランも、広いイベント会場も、余すことなく黒い液体に覆われる。

　夜景を眺めていた恋人たちを、豪華な食事に感かん激げきしていた老夫婦を、買い物を楽しんでいた家族連れを、警けい備びを担当していた職しよく員いんを、修業を続けていた料理人を、ホテルで訳わけありの逢おう瀬せを楽しんでいた男女を、彼らの魂たましいを、数多あまたの人生を、あっけなく喰くらい尽くした。

　建物の中に響き渡る悲鳴。それは、わずか数分の出来事だった。

　数分で、なにも聞こえなくなった。全すべてが闇に飲み込まれる。闇の中に、ただ一人、子供が立っているだけになる。

　子供の口の端が広がっていく。裂けるように、笑っていた。

　タワーの中に残っていたのは、子供だけではなかった。おそらく、入ってきたばかりなのだろう。ロビーの二重になっている自動ドアの前に、女が立っていた。漆しつ黒こくのボディスーツ、隙すき間まから見える肌には、天使と悪あく魔まの翼つばさを模かたどったタトゥがある。

「遅かったね、いっぱい人が死んだよ」

　笑えみを浮かべたまま、無邪気な声で、歩あゆ夢むがいう。

「朱しゆ法ほう院いんは間に合わなかったのかい。だがね、何人死のうが関係ないよ。私は、貴様を狩りに来ただけだ」

　蘭らん不ぷが答える。その手には、折りたたまれた漆黒の鎌かまが握られていた。それから、異界に飲み込まれたロビーを見渡す。

「ずいぶん、不相応な力を手に入れたようだね。その借り物の力で、この私にどれほど抗あらがえるか、試してみるがいい」

〝密室〟の能力は、異界使いの力の大きさによって範囲が決まる。もはや、神隠しエレベータどころではなかった。このビルそのものが巨大な密室と定義されていた。それは、歩夢が得た力の大きさを伝えてくる。

「どちらがより深く異界に憑つかれているか、あなたも見えてるんじゃないかな。僕は、もう誰だれにも止められないよ。彼はいってた。人はね、人であるということにさえ囚とらわれなければ、なににでもなれるんだよ」

　言うと同時、周囲の床ゆかや壁かべから、無数の漂流者が這はい出してくる。顔が白く、目が落おち窪くぼみ、全身の皮ひ膚ふがふやけ、まるで水死体が動いているような異い形ぎようだった。第二界の漂流者は、蟻ありが死し骸がいに群がるように、蘭らん不ぷへと殺到する。

「先に教えておいてやろう。貴様が死ぬ理由は、二つある。一つは、私にあの男を思い出させたことだ。実に、不ふ愉ゆ快かいな思いをした」

　蘭不は、無造作に鎌かまを振るう。折りたたまれた鎌が開く、と同時に、目の前に迫っていた漂流者を両断する。ばしゃり、斬られた漂流者は、黒い液体となってばら撒まかれる。

「だがね、もう一つの罪に比べれば、大したことじゃぁない。それは、このビルを標的にしたことだ。このビルに入る雑貨屋にいくのをね、灯とう香かは実に楽しみにしていた。あの子から楽しみを奪った罪は、なによりも重い。それに比べれば、失われた命など塵ちり芥あくたほどの価値もないよ」

　漆しつ黒こくの鎌が振られる。周囲の漂流者が、黒い飛沫しぶきになる。

「やっぱり、あなたは凄すごいや。だからこそ、その価値がある。彼はいってたよ、あなたを倒すことが、深しん淵えんへの扉を開くための通つう過か儀ぎ式しきだってね。彼は、ずっとあなたのことを気にかけてた。僕にはそれが気に入らなかったんだ。あなたを倒せば、彼は、僕だけを必要としてくれる」

　歩あゆ夢むは、なんの躊躇ためらいもなく、指を右目の中に押し込む。眼球が、カラクリ時ど計けいのように落ちていく。ぽっかりと開いた穴、そこから、蟲むしが生み出される。

　巣穴を枝で弄いじり回したように、歩夢の目の中から、次々と蟲が這い出してくる。毛虫のようなもの、幼虫のようなも、昆虫のように翅はねを持って飛ぶものもいる。いずれも、人間の肌を切り取ったような肉色だった。蟲は歩夢の体に纏まとわりつく。服の下を、首筋を、腕の周りを、うぞうぞと這い回る。

「さぁ、はじめよう。この閉ざされた空間での、通過儀式を」

　歩夢が彼と呼ぶ男、その名前を浮かべると、蘭不の頭に頭痛にも似た不快感が過よぎる。歩夢の心酔しきった声が、頭痛を酷ひどくさせる。

　鐘かねの音が、響ひびき渡った。

　いや、鐘ではない。それは、時間を刻む、古い柱時計の音だった。

　忘れることなどできない。それは、蘭不の記き憶おくの中から響いていた。視界の中、異界に飲み込まれたロビーに、ノイズが走る。接続の悪いテレビ画像のようにブレたかと思うと、そこに、別の景色けしきが浮かんでいた。

　蘭不が立っているのはロビーではなかった。コンクリートで囲まれた、狭い部へ屋やだった。飾り一つない部屋には、冷たい空気が充満していた。隅すみには大きな柱時計が一つと木製の椅い子すがある。

　重たい音が響ひびき、ドアが開く。

　そこに立っていたのは、檜ひ皮わだ色いろのコートを羽は織おった男と、幼い少女だった。

　幼い少女。その髪はまだ血のような色合いはなく、その目はルビーの輝かがやきとは無む縁えんだった。誰だれかを憎むことを知らない、無む垢くな黒い瞳ひとみだった。

「今日きようから、この部へ屋やがお前の世界の全すべてだ」

　男がいった。男の顔は見えない。霧きりがかかったように霞かすんでいる。記き憶おくを読み取られることを拒絶できたのか、記憶が不ふ鮮せん明めいだったのかはわからないが、それはせめてもの救いだった。

　少女は、男を見上げていう。

「ここ、寒いよ。ねぇ、灯とう香かちゃんはどこ？」

　男は笑った。それは、始まりだった。悪あく魔まの実じつ験けんの、始まりだった。

　目の前に漂流者が迫っていた。漆しつ黒こくの鎌かまが過ぎる。コンクリートの部屋が消きえ失うせる。闇やみに覆おおわれたロビーに戻ってくる。ばしゃり、漂流者が黒い液体になって飛び散った。

「やっぱり、あなたも同じなんだ。僕と同じレッスンを受けたんだ」

　声が降ってくる。歩あゆ夢むは、体に群がっていた蟲むしの一匹を、大事そうに摑つかんでいた。蘭らん不ぷはそこで、自分が見ていたものの正体を悟った。

「〝記憶投射〟の能力か、そんなものまで集めていたのかい」

　その声は、僅わずかに掠かすれていた。最も触れられたくない場所に、簡かん単たんに踏み込まれていた。

「よっぽど、思い出したくないみたいだね。それが、皆に恐れられてる魔ま女じよの弱点ってわけだ。いいよ、たっぷりと見せてあげる。僕も興きよう味みがあるんだ。あなたが、どうして彼を裏切ったのか。僕と同じレッスンを受けたのに、どうして、あなたはそこにいるの？」

　ザザッ、再び景色けしきが揺らぐ。プロジェクターのように記憶が投とう影えいされる。

　コンクリートで囲まれた部屋だった。大きな振り子時ど計けいが揺れている。時計の傍そばの椅子には、男が座っている。男の顔は、霞が掛かっていて見えない。

「紹介しよう。彼が、新しい先生だ」

　椅子に座った男が言う。いつの間にか、男の横には、ナイフを持った巨きよ漢かんが立っていた。暗がりの中、ナイフの刃やいばだけが輝いている。

「俺おれにコーチして欲しい奴やつってのは、このガキのことか。冗じよう談だんキツいぜ」

　ナイフの男は、部屋の中央に立ち竦すくむ少女を睨にらみつけ、吐き捨てるようにいう。

「冗談ではない。その子には、戦いの才能がある。先日も、君の前にきていた柔術の講師の腕をへし折ったところだ」

「一いつ緒しよにすんじゃねぇ。俺は、殺しのプロだ。こんなガキじゃすぐに壊こわれちまうよ」

「壊れてしまったのなら、それでかまわんよ。だがね、七日間だ。今日から七日間が過ぎるまでは、殺すことだけは許さん。ただし、殺さなければなにをしても構わんよ。蹴けろうが、殴ろうが、犯そうが、なにをしても構わん」

　それまで苛いら立だたしげだったナイフの男が、急に笑えみを浮かべる。下品で、卑いやらしい笑みだった。

「そいつぁいい。よく見りゃ、綺き麗れいな顔したガキじゃねぇか。どうなっても、知らねぇぜ」

　次の瞬しゆん間かん、男の爪つま先さきが少女の腹にめり込んだ。小柄な少女は、軽々と蹴り飛ばされる。ナイフの男の愉ゆ快かいそうな笑い声が響ひびく。少女は床ゆかに這はい蹲つくばり、血を吐きながらむせ返る。

　椅い子すに座っていた男はゆっくり立ち上がると、少女に近づく。そして、告げた。

「聞こえただろう。七日間だ。その間にこの男を殺さなければ、お前は死ぬ」

　それを聞いて、ナイフの男がさらに大声で笑う。椅子に座っていた男が部へ屋やから出て行く。扉が閉まる音が響く。ナイフの男が倒れている少女の髪を摑つかむ。

　七日後、少女は奪ったナイフで、男の喉のどを切り裂いた。

　ガラスの割れる音が、響く。

「下らないものを、見せるんじゃぁないよ」

　蘭らん不ぷの鎌かまが、ガラス張りの壁かべを貫いていた。

　密室が、崩ほう壊かいする。

　途と端たん、ロビーを覆おおっていた異界が、滲にじむように消えていく。歩あゆ夢むの体も、飛んでいた蟲むしたちも、熱ねつされたバターのように溶け出す。完全に消える直前に、声が聞こえてきた。

「やっぱり、同じだ。僕とあなたは同じなんだ。僕たちは互いの過去と未来。それなのに、あなたは彼を裏切った。僕には、それが許せないんだ。階段を上ってきてよ。たっぷりといじめてから、殺してあげる」

　密室であることを失ったロビーは、現世に戻ってくる。

　蘭不は、閑散としたロビーを見渡し、鬱うつ陶とうしそうに髪をかき上げた。歩夢の力は、予想していた以上でも以下でもなかった。ただ、〝記憶投射〟の能力だけは予想外だった。

　ロビーの中央から延びる、透明な階段に足を掛ける。一段、一段、階段を上りながら、蘭不は自らの心を鋼はがねへと変えていった。
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　宮殿の中心には、長い回廊があった。両端には、一定間かん隔かくで柱が並んでいる。そして、一番奥の玉座には、卓たく也やが座っていた。

　玉座の前に立たち塞ふさがるようにして、黒い霧きりが溜たまっている。いや、黒い霧のような気け配はいを纏まとった男だった。葬そう儀ぎ屋やのように黒ずくめの男は、闇やみを纏い、死を纏い、近づく者の生命力さえ奪うような気配を放っていた。

　男は動かずに、薄うすい笑みを浮かべて、近づいてくる唯ゆい人とたちを見ている。まだ、声が届かないほど距きよ離りがあった。焦る様よう子すはまるでなく、唯人たちはゆっくりと回廊を進んでいく。

「どうやら、〝蟲むし籠かご〟は、もう卓たく也やの体の中に埋め込まれたみたいだな」

　秋あき雨さめが、玉座に座る卓也を見ながらいう。意い識しきがないようで、肘ひじ掛けにもたれるように眠っていた。その胸に、巨大な肉の塊が埋め込まれているのが、遠目にもわかる。〝蟲籠〟が、その中にいる大量の蟲が、卓也の体に取り憑ついていた。

「あのガキ、すげぇ濃こい異界に憑かれてやがる。社長、マジに危ないかもしれないぞ」

「てめぇ、誰だれの心配してるかわかってんのかよ。あたしの背中を地べたにつけた姉あね御ごが、そう簡かん単たんにやられるわけがねぇ」

「でも、社長だって無敵ってわけじゃない。あれだけの数の蟲が憑いた魂たましいに、勝てると思うか」

「あたしたちは、月つき士し那な探偵事務所だ。そいつを疑うんじゃねぇよ」

「そうだな。あの人の怖さは、俺おれたちが一番わかってる」

「それによ、あたしらが、あそこにいる蠍さそり野郎を倒して蟲籠を取り出せば、そんな心配もいらねぇんだろ。残った仕事はシンプルだ。やっと溜まってたものが吐き出せそうだぜ」

　秋雨とノインが、足を止める。後ろからついてきていた唯ゆい人ととレムも、それに倣ならう。

　五メートルほどの距離を開けて、月士那探偵事務所のメンバーと椋むく神がみが向かい合っていた。

　椋神は胸に手を当て、恭うやうやしく頭を下げる。そして、告げる。

「死へ、ようこそ」

　顔を上げる。死人のように白い顔に、不気味な笑えみが浮かんでいる。

「よく、この異界に入り込めたものだな」

「あぁ。意外に、女を垂らし込むのが上手うまい奴やつがいてな。俺も、後で口説きのテクニックを教わろうと思ってるとこだ」

　秋雨が、親指で背後に立っている唯人を指す。理り緒おから受け取った招待状に気づかれていないのは、幸いだった。

「いずれにしろ、止められぬよ。すでに通つう過か儀ぎ式しきは始まっている。夜が明ける頃ころには、魔ま女じよの名は、その命と共に地に堕おちるだろう。そして、ここで死ぬ君たちは、それを目にすることはない」

「お前たちの目的は、なんだ」

　唯人は、震ふるえそうになる声を抑えて叫んだ。怒りが湧わき上がってくるが、それを心の底に溜める。このままの感情を刃やいばに乗せれば、病院の時と同じ結果になる。胸に刻まれた新しい理由が、それを支えてくれた。

　秋雨とノインが、唯人を振り返る。それから、好きに喋しやべれとでもいうように体をずらした。唯人と椋神が向かい合う。

「我われ々われの目的は一つだよ。異界の最深部への扉を開き、世界の真理を目にすること」

「それを見て、どうするつもりだ」

「その質問に答えるには、こう問わなければならないな。死とは、なんだ」

　椋むく神がみは、自らの言葉に酔うように両手を広げて見せる。

「この世界は、死に満ちている。我われ々われが生きるために口にしている食物は、全すべてなんらかの死の形だ。重い罪を犯したものは死によって償つぐなわれる。人間の価値は死によって称たたえられ、死者は崇あがめられ、遺い産さんは死によって受け継がれる。この世界は、死に彩られている。私は、ずっと死という行為に興きよう味みを持ち続けていた。こんなにもすぐ傍そばにありながら、誰だれも答えを知らない。死とは、なんだ」

「異界に落ちることだろ。それ以上に、なにを知りたいんだ」

「本当に、そう思うか。ならば、異界に落ちた魂たましいは、死に続けているのか。先生は、こう考えている。死は唯一のものであるべきだ。命の終わりであり、救いであるべきだ。なぜ、異界はこんなにも歪ゆがんでいる。これほどまでに、死は、汚けがされているのだ」

　椋神の目が、赤く輝かがやきだす。それは、純粋な狂気だった。あたかも、物理学者が自然界の法則を解き明かそうとするように、天文学者が宇宙の果てを見ようとするように。

「その答えが、異界の最深部にはある。人間は、知ることを欲する生き物だ。それはごく自然な欲求だよ。愛するのに理由がないように、知りたいと望むことに理由などない」

「そのためなら、なにをしたっていいのかよ」

「それこそ愚問だ。異界の深しん淵えんを開くためならば、あらゆるものを犠ぎ牲せいにしてもかまわない。エクスシアの掟おきてになど縛しばられていては、世界の真理を目にすることなど永遠に叶かなわぬよ。そのために、先生は『グリムザール』を造ったのだ」

「生きている命を犠牲にしてまで、必要な知ち識しきなんてない。そんなものが世界の真理だっていうなら、俺おれは一生、なにもわからないままでいい」

　唯ゆい人とは、吐き捨てるように答えた。もう十分だった。衝しよう動どうではなく、憎しみでも怒りでもなく、もっと冷静に、刃やいばを突き立てることができる。

　秋あき雨さめが、質問を引ひき継つぐ。

「戦う前に、もう一つだけ聞かせろよ。お前が、プルートーを作ったのか」

「なるほど、貴様も中毒者であったな。あの実じつ験けんを行っているのは、私ではない。残念だが、語るべきことはなにも持ち合わせていない」

「それはよかった。てめぇとは、どうがんばったってダチになれそうにねぇからな」

「もう、いいだろう。仲良くお喋しやべりの時間は終わりだ。秋雨、レムを連れて下がってろ」

　プルートーの話が聞ければどうでもよかったのだろう。秋雨は素直に後ろに下がる。すれ違うように、ノインが前に出る。唯人も横に並び、刀を脇わきに構える。

「てめぇもひっこんでろ」

「なにいってんだ、俺おれだって戦う」

「邪じや魔まだっつってんだよ。こいつはな、一ヶ月前から、あたしの獲え物ものだ」

　ノインの目に凄すごまれ、唯ゆい人とは仕方なく一歩だけ下がる。ノインは、羽は織おっていたジャケットを脱ぎ捨てる。腰に巻かれているホルスター、そこに収められている三丁の銃が露あらわになる。左右のホルスターから銃を抜く。どちらも、黒い実弾銃だった。

　両手に銃を握り、回廊を横に歩く。椋むく神がみの真正面に立つ。

「てめぇのしたことを見りゃ、どんな神だって地獄行きの審判を下すだろうぜ。あたしは親切だからな、神の仕事を一つ肩代わりしてやる」

「一人ひとりで向かってくるか。いいだろう、せいぜい戦いが長引くことを祈るがいい。それが、貴様が現世にいられる残り時間なのだから」

　椋神の外がい套とうの下から、蠍さそりの尻尾しつぽが生えてくる。第二界の魂たましいで造形された、蠍の形をした漂流者だった。

　椋神が、駆け出す。外套が羽のようにはためく。常人離ばなれした速さだった。

　ノインの銃が火を噴ふく。

　蠍の尻尾が撓しなり、銃弾を受け止める。

　次の瞬しゆん間かんには、椋神は、目の前にいた。

　弾はじけるように横に跳ぶ。一瞬前までノインがいた場所を、蠍が貫く。

　着地と同時に引き金を引く。だが、簡かん単たんに弾かれる。立て続けに響ひびく銃声。蠍の尻尾が防ぐ。いや、防がれたのは、全すべてではなかった。

　ノインは、横に跳びながら、左手の銃を入れ替えていた。

　左手に握られていたのは銀色のリヴォルヴァだった。鉛なまりに混じって放たれた黒い弾丸は、同じように、蠍の尻尾に阻はばまれる。それは、僅わずかな時間だけ第四界の穴を開く、強力な呪具だった。着弾の瞬間、異界の穴が開く。

　椋神が、異変を察知して背後に跳ぶ。第四界の穴が開く。第二界とは比べものにならない、おぞましい空気が漏れ出てくる。穴の中から関節のない腕が無数に飛び出し、周囲にあった蠍の尻尾を摑つかむ。そのまま、中に引きずり込んでいく。

　穴が閉じる。体を刺すような空気が、消え去る。

　椋神は、侵食から逃れていた。だが、外套の下から生えていた蠍は、根こそぎ第四界に飲み込まれていた。この好こう機きを、ノインが逃すはずはなかった。

「デッドエンドだ、蠍野郎っ」

　一気に間合いを詰める。拳こぶしが届くほどの近距きよ離りで、銃を突きつける。

　ばさり。椋神が、外套を翻ひるがえす。マントのように広がった外套がノインの視界を覆おおい尽くした。構わず、引き金を引く。漆しつ黒こくの拳けん銃じゆうから、銃弾が吐き出される。

　避けられる距離ではなかった。だが、椋神には当たらなかった。弾が外套の中に飲み込まれたように、手品のように躱かわされていた。

　椋神の気け配はいが、すぐ横に生まれる。

　ノインは素す早ばやく銃を向ける。今度は、眼前だった。絶対に当たるはずだった。

　だが、引き金を引くより早く、手刀がノインの脇わき腹ばらを抉えぐった。

　銃口が逸それ、弾は全く違う方向へ放たれる。

　舌打ち、膝ひざを突きそうな脱力感に耐えながら、背後に跳んで距きよ離りを開く。追つい撃げきはなかった。椋むく神がみはノインを追わず、その場にしゃがみ込んでいた。

　脇腹が裂け、血が滲にじんでいた。手袋のせいもあるだろうが、恐ろしく切れ味の鋭するどい手刀だった。ノインっ、唯ゆい人とが声をあげる、苛いら立だたしげに叫び声が返ってくる。

「掠かすり傷きずだ、騒さわいでんじゃねぇよ」

　椋神は、地面に手をつく。そこから吸い上げたかのように、椋神の外がい套とうの下から、再び蠍さそりが生えてくる。

「何度飲み込まれようと、漂流者はすぐに呼び出せる。私の蠍は不死なのだよ」

「てめぇ、そんな力まで持ってやがるのか」

　ノインの言葉を聞いて、椋神は笑った。理解の遅い子供を嘲あざけるような、陰湿な笑えみだった。それから、右腕を体の正面に、真まっ直すぐに立てる。

　突然、右腕の輪りん郭かくが変形する。黒いスーツを突き破って、蚯蚓みみずのような蟲むしが生えてくる。一匹ではない、右腕だけで五匹の蟲が蠢うごめいていた。腕に埋め込まれた、他ほかの異界使いから〝転写〟によって奪った魂こん蟲ちゆうだった。

「私の体にも、無数の魂蟲を埋め込んでいる。〝造形〟〝操そう作さ〟〝結界〟欲しい力はなんだって手に入れてきた。異界を使うとは、こういうことだよ。君たちのは、ただの玩具おもちや遊びだ。さぁ、そろそろ、自らの死がイメージできたかな」

　唯人は、その醜しゆう悪あくさに思わず顔を顰しかめた。同時にそれは、圧倒的な力の差を突きつけてくる。焦しよう燥そうに駆られるように、蒼あおノの雪ゆき房ふさに手を掛けた。
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　ビルの中腹に位置する広いフロアは、ショッピングモールを縦たてに積つみ重ねたようだった。有名店ばかりが、ずらりと両りよう脇わきに並んでいる。当然だが、そこに店員や客の姿はない。

　蘭らん不ぷは両脇に並ぶ店を眺めながら、ゆったりとした歩ほ調ちようで進んでいく。

　通路の先に、再び、闇やみの子供が姿を現す。黒い水が噴ふん出しゆつしてきたかと思うと、すぐに歩あゆ夢むを形造る。周囲には蟲たちが纏まとわりついている。

「ねぇ、あなたには自分よりも大切な人がいる？　そうじゃない人はね、この世界に、生きてる価値がないんだよ」

　ザッ。歩夢の体にノイズが走り、少女の姿が重なる。少女は、暗い瞳ひとみで蘭不を見つめてくる。それは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。再びノイズが走り、歩夢の姿に戻る。

「下らないね。それが、貴様を支えている信仰かい。愚かしい自らを縛しばる鎖くさりだ」

「ちがうよ、これは世界のしくみなんだ。父とうさんと母かあさんがいなくなって、一人ひとりぼっちになってから、僕がどんな日々を送っていたか想像できる？　皆みんなが僕を怖がって、たくさん酷ひどいことをしたの。なんで僕だけがこんな目に遭うんだろうって、ずっと考えてた。それでね、気づいたんだ。誰だれか大切な人がいないとね、生きてる価値はないんだ」

「ならば、私のルールを教えてやろう。世界とは、この私だ。この世界にある魂たましいも、異界も、森しん羅ら万ばん象しようの全すべてが、私のためにある。従わないのなら、生きている価値はないよ」

　蘭らん不ぷの瞳ひとみが、真しん紅くの輝かがやきを増す。見る者を震ふるえ上がらせる、絶対者の瞳。それは、彼女の言葉が噓うそや誇張ではないことを突きつける。

「どうしてだろうね。あなたの言葉は、どうして、こんなに僕を苛いら立だたせるんだろう。もっと酷いことをしたいけど、すぐに殺したくて仕方がないよ」

　右腕を這はっていた幼虫を摘つまみ上げる。同時に、蟲むしの能力が発動する。

　歩あゆ夢むの足元から、黒い犬が飛び出してくる。いや、それは犬を模して造られた人間だった。口先が異様に突き出た顔、筋きん肉にく繊せん維いが剝むき出だしになった腕、肋ろつ骨こつが浮き上がった体、指先が千切れ地面を蹴けるためだけに変形した手足、それらの部品を繫つなぎ止めるように黒い液体が斑まだらを描くようにこびりついている。歪いびつに捻ねじ曲げられた人間のパーツの寄せ集めだった。

　屍しかばねの犬が向かってくる。一匹だけではなかった、先頭の一匹を追うように、次々と生まれてくる。獣の群れは通路を駆け、一いつ直ちよく線せんに蘭不に迫ってくる。

　蘭不は、水平に鎌かまを持ち上げる。死を告げる執行人のように、獣を迎え撃うつ。

　犬が迫る。蘭不は大きく鎌を振りかぶる。

　ザッ。景色けしきにノイズが走った。

　そこは通路ではなく、コンクリートで囲まれた部へ屋やだった。振り子時ど計けいが揺れている。

　景色が揺らぐ。投射された映像を貫くように、壁かべをすり抜けて屍の犬が飛び込んでくる。蘭不は犬の方をろくに見ようともせず、鎌を振るった。ぱしゃん。胴を切断され、犬は黒い液体へと変わる。

　乱された景色は、すぐに形を取り戻す。コンクリートの部屋の中央には、傷だらけの少女が立っていた。切り傷、打撲、内出血の跡、生々しい傷きず痕あとが全身にある。増えた傷、伸びた背、乱雑に切きり揃そろえられた髪、それらが、彼女がこの部屋で過ごした時間の長さを教えてくれる。

　少女を囲むように、四体の異い形ぎようがいた。体のあちこちが大きく裂け、そこから腕を生やした漂流者だった。首くび輪わをつけられ、それぞれが部屋の四隅に鎖で繫つながれていた。

　漂流者たちは、目の前の少女を欲して暴あばれる。その手はぎりぎり少女に届かない。しかし、繫ぎとめている鎖は徐々に変形し、千切れるのは時間の問題だった。

　カラン、乾いた音が響ひびく。

　少女の目の前に、漆しつ黒こくの鎌かまが転がった。投げてきた先には、椅い子すに座る男がいる。霞かすみがかかったように、顔は見えない。

「その怪物たちを倒せるのは、目の前に転がっている鎌だけだ。手にとってみろ」

　男が言う。少女は動かなかった。なにも聞こえていないようだった。

　少女が蘭らん不ぷを見つめてくる。いや、ただ視し線せんが重なっただけだ。少女の瞳ひとみは虚うつろで、なにも見ていなかった。絶望の色。それすら超えた虚無の色。

　蘭不にはわかる。あの部へ屋やにいた少女は、死に憧あこがれ続けていた。しかし、一いち縷るの光が、それを叶かなえさせてくれなかった。男が言う。光を思い出させる。

「お前が死ねば、次にこの部屋にやってくるのは誰だれか、わかっているだろう」

　その瞬しゆん間かん、少女の瞳に意思が宿る。飛びつくようにして、鎌を拾う。

　漂流者たちを縛しばる鎖くさりが弾はじけ跳ぶ。少女は、獣けもののような叫び声を上げた。

　自らの体重の半分ほどもある鎌を引きずり、少女は部屋の中央に立っていた。周りには、斬り伏せた漂流者の屍し骸がいが転がっている。それは黒い液体へ溶け、蒸発していく。

　椅い子すに座った男が、満足そうに笑えみを浮かべる。

　声が、柱時ど計けいの音と一いつ緒しよに響ひびいてくる。

「この部屋で、生き残れ。それが、お前と妹が一緒にいられるただ一つの方法だ」

　景色けしきを突き破り、二匹の犬が飛び込んでくる。蘭不は微み塵じんの動揺も見せず、右腕を異界と繫つなげる。

　飛び掛かってきた犬の頭を、撫なぜるように触れる。犬は、瞬時に液体へと戻る。反対側から、別の一匹が飛び掛かってくる。右腕を交差させるようにして素す早ばやく向ける。犬の顔面を正面から摑つかむ。ばしゃり。手の中で形を失い、異界へと還かえされる。

「すごいね。でも、それがいつまでできるかな。ここまで来れる？」

　歩あゆ夢むの声が響くと同時、コンクリートの部屋が搔かき消える。

　薄うす暗ぐらい通路の奥。そこには十匹以上の犬の群れが犇ひしめいていた。人間の部分から作り上げられた悪趣味なフィギュア。屍しかばねの犬を従えて、歩夢が裂けるように笑っている。蘭不は退屈そうに告げた。

「いくら群れを成したところで無む駄だだよ。私を止めたければ、もっと深い異界を開くんだね」

　歩夢が手を翳かざす。犬たちが餌えさを貪むさぼるように、我われ先さきにと飛び掛かってくる。

　蘭不は、小さくステップを踏んだ。ダンスでも舞まうように、体を回転させる。その動きに合わせて、漆黒の鎌が煌きらめく。

　ばしゃり。敵を斬るというよりも、獣たちが次々と、自ら刃やいばの中へ飛び込んでくるかのようだった。一分も淀よどむことのない、流れるような剣けん舞ぶ。体を入れ替え、華か麗れいにターンを繰くり返しながら、遠心力に任せて鎌を振る。鎌を振るいながら、獣の群れを狩りながら、ゆっくりとフロアを進んでいく。

　ばしゃり。ばしゃぱしゃり。

　黒い魂たましいが水すい墨ぼく画がのようにばら撒まかれ、すぐに蒸発する。死を撒き散らしながら、魔ま女じよはゆっくりと進んでいく。背後には黒い水みず溜たまりが残される。死神どころではなかった、鎌かまを振るう姿は、さながら冥めい府ふの女王だった。

　音さえも錆さびついているような、柱時ど計けいの音が聞こえてくる。

　頭痛。景色けしきが揺らぐ。追つい憶おくがやってくる。

　ザザッ。ノイズが走る。目の前の景色が狭いコンクリートの部へ屋やになる。蘭らん不ぷの意い識しきは、落ちるように吸い込まれていく。

　はっきりと覚えている。ルココと名づけられたその犬は、どういうわけか、ひどく懐なついてきた。特に可愛かわいがることもしなかったが、隙すきを見ては足元に擦すり寄り、甘えるような声で鳴いた。それは、荒廃した心を、ほんの少しだけ癒いやしてくれた。

「さぁ、殺せ」

　男が言った。顔は、霞かすみがかかっているように見えない。

　部屋には、傷だらけの少女と、その足元に擦り寄る子犬が一匹。

　少女は首を振った。子犬は、初めて連れてこられた部屋に怯おびえているのか、少女の足元から離はなれようとしない。

「できないのならば、お前はもう用無しだ。次の者にやらせるとしよう」

　その言葉が意味することは、余りにも残酷だった。

　少女は絶叫を上げた。足元に擦り寄る子犬を抱きかかえ、その小さな首を摑む。子犬はなにも知らず、顔を舐なめようとしてくる。

「そういえば、妹は、ずいぶんとその犬を可愛がっていたようだな」

　首の骨が折れる音が、響ひびいた。

　動かなくなった犬を抱く少女。男は満足そうに頷うなずいて、告げる。

「逃げたければ、いつでも逃げるがいい。扉は開いている。ただし、覚えておけ。お前がいなくなれば、次にこの部屋に来るのは、お前の妹だ」

　男が去る。暗く冷たい部屋の中、少女は立たち竦すくむ。

　少女の唇が微かすかに動く。声は聞こえない。だが、蘭不には、少女が口にした言葉がはっきりとわかる。悪夢の中で、繰くり返し呟つぶやいていた言葉だった。

　記憶を見せつけられながらも、剣けん舞ぶが淀よどむことはなかった。軽やかに、流れるように、次々と獣けものを駆逐していく。しかし、額ひたいには薄うっすらと汗が滲にじみ、その瞳ひとみは僅わずかに揺れていた。

　ばしゃり。最後の一匹が、液体になって飛び散る。

　遮るものがなくなる。目の前には、歩あゆ夢むの姿だけがあった。歩夢は呆ぼう然ぜんと近づいてくる魔ま女じよを見つめていた。その驚おどろきは、蘭不の強さに向けられたものではなかった。

「なんなの、今の呟きは。あなたは、あの部屋にいたのに、僕と同じはずなのに、なんで、あんな言葉が口にできるの」

　蘭らん不ぷは廊下を蹴けり、一足で飛び掛かる。

　間合いを詰める、と同時、漆しつ黒こくの刃やいばが少年の首を刈り取る。

　鎌かまが触れる直前、歩あゆ夢むの姿が消え失うせた。異界の闇やみも、蟲むしたちも、曇くもったガラスが晴れるように消えていく。漆黒の刃は、なにもない空間を薙ないでいた。

「小僧、はやく契約を果たしな。いつまで餓が鬼きのお守もりをさせるつもりだい」

　魔ま女じよは、漆黒の鎌を握にぎり締しめ、痛みを堪こらえるように呟つぶやいた。
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　立て続けに響ひびく銃声。銃弾は、全すべて蠍さそりの尻尾しつぽに阻まれた。

　簡かん単たんに間合いを詰められる。銃の間合いから、徒と手しゆ空くう拳けんの間合いになる。ノインは体中がバネになったような強烈な蹴けりを放つが、椋むく神がみは上体を反そらすだけで躱かわした。避けながら、カウンターに手刀を繰くり出す。掠かすっただけだが、ノインの腕が裂ける。

「あいつ、大丈夫なのかよ。ジリ貧じゃねぇか」

　背後から、秋あき雨さめが呻うめくのが聞こえる。完全に、ノインが押されていた。

　身体能力だけならば、確かく実じつにノインが勝っていた。だが、椋神を捕らえることはできなかった。マントのような外がい套とうを使い、人間の死角を熟じゆく知ちしているように移動する。多彩な能力が、その戦い方にさらに狡こう猾かつさを与えていた。

　蠍から逃れるように、ノインは再び間合いを開く。背後に跳びながら、銀色のリヴォルヴァを撃うつ。漆黒の銃弾は、ノインの劣勢を一発で帳消しにする威力はあったが、一度に使用できる弾数は限られているはずだった。

　唯ゆい人とは、刀を抜き放った。これ以上、傍観することはできなかった。鈍にび色いろの刀身が、異界の闇に映える。

　二人ふたりの間合いが開いたのを見て取ると、裂れつ帛ぱくの気合いと共に、飛び込む。

　ノインの怒ど声せいが聞こえる。構っていられなかった。椋神が振り向く。目が合うのと、刃が閃ひらめくのは同時だった。右肩から斜め下へ、袈け裟さに振り下ろす。椋神は余裕の笑えみを浮かべたまま体をずらし、斬ざん撃げきを躱した。

　だが、一撃目は、見せるための大振りだった。返す刃で、外套の下から生えていた、やっかいな蠍を斬りつける。蠍の尻尾は、黒い液体に戻って床ゆかに落ちる。

「少しは頭を使うようになったか。魂たましいの曇りは、晴れたようだな」

　椋神が呟く。唯人はいったん背後に跳んで、間合いを開いた。

　体は震ふるえない、思うように動く。思い浮かぶたくさんの人たちの笑え顔がおが、そこにある理由が、心を強く支えてくれていた。どんなに怖くても、怖いことを受け入れて歯を食いしばれる。それが、新しく見つけた力だった。

　刀を構え直す。もっとも慣なれた型、刀を真まっ直すぐ体の中心に保ち、足を前後に開く。正眼に構える。

「だが、平静を得たとしても、その程度の剣技では私の死に届きはしない」

「黙だまれよ。お前だけは、許さない」

　感情に流されることなく、憎悪に飲まれることなく、静かに告げる。

　大きく息を吸って呼吸を整ととのえると、力を爆ばく発はつさせた。

　後ろに下げた左足に体重を掛け、蹴けり出す。

　唯ゆい人との得意技、高速の諸もろ手て突づきだった。鈍にび色いろの切っ先が、椋むく神がみに疾はしる。

　椋神は体を横にずらし、突きを躱かわす。交こう錯さくするように、首を目掛けて手刀を放ってくる。

　唯人は踏み込んだ足を曲げると、そのまま体ごと沈み込ませる。椋神の腰の位置より低く、手刀の下を潜くぐるようにして、刀を振るう。

　椋神は後ろに跳んで避ける。唯人は一いつ瞬しゆんも止まらなかった。流水のように、淀よどむことなく畳み掛ける。追いかけるように跳ちよう躍やく、空中で体を捻ひねり、着地と同時に刃やいばが閃ひらめく。

　それは、型に嵌はまった剣道の動きではなかった。どこか獣けものじみていて、ノインの動きに近かった。だが、そこから放たれる刃は、勘でも閃きでもなく、日々の鍛たん錬れんに裏打ちされたものだった。

　切っ先が、椋神の外がい套とうを切り裂く。

「そのような動きができるか。だが、その程度では、死からは逃れられん」

　ばさり、漆しつ黒こくの外套が広がり、唯人の視界を覆おおう。ノインの戦いを見ていたお陰で、その動きは把握できていた。斬ざん撃げきを止め、背後に跳ぶ。死角に回り込んでいた椋神が見える。

　椋神が繰くり出してきた手刀、それを刃で受け止める。

　次の瞬しゆん間かん、椋神の顔に、歪いびつな笑えみが浮かんだ。

　椋神の手が、唯人の刃を握る。手袋は傷一つつかない。そして、外套の下から、二本の蠍さそりの尻尾が飛び出してくる。

　刀を手放すことを、一瞬、躊躇ためらった。それが命取りだった。

　手放し、後ろに跳ぶ。だが、間合いが足りない。逃れられない。

　漆黒の毒針が迫ってくる。

　銃声が響ひびく。

　椋神は、瞬時に身を翻ひるがえし、背後に跳んだ。

　唯人と椋神の間に、第四界の穴が開く。重苦しい空気が溢あふれ出てくる。蠍の尻尾しつぽを根こそぎ吸い込んで、穴が閉じる。

　椋神の手から離はなれた蒼あおノの雪ゆき房ふさが、冷たい音を立てて床に転がる。

「どきやがれっ、てめぇじゃ無理だ」

　すぐ後ろに、ノインが立っていた。脇わき腹ばらから流れ出る血は、まだ止まっていなかった。唯ゆい人とは刀を拾いながら、振り返りもせずにいう。

「別々に戦ってたんじゃ、駄だ目めだ。あいつの能力は防げない」

「なに、ふざけたこといってやがる。てめぇなんざ、いてもいなくても一いつ緒しよなんだよ」

「今回の事件じゃ、ずいぶん情けない所を見せた。でも、もう一度だけチャンスをくれ。卓たく也やを助けたいんだ。あんただって、あんな奴やつに舐なめられっぱなしじゃ収まらないだろ」

　わざと、焚たきつけるようにいう。ノインはしばらく黙だまった後、挑発するように返してくる。

「てめぇが、あたしについてこれんのか」

「この二ヶ月、俺おれだって、ただあんたに殴られてたわけじゃない」

「あたしはやりたいようにやる、相手のことを考えながら動くなんて面めん倒どうな戦い方は御ご免めんだ。でもな、てめぇがあたしの影かげになるってんならいいぜ。呼吸を合わせな、それならやってやる」

「あぁ、それでいい」

「今、あたしが考えてることが、わかるか？」

　試すような問いかけに、唯人は思わず笑った。それは、とても自分のものとは思えない返答が、頭の中に浮かんできたからだった。

「太くて硬いモノを、あの野郎の口に突っ込んでやる」

「上等ぉ」

　唯人とノインは、初めて横に並んで、敵と向かい合った。

　椋むく神がみが不気味な笑えみを浮かべる。その周囲には、蠍さそりの尻尾しつぽがゆらゆらと蠢うごめいていた。

　唯人は走り易やすいように、切っ先を体の正面から外して下段に構えた。柄つかの金具が勇むように鳴る。ノインはマガジンを入れ替え、両手に持った銃の柄をわざとぶつけた。グリップが唸うなるように鳴る。

　鉄の音ね色いろが、互いに頼もしく響ひびいた。
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　それは、一日の中でほんの僅わずかな時間だった。けれど、なにものにも代えがたく、生きている理由と呼べるものだった。暗くら闇やみの世界を照らす、たった一筋の光だった。

「さぁ、出てこい。食事の時間だ」

　男の声で、その時間は始まる。暗い部へ屋やから出て、広いリビングに連れていかれる。料理が並べられた食卓には、いつも先に妹がきて座っていた。

「お姉ねえちゃん、また……傷が増えてる」

　向かいに座った妹がいう。同じ顔をした少女は、心配そうに覗のぞき込んでくる。

「ねぇ、パパ。お姉ねえちゃんといつもなにしてるの。お姉ちゃんばっかりずるいよ。私にも、教えてよ。なんで、もっとパパやお姉ちゃんと一いつ緒しよにいられないの」

　同じ顔をした少女は、隣となりに座る男を見上げる。男の顔は、霞かすみがかかっているように見えない。けれど、あの部へ屋やでは決して見せることのない穏おだやかな笑え顔がおを浮かべている。

「パパと呼ぶのは、やめろといっているじゃないか。いつかきっと、わかる日がくるよ。だから、それまでは、お姉ちゃんとお父とうさんだけの秘密だ」

「本当？　それはいつ？　いつになったら教えてくれるの？」

「さぁ、いつだろうね。明日あしたかもしれないし、一年後かもしれない。お姉ちゃん次第かな。それまで、待っててくれるね？」

　同じ顔の少女は、うーん、と唸うなってから残念そうに頷うなずく。それから、少女の方を向く。眩まぶしい笑顔を浮かべる。

「お姉ちゃん、傷の手当てしてあげる。ねぇ、いこう」

　傷だらけの少女の手を取る。柔らかい手。優やさしい温ぬくもり。

　その上から被かぶさるように、男の手が伸びてくる。男の手は、少女の手首を強く摑つかんだ。

「それは、また今度にしよう。もう、時間だ」

　えー、同じ顔の少女が声を上げる。少女は、虚うつろな瞳ひとみを男に向ける。それから、何日かぶりに口を開く。言葉は、咽のどになにか詰まっているように低く籠こもっていた。

「……まだ、食べ終わってない。もう少しだけ、いさせて」

　懇こん願がんするように、男を見上げる。男の顔に、さっきまで妹に向けていた笑え顔がおはなかった。井戸の底を覗のぞき込んだような暗い瞳ひとみが、少女を見つめていた。

「もう、時間だ」

　少女は、頷うなずいて席を立つ。壊こわれものを扱うように、そっと、妹の手を離はなす。

　ばしゃり。蘭らん不ぷの振るった刃やいばが、目の前の異い形ぎようを溶かす。

　蘭不がいるのは、結婚式で使われるような広いイベントホールだった。目の前には、〝造形〟の能力で作り上げられた、巨大な蜘蛛くもが蠢うごめいている。蜘蛛と評することができるのは、あくまでシルエットだけだった。それは、何十人もの人間の部品と肉塊で組み上げた醜しゆう悪あくな化物だった。やたらと長い四対の腕、どこの部位かもわからない肉の塊でできた胴体、背中には無数の顔が浮かんで呻うめき声ごえをあげている。

「なんだよ、今の……あなたは、僕と同じはずなのに、なんで、こんなに温かいものがあるのさ。自分より大切な人が、あなたにはいたっていうの」

　歩あゆ夢むはホールの一番奥、ステージの上に立っていた。さっきまでの自信が崩れかけ、瞳が大きく揺れていた。

　蘭不の周囲で、黒い飛沫しぶきが上がる。巨大な蜘蛛が腹を見せ、もがきながら異界へと沈んでいく。精神を磨り減らしているのは蘭不も同じだった。襲おそい掛かる追つい憶おくはどんな戦いよりも苦痛だった。けれど、蘭不はそれを微み塵じんも感じさせず、絶対の自信と共に笑う。

「さぁて、次はどんな芸を見せてくれるんだい。久しぶりの運動だ、退屈させるんじゃぁないよ」

　歩夢は服の下に手をいれ、そこから巨大な羽虫を取り出す。次の瞬しゆん間かん、歩夢の足元から、蔦つたのような黒い触手が飛び出してくる。

「知恵のない餓が鬼きだね。貴様は確たしかに力を得たが、使い方をまるでわかっていない。こんな薄うすい魂たましいでは、足止めにもならないよ」

　蘭不は、右手を唇に触れさせる。それから、襲い掛かってきた蔦の一本を無造作に摑つかむ。腕に呼び寄せた異界が、蔦を根こそぎ侵食していく。

　全すべての蔦が、一斉に弾はじけた。黒い液体になって朽ちていく。歩夢は、甲かん高だかい悲鳴のような声をあげた。

「これなら、これでどうっ。もういいや、死んでよっ」

　歩夢は目の前に、巨大な穴を開ける。そのサイズは、穴というよりも、もはや湖か沼だった。そこから、大量の漂流者が這はい出てくる。人間の体をばらばらに組み上げたような異い形ぎようたち。第二界の漂流者だが、這い出てきたその数は、尋じん常じようではなかった。二百人は収納できるホールを、見る間に埋め尽くす。

「貴様は、私の過去などではない。信じるものを間違えた、愚かで我わが儘ままな、ただの餓鬼だよ。自らの足で立とうともせず、世界のしくみなどという莫ば迦かげた妄想で自分を慰なぐさめた。暗い闇やみから逃れるために、さらに深い闇に縋すがりついただけだ」

「うるさいっ、黙だまれっ、黙れよっ」

　蘭らん不ぷはしゃがみ込むと、床ゆかに手を着いた。そこに、異界の穴を開ける。歩あゆ夢むとは対照的な、マンホールの蓋ふたよりも小さな水みず溜たまりだった。その中で、世界が、降下していく。

　第四界に辿たどり着く。吸うだけで魂たましいが削られるような、おぞましい空気が吹き出してくる。

「餌えさの時間だ、喰くらい尽くしな。肉片一つたりとも、残すんじゃぁないよ」

　異界の闇に告げる。それと同時、穴の中から、大量の黒い塊が駆け出てくる。鼠ねずみだった。第四界の魂で構成された、真っ黒い鼠だった。近寄ってくる小さな鼠に、巨大な漂流者たちは怯おびえる。数など関係ない。造形も大きさも関係ない。下の階層からの侵食には決して逆らえない。それは足し算のように明めい確かくで絶対的な、異界のルールだった。

　鼠たちは、犇ひしめいている漂流者に襲おそい掛かった。瞬しゆん時じに、ホールは地獄のような光景になる。体中を鼠に齧かじられ、人間に似た姿の異形たちは悶もだえながら、黒い液体となって散っていく。

　ザザッ。ノイズが走る。広大なホールが、狭いコンクリートの部へ屋やになる。

　血ち塗まみれだった。周りには、名前も知らない子供の死体が転がっている。死体と同じ数のナイフが転がっている。そして、ただ一人ひとり立っている少女の手には、血に塗れたナイフが握られていた。

「なぜ、自分だけがこんな目に遭わなければならないのだと、そう思うか？」

　男が尋たずねてくる。男の座る椅い子すの周りだけは、全く血が撥はねていなかった。

「妹さえいなければ、お前は自由になれる。妹がいるから、お前はこの部へ屋やから出て行けない。一人ひとりで苦痛を強しいられる。妹は全すべてを与えられ、屋や敷しきの中で楽しく暮らしているというのに。不公平だと思わないか？」

　少女は答えない。虚うつろな視し線せんを向けるだけだ。この部屋で過ごした長い年月は、少女の心を壊こわすのに十分だった。

「妹を……灯とう香かを、恨んでいるか？」

　その質問に、はじめて少女の瞳ひとみが動く。なにも答えなかったが、その瞳には強い意志が戻っていた。男は、それを見て満足そうな笑えみを浮かべる。

「そうだ、それでいい」

　柱時ど計けいの音が遠ざかる。景色けしきにノイズが走り、ホールに戻ってくる。

　蠢うごめいていた漂流者たちは、全員が鼠に咀そ嚼しやくされていた。蘭不は、指揮棒を振るうように指を向ける。ハーメルンの童話のように、鼠の群れを操あやつり、歩夢へと向かわせる。

　歩夢は大きく手を振りかぶった。たったそれだけで、鼠たちの動きが止まる。毒の餌でも食べたように一斉に悶もだえ、腹を見せるようにして倒れる。そのまま、蠟ろう燭そくのように溶けて、異界へと沈んでいく。

「……もういい、もうわかったよ。あなたは僕と同じだけど、同じじゃない。あなたの存在は、僕を否定する。決着を、つけよう」

　腕を水平に持ち上げる。人差し指が、脇わきにあるドアを指していた。

「この先にエレベータがあるんだ。そこで待ってるよ」

　歩あゆ夢むと蟲むしたちの姿が消え失うせる。

　蘭らん不ぷはホールの外に出る。その先は広い廊下だった。廊下の奥、待ち構えていたようにエレベータが到着する。

　ドアが開く。扉の向こうに、葉は山やま町まちの夜景が見えた。

　ガラス張りのエレベータは、暗い異界の中にありながら、現世の光を映していた。蘭不は鎌かまを肩に掛けると、足を踏み入れる。

　静かにドアが閉まる。ボタンを押していないのにエレベータが動き出す。表示を確かく認にんすると、最上階を目指しているようだった。

　奥の壁かべはガラス張りになっており、美しい夜景が見下ろせた。昼間は退屈なオフィス街の景色けしきも、夜になると光の粒をばら撒まいたように綺き麗れいだった。空を突くようなビル群は、幾本もの光の柱が伸びているようで、どこか神聖なものにさえ見える。

　両りよう脇わきの壁は白いパネルで覆おおわれている。そこに、二匹の蛇へびが体を絡ませたようなクラフトグラフが刻まれていた。このエレベータが、ホテル全体を侵食している異界の中心だった。

「招きに応じてやったんだ、出てきたらどうだい」

　蘭不が告げると、エレベータの奥の床ゆかに、黒い液体が染み出してくる。液体に混ざって、指虫が溢あふれてくる。指を二本、根元で縫ぬいつけたような不気味な虫だった。黒い液体が盛り上がり、子供の姿を形作る。

「そろそろ、終わりにしたいんだけどいいかな」

　歩夢は裂けるように笑う。その笑えみは、慣なれたエレベータに場所を移したためか、余裕を取り戻していた。

「この狭い箱は、戦うには少し窮きゆう屈くつだね」

「武器はもういらないよ。もっと、純粋な力比べで決着をつけよう」

　歩夢がいうと同時に、上昇が止まる。エレベータが最上階に着いたことを示していた。

　異界の闇やみを通して見える夜景は、さっきよりも高度を増していた。一際高いクレセントモールからは、空を目指すように伸びたビル群を、さらに見下ろすことができた。光とコンクリートに覆われ、大地も空さえも支配したように発展を遂げた街。

　その街に、変化が起きる。クレセントモールを中心として、大規模な停電でも起きたように光が消えていく。暗闇が、街に巨大な円を描くように広がっていく。

　なにが起きているのかは、すぐにわかった。エレベータが異界に迷い込んだのだ。停電が地平まで届き、眼下に広がる景色けしきは深い闇に変わっていた。夜空が、煙が立ち込めたような灰色に染まる。建物が、上空からペンキを撒まかれたような黒い液体に覆おおわれる。記き憶おくを残している場所もあるのだろう、ビルや道路から、ぽつり、ぽつりと残っている明かりが見える。わずかな光を残しながら黒い液体に構成された街、第二界だった。

　歩あゆ夢むは落ちた街を見渡し、大好きなテレビ番組が始まる前のように、楽しそうに笑う。

「今から、このエレベータはゆっくりと下りていくんだ。それに合わせて、どんどん深い異界に落ちていくんだ。地上に着いたときにね、最後まで立ってた方が勝ちだよ」

　蘭らん不ぷは口の端を吊つり上げるように笑い、鎌かまを手放す。漆しつ黒こくの刃やいばが、床ゆかに突き刺さる。

「なかなか、面おも白しろい趣しゆ向こうだね。いいだろう、のってやろうじゃぁないか」

　エレベータが動き出す。ゆっくりと下降する。それと同時に、歩夢の足元から闇やみが噴ふん出しゆつしてくる。黒い液体はバケツをひっくり返したように勢いよく床に広がっていく。液体から逃れるように、指虫がいっせいに隅の方へと動き出す。しかし、逃げ場所はすぐになくなる。奇妙な生き物は、さらに深い闇に触れ、次々と飲み込まれていく。

　第三界がエレベータを覆おおいつくす。

　空気が重くなる。湿り気を帯び、体に纏まとわりついてくる。それは、泥を体に塗りたくられたような不快感だった。息をするのが苦しい、沼の底で悶もだえているようにすら感じる。〝ダイブ〟の能力を持つ蘭らん不ぷにとっても、肉体を伴って異界に触れるのは全く異なる感覚だった。結界によって侵食を防いでも、魂たましいだけでは感じることのない不快感がある。
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「まだ、こんなの余裕だよね。こんなところで死んだら、つまんないよ」

　見下ろす街からは、完全に光が失われていた。灰色の空と、漆しつ黒こくの地上、それはもはや、街と呼べるものではなかった。高い場所と低い場所、広い場所と狭い場所、それだけをシルエットのように残した、黒い輪りん郭かくだった。

　エレベータがさらに落ちていく。デジタル表示のパネルが、一つずつカウントダウンを刻む。

　第四界。視界がさらに暗くなる。魂たましいに刻まれていた記き憶おくが薄うすれ、黒い純粋な液体へと変わっていく。肌に触れる空気は、無数の蛇へびに巻きつかれているような、ぬめりとした不快感を伴っていた。

　窓から見える異界の景色けしき。灰色だった空が、完全に闇やみに覆おおわれていた。夜空ではない、その先には、空も宇宙も存在しない。奥行きも濃のう淡たんもなく、どこまでも闇があるだけだ。全すべてを飲み込み、全てを拒絶するような虚無だった。押しつぶすような漆黒の幕の下で、溶けかけの蠟ろう燭そくのように形を崩した街が見える。

「私も暇じゃぁないんだ。少し、手を貸してやろう」

　蘭らん不ぷは屈かがむと、地面に手を置いた。さらに、自らの力で異界の穴を開く。

「そんなに強がらなくたっていいよ。そろそろ、苦しくなってきたんじゃないかな。彼に聞いたことがあるんだ。あなたの体を守る〝結界〟は、第七界まで防ぐことができるって。そうやって、いつまで笑っていられるのか、楽しみだね」

　その声は、異界の空気と混じり合い、纏まとわりつくように響ひびいた。
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　右足を踏み出す。左足を踏み出す。

　唯ゆい人とは影かげのように、ノインの動きに合わせた。同じ動作で動く。必死で頭を切り替える。ノインならどう考えるか、どう動くか。それは、自らの心を獣けものにするかのような行為だった。徐々に呼吸がわかってくる。次にどう動くのか感じ取れる。この二ヶ月、殴られ続けたお陰だった。痛みは、どんな訓練よりも体に刻まれていた。

「二人ふたりで来ようと同じだ。力の差ははっきりしただろう。私には勝てぬよ」

　椋むく神がみの体から溢あふれ出る、黒い霧きりが濃こさを増す。見えない霧が辺りを覆っていく。

　鉄の音がする、横でノインが両手の銃を重ねていた。視し線せんを掠かすらせるように唯人を見る。赤い瞳ひとみが挑発的に揺れる。

「さぁ、チークタイムは終しまいだ。派は手でにカマしてやんぜ」

　全く同じタイミングだった。ノインが右に、唯人が左に、示し合わせたように駆け出す。

　そして、同じタイミングで、椋神に襲おそい掛かった。左から唯人の斬ざん撃げき。蠍さそりの尻尾しつぽが弾はじける。右からノインの蹴けり。椋神は体を反そらして避ける。避ける場所がわかっていたように、唯人の剣が振り下ろされる。刃やいばは手刀で受け止められる。だが、反はん撃げきの隙すきはなかった。銃弾が椋むく神がみの体を狙ねらい撃うつ。

　椋神は堪たまらず、後ろに下がった。ただでは退かなかった。死角から回り込むようにして蠍さそりを伸ばし、ノインの背後を狙う。

　ばしゃり。いつの間にかフォローに回っていた唯ゆい人とが、蠍を斬り落とした。

「なんだ……あいつら、やりゃぁできるじゃねぇか」

　秋あき雨さめが、回廊の先で呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　椋神は目の前で起きたやり取りが信じられないように、呆ぼう然ぜんとしていた。すぐに表情を崩し、不気味な笑えみを浮かべる。

「今のは、少し驚おどろいたぞ。だがな、希望とは絶望の種だ。やはり勝つのは私だよ。耳を澄すませ、死の呼び声が聞こえるであろう」

　外がい套とうを突き破り、無数の蠍の尻尾しつぽが飛び出してくる。全部で九本、その姿は、もはや人ではなかった。醜しゆう悪あくな、深海の生物のようだった。

　少し前なら、慄おののいていたかもしれない。だが、唯ゆい人とは平然としていた。

　今度は、視し線せんを合わせることもなかった。合図の言葉も必要ない。唯人とノインは、同時に駆け出す。

　全く同じタイミングで、二人ふたりの技が椋神に襲おそい掛かる。

　劈つんざく銃声。鈍にび色いろの刃やいばが閃ひらめく。蠍の尻尾は、瞬またたく間に数が減っていく。

　唯人は、奇妙な一体感を覚えていた。予あらかじめ決められたダンスを踊っているように、互いに次の動きがわかる。右から蠍の尻尾が迫ってくるが、防ぐ必要がないのがわかった。すぐ傍そばに着弾した黒い銃弾が、まとめて蠍を飲み込む。足元を狙ねらって刃を薙なぐ。椋神は追い立てられるように、右に跳んで避ける。ノインの銃口は先回りしてその場所を向いていた。銃声が鳴る。銃弾は、黒ずくめの肩を掠かすめた。

　椋神は再び後ろに逃れる。肩から流れ出る血。そこで初めて、自分が追い詰められていることを悟った。個々で戦った時には余力さえ感じていたというのに、完全に圧倒されていた。

　桁けた外はずれのミックスアップに戦せん慄りつを覚える。だが、それは逆に、どちらか一方を倒せば瓦解する力でもあるということだった。

　二人が、また同じタイミングで駆け出す。唯人が右、ノインが左。椋神は、自らも唯人に向かって駆け出した。同時に攻め込まれる前に、片方を潰つぶす。それで、全すべてが終わる。

　唯人と椋神の間合いが迫る。

　唯人は駆け抜けざまに、刀を真横に振りかぶる。

　椋神は頰ほおを引きつらせるように笑った。外套の下に、五本の蠍を隠して呼び寄せていた。最大限まで近づいてから、一斉に吐き出させる。どれほどの達人でも、これだけの数を裁くことは不可能なはずだった。

　唯ゆい人とが眼前に迫る。椋むく神がみの外がい套とうの下から、一斉に蠍さそりの尻尾しつぽが飛び出す。

　刹せつ那な、唯人の体がぶれた。斬り込んでこなかった。踏み込む足を斜めにずらし、横を通り過ぎる。

　尻尾は、標的を失い動きを止める。そして、

　椋神は、戦慄した。

　唯人の背後に、ぴたりと重なるようにして、ノインが走り込んでいた。

　蠍を飛び越えて、ジャングルブーツの底が迫る。

　骨が軋きしむような音が響ひびき、椋神が吹き飛ぶ。

　玉座へと続く階段に、背中を打ちつける。椋神はすぐに上体を起こし、二人ふたりを見た。口の中がズタズタに裂けていた。折れた歯と、血の塊を大量に吐き出す。だが、痛みなど感じていないようだった。

「なんだ……今のは。なぜあんな動きができる。魂たましいさえも繫つながったというのか」

　見開いた目で、愕がく然ぜんと呻うめいた。立ち上がろうとするが、体がいうことを利かないらしく、すぐに膝ひざをつく。何度も蹴けられてきた唯ゆい人とには、その感覚がよくわかった。刀を握にぎり締しめ、椋神に近づく。

「どうやら、死に呼ばれていたのはお前の方だったみたいだな」

「こんなことが……私は、死への扉を開く者だ。真理を目にする前に、敗北など、有り得ない」

　椋神は両手を地面についた。そこに、異界の穴を開く。地面についた手から、黒い液体が溢あふれ出してくる。第二界が、侵食してきていた。

「レム、結界だっ」

　ノインが叫ぶ。素す早ばやく反応し、レムは黒猫のお面を持ち上げる。そして、ルービックキューブを組み立て始める。

　手首に括くくりつけられていたレムの髪の毛が、強く締まる。〝結界〟の能力が発動する。

「蟲むしよ、全すべてを喰くらい尽くせ」

　椋神の叫びと同時に、異界の闇やみの中から巨大な尻尾が溢れ出てきた。数えるのも馬ば鹿からしいほど大量の蠍の尻尾が、視界を覆おおうほどに広がり迫ってくる。それはもはや、虫というよりも、ある種の海洋植物のようだった。

　肌に絡みつくような空気が、全身を包む。異界だった。これが、異界の空気だった。唯人の頭の中に、追つい憶おくがやってくる。

　青白い光、肌を刺すような冷気、冷れい蔵ぞう庫この中の光景。弄もてあそばれた死体が問いかける。これが異界だ。貴様になにができる。異界に沈む兄の顔。唯人、強くなれ。灯とう香かの体から吸い上げられる黒い液体。壁かべに描かれた無数の口。これが異界。椋神が笑う。狂気に染まった人間の顔。貴様になにができる。

　理り緒おから受け取ったノスタルジーが、体の中から湧わき上がってくる。

　異界は怖い場所なんかじゃない。哀かなしくて、寂さびしい場所だ。目の前に広がっていく魂たましいの成れの果てを見て、思った。皆みんな、嘆なげいているのだ。

　ノインの声が響ひびきわたる。

「唯ゆい人と、ビビんじゃねぇっ、そのまま突っ込め」

　唯人は、駆け出した。

　目の前に異界が迫ってくる。蠍さそりの群れが迫ってくる。

　止まらなかった。

　視界を、闇やみが覆おおい尽くす。

　銃声が響ひびく。立て続けに、三発。

　次の瞬しゆん間かん、闇が消きえ失うせた。

　唯人の頭上と両端、三方向に第四界の穴が開いていた。ノインによって開けられた穴に、蟲むしたちが吸い込まれていく。

　視界が開ける。愕がく然ぜんと顔を上げ、しゃがみ込んでいる椋むく神がみが見える。

　床ゆかに広がる闇に、足を踏み入れる。不快感が全身を覆う。レムのお陰で侵食はない。

　椋神は這はうようにして、慌てて体を動かす。

　唯人が、気合をあげる。

　白はく刃じんが煌きらめく。

「があああああああああああああああぁぁっ！」

　絶叫が響き渡った。椋神の右腕が、宙を舞まった。斬り落とされた腕から、中に埋め込まれていた魂こん蟲ちゆうが這い出てくる。それはすぐに黒い液体となり、床に撒まき散らされた。

　椋神は切断された右肩を押さえながら、床の上でもがいていた。周囲には血と混ざり合った黒い液体が広がっている。

「私が、こんなことがっ、私は深しん淵えんを、死を、この手にっ」

　もはや、戦う力は残されていなかった。止とどめをノインに任せ、唯人は玉座へと駆け上がる。

　玉座には、卓たく也やが眠っていた。胸に埋め込まれている〝蟲むし籠かご〟、それに、そっと蒼あおノの雪ゆき房ふさの切っ先を触れさせる。

　蟲籠が、溶ける。中から、大量の魂蟲が這い出てくる。地を這うもの、羽を持ち飛び出してくるもの、いずれの蟲たちもすぐに黒い液体となって溶けていった。それは、囚とらわれていた魂が解き放たれたことを意味していた。

　卓也の様よう子すを確かく認にんする。外傷はなく、静かな寝息を立てていた。レムを振り返り、大きく頷うなずいてみせる。

　その手前では、ノインが椋神に銃を突きつけていた。

「異界の底がみたけりゃ、見せてやるよ。粉々の魂になって、最下層まで落ちていきな」

「まだ、終わりではない。忘れたか、この異界は、我われ々われが偽りの記き憶おくから再現した空間だ。壊こわすことも思いのままだ。君たちの〝結界〟は、どれほどの時間が残っている」

　椋むく神がみがいった瞬しゆん間かん、回廊の中の景色けしきが一変した。両りよう脇わきの壁かべにびっしりとクラフトグラフが浮かび上がる。おそらくこれが、擬ぎ似じ的てきな異界を構成していたのだろう。

「私は死なぬ。死を理解するためには、死ぬわけにはいかぬのだ」

「てめぇ、なにするつもりだっ」

　結けつ露ろで窓ガラスが濡ぬれるように、クラフトグラフが黒い雫しずくとなって溶け始める。

　椋神は笑い出した。地の底を這はうような、耳みみ障ざわりな笑い声だった。

「この空間を放棄する。異界よ、全すべてを飲み込め」

　床ゆかから、壁から、天てん井じようから、クラフトグラフの崩ほう壊かいと同時に黒いタールのような液体が染み出してくる。第一界が、さらに下の階層に侵食されていた。天井から指虫が降ってくる。第二界が、油田でも掘り当てたような勢いで広がっていく。

「どうなってるんだっ、このままじゃ、異界に飲み込まれるぞ」

　唯ゆい人とは卓たく也やを背負って、玉座から駆け下りる。

　耳障りな笑い声が大きくなる。椋神の体が床に広がった闇やみに沈んでいた。侵食を受けているというよりも、自ら落ちているようだった。

　ノインは娘を振り返る。手の中のルービックキューブは、二つの面が揃そろっていた。

「逃にげ惑まどえ、どこにも出口などありはしない」

　不気味な叫びを残して、椋神の体は異界の闇に消えていった。
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　ひたり、ひたり、濡ぬれた手が全身をくまなく触れているような感覚だった。無数の見えない手が体に群がり、仲間に引き込もうとしているようだった。もし今、明かりを照らされれば、体が血塗りの手形で埋め尽くされているだろう。そんな歪ゆがんだ想像が浮かぶ。

　第五界の夜景は、もはや街の原型を留とどめていなかった。街全体が黒い溶岩に飲み込まれたようだった。黒い液体に塗り固められた街は、それ自体が一つの生き物のように蠢うごめいている。

　黒い液体に覆おおわれた壁、その奥に見えるエレベータのデジタル表示は十二階にまで下がっていた。歩あゆ夢むは裂けるように笑いながら、さらに下の世界を呼び寄せる。

　第六界の闇が染み出してくる。空気は鉛なまりのように重く、呼吸をすることが剃刀かみそりの刃を飲み込むような拷ごう問もんだった。不快感は、皮ひ膚ふで感じていたものから、体の内側へと移る。体の内側で蟲むしが蠢いているような嫌けん悪おが襲おそってくる。鼓膜にびっしりと蛭ひるが張りついているような、胃いの中で蛆うじが湧わいているような、血管の中を百足むかでが動いているような、腸ちようの隙すき間まを蛞蝓なめくじが這っているような、それらが体の内側から湧き出してくるような嫌悪感。体を裂き、内ない臓ぞうを搔かき毟むしりたい衝しよう動どうに駆られる。

　けれど、蘭らん不ぷはその感覚を、慣なれたものであるかのように平然と受け止めていた。

「まだ余裕そうだね。でも、もうすぐ第七界だよ。思い出すんじゃないかな。あなたが、自分の体を失ったときをさ」

　歩あゆ夢むの声と同時に、柱時ど計けいの音が響ひびく。

　蘭不の瞳ひとみが、一いつ瞬しゆんだけ揺れる。それは今から五年前、もっとも忌いままわしい悪夢の終わりの記き憶おくだった。

　ザザッ。コンクリートの部へ屋や。柱時計の振り子が、一定のリズムで揺れていた。

　勢いよく開かれたドア、そこに、傷だらけの少女が立っていた。

　傷だらけの少女は、入口に立ち竦すくみ、部へ屋やの中を呆ぼう然ぜんと見ていた。

　長い間、その部屋は少女にとっての世界だった。それは、彼女だけが知る世界であるはずだった。

　少女が呆然と見つめる先、部屋の中央には、同じ顔をした少女が立っていた。コンクリートの部屋はいつにも増して冷たく、空気はじっとりと湿っていた。床ゆかには、今まではなかった複雑な模様が、びっしりと描き込まれている。

　部屋の中央に立っていた少女が、ゆっくりと振り返る。その瞳ひとみは、いつもの優やさしい光を宿していなかった。そこにあったのは、怯おびえと、深い哀かなしみだった。

「と、うか」

　傷だらけの少女は、妹の名前を呼んだ。壊こわれかけた心が、軋きしむ。

　彼女は、少女にとっての光だった。たったひとつの希望だった。この部屋には、なにがあっても入ってはいけないはずだった。

「お姉ねえちゃん……ねぇ、ここ、なに。この部屋、なに？」

　返ってきたのは、いつもとはまるで違う、か細い声だった。

「お姉ちゃん、ここで、なにしてたの。なんで、こんなに気持ち悪いの」

「とうか、見るな」

「ねぇ、お姉ちゃん、私の体、どうなっちゃったの」

　妹が両手をほんの少し持ち上げてみせる。洋服の袖そで口ぐちから、黒い液体が、湧わき水のように溢あふれ出ていた。それを見た瞬しゆん間かん、少女は妹に駆け寄った。妹が、叫ぶ。

「来ちゃだめぇっっ」

　なにが起きたのか、少女にはわからなかった。

　妹の体から溢れて出た液体から、無数の腕が生えてくる。漆しつ黒こくに塗りつぶされた、関節も皺しわもなにもない、影かげのような黒い手。それが、少女にいっせいに襲おそい掛かった。

　少女は悲鳴を上げた。悲鳴を上げることなど、とっくに忘れていると思っていた。

　腕は、少女の足首に絡みつくと、物もの凄すごい力で引っ張り始める。少女の体は、妹の足元に広がる闇やみへと引きずり込まれていく。足が、闇の中に落ちる。感覚が消える。全身が、禍まが々まがしい感触に包まれる。

「お姉ねえちゃんっ、捕まって。私の手に捕まって」

　差し出された小さな手。いつも、絶望の淵ふちで、少女を救ってくれた手。

　すでに、下半身が沈んでいた。

　手を伸ばす。妹の手を、摑つかむ。

　柔らかい手。優やさしい温ぬくもり。

　さっきまで感じていたおぞましい感覚が消える。体が、重力から解き放たれたように、ふっと軽くなる。

　光に、包まれる。穏おだやかな温かい日ひ射ざしが、意い識しきの全すべてを埋め尽くす。覚えているのは、そこまでだった。

　どれらいの時間が経たったかわからない。少女は、激げき痛つうで目を覚ました。

「いっ、うあぇ」

　右肩と、左太ふと腿ももに、刺すような痛みが走った。体を起こし、痛みの元凶を見る。右肩と左太腿に、隠し文字を炙あぶり出すように、文様が浮かび上がっていた。激痛に悶もだえる時間は、ほんのわずかだった。痛みが引くと、右肩には天使の翼つばさが、左太腿には悪あく魔まの翼が刻まれていた。

　少し遅れて、奇妙なことに気づく。全身に刻まれていたはずの傷が、きれいに消えていた。傷一つない肌は、妹の体のように白く美しかった。そしてもう一つ、決定的に変わっているものがある。髪の毛が、鮮あざやかな緋ひ色いろに染まっていた。

　少女は、自らの身に起きたことを、瞬またたく間に理解した。手に入れた知識と力が、妹への想おもいが、壊こわれかけた心を再生させる。

　金属の軋きしむ音が響ひびく。ドアが開き、冷たいコンクリートの部へ屋やに明かりが射し込む。

　男が立っていた。顔は、霞かすみがかかっているように見えない。けれど、覚えている。その顔は、声は、歓喜に震ふるえていた。

「成功したのだな。ついに、私の望んだ、究極の異界使いが生まれたのだ。さぁ、見せてくれ。私を異界の最深部へ連れて行ってくれ」

　少女は立ち上がり、男を振り返った。男は真しん紅くに染まった少女の瞳ひとみを見て、満足そうに頷うなずく。が、次の瞬しゆん間かん、その表情は凍りついた。

「なんだとっ。どういうつもりだ……貴様っ」

　それは、男が初めてみせた動揺だった。これまで与えられてきた日々を思えば余りにも軽いが、初めて果たした復ふく讐しゆうだった。動揺する男の顔を見て、少女は微かすかな歓よろこびを覚える。

「なぜ、二つの魂たましいがある。なぜだっ。あの瞬間、灯とう香かが貴様の魂を受け入れた瞬間、貴様ならできていたはずだっ。灯香の魂を侵食し、肉体を乗っ取ることができたはずだっ」

　少女は、考えを悟らせない虚うつろな瞳で、じっと男を見上げていた。

「肉体を失った魂と、魂を失った肉体……二つが合わさることで、究極の力を手にした異界使いが生まれるはずだった。そのために、妹に全すべてを与え、貴様には絶望を与えた、憎しみが生まれるように育てたというのにっ」

　自らが、長い年月を費やした実じつ験けんが失敗した。その事実を受け入れることができず、男は喚わめき散らす。

「なぜだっ。妹を、憎んでいないのかっ、なぜ魂たましいを残したのだっ」

　その言葉が、きっかけだった。少女の紅あかい瞳に、失われていた意思が戻ってくる。

　無表情だった顔に、笑えみが浮かぶ。口の端を吊つり上げる。見る者の心を搔かき乱す、狂乱の笑み。少女の変へん貌ぼうに、男の声は押さえつけられる。

「憎むはずがないだろう。あの子は私の全てだ。私は、灯とう香かを、愛していたんだからね」

「貴様、ずっと、私を謀たばかっていたのか。私に従う振りをしていたのかっ」

　紅あかい瞳ひとみが男を睨にらみつける。遅れて、男は気づいた。実じつ験けんの失敗ばかりに気を取られていたが、それでも、失敗作だとしても、彼女は圧倒的な力を手にしているのだ。

「私が、いつ貴様に従った。私はただ、灯香を守っていただけさ。さぁ、これで私をこの部へ屋やに縛しばりつけるものはなくなったわけだね。貴様には、ずいぶんと借りがあった」

　男は気づいた。自らが、怪物を生み出してしまったことに。

「命の代わりに……そうだね。あの鎌かまと、貴様の事務所を貰もらうとしよう。事務所の壁かべに刻まれた結界は、灯香の体を守るためのものなのだろう」

「……なんということだ。半分で、肉体を失っただけで、これほどの力を得たというのか。成功すれば、貴様は、神にもなれたというのに」

　鳩の血染めピジヨンブラツドのように紅い瞳が、男を貫く。全すべてを平伏させる、絶対者の瞳だった。

「それ以上、ふざけたことをいうんじゃぁないよ。私はね、今ここで貴様を殺したくてしかたがないんだ。それでも貴様を生かしておくのは……灯香のためだよ。灯香が、まだ父親の存在に、一いち抹まつの幻想を持っているからだ。いいかい、よく聞きな。二度と、私たちの前に現れるんじゃぁないよ。もし私たちの前に現れれば、その時は、貴様を殺す」

　男の顔から、動揺が消える。代わりに浮かんだのは、笑えみだった。やがてそれは声を張り上げた哄こう笑しようへと化ばける。コンクリートに反はん響きようし、男の笑い声が響ひびく。

　男の顔は霞かすみがかかっていて見えない。だが、その瞬しゆん間かんの、瞳の輝かがやきだけははっきりと見えた。男の瞳が赤く染まる。煉れん獄ごくの炎が宿っているような、紅ぐ蓮れんの輝き。

「小娘が、この私を、この神楽かぐら坂ざか康こう安あんを脅すかっ」

　二人ふたりの間に、鋭えい利りな刃物に似た、触れるだけだ肌が裂けるような緊きん張ちようが走る。だが、それはすぐに消える。男は、悪あく魔まを統すべるような気迫を消し、笑みを浮かべた。

「いいだろう、望むものをくれてやる。貴様がどのように生きるか、見ていてやろうではないか。だがな、予言しておこう。貴様はやがて、真理を求めるようになる。そして、気づくだろう。今の貴様の力だけでは、異界の底に辿たどり着くことができないとな。いつか自分の欲望に抗あらがい切れなくなる。愛するものを犠ぎ牲せいにしても力を求めるようになる。それが、私たちに流れる血だ。呪われた異界使いの血だよ。やがてお前は、私を求める。自らの足で、私のところに戻ってくる」

　その声は、呪いのように響ひびき、蘭らん不ぷに絡みついた。

「待っているぞ、愛しき娘よ」

　ザザザザザザッ。電波が急きゆう激げきに悪くなったように、景色けしきが歪ゆがむ。同時に、大量のノイズが全てを埋め尽くす。

　エレベータの中に戻っていた。額ひたいに汗が浮かんでいる。追つい憶おくが、さらに蘭不の精神に負荷を与えていた。だが、それよりも

「なんだよ……なんだよ、それっ」

　歩あゆ夢むが、悲痛な声で叫ぶ。

「僕には彼しかいなかった。暗い闇やみの中で、ずっと一人ひとりだったんだ。そこから出るには、彼について行くしかなかったんだ。彼を信じて、彼に必要としてもらうしかなかったんだ。でも、あなたには妹がいた。それだけの違いじゃないかっ」

　歩夢にとって、それは希望であり絶望だった。神楽かぐら坂ざかは闇から救い出してくれた神であり、悪あく魔まだった。孤独よりも、さらに深い闇を選んだ。縋すがることが、信じることが、自分を保つ唯一の方法だった。それゆえに、同じ境遇にあったはずの蘭不の過去は、手を差し伸べた灯とう香かの存在は、受け入れられないものだった。

「ずるいよ、卑ひ怯きようだよ、不公平だっ、なんであなただけ、なんであんな温かいものがあるのさっ、僕にはなにもなかった。僕には、他ほかに誰だれもいなかったのにっ」

「ふざけるんじゃぁないよ。貴様は、逃げ出そうと思えばできたはずだ。そうしなかったのは、貴様が臆おく病びようだからだ。愚かな妄想に囚とらわれ、挙句の果てに、あのような男に縋りつくとはね」

　歩夢は、思い出したように周囲を探る。そして、呻うめく。

「なんで……なんでまだ平気なんだよ、あなたの結界は七界までしか防げないはずじゃ」

　すでに、エレベータの異界は第八界まで到達していた。そこに溢あふれていたのは、もはや不快や嫌けん悪おなどではなかった。自分の肉体を感じない、魂たましいだけの存在になったような喪失だった。深海でただ一人、押し寄せる圧力に耐えているような孤独だった。誰もいない。辺りは全てを飲み込むような絶無の闇。そこに何千年も一人で佇たたずんでいる、そんな孤独と喪失に溢れていた。

　だが、蘭不はその圧力を、押し寄せる孤独と喪失を、心地ここちよさそうに感じていた。慣なれ親しんだものとして享きよう受じゆしているようだった。

「私の結界が第七界までしか防げないなんていうのは、いったい何時いつの話だい。私はね、異界に潜もぐり、下層に痕こん跡せきを残すたびに力を増しているのさ。この程度で、侵食など受けるものかい」

　窓の外に広がるのは、無だった。空も街もない、記き憶おくを初期化された純粋な魂たましいが映し出す、深い闇やみだった。それは、見ているだけで魂が引きずり込まれていくような引力を持っていた。その景色けしきが教えてくれる。本当の地獄とは、繰くり返される拷ごう問もんでも、休みなく続く労働でもない。なにもない闇に放り込まれることだ。絶対零れい度どの孤独と喪失が、突けば砕けてしまいそうなほど体を凍いてつかせる。

　歩あゆ夢むは、肉体を失ってから初めて、恐怖を感じていた。そして、もう一つ、決定的なことに気づく。

「なんで……なんでだよ。なんであなたより、僕の方が先に溶けてるんだよ」

　歩夢は、自分の手を見た。熱ねつされた蠟ろう人形のように溶け出していた。それだけではない、体の上で蠢うごめいていた魂こん蟲ちゆうが、周囲を飛び回っていた魂蟲が、一匹、また一匹と地面に落ちて、悶もだえながら沈んでいく。

「どうやら、貴様に力を与えていた〝蟲むし籠かご〟が失われたようだね。ずいぶんと時間がかかったが、私の奴ど隷れいたちも与えてやった仕事くらいはこなせるらしい」

「そんな……そんなのってないよっ。だって、僕は大切な人がいるんだよ、世界に受け入れられてるんだよ。負けるはずないよ……あなたの方が、大切にしてたっていうのっ。ずるいよっ、僕だって、僕だって本当はっ、あなたみたいにっ」

　叫びながらも、歩夢の体は溶け、形が崩れていく。第八界の空気に肉体を削そぎ取られ、魂たましいを吸われていく。

「喚わめくがいい、どうせなにも変わりはしないのだからね。人が生まれてくるのに理由なんかない。誣しいていうならば、それを見つけるために生まれてくるんだよ。それを放棄し、駄だ犬けんのように尻尾しつぽを振ることしか覚えなかった貴様こそ、そんなものはないんだ」

　エレベータは落下を続ける。異界の深い闇やみが、歩夢の足を飲み込む。

「だがね、あの男に関かかわってしまったことには、同情してやってもいい。せめて、なんの未練も残さないように、深い異界の底に沈めてやろうじゃぁないか」

「嫌いやだ……嫌だよっ、見捨てないでっ、僕を見捨てないで。僕は、ただ、必要として欲しかっただけなのに。愛して欲しかっただけなのにっ。こんなに、こんなにがんばったのにっ、ねぇ、おかしいよっ、誰だれか、助けてよっ」

　泣きそうに顔を歪ゆがめる。だが、人であることを失った体からは、涙が零こぼれることはなかった。歩夢は、最後に、掠かすれるような声で呟つぶやいた。

「いやだ、いや……助けて、お父とうさん、お母かあさん」

　それは、遠い日に失った言葉だった。闇の中でずっと囁ささやいていた言葉だった。彼が信じた世界のしくみ、それは、自分がかつて愛されていたことを、誰よりも大切な人がいたことを、忘れないための誓いだった。ずっと昔に失った宝物、それを探すために生まれた、歪んだ妄想だった。

　歩あゆ夢むの呟つぶやきは、異界の闇やみに吸い込まれて、泡のように消える。

「死ぬ間ま際ぎわになって、ようやく思い出したのかい。つくづく、救われない餓が鬼きだね」

　蘭らん不ぷは、右手に意い識しきを集中させる。さらに下層の異界を引き寄せた。
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　回廊は、瞬またたく間に漆しつ黒こくに塗りつぶされた。

　黒い壁かべ、黒い床ゆか、どろりとした液体があちこちから溢あふれ出てくる。

　唯ゆい人とは、卓たく也やを抱えたまま駆ける。足を踏み出すたび、体の上を爬は虫ちゆう類るいが這はうような不快感が襲おそってくる。侵食されないのは、まだレムの〝結界〟が生きているからだ。秋あき雨さめがレムを抱え上げようとしたところで、ノインの怒ど声せいが響ひびく。

「どけっ、てめぇが触れると、レムの集中力が鈍にぶる」

　ノインが、レムを抱え上げる。レムは荷物のように小こ脇わきに抱えられながらも、集中を乱すことなくルービックキューブを続けていた。秋雨が不満そうに呻うめく。

「どういう意味だ、そりゃぁ」

「んなことより、さっさと現世に戻る方法を見つけやがれ。侵食の中心になってるのがなにか、見えんだろ」

「ねぇよ」

　即答する。ノインと唯人は、走りながら秋雨を振り返った。

「俺おれたちは、第一界に迷い込んでいたんだ。あいつらがでっちあげてた、偽物の記き憶おくから再現されていた世界だ。データソースが失われ、この第一界はバランスを保てなくなった。それで、第二界に侵食を受けてる。わかるか？」

「わかんねぇよ、だからなんだってんだ」

　三人は、回廊の端に辿たどり着く。そこから、パークの全景が見渡せた。目の前に広がる光景に、思わず立ち竦すくむ。

　パークの半分以上が、すでに黒い液体に飲まれていた。それは、地図の上にコーヒーを零こぼしたような景色けしきだった。エリアのあちこちが黒く染まっている。黴かびの繁はん殖しよくを高速再生で見ているように、黒い液体はじわじわと領域を広げていく。

　冷静に、残酷に、秋雨の言葉の続きが響ひびく。

「残っている第一界のどっかに、現世への穴が開いてることを願ねがうしかない。可能性は、低いだろうけどな」

　現世が、侵食を受けているわけではなかった。唯人たちが、異界に迷い込んだのだ。死者の強いノスタルジーが上層への侵食を引き起こす。しかし、現世と第一界への穴は開いていても、第二界から現世へ穴が開くことはない。階層を飛び越えた侵食が起きないのが、異界のルールだ。つまり、こうしている間にも第一界は第二界に侵食され、秋あき雨さめのいう可能性は減っている。

　唯ゆい人とは、唐突に違和感を覚えた。

　音が消えていく。急にヴォリュームを絞ったように周囲の音が遠ざかる。秋雨やノインの声も聞こえなくなる。

　辺あたりは、絶望的な光景を嘲あざ笑わらうように静まり返っていた。真空の中にでも放り込まれたような静寂がやってくる。

　それは、耳みみ慣なれた静寂だった。静寂に溶け込むようにして、声が聞こえる。

「……に、きて」

　静寂と、その中に溶け込むように聞こえた声は、一人ひとりの少女を思い出させた。

　死者の強いノスタルジーが、侵食を引き起こす。

　気づいた瞬しゆん間かん、唯人は声をあげていた。

「カイさん、こっちです」

　大声で叫びながら、宮殿の階段を駆け下りる。

　また声が聞こえる。調律の行き届いたピアノのように心地ここちよい声だった。

　唯人は、声が聞こえてくる方向に向かって駆けた。迷いはなかった。

　耳を澄すます。

　呼んでいるのが聞こえる。

　その声に、必死で涙を堪こらえた。

「聞こえる、聞こえるよ」

「なにいってやがる、なにも聞こえねぇぞ。おかしくなったのか」

　背後で秋雨が叫ぶが、構わず走り続ける。声は、次第に、はっきりと聞こえるようになる。

「こっちに、きて」

　目の前が開ける。そこは、ミュージカルが開催されている野外ステージだった。観客席はすでに第二界の闇やみに飲まれていた。ステージの中央に、わずかだが情報を留とどめている空間がある。

　闇の中で、スポットライトでも当てられているように現世の景色けしきが残っていた。

「あそこだ、はやくしないと、第二界に飲み込まれるっ」

　唯人は、ステージを目掛けて走った。

「ちょっと、待てって、そんなに牛馬みたいに、走れるかよっ」

「ぐだぐだいってねぇで、走りやがれ。レムの結界も、もうもたねぇぞっ」

　ノインに尻しりを蹴けられながら、秋雨も必死でついてくる。

　ステージに手を伸ばす。唯人の指先が触れた瞬間、地面から白い花びらが舞まい上がった。漆しつ黒こくに覆おおわれていた景色が、鏡に映っていた景色を砕いたように剝はがれ落ち、上空へと舞い上がっていく。

　花びらが全すべてを多い尽くす。

　視界が真っ白に染まった。世界がリセットされたように色彩を失う。

　夜風が、顔を撫なぜて通り過ぎていく。それは、体に纏まとわりついていた不快感を、優やさしく拭ぬぐってくれた。

　気がつくと、ステージの上に立っていた。

　さっきまで黒い液体に覆おおわれていた、野外ステージだった。

　現世に戻ってきていた。辺りは暗く、外灯の一つすら点ついていない。照らすのは遠くのネオンと月明かりだけだった。山奥にキャンプにでもきているように静かだった。すでにパレードは終わり、閉園時間も過ぎたらしく他ほかに人の姿はない。

　唯ゆい人とは周りを見回して、全員が無事なのを確かく認にんする。それから、目の前の少女に笑いかけた。

「聞こえたよ……君が、俺おれたちを呼んでくれていたの」

　目の前には、理り緒おが立っていた。祈るように両手を組んで、唯人の背中にいる弟を見つめていた。唯人は、背中から卓たく也やを下ろす。

「唯人くん、ありがとう」

　理緒は、そっと卓也の顔に触れる。左目の能力を使って、秋あき雨さめが教えてくれる。

「どうやら、社長の方もカタがついたみたいだな。その子に取り憑ついていた歩あゆ夢むの魂たましいが消えてる。もうなにも心配いらねぇよ」

「皆さんも、ありがとうございます……本当に、よかった」

　理緒は、卓也の頰ほおを撫なで、髪の毛に触れ、手を握った。その動作の一つ一つが、深い愛を感じさせた。

「唯人くん、前にさ、ロミオとジュリエットの話、したよね。悲ひ劇げきが、彼らを世界で一番有名な恋人にしたって」

　しっかりと弟の手を握ったまま、理緒は、唯人を見上げる。

　唯人は無言で頷うなずく。二人ふたりきりの道場で過ごした昼休み。短い間だったけれど、掛け替えのない時間だった。

「でもね、私、子供の時から、ずっと思ってた。ロミオがちゃんと手紙を受け取っていれば、どれほどよかっただろうって。有名にならなくたって、駄だ作さくだっていわれたっていい、生きてて欲しかった。生きて、幸せになって欲しかった」

　唯人は、なにも答えられなかった。口を開けば、嗚お咽えつしか出てこないことがわかっていた。涙が、頰を伝っていく。

「なんだか、唯人くん、ずっと泣いてばっかりだね」

「君が泣かないから……代わりに、泣いてるんだよ」

「できれば、もっと早く、君に会いたかった。生きてる間に会って、もっといろんな話をしたかった。そうすれば、なにかが、変わっていたかもしれないのに。こんな形じゃなくて、もっと、ちゃんと、言いたいことがいえたのにな」

　理り緒おは、そっと微笑ほほえんだ。出会った日に見せたのと同じ、優やさしい笑え顔がおだった。

「唯ゆい人とくん、君が見つけた理由を大事にして。好きなものを好きといえるのは、生きている人の特権なんだから。悩んでる暇は、ないよ」

　唯人は、思わず彼女の瞳ひとみを見つめ返す。そして、想おもいを受け止めるように頷うなずいた。

　理緒の腕の中で、卓たく也やが身じろぎする。それから、ゆっくりと目を開ける。卓也は、目の前にいる姉の姿を目に留めて、歓声をあげた。

「あれ……うそ、ゆめ、じゃないよね」

　卓也の手が力なく伸びて、理緒の手に触れる。

「お姉ねえちゃんなの、ほんとうだったんだ、よかった、またお姉ちゃんと会えた」

　その顔に人ひと懐なつっこい笑え顔がおが広がる。目じりにみるみる涙が溜たまっていく。理緒は卓也の耳元に顔を寄せ、そっと囁ささやいた。

「これは、夢よ。三ヶ月の間、あなたは、ずっと夢を見ていたの」

「夢なんかじゃないよ。だって、ほら、お姉ちゃんでしょ」

　卓也は手を伸ばして、肩に触れようとした。けれど、そこにはなにもなかった。左腕が、付け根からなくなっていた。魂たましいを上層に留とどめていたものが消えて、彼女の体は異界に侵食され始めていた。

　理緒は、残った右腕で、強く卓也を抱きしめる。

「卓也……しっかりと生きて。たくさん笑って。やりたいことをして。お父とうさんとお母かあさんをよろしくね。それから、それから……私のことは、もう、忘れていいから」

「そんなの、嫌いやだっ、そんなの嫌だよっ」

　卓也も、姉の体に手を回す。どこにも連れていかせないと、引き止めるように。けれど、ルールは残酷に二人ふたりを引ひき離はなす。

「さようなら、卓也。幸せに、なって」

　理緒は、最後に笑った。愛する者の幸せを願ねがって、笑って、消えていった。

　卓也の腕の中には、もう誰だれもいなかった。理緒に抱きついていた形だけが残っていた。

「忘れないよ。忘れるわけ……ないじゃないか」

　卓也の目から、涙が溢あふれてくる。

　レムが無表情のまま歩み寄り、その手を取った。卓也はなにも言わず、レムにしがみつくようにして咽むせび泣いた。

　唯人は、溢れる涙も拭ぬぐわずに目を閉じた。

　夜の静寂が、彼女と過ごした時間を呼び起こすように、胸に響ひびいた。
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　可愛かわいらしい女の子の部へ屋やだった。レースのカーテン、縫ぬいぐるみ、床ゆかに散らばった絵本。

「こうやって、二人ふたりで話せるの、久しぶりだね。お姉ねえちゃん」

　少女が笑っていた。傷だらけの少女の腕に包帯を巻きながら、楽しそうに話を続ける。

　それは、記き憶おくの中に踏み込まれ、無理やり見せられている映像ではなかった。暗い海底で輝く宝石のように、地獄のような過去の中にあった眩い光だった。蘭らん不ぷは久しぶりに、遠い日の記憶を思い出していた。

「ねぇ、この前ね、パパの新しい事務所を見に行ったんだ。ずっと遠い町にあるんだけど、とっても綺き麗れいな所なの。パパは、私のための部屋だっていってくれたんだけど、どういう意味なのかな」

「と、うか…………るよ」

「なに、お姉ちゃん。もうちょっと大きな声で話してくれないと、聞こえないよ」

　少女は、よく聞き取ろうと、傷だらけの少女に体を寄せる。

　傷だらけの少女は、いきなり妹に抱きついた。妹が、慌てた様よう子すで叫ぶ。

「ちょっと、包帯まけないよぉ。お姉ちゃ」

　言葉は、途中で途と切ぎれた。

　傷だらけの少女が、唇を重ね、塞ふさいでいた。姉妹の時間が止まる。

　唇を離はなすと同時、妹は、顔を真まっ赤かにして叫んだ。

「こんなの、へ、変だよっ」

「嫌い、か」

「そういうわけじゃ、ないけど、なんだか、恥ずかしいよ」

　傷だらけの少女は、耳元でそっと囁ささやいた。それは暗く冷たい部屋の中で、いつも呟つぶやいていた言葉だった。

　お前がいるから、私は生きていける。お前は、私が守るよ。

　思い出が溶けていく。視界が、雪のように、白く包まれていく。







　電子音が鳴り、エレベータが一階に到着したことを告げる。

　ブーツが床を叩たたく、硬い音が響ひびき渡る。蘭不は外に歩み出る。クレセントモールは現世に戻っていた。広いロビーに人の気け配はいはなく、閑散としていた。

　控えめな拍手が聞こえる。蘭不が視し線せんを向けると、壁かべに背中を預けるようにして京きよう子こが立っていた。

「さすが〝反はん翼よくの魔ま女じよ〟様ですわ。あの怪物のような子供を倒してしまうとは」

　蘭らん不ぷは歩みを止めず、京きよう子この前を通り過ぎる。すれ違い様に尋たずねた。

「貴様、この私を試したんじゃぁないだろうね」

「とんでもございませんわ。この事件を解決できたのは、蘭不様、あなただけですわ。〝深しん淵えんの魔術師〟神楽かぐら坂ざか康こう安あんの娘である、あなただけ」

　その言葉に、蘭不が立ち止まる。ゆっくりと左手を持ち上げた。京子には、そう見えた。

　気がつくと、蘭不の左手は、京子の首を摑つかんでいた。なにが起きたのか理解が追いつかず、京子の顔に驚きよう愕がくが浮かぶ。

「あまり調ちよう子しに乗るんじゃぁないよ。なにを企んでいるのかはしらないがね、安い挑発で命を落とすのもつまらないだろう」

　手には、それほど力が込められていなかった。だが、京子は強烈な息苦しさを覚えた。

　空気を奪っているのは、目の前の、紅あかい瞳ひとみだった。蘭不の瞳が紅を増し、圧倒的な格差を突きつけるように、睨にらみつけていた。

　京子は自らの心を支配する恐怖に、震ふるえる体に、今にも気を失いそうな息苦しさに、歓喜した。息苦しさを堪こらえながら告げる。

「蘭不様、あの者たちは、あなたを超えることを通つう過か儀ぎ式しきと呼んでいましたわ。ですが、私にはむしろ逆であるように思えますの」

　蘭不は手を離はなす。途と端たんに京きよう子こはバランスを崩し、壁かべに手をついた。その顔は、息苦しさとは関係なく、微かすかに朱しゆに染まっていた。

「なにが、いいたいんだい」

「神楽坂によって試されていたのは、あの子供ではなくあなたの方だった。現在のあなたの力を知るための、そして、これからあの男が行おうとしている計画の、通過儀式であったように思えてなりませんの」

「だからなんだというんだい。あの男が再び私の前に現れれば、その時は、殺すだけだ」

　京子はその言葉に、意中の相手から愛を告白されたような、うっとりとした笑えみを浮かべる。

「それを聞いて、安心しましたわ。これは私にとっても通過儀式だったのですわ。これから始まる、変革のための」

　笑みを消し、背筋を伸ばす。それは、エクスシアの未来を担う者としての表情だった。

「今回の事件で、大勢の人が命を落としました。神楽坂を、『グリムザール』という組そ織しきを、これ以上放っておくわけにはいきませんわ」

「この私に、力を貸せというのかい。生あい憎にくだがね、私はエクスシアの権力闘とう争そうにも、あの男の悪あく趣しゆ味みな研究にも興きよう味みなどないんだよ」

「逆ですわ。私たちが、あなたに力をお貸しいたします。残念ながら、私たちだけでは、とてもあの男に叶かないませんの。ですから、もし、あなたが彼らと戦うのならば、私を存分に利用してくださいませ」

「いっただろう、私の前にさえ現れなければ、あの男がなにをしていようと興きよう味みはない」

「おそらく、神楽かぐら坂ざかは近いうちに次の手を打ってきます。その魔ま手しゆが、あなたの大切な人に及ばないとも言い切れませんわ」

　蘭らん不ぷは射い貫ぬくように睨にらみつける。全すべてを飲み込む紅あかい瞳ひとみは、京子の周りから酸素を奪い取った。息苦しさに、京きよう子こは再び頰ほおを染める。胸を押さえ、腰を僅わずかに震ふるえさせる。

「あぁ、やはりあなたは素す晴ばらし過ぎますわ。これは、私個人の意志でもありますの。才能への奉仕こそが、私の悦よろこび。我わが朱しゆ法ほう院いん家けが代々受うけ継ついできた血脈ですわ」

　それを聞いて、蘭不は物事の底を見たように、突き放すようにいった。

「貴様がなにを企んでいようと構わない。ただ、私の道を塞ふさがないように気をつけるんだね。貴様らの戯たわむれが、私の歩みを少しでも妨げれば、その時は容赦はないよ」

　大理石の床ゆかを踏み鳴らし、去っていく。遠ざかっていく背中に向けて、京子は恭うやうやしく頭をさげながら、囁ささやくようにいった。

「蘭不様。どれほど忌まわしい過去であろうと、それはあなたの魂たましいの一部なのです。逃れることはできませんわ」

　その言葉は誰だれの耳にも止まらず、ただ、空気に溶けていった。
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　放ほう課か後ごの校舎は、窓から射さし込む夕日でオレンジ色に染まっていた。空間も、時間さえも黄昏たそがれに満ちていて、世界が物思いにふけっているようだった。

　唯ゆい人とはどこか吹っ切れない気持ちを抱えたまま、人ひと気けのない廊下を歩いていた。

　理り緒おがいなくなってからも、昼休みになると剣道場に向かった。もう誰だれも来ないのはわかっていたけれど、そこにある彼女の面おも影かげに、もう少しだけ触れていたかった。

　事件から、二日が過ぎていた。クレセントモールが侵食された事件は、地下の有毒ガスの漏ろう洩えいによる事故にすり換かわっていた。マスコミは、連日、この悲惨な大事故を報道している。その中で、遺い族ぞくたちは涙ながらに有毒ガスで爛ただれた原形を留とどめていない死体と対面したことを語っていた。唯人は、改めてエクスシアという組そ織しきの大きさを思い知らされた。

　ふと、廊下の先に見知った姿を見つける。美み倉くらが窓から教室の中を覗のぞいていた。

　近づいて声を掛けると、美倉は振り向いて、口の前に人差し指を立てる。

　そこは、演えん劇げき部ぶの部室だった。よく利用していた廊下だが、並んでいる部へ屋やを気にしたことはなかった。こんな場所にあったのか、と初めて知る。

　美倉は、無言で部室の中を指差す。促されるままに覗き込む。

　思わず、鞄かばんを落としそうになった。

　オレンジ色に染まった教室。全身を映す鏡かがみに向かって、理緒が立っていた。

　いや、理緒ではなかった。同じクラスの、紺こん野の優ゆう子こだった。

　テスト週間なので、部活動は休みのはずだった。誰もいない教室で、たった一人ひとり、まだまだ先の文化祭に向けて練習をしていた。

「綺き麗れいでしょ、ユッコ。ここんとこ毎日なの」

「あぁ、本当に、綺麗だな」

「でも、ユッコはだめだよ。彼氏いるからネ」

　美倉が、聞いてもいないのに教えてくれる。

　ジュリエットの役をもらった理緒も、ずっとこんな風に練習していたのだろう。その姿が重なるように、目の前に浮かんでくる。鏡の前に立った彼女が、一いち途ずに、同じ台詞せりふや動作を繰くり返しているのが見える。

「ちょっ……どうしたの？」

　美倉にいわれて気づいた。一筋の涙が、頰ほおを伝っていた。

　なんでもない。そう呟つぶやきながら涙を拭ぬぐう。唯人はやっと、理緒が、もういないことを理解した。しばらく、あの静かな時間を胸に刻むように、オレンジ色の教室を見つめ続けた。




　　　　＊




　公園の傍そばに、ワインレッドのバイクが止まっていた。シートにもたれるようにして、ノインが煙草タバコを吸っている。背後を振り返り、笑えみを浮かべた。

　狭い公園だった。砂場と申もうし訳わけ程度の遊具があるだけで、ほとんど人の姿はない。公園の一番端にあるブランコに、二人ふたりの子供が並んで座っているだけだった。

「昨日きのうね、僕の家に、長い髪のお人形みたいに綺き麗れいな女の人が来たんだ」

　卓たく也やは退院したばかりだった。幸いにも事件による後こう遺い症しようはなにも残っておらず、顔色はレムと初めて会った時よりもよくなっていた。

「それでね、僕、しばらく異界使いのお勉強をすることになったの。だから、明日あしたから、遠いところにいっちゃうんだ」

「そうか、よかったな」

「うん。でも、レムちゃんと会えなくなるのは悲しいな。せっかく病気が治ったのに。いっぱい、時間が使えるようになったのに」

　卓也のブランコが、軋きしむような音を立てる。

「ねぇ、一昨日おとといの夜さ、レムちゃん、僕に会いにきてくれた？」

　レムは無表情のまま、首を横に振る。

「そうか……やっぱり、夢だったのかな。お姉ねえちゃんに会えた気がしたんだけどな。その夢の中にさ、レムちゃんもいたんだ」

「どんな夢だ」

「とても優やさしくて、懐なつかしくって、哀かなしかった。お姉ちゃんはね、僕に幸せになってっていったの。きっと、僕があんなことしようとしてたから、心配させちゃったのかな。それでね、考えたんだ。どうすれば、お姉ちゃんがいちばん安心してくれるのか」

　卓也は笑う。それは噓うそでも誤ご魔ま化かしでもなく、心の底から浮かんできたような笑みだった。

「たくさん楽しいことをして、いいことをして、お父さんやお母かあさんを大事にして、あの時、お姉ちゃんがいってくれたことを全部しようと思うんだ。そのほうが、泣いているより、ずっと喜んでくれるよね」

「そう、だな」

　それから、卓也は体ごとレムを振り向く。勇気を振り絞るように、大きく息を吸い込む。

「レムちゃん、あのさ、僕たち友達だよね。離はなれたって、友達だよね。だから、ずっと病室に来てくれてたんだよね」

「調ちよう査さをしていた、だけだ」

　レムの感情のない声が、冷たく響ひびく。

　途と端たんに、卓也の顔から笑みが消える。行方ゆくえ不明になったペットを探しているような、悲しそうな顔になる。

「じゃぁ、もう会えないの。もう会ってくれないの」

　短い沈ちん黙もくがあった。またブランコが軋む。

「高ければ高いほど、小さくなるもの、なんだ」

　レムは、唐とう突とつに告げた。卓たく也やはわけがわからないようで、不安そうな瞳ひとみのまま聞いてくる。

「えっと、それって、なぞなぞ？」

　しばらく無言の時間が過ぎる。レムは、考える時間を与えたつもりだった。そして、抑揚のない声で付け足す。

「次に会ったら、答えを教えてやる」

　卓也の顔に、くしゃりと皺しわが寄る。泣き笑いのような表情を浮かべていた。

「レムちゃん、ありがとうっ」

「なぜ礼をいう」

「そうだね。僕たち、友達なんだから、お礼をいっちゃだめだよね」

「勝手に、しろ」

　卓也は嬉うれしそうに笑いながら、地面から爪つま先さきを離はなした。ブランコがゆっくりと揺れはじめる。

「ねぇ、レムちゃん、お家うちの住所教えてよ。僕、手紙書くからさっ」

　レムはポーチを開き、中から名刺を一枚取り出す。そこには、レムの名前と月つき士し那な探偵事務所の住所が書いてあった。

「う、わ。すごいね。レムちゃんは、やっぱりすごいや。絶対に、手紙書くからっ」

「ママが待ってる、もういく」

　そういうと、レムはブランコから飛び降りた。もういっちゃうの、卓也はそういいたそうな視し線せんを向けてくる。だが、その言葉を押し殺して、口にしたのは別れの言葉だった。

「レムちゃん、元気でね。離れてたって、僕たちは一いつ緒しよだよっ」

　レムは肩越しに振り返る。黒猫のお面が、卓也を見つめる。

「達者で、暮らせ」

　レムの飛び降りたブランコが、軋きしんだ音を立てる。子供たちの遥はるか頭上を、雲の尾を引きながら、飛ひ行こう機きが横切っていった。
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　月士那探偵事務所は、嵐が過ぎ去った後のように穏おだやかな空気に包まれていた。いつもの騒そう々ぞうしい二人ふたりがいないからだろう。レムがソファに座って書きものをしており、奥の机では蘭らん不ぷがやたら分厚い本を読んでいる。どちらも、入ってきた唯人に視線を向けず、自分の作業に没頭していた。唯人は、灯とう香かがいないことに、軽い落胆を覚えた。

　事件の後、事務所を訪れるのは初めてだった。本当はすぐにでも来たかったのだが、秋あき雨さめにしばらく休めといわれていた。今日きようになって、事件の報ほう酬しゆうを渡すと呼び出されたのだ。電話口で秋雨が提示したのは、いつもよりほんの少しだけ上乗せされたバイト代だった。

　唯ゆい人とは、ソファに座っているレムに近づく。

「お前、なにやってんだ」

「見てわかれ、ハゲ」

　答えながらも、手を止めずになにかを書いている。後ろから、レムの手元を覗のぞき込む。テーブルの上に広げられているのは大人おとなびた便びん箋せん、小さな手が握っているのは筆ペンだった。

「習字の練習、か」

「手紙だ、ハゲ」

　レムは振り向き、そして、便箋の端をつまんで広げる。

　便箋に描かれていたのは、真っ黒い鳥だった。ややバランスが悪いが、子供が書いたにしては上出来だった。羽がうまい具合に掠かすれて、水すい墨ぼく画がのようになっている。

「どうだ、灯とう香かのウサギより、可愛かわいいか」

「まぁ……味はある、かな。でも、なんでカラスなんだ」

「ヤンバルクイナだ」

　あ、そ。唯人はどうでもよさそうに、希少な野鳥の名前を聞き流す。

「もっと、普通のレターセットはなかったのか。せめて色鉛筆にするとかさ」

「黙だまれ、ハゲ」

　そういうと、レムは二枚目の製作に取り掛かる。今度は、猫の絵だった。一いつ生しよう懸けん命めいに絵を描いているレムを見て、唯人は、半ば独り言のように呟つぶやいた。

「よかったな、友達ができてさ」

　しばらく間をおいてから、手も止めず、顔も上げずに

「ん」

　と返事がやってきた。唯人は、思わず笑えみを浮かべる。

　パタン、背後で、分厚い本が閉じられる音がする。音に釣られるように振り向くと、蘭らん不ぷと目が合った。それだけで、嫌いやな予感が背中を伝う。

「小僧、ちょっと来な」

　教師に呼び出しをくらったような気分で歩み寄る。蘭不は、鋭するどい目で唯人を睨にらんでいた。

「なんだよ、そんなに怖い顔して」

「随分と異界を恐れていたようだが、答えは出たのかい」

　蘭不は、遺ゆい言ごんでも聞くように唯人を見つめる。脅されるよりも、蔑さげすむよりも、その目は冷たかった。

「あんたが言った通りだった。俺おれは、いろんなもののせいにして、逃げてた。異界は人間の悪意や狂気を増殖させる場所のように思えて、とても怖かったんだ。でも、もう大丈夫だ。異界は怖い場所なんかじゃないってことをさ、教えてもらったからな」

「異界はね、この世界の鏡かがみだよ。死者たちの哀愁と望郷の想おもいに溢あふれた、哀かなしい場所だ。異界使いが悪意や狂気に取り憑つかれているように見えるのなら、歪ゆがんでいるのは生きている人間の方さ」

「そうなのかも、しれないな」

　蘭らん不ぷは本を横に置くと、ゆっくりと立ち上がる。いつもと違い、力を誇示するような真似まねはしなかった。ただ、真まっ直すぐに見つめてくる。

「今回は、貴様たちにも助けられた。どうやら、認めなければならないようだね」

「どうだろうな。最初の契約じゃ一人ひとりで解決してみせるなんていってたし、俺おれだけじゃなにもできなかったと思うし……助けたとかじゃなくて、皆みんなで解決したんだと思うよ」

　それは、謙けん遜そんでも遠えん慮りよでもなく、本当の気持ちだった。けれど、蘭不に認める、といわれるのは、悪くなかった。

「ただ、一つだけいいか。もう、灯とう香かの寂さびしさを紛まぎらわすための玩具おもちやだなんて、いうなよ」

「はじめから、そんなつもりはないよ。あの時、そういったのは貴様が私を失望させるような顔をしていたからだよ。貴様をこの事務所に誘った理由はね、可能性があると思ったからだ」

「……なんだよ、それ。俺になにをさせたかったんだ」

「いっているだろう、聞く前に、自分で考えるんだ。私は、愚かな質問をされるのが一番、頭にくる」

　考えるが、わからなかった。託された刀にどんな意味があるのか、気づくことすらできなかった。

「今回は、莫ば迦かどもの相手が過ぎた。さすがに少し疲れているようだね。灯香も貴様と話したがってるようだ、少し休むとするよ」

　前髪を払うように手を振ると、奥の自室へと戻っていく。その背に向けて、唯ゆい人とは追いかけるように声を投げた。

「誓う、もう一度、誓うよ。もう感情に流されたりしない。俺は、灯香が笑ってくれるためだけに、刀を振るう」

　背を向けたままだが、蘭不が笑うのがわかった。唇の端を吊つり上げるような笑えみが、唯人の頭の中に浮かんでくる。

「私を、失望させるんじゃぁないよ」

　勢いよく、ドアが閉まった。

　蘭不の後ろ姿は、いつもの迫力を欠いているように見えた。今回の事件で、なにかあったのかもしれない。

　すぐに、奥の部へ屋やから、小さな叫び声が聞こえる。その声は、間違いなく灯香のものだった。唯人は、聞こえてきた声に体を震ふるわせる。

　灯香と顔を合わせるのは、あの夜以来だった。まだカフェでのことを謝あやまることもできていなかった。唯人は、理り緒おが消える前にいってくれた言葉を思い出す。勇気を出さなければ、悩んでいる時間はないのだ。

　奥の扉が開く。私服に着替えた灯とう香かが出てくる。膝ひざまであるチェックのスカートに、水みず色いろのパーカーだった。

「ごめんなさい、叫んじゃって。驚おどろかせちゃいました？　もう、お姉ねえちゃんってば。服を着替えてから代わってっていつもいってるのに」

　灯香が、近づいてくる。天然石のように黒い瞳ひとみは、少し伏し目がちだった。彼女も、どこか気まずさを感じているようだった。

「今回の事件では、お姉ちゃんに……すいぶん、言われちゃったみたいですね」

　言葉を選ぶようにして、灯香がいってくる。

「……蘭らん不ぷに、聞いたのか」

「はいです。でも、私も、思うのです。正しくなくたっていいのです。自己満足って素す敵てきな言葉だと思います。みんな、そういうものを持っているのです。唯ゆい人とは、ちょっと頑がん張ばり過ぎだったんですよ。開き直って生きるのです。ほら、周りには、たくさんお手本がいるじゃないですか」

　灯香の言葉は、全く気負いがなく、自然と心の中に沁しみてきた。

「そうだよな……俺おれ、焦ってたんだよ。自分が、異界犯罪を犯すような連中や、兄貴みたいになっていくような気がして。力を、正しく使わなきゃいけないって。そんなもの、なにも望んじゃいないくせに」

　それから、短い沈ちん黙もくがあった。唯人は謝あやまろうとするが、なかなか切り出すことができなかった。先に灯香が、待ちきれなくなったように口を開く。

「……あの夜のこと、聞かないのですか」

　灯香の顔から笑えみが消える。少し俯うつむいて、搾しぼり出すように聞いてきた。唯人も同じように俯き、やっと言葉を吐き出す。

「そんなことよりさ、俺、君に謝りたいことがあるんだ」

　え。灯香は呟つぶやいて、驚いたように顔をあげる。

「私の部へ屋やを、見たんですよね……そんなこと、ですか？」

「うん。この前、一いつ緒しよに食事したときのことを謝りたいんだ。俺さ、一人ひとりで舞まい上がって、君の気持ちも考えないで、勝手なこといって……その、ごめん」

　灯香は、笑った。全すべての苦悩を溶かすような、天使のような笑みだった。

「唯人、そんなこと、気にしてたんですか」

　今度は唯人の方が、意外な反応に戸と惑まどって顔を上げる。

「そんなことって、いうなよ。俺、君のことを傷つけたんじゃないかって思って、色々考えたんだから」

「それは、私も同じでなのです」

　少し見上げるようにして、唯ゆい人とを見つめる。黒い大きな瞳ひとみは、柔らかく、優やさしく、唯人の首を締しめつける。

「あの時は、私もいじわるでした」

　両手を後ろに回し、肩を小さくすぼめる。

「怖かったのです。かなでさんに、その……唯人が、私のことを……その、好きだって言われて。そんなわけないってわかってても、それがホントかウソかよりも、ただ、そういう話の中に自分がいることが、怖かったのです」

　灯とう香かは、真まっ直すぐにその言葉を呟つぶやいた。唯人の予想を、突き抜けた言葉だった。

「どうすればいいのかわからなくて、だから、あんな話をしちゃいました」

　蘭らん不ぷにいわれたのを思い出す。灯香のことをなにもわかっていない。彼女の痛みも、苦しみも理解していない。きっとそれには、彼女の能力のことを言ったのだろうが、唯人にはそれだけではない気がした。能力も、過去も、心も、まるでわかってなかったのだ。

　それから、灯香はもう一度、さっきと同じことを聞いてくる。唯人は、彼女が自分とは別のところで思い悩んでいたことを知った。

「……唯人、キミは、なんともないんですか。私の部へ屋やを、見たのに」

「あれを見たからって、なにも変わらないよ。そりゃ驚おどろいたし、いろいろ聞きたいけど、それは、君が話したいと思った時でいいよ。でも、これだけは覚えておいて。俺はあれくらいで、君を嫌いになったりなんかしない」

　唯人の言葉には、全く気負いがなかった。平気で笑い飛ばせそうな軽さだった。灯香は、想像もしていなかった言葉を聞いたように、呆ぼう然ぜんとしていた。

「代わってあげることはできないかもしれないけど、君の痛みが和らぐのなら、なんだってする。君がいいって言ってくれるなら、いつだって、君が眠るまで手を繫つなぐよ」

　灯香の手が、スカートをぎゅっと摑つかむ。

　震ふるえているような声がする。

「キミが、気にしないと言ってくれるのはわかってたのです。キミが優しいのは知ってます。だからこそ、あの姿を見られたら、キミとは対等でいられなくなってしまう気がしたのです……でも、そんなこと、って言ってくれるなんて、思ってなかった」

　唯人は思わず噴ふき出した。灯香の心配が、あまりに的外れだったからだ。可哀かわい想そうだと思うとか、同情するとか、そんな風に思っていたのだろうか。そんなこと、あるわけないじゃないか。

　灯香が、急に笑い出した唯人を、不ふ思し議ぎそうに見上げてくる。

「なにか可笑おかしいこと、いいました？」

「俺おれ、やっぱり、まだ君のことをなにも知らないんだなって思ってさ……いや、お互いに、なにも、わかってないんだよな。でも、これだけは本当なんだ。俺は、君と一いつ緒しよに笑っていたくて、異界使いになったんだ」

　心が、晴れていく。胸の中で、膨らみ続けていた煙が抜けていく。それが、異界使いとしての唯ゆい人との原点だった。異界使いでいるための理由だった。

「灯とう香かがどう思おうと、やっぱり、俺おれにはこれしかないんだ。君がなにを思って生きてきたかは、知ってるよ。でも、さっき、君が教えてくれたように、開き直ることにする。自己満足に生きることにする。だから、言うよ……君が、好きだ」

　告白する時は、もっと緊張するものだと思っていた。心しん臓ぞうが張り裂けそうに痛むものだと思っていた。けれど、生まれて初めて告げたその言葉は、自然に、口の中から滑り出てきた。

「いじわるですね。そういうの駄だ目めだっていったのに。唯人のことが嫌いとかじゃなくて、私、やっぱり、そういうの、駄目なのです」

　灯香も、顔を赤らめたり、恥らったりする様よう子すは全くなかった。ただ、困ったように笑いながら答えてくれる。

「わかってるよ。別に、なにをどうしたいってわけじゃない。ただ、言いたかったんだ。その、自分のために」

「じゃぁ……私も、一つだけ。答えにはなっていませんけど、いいたいことがあるのです。自分のために」

　天然石の瞳ひとみが、真まっ直すぐに、唯人を見つめる。

「キミがいてくれて、よかった」

　くるん、と背を向ける。背後で束ねられた髪の毛が、子犬の尻尾しつぽのように揺れる。紅茶、淹いれますね。そういってキッチンの方に歩いていく。その背を、呆ぼう然ぜんと見ながら

　ズルイと、思った。好きにはなれないけれど、傍そばにいて欲しい。生殺しってやつだ。そんな風に言われたら、もう何ど処こにもいけないじゃないか。

「真剣に向き合えとはいったけどよ……いやまぁ、見事にフラれたな」

　背後で、声がする。

「あいつ、やっぱ自殺願がん望ぼうがあるんじゃねぇか。これで、またギロチン台を一段上ったぞ」

「ウザいな、エロハゲ」

　勢いよく振り向く。いつの間にか、秋あき雨さめとノインが帰ってきていた。ソファの背に、三人並べて顎あごを乗せ、こちらを見ている。

「お、お前らっ、なんでいんだよっ！」

　叫びは、冷めた視し線せんで流される。事務所にいるのは当たり前だろ、とばかりに。唯人は、顔を真まっ赤かに染めながら、自分の迂う闊かつさを呪った。

　奥からは、紅茶の香りと、楽しそうな鼻歌が流れてきていた。







　あとがき




　子供の頃ころ、大好きだった絵え描かきさんのホームページがありました。そのホームページには、タロットカードのような美しいイラストが素す敵てきな詩を添えて飾られていました。新しい絵が更新されるのを、毎日楽しみにしていました。

　最近、ふと思い出して久しぶりにいってみました。そこは、私が足しげく通っていた頃となにも変わっていませんでした。ずっと昔に感動したイラストと、見たことのないたくさんの新しいイラストがありました。私は少しだけ泣きました。いつか、こんな小説が書きたいと思いました。




　こんにちは、瀬せ那な和かず章あきです。たくさんの人に支えられ、なんとか二巻を出すことができました。

　小説家になって、私の周りでなにが変わったかというと、そう大きな変化はありませんでした。父や母が意外にも喜んでくれたくらいです。

　周りよりも、私の内側の方が、たくさん変化がありました。

　まず、小説を書くのがずっと楽しくなりました。私は、これまで一人ひとりで小説を書いていました。ですから、書いたものを誰だれかに読んでもらえる、という状況は夢の中にいるようでした。

　それから、小説家になって、どれほど自分のことをわかっていなかったかを知りました。

　私は、自分が人よりも少しだけおかしいと思っていました。時折襲おそってくるわけのわからない妄想は、きっとなにかが壊こわれているからだと思っていました。開き直って、どこか壊れてないと小説なんて書けない、などと嘯うそぶいたこともありました。

　ですが、どうもそうではなかったようです。

　描いていた妄想は、誰もが考えていて胸に秘めている在あり来きたりな想像だったのです。個性だと思っていたのは、ただの自じ意い識しき過剰な自うぬ惚ぼれだったのです。たくさんのことを指摘され、それに気づきました。

　私は、自分が人よりも少しだけ打たれ強い人間だと思っていました。学生の頃ころは体育会系だったこともあり、辛つらい状況でも、歯を食いしばって耐えることができると思っていました。落ち込んだりせずに、前向きに捉とらえることができると思っていました。

　ですが、どうもそうではなかったようです。

　寄せられた厳きびしい意見や感想に、自分でも驚おどろくほど傷つきました。前向きに捉えることも、なかなかできませんでした。自分がいかに弱く、いかに純粋であるかに気づきました。

　私は、自分が人よりも少しだけ淡白な人間だと思っていました。失恋をしても、友人たちと離はなれることになっても、すぐに目の前の日常に慣なれていきました。愚ぐ痴ちを零こぼして泣いてばかりいる友人を慰なぐさめながら、自分はこんな風には泣けないだろうと思っていました。私の心には、なにかが欠落しているのではないかと感じた時もありました。

　ですが、それも違っていました。

　自信を失いかけていた時に、頂いたお手紙を読んで、なんの抵抗もなく泣きました。会ったことのない誰だれかの言葉に何度も励まされました。私はこんなにも涙もろく、熱あつい人間だったのだと知りました。

　この物語を書く中で、たくさんの葛かつ藤とうがありました。キャラクターたちの葛藤は、ベクトルは違っても、まるで同じ悩みを抱えているようでした。葛藤を乗り越えて本を出すことができたのは、皆様の支えがあったからこそです。

　思うように筆の進まない私を根気強く応援してくださった担当の佐さ藤とう様、小こ原ばら様、素す敵てきなイラストで物語を彩っていただいたｕ様を始め本書に関かかわっていただいた全すべての方々へ、そして、なにより本書を手にとっていただいた皆様へ。精一杯の感かん謝しやを捧ささげたいと思います。本当に、本当に、ありがとうございます。

　また、どうやら知らない自分を見つけてしまったようです。あとがきを書いている私の指が、少し震ふるえています。




　忘れられない思い出があります。小学校の文化祭の最後に、全校生徒でのビンゴ大会がありました。三等の文具セットが当たった私は、嬉うれしくて、猛ダッシュで朝礼台にいきました。ところが、なにかの手違いで景品が足りず、私の分は残っていませんでした。その時、新任の若い女の先生が、近くにあった紫陽花あじさいの花を摘つんで渡してくれました。三等賞おめでとう、そういって渡された紫陽花は、スーパービックリマンの文具セットなど目じゃないほど輝かがやいて見えました。私は、あの時の気持ちを表現する言葉を、恥ずかしながら未いまだに見つけられていません。いつか、こんな小説が書きたいと思います。

　まだまだ自分のことも、自分の心を表す言葉さえも知らない未み熟じゆく者ものですが、せいいっぱい書き続けていきます。よろしくお願ねがいいたします。


瀬せ那な　和かず章あき
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瀬せ那な和かず章あき

本が好き。帽子が好き。お酒が好き。コーヒーメーカーの音が好き。いつか、コーヒーをあーしてこーして淹れるのが好き、と言えるようになりたいです。
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ｕユー

メールの文面は「すみません」で始まることが多くなりました。あやまってばかりの人生のイラスト担当と噂されているｕです。あと、サイトはないので探してみてください。
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